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ごあいさつ
「第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ」を振り返って
　2011年11月12日、13日の両日にわたって開催いたしました
「第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ」は、全
国から3,800名を超える参加者をお迎えして、大盛況のうちに
無事終了することができました。ご参加いただいたみなさま
をはじめ、実行委員会委員、運営スタッフ、ボランティア、本
フェスティバルに助成、協賛いただきました団体、企業の皆様
に心から御礼を申し上げます。
　2010年５月に実行委員会を立ち上げて以降、計24回の委員
会において本フェスティバルの企画、運営などについて意見
を交わしていただきながら、開催に向けた準備を進めてまい
りました。途中、2011年３月11日に発生した東日本大震災に
より、すべての実行委員が被災地支援の取組みにかかりきり
になり、開催内容の検討や分科会などの開催プログラムの準
備が進められるか、大変不安を感じました。しかし、毎月開催
される実行委員会には多くの委員が駆けつけ、熱心に内容の
検討や準備を行っていただきました。
　今回の大会テーマとさせていただきました「市民(わたした
ち)がつくる、強くしなやかな社会」は、震災の発生を受け、逆
境にくじけることなく、市民の持つたくましさや柔軟な思考
を活かして、これからの新しい社会を自分たちの手で作り上
げていこうという意志を表すものです。初日の式典から最終
日の閉会式まで、その隅々に日頃の取組みの成果や工夫が映
し出されていました。それは、フェスティバルを単なるイベン
トではなく、一人ひとりの参加者の活動内容や意見を交換す

るフォーラムとして開催するという実行委員会の意図が反映
された結果でもあります。
　一方で、全国から多くの参加者をお招きするにあたっては、
その準備が十分ではなかったという反省も、振り返りの実行
委員会の場で出されました。また、多くの運営スタッフやボラ
ンティアに関わっていただいたにも関わらず、その力を十分
に引き出し、活かしきれなかったという意見も出されました。
これらについては、この場を借りてお詫び申し上げます。
　フェスティバルの２日間を振り返ると、開催に多くの方の
力が結集されたこと、多勢の参加者が全国から集い、その知恵
や活動を交換し合ったことなど、これまで以上に人と人のつ
ながり、活動のつながりが生まれたことを実感できる場とな
りました。私自身、多くの会場に足を運びながら、年齢を問わ
ず、ボランティア精神が日本で定着しつつあることを感じ、大
変心強く思いました。
　これらのつながりが、今後、新たな社会を私たち自身の手
で創りあげていく上で活かされることを心から願っており
ます。
　最後になりましたが、皆様の今後の活動がますます発展さ
れることを祈念いたしております。ご参加、ご協力、誠にあり
がとうございました。

第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ
大会会長　古川　貞二郎

「第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ」を終えて
　2011年11月12日～13日に行われました第20回全国ボラ
ンティアフェスティバルＴＯＫＹＯには、開会式に秋篠宮
殿下、同妃殿下をお迎えする中、全国各地から多くの方々に
ご参加をいただき、たいへんにぎやかに開催させていただ
きましたこと、心より御礼を申し上げます。
　また、開催に向けて実行委員、運営サポーター、ボラン
ティア、出演者、事務局それぞれの皆様にはただでさえ多忙
な中、準備から実行へと本当に真剣にお取り組みいただき、
感謝を申し上げたいと思います。
　東日本大震災の発生した2011年３月11日の前日３月10
日は、第13回目の実行委員会でした。その議事録をみると、
開催当日まで約８ヶ月となり、全体テーマの絞り込みや、各
分科会がかなり具体的な内容となり、参加申込受付のため
の準備なども始まって、いよいよ活動が佳境の時期へと向
かう内容となっていました。
　そしてその翌日、会議に参加していたメンバーはそれぞ
れの職場や活動先で大震災に遭遇し、その後の日常を大き
く変化せざるを得ないことになったのです。
　準備にかかわっていたほとんどの方々が市民活動やボラ
ンティア推進に関係する活動をされているので、震災後は
ボランティアフェスティバルの準備どころではないという
のが本音だったかもしれません。
　開催の内容も震災を経て大きく変更することとなり、時
間の経過とともに刻々と変わる被災地の状況を踏まえなが

ら、限られた時間の制約の中で準備を進めました。大きくダ
メージを受けた日本の市民社会がより強く復興へ向けて進
むために、何かしらの役割を果たす集いにしたいという思
いを胸に計画に取り組んでまいりました。
　震災で一時は開催そのものを見直そうという話もありま
したが、震災があったからこそ、全国の皆様に復興に向けて
市民の力を結集することの大切さを伝えたいと、開催を決
意し、その全体テーマを「市民（わたしたち）がつくる、強く
しなやかな社会」とし、数多くの震災関連の分科会も新たに
組み込むこととなりました。
　2009年の秋に東京での開催が決定し、準備委員会から開
催まで約２年、実行委員会だけでも開催後の振り返り委員
会を入れて25回を数えました。各プロジェクトチームの打
ち合わせなどを含めばおそらく200回を超える議論が交わ
されたものと思います。
　開催両日とも秋の晴天に恵まれ、開催においてはいろい
ろ反省点もありますが、まずはご参加いただいた皆様に何
かしらをお伝えすることができたのではないかと思ってお
ります。被災地の一日も早い復興を祈るとともに、開催に関
わられたすべての皆様に心から御礼を申し上げたいと思い
ます。どうもありがとうございました。

第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会
委員長　枝見　太朗
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大会概要

開催日

主催

後援

2011年11月12日（土）～ 13日（日）

参加登録料 3 , 000円（大学生以下無料）　※交流会費は別途（3,000円）

一般参加者 2,730名

1 ,117名

332名

371名

240名

105名

69名

3 ,847名

関係者

関係者内訳 ①出演者

②ボランティア

③分科会運営協力者

④実行委員、分科会企画者等

⑤東京都社会福祉協議会職員

合計

参加者数

テーマ 「市民がつくる、強くしなやかな社会」
わたしたち

第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会

東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター

「広がれボランティアの輪」連絡会議

全国社会福祉協議会

事務局 第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会事務局

〒162 -0823  東京都新宿区神楽河岸1-1　セントラルプラザ10F

東京ボランティア・市民活動センター内

ＴＥＬ：03-3235 -1171 ／ＦＡＸ：03-3235 -0050

会場 １日目　11月12日（土）

　　メイン会場：両国国技館

　　分科会会場：江戸東京博物館、国際ファッションセンター、共和フォーラム

２日目　11月13日（日）

　　メイン会場：青山学院大学

　　分科会会場：国連大学、東京ウィメンズプラザ、こどもの城

内容 １日目　11月12日（土）
　プロローグ、開会式、シンポジウム、分科会・フィールドワーク（４会場・28テーマ）、交流会

２日目　11月13日（日）
　分科会・フィールドワーク（４会場・34テーマ）クロージングセッション、引継式・閉会式

両日開催
　ふれあい広場（ボランティア・市民活動団体の活動紹介、地域性に富んだ情報発信）

厚生労働省、文部科学省、東京都、墨田区、渋谷区、国連ボランティア計画
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大会会長
大会副会長

○主催組織（◆４者主催）

○推進委員会
推進委員会設置要綱に基づき設置し、
69団体が協力。

◆実行委員会

◆全国社会福祉協議会

◆「広がれボランティアの輪」連絡会議

委員長（１名）　副委員長（２名）　監事（３名）　委員（15名）

○全体会（部会長１名、部会委員７名）
　開会式やシンポジウムなど、全体に関わるプログラムの企画・調整。

○企画（部会長１名、部会委員９名）
　ふれあい広場の運営やボランティア募集・調整。

○広報（部会長１名、部会委員７名）
　フェスティバルの周知活動や広報に関わるイベントの企画実施など。

○運営管理
　全体の運営に関する細部の調整・決定。
　実行委員会委員長と副委員長が兼務。

○ボランタリズム（５名）　○つながりづくり（６名）　○多様なかかわり（７名）

部会

分科会（カテゴリー）分科会を企画、調整、実施する。

○後援団体
行政機関、関係団体等６団体。

○協力団体
都内社協、ボランティア・市民活動団体、
福祉関係諸団体等。
分科会の企画や広報、当日運営などに協力。

○協賛団体・企業
関係団体・企業等12団体。

協 力

◆東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター

　大会実施にあたり、21名（主催３団体の職員を含む）で構成される実行委員会を立ち上げ、各委員は部会と分科

会カテゴリーのいずれかに所属した。各部会で検討・調整された事項については、月１回～２回開かれる実行委

員会にて共有・最終決定され、企画・準備から当日の運営、報告に至るまで、実行委員を中心に主体的に行われた。

大会運営体制

■ 工夫したポイント
・迅速かつ柔軟な対応のため、実行委員会を主導・中心とした企画・運営

・部会を用いた議論の活発化

■ 次へ生かすポイント
・部会、分科会担当の兼務による各委員の負担増

・協賛団体・企業へのＰＲ不足
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大会運営スケジュール
● 主なスケジュール

2009年
12月 平成23年度全国ボランティアフェスティバル（仮称）準備会設置

平成23年度全国ボランティアフェスティバル（仮称）第１回準備会開催

● 実行委員会等実施状況
準備会　４回／実行委員会　24回

● 各部会実施状況
運営管理部会　13回／全体会部会　12回／企画部会　11回／広報部会　18回

● その他
シンポジウム打合せ　１回／ Ustream使用に関する打合せ　１回／クロージングセッション打合せ　１回／

当日ボランティア事前説明会　５回／当日ボランティア出張説明会（学校・企業等にて）　８回／

メールマガジンでの情報配信　17回

2011年
５月 大会テーマおよび主旨文を決定

2012年
２月

2010年
４月 平成23年度全国ボランティアフェスティバル（仮称）実行委員会設置

５月 平成23年度全国ボランティアフェスティバル（仮称）第１回実行委員会開催

８月 大会名称を「第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ」に決定

６月 業務委託業者を決定
第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ推進委員会設置
第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ第１回推進委員会開催

12月 ふりかえり

報告書作成

７月 参加申し込み受付開始
開催パンフレット・チラシ・ポスターの発送

８月 ふれあい広場　出展団体の募集
協賛依頼

９月 当日ボランティアの募集
事前参加申し込み締切（10月まで延長）

10月 当日ボランティアへの事前説明会の実施
事前参加申し込み最終締切

11月 第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ開催

９月 大会専用ホームページの開設
Twitterでの情報配信を開始
第19回全国ボランティアフェスティバルひろしまでの広報（紙相撲大会広島場所の開催）
「ボラフェスなぞかけ」募集

10月 「ボラフェスなぞかけ」応募締切

12月 メールマガジンの配信を開始
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大会プログラム・テーマの決定
　実行委員会を中心に話し合いを進め、大会を構築するためのコンセプト作りを行った。様々な社会課題や分野ごと

の取組みなどについて議論し、以下の４つのポイントに絞った。さらに、2011年３月の震災を受け、その視点も加え、市

民（わたしたち）がつくる、強くしなやかな社会とはどのようなものかを考えていこうという方向性でテーマを作り上げ

た。この方向性のもと、以下に記載した「テーマ」や「コンセプト」などを打ち出す形でプログラム構成を考えた。

～ボランティアフェスティバルが始まっての20年を振り返る～
この20年にあった様々な動きのもと、変化を遂げてきた“ボラン
ティア”の考え方。そもそもボランティアとはどういうものか。こ
れからのボランティアの役割やあり方を考える。

決定にあたって様々な議論を行う中で震災が起こり、この震災をど
のようにテーマに含めるか、さらに議論が行われた。主旨文（裏表紙
に掲載）は、過去の大会にはなかったものだが、このような時期の開
催に際し、実行委員会としての「想い」を伝えたい、という気持ちから
作成することになった。

■ 工夫したポイント
・東京らしさの出し方（江戸らしさを感じられる両国エリアと、都会らしさを感じられる青山エリアの２ヶ所の会場）
・これまで参加したことがないであろう参加者層の開拓を意識

・震災復興をテーマとするのはいかがか
・震災に注意が行き過ぎて、他分野への視線が弱くなっている
・復興支援の色をあまり濃く出さない方がいいのではないか
・11月にどのようになっているかといった時期を見越した内容にすることも必要
・その後の生活支援という視点も入れてもいいのではないか
・震災の経験をこれからのまちづくりにどう活かすか
・日本、復興、再建などを入れると、それ以外の人は来づらくなる
　「ボランティアは社会を強くする」「強い社会のためにボランティアは必要だった」という気持ちを伝えるような言葉の方が、
　直接的な言葉よりもいいのではないか
・復興支援だけではなく、いかにボランティアを引き続きつなぎとめて、社会に根付かせていくか
・ボランティアをどう打ち出すか
・学生もボランティアに対する意識が変わってきている
・ボランティアは難しいものではないということを伝えたい
・今までボランティアをしたことのない人が、この震災でボランティアに関わった
　震災だけがボランティアではないということを知ってもらう機会としたい
・今までボランティアをしてきた人も、ボランティアを初めてした人も参加できるような視点で作りたい
・今だけでなく、「長く」様々な人とつながっていく、そんな思いが入っていくとよい
・参加者と一緒にという思いは残したい

● コンセプトについて

○テーマ　「市民がつくる、強くしなやかな社会」

○主旨文　　裏表紙に掲載

・ボランタリーな活動の本質・原点とは

● シンボルデザイン
ボランティアフェスティバル（Volunteer Festival）の頭文字、「Ｖ」と「Ｆ」をシンプルに表現し、家紋のようなデザインにした。
また、開催場所である両国国技館と近隣の名所東京スカイツリーをアイコン化してロゴマークに組み入れた。

時代の移り変わりの中でいま一度、「東京」らしさや特色に焦点を
当てる。持続可能な都市であった「江戸」や「江戸しぐさ」、古いも
のと新しいものとの融合といった部分、また、地方との役割、島嶼
（とうしょ）との関係、国際都市としての東京なども捉えていく。

・江戸から学ぶ、「東京」らしさ

地縁型のものやテーマ型のものなど、地域には様々なつながりが
存在している。しかし、今、つながりが薄れ、様々な課題が生じて
いる。愛媛、広島と続く「チカラ」。今、どのようなつながり方が求
められているのか、つながりの原点とは何か、そしてつながりが
生む「チカラ」について考える。

・これからの「つながり」のあり方

市民の社会参加という言葉を聴くことが多い。誰しもが地域に関
わることが求められてきているのではないか。その様々なあり方
について考える。

・市民の社会参加におけるあるべき姿

● テーマ、主旨文について

また、今回の震災を受け、多くの方がボランティアとして関わった
り、触れたりすることがあったため、コンセプトにも含まれている
「ボランティアの原点や本質」を改めて考えるという部分にも議論が
広がった。
（以下、議論の経過を一部抜粋）

わたしたち
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大会プログラム

■ 工夫したポイント

和太鼓演奏　菊一太鼓（墨田区太鼓連盟）

　 プロローグ　12：45 ～ 12：55（両国国技館）

○ 挨　拶　　　　開催地代表　第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ　大会会長　古川　貞二郎
　　　　　　　　主催者代表　全国社会福祉協議会　会長　斎藤　十朗　　　　　　　　　　　　　　　　
○ メッセージ　　国連ボランティア計画　事務局長　フラビア・パンシエ－リ　氏
○ 来賓祝辞　　　厚生労働大臣政務官　　津田　弥太郎　氏
 　　　　　　　　東京都副知事　　佐藤　広　氏
○ 秋篠宮殿下　おことば
○ ボランティア功労者厚生労働大臣表彰　　個人代表　　　　大内田　寧子　氏（東京都）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体代表　　　　厚木市食生活改善推進団体　厚味会（神奈川県）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校代表　　　　熊谷市立大原中学校（埼玉県）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央推薦代表　　株式会社　デンソー（愛知県）
○ 受賞者代表挨拶　　大内田　寧子　氏（東京都）
○ 閉会挨拶　　　　　第20回全国ボランティアェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　委員長　枝見　太朗　

　 開会式　13：00 ～ 13：50（両国国技館）

○シンポジスト　　　　阿部　志郎　氏（横須賀基督教社会館　会長／「広がれボランティアの輪」連絡会議　顧問）
　　　　　　　　　　　加雅屋　拓　氏（ＮＰＯ法人ＮＰＯコミュニケーション支援機構　代表〔略称ａ－ｃｏｎ〕）
　　　　　　　　　　　野中　ともよ　氏（ＮＰＯ法人ガイア・イニシアティブ　代表）
○コーディネーター　　山崎　美貴子（東京ボランティア・市民活動センター 所長／「広がれボランティアの輪」連絡会議 会長）

28のテーマごとの、課題提起や解決に向けた協議や研修

１日目　11月12日（土）

34のテーマごとの、課題提起や解決に向けた協議や研修

　 分科会・フィールドワーク　９：30 ～ 12：30

２日目　11月13日（日）

○コーディネーター　　枝見　太朗（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　委員長）
○登壇者　　　　　　　鹿住　貴之（同実行委員会　副実行委員長）
　　　　　　　　　　　須藤　美智子（同実行委員会　副実行委員長）

　 クロージングセッション　13：30 ～ 15：00（青山学院講堂）

○フラッグ引継
○次回開催地代表挨拶　　森下　達也　氏（第21回全国ボランティアフェスティバルみえ推進委員会　会長）
○合唱　　　　　　　　　こどもの城児童合唱団（楽曲：①地球の仲間　②タンポポ　③立ち上がれ　④あしたははれる）
○閉会の言葉・被災地へのメッセージ
　枝見　太朗（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　委員長）

　 引継式・閉会式　15：00 ～ 15：40（青山学院講堂）

渋谷区内のＮＰＯ・市民活動団体など、全55団体によるブース出展

　 ふれあい広場　9：00 ～ 16：00

　 シンポジウム　14：00 ～ 15：30（両国国技館）

　 分科会・フィールドワーク　16：00 ～ 17：30

墨田区内のＮＰＯ・市民活動団体など、全41団体によるブース出展

　 ふれあい広場　12：00 ～ 18：00

○主催者挨拶　　　　　　山崎　美貴子（東京ボランティア・市民活動センター 所長／「広がれボランティアの輪」連絡会議 会長）
○乾杯　　　　　　　　　深野　紀幸　氏（墨田区社会福祉協議会　事務局長）
○紙相撲大会東京場所　　第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ　実行委員
○次回開催県ＰＲ　　　　第21回全国ボランティアフェスティバルみえ　実行委員
○締めの挨拶　　　　　　星宮　正典　氏（渋谷区社会福祉協議会　事務局長）

　 交流会　18：00 ～ 19：30（両国国技館）

・東京らしさの出し方
・開催地域の子どもたち、ＮＰＯ・市民活動団体や
　福祉団体との協力による開催
・流れをイメージした２日間の構成
（シンポジウムでのコンセプトにもとづく大きな課題提起→具体的な課題に対して
分科会の実施→様々な課題を受けてのまとめとしたクロージングセッション）

■ 次へ生かすポイント
・各日の開催エリアが異なることによる分かりづらさ
・分科会数の多さに伴う選択のしづらさ
・参加しやすいプログラムの組み立て（時間配分など）
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　「第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ」

は、第20回目の節目の大会となるだけでなく、2001年の「ボ

ランティア国際年」から10年目の記念大会でもある。また、

３月に起こった東日本大震災の後に開催される大会にも

なった。

　両国国技館にて、多くの来賓の方々や秋篠宮同妃両殿下

のご臨席と、秋篠宮殿下のおことばをいただき、二日間の初

日が開幕した。

プロローグ・開会式

■ 工夫したポイント

● プロローグ

・江戸らしさの出し方（会場の選定／プロローグの太鼓演奏）

・会場の雰囲気を生かしたレイアウト（升席の使用）

・20回目の節目や震災への取組みを意識した演出（オープニング映像）

■ 次へ生かすポイント
・全体の時間配分

● 開会式

過去の大会を振り返るオー
プニング映像の上映

厚生労働大臣政務官　津田
弥太郎氏ほかご来賓の皆さま

秋篠宮同妃両殿下　ご臨席

いよいよ初日の開幕 菊一太鼓（墨田区太鼓連盟）の子どもたちの力強い演奏

アリーナのほか、升席も使用

国連ボランティア計画
フラビア・パンシエーリ氏

秋篠宮殿下のおことば ボランティア功労者厚生労働
大臣表彰
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シンポジウム
　今回のシンポジウムのテーマは「市民（わたしたち）がつく
る、強くしなやかな社会」。このテーマはどういう意味を持つ
のだろうか。３月11日の東日本大震災により、私たちは未曾
有な体験をした。翻って、我が国の経済環境もリーマン
ショック以来悪化し、若者たちをはじめとする就職難など、
社会で様々なひずみが目立つようになった。地域の中には孤

● テーマ

● シンポジスト

● コーディネーター 山崎 美貴子（東京ボランティア・市民活動センター 所長／「広がれボランティアの輪」連絡会議 会長）

立や自死、または虐待や暴力などがあり、自然環境問題ある
いは外国に住む方々の暮らしの問題など多様である。これま
で、私たちは様々な領域でボランティア活動に取り組み、社
会や地域を耕してきた。シンポジウムでは、３人の方をお迎
えし、ボランティアや市民活動の原点を問い直し、様々な社
会の課題にどのように立ち向かっているのか見つめた。

市民がつくる、強くしなやかな社会
わたしたち

阿部 志郎 さん（横須賀基督教社会館　会長／「広がれボランティアの輪」連絡会議　顧問）
加雅屋 拓 さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯコミュニケーション支援機構　代表〔略称ａ－ｃｏｎ〕）
野中 ともよ さん（ＮＰＯ法人ガイア・イニシアティブ　代表）

取組みとそこから見えてきたこと

山  崎

阿  部

加雅屋

阿  部

３人のシンポジストからご自身の紹介と思いのたけを
語っていただけますか。

私たちは毎日たくさんの人に出会います。皆さんもこ
の会場においでになる際、何十、何百という人に電車の
中で、道で、駅で会っています。でも、一歩すれ違えばそ
の人がどんな顔をしていたかさえ覚えておりません。
でも、そうした出会いの中に、時にめぐり会いが起こり
ます。それは皆さん方のパートナー、恋人と出会った時
を思い起こしていただけると、それがめぐり会いです。
心と心が響き合う出会いをめぐり会いと申します。
　こうした出会いの機会がだんだん減ってきました。
戦後貧しい時代には、この地区も全部焼け野原、みんな
近所で協力をしながらバラックを建て、そこに朝顔を
植えたりしたのです。食べるものがありませんので、お
米もみそもしょう油も貸し借りをしました。支え合い
ながら耐えたのです。
　経済が復興してきますと、「家つき、カーつき、ババ抜
き」という言葉が生まれました。まだ家も車もない時代
に、若い女性が結婚をする相手に対して条件を出した
のです。車を持ち、家を所有していること。しかし、ババ

抜き（姑のいないこと）であること。テレビ、冷蔵庫、洗
濯機、車、ケータイと私どもは新しいものを追い求めて
きました。当時、モノを大事にし、人を軽んじる風潮が
生まれた日本（人）は、アジアではエコノミックアニマ
ルと軽蔑されるようになりました。
　もう１つの合い言葉は「バスに乗り遅れるな」。１台し
かないバスにみんな走って、人を押し分けてバスに乗ろ
うとしました。この時、走れない人がいる、飛び乗れな
い人がいることは念頭にありません。競争社会に移っ
たのです。産業界が教育に要求をしました。通常の勤務
だけでなしに、残業・夜勤に耐える体力を持った子ども
を育ててくれ。技術革新をしていくので、知能の高い子
どもを世に送れ。教育では学習到達度をはかるテスト
が実施され、偏差値が設けられました。平均以上の子ど
もは大事にされ、平均に達しない子どもを「落ちこぼれ」
と申しました。ここからいじめ、校内暴力、不登校、虐待
など、この20年間に児童虐待は50倍に増えています。
　こうした状況の中で２ＤＫが普及しプライバシーを
重んじてきました。人にかかわりたくない。団地に住ん
でいる人の調査によると、35％の人が他人とのかかわ
りを持っていないという結果が出ています。団地に住
んでいる友人が申します。朝出勤をする時に鞄を持っ
て玄関に立つ。廊下に足音が聞こえる間は立ったまま
待つ。シーンとしたらドアを開けてサっと出て行くと。

隣の人と顔を合わせてあいさつをするのが億劫。こう
いう心理が私たちに働きます。
　今子どもの４人に１人は放課後にひとりで遊んでい
ます。友達がいないのです。年寄りも孤立・孤独という
問題に悩んでいます。私がお会いした73歳の女性です
が、「昼間は人の顔が見え、車が走り、気が紛れます。で
も、夜中真っ暗な中でふと目を覚ますと、骨を刺し心の
凍る寂しさです。寂しいから死にたいけど、意気地がな
くて死ねません」と。こういうお年寄りが増えて、東京
23区で１日平均10人の方が孤独死をしています。これ
で良いのか、日本の社会は一体どうなっていくのか、を
今私たちはお互いに問わなければなりません。
　そこに突如３月11日の東日本大震災が襲ってきまし
た。ここにおける被災者、ボランティア、それを支援す
る人々の姿勢が一変しました。私は感銘を受けていま
す。日本の社会はこれで変わるのではないかという希
望を抱かされているところです。

私は、本業は広告会社でマーケティングプランナーを
しています。特に私が携わっている仕事は商品開発の
仕事が多く、調査を通じて、全国の皆さんの声を聞きな
がら、どういった商品づくりが受け入れられそうかと
いうことを検討します。クライアントを手伝いながら、
商品の味、パッケージ、そして、広告にどう生かしてい
くかという部分を統括するという仕事をしています。
　休日には、a-con（エーコン）という団体で、ボラン
ティアとして、ＮＰＯの広報やコミュニケーションの
サポートなどに取り組んでいます。例えば、アジアの各
国で教育の支援事業を行っている「シャンティ国際ボ
ランティア会」からの相談を受け、我々は５～６人の
チームを結成します。会の事務局に伺いまして、まず話
をじっくり２～３時間、それを何回か繰り返していき
ます。
　そうしていくうちに、シャンティ国際ボランティア
会が世の中に対して何を伝えたいのか、また、大切にし
ているのかということが分かってきます。今回ご紹介
している事例では、今まで関わりのあった皆さんに寄
付を呼びかけるといったダイレクトメール（以下、Ｄ
Ｍ）を年に２回送っているのですが、そのＤＭをもっと
伝わりやすいようなメッセージやデザインに変えて、
寄付をもっといただけるように工夫しましょうという
ことになりました。
　我々の方で、このＤＭを受け取る人は普段はどのよ

うな暮らしをしているのか、どのような言い方をした
ら思いが伝わるなどの研究を行ったり、まずこのＤＭ
が家に来て封をあける時に皆さんがどこからどういう
順番でご覧になるのかという目線の設計、そして一番
大事なメッセージをどのようにするべきか、そういう
ことを事務局のスタッフと我々ボランティアのメン
バーで色々話し合いながら作っていくという活動をし
ています。
　これが私のボランティア活動の多くの部分を占めて
いるのですが、本業も月曜日から金曜日、時には土・日
曜日もありますが、他の時間、家庭サービスなどもある
程度きちんとしながら、その他の時間はボランティア
活動に費やすということをしています。
　実はそういった生活をしている人が、だんだん周り
にも増えてきていると感じていて、「プロボノ」という
言葉も最近かなり、いろんなメディア等で取り上げら
れています。プロボノというのは、私の例でいうと広告
会社での仕事の専門技術や知識を生かすボランティア
活動を言います。そういった方たちが増えていて、皆さ
んといろいろ話をすると当然社会に何かしら自分の力
を生かしたい、貢献したいという気持ちを持っていま
す。では、それが続く理由になっているかというと、そ
れ以外にもさまざまな理由があるのではないかと感じ
ています。私の場合は、人との出会いが非常に広がった
こと、本業での覚悟が深まったこと、人生をどうしたら
よいか真剣に考えるようになりました。

野  中

野  中

加雅屋

山  崎

野  中

阿  部

今何をしているのかというと、ＮＰＯ法人ガイア・イ
ニシアチブというものを立ち上げまして、その代表を
しております。加雅屋さんからお話があったように、プ
ロフェッショナルな仕事の領域、金を稼いでいる生
業とともに、「プロボノ」という、無償でその専門知識
を生かして社会に貢献するということに取り組んで
います。
　振り返ると、親からは「お人に何かしら役に立つ、傍
を楽にして差し上げることを、君ができるようになり
なさい。それが働くということだよ。漢字の名前をつけ
ると、親が意味を決めてしまうから、だから、平仮名で
「ともよ」にするから、自分で人生を築いていきなさい」
と言われ育ちました（笑）。大学院ではジャーナリズム
専攻でしたので、カメラを持って世界中を飛んで歩く
という仕事をしたいなと思っていたのですが、ＮＨＫ
のお仕事とご縁をいただいて、10年間テレビの仕事を

しました。そして、結婚して子どもを授かり、一人娘を
育てる中で“命”というのが本当に連綿と続いているこ
とを実感しています。
　ボランティア活動については、時代背景によってと
らえ方があると思いますが、「労働というのは必ず対価
としてお金で数えられることである。労働と対比する
と、ボランティアというのは金をもらってはいけな
い。」そう考えられてきた時代もあると思うのですね。
それで、阿部先生のお話にあったように高度経済成長
の時は、労働生産性とお金を儲けることができると良
い人間。それができない弱い者を、助けてあげなければ
いけない。手を差し延べるのがボランティアだと考え
られました。私はボランティアの定義を一つにまとめ
なければいけないということはなく、それぞれの考え
方があっていいと思っています。
　でも、2011年３月11日、震災という目覚まし時計が
鳴りました。日本は高度経済成長でお金、お金と言って
きて、それで本当に良い社会になったのか。世界第２位
のお金持ち国でも地球のクシャミにも満たない、ハッ
クションくらいでグラグラと揺れて、２万人近い方の
命が一瞬にして亡くなる。「お金がある」と言っても、地
震や津波が「じゃあ、僕、お金をもらって帰ります」とは
言わないわけです。だから、私たちにとって一番大事な
ものは命であるとあらためて思うのです。
　その後、某ビール会社の社外取締役を務めたり、国の
審議会なども仕事をさせていただいています。「いろん
なことをしていますね」と言われるのですが、私にとっ
ては何も変わらない。たった１つだけ、私の時間を子ど
もたちが笑顔でいられる日本づくり、地球づくりのた
めに役に立ちたい。それから命輝く未来づくりに何が
しかお役に立ちたいという、それだけです。

一番大切にしていることは？

山  崎

阿  部

お三方の立ち位置で一番大事にしていらっしゃること
は何でしょうか。

三和銀行（現三菱東京ＵＦＪ銀行）の頭取をした川勝堅
二さんという方がいました。この人がロンドン支店長
をしている時に財界人の家族が集まってよくパー
ティーをする。奥さんは奥さん同士で集まって歓談を
する。その話題がボランティア活動になる。川勝夫人が
「ボランティアをしていないのは恥ずかしい」とボラン
ティア活動を始めた。夫の堅二さんは「私まで巻き込ま
れて連れていかれましたよ」と笑ってました。ボラン
ティアは、してもしなくてもよいのです。自主的です。
私たちはしてもしなくてもよいことは大体しません。
しかし、しなくてよいことをしないのが恥ずかしい。こ
ういう社会をつくるのが、「強くしなやかな社会」だと
思います。
　今回の震災で被災をした16歳の高校生の話です。津
波が来て逃げた。家に戻ってみると、自分の家の前の通
りまでは全部流された。自分の家は残っている。その高
校生が流された人々に「申しわけない」と言ったので
す。今回の震災で、私たちはその高校生と同じ思いを

持ったのではないでしょうか。「自分は被災をしない
で幸運だった」とどなたもおっしゃらない。自分が安
全地帯にいて、悲しみ、苦しんでいる方々にすまない。
そういう思いを持っているのです。私は今回、国民意
識の構造が変わったと思っています。これは新しい文
化を私たちがつくっていく大きな希望だと思います。
何かをしないのが恥ずかしい。それによって一歩踏み
出して行動するのがボランティアであり、恥ずかしい
と言わせる社会が私たちの望む社会なのではないで
しょうか。

ボランティアを通じて非常に良かったと思っている
のは、本当に世の中って、知らないことが沢山あって、
面白いことがいっぱいある。そして、逆に言うと知ら
なくてはいけないひどいこともたくさんあって、それ
がいかに見過ごされてきたかということに気づいた
というのはすごく大きかったです。

野中さんの著作を拝見すると、ご自分の立ち位置のと
ころで、「正しい義に照らせ」と書いてありますね。

「命にまさる正義なし」という言葉は、高校３年の時に
書いた言葉です。父が外資系の仕事をしていたので、
家にいろいろな国の方たちがホームパーティにい
らっしゃる。地球人にはいろいろな種類がいる。違い
があるから友達同士になれる。それでお互いに出会え
てよかった。これにまさる幸せはないということと同
時に、違うからといってせめぎ合ってやっていたので
は話は進まないと考えるようになります。そしてそう
いうものの根源が命です。たった１つ、全員が共通に
持っている、生まれて一番大事な価値、これが命。これ
が私にとって一番お互いに大事にしなければいけな
い正義だと気がつきました。

シンポジウム前に４人で弁当をいただきました。野中
さんが、座られてから合掌して「いただきます」とおっ
しゃった。美しい姿です。合掌やお祈りをする人は世
界中にたくさんいます。でも、食事をする時に「いただ
きます」「ごちそうさま」という言葉を持っているのは
日本だけです。給食費を払っているのに、なぜ子ども
たちに「いただきます」と言わせるのかと、学校給食で
最近保護者の間から反発が起こり、やめた学校もあり
ます。「いただきます」は、それを備えてくれた両親、生
産者に対する感謝です。同時に動植物の命をいただく
ことに対する礼儀なのです。私たちの先祖は命への畏
敬、自然との共生を私どもにこの言葉を通して伝えて
くれました。「いただきます」というのはあいさつで
す。アイヌの言葉で「イランカラプテ」といいますが、
あなたの心に触れさせてくださいという意味です。心
と心がふれ合うあいさつを、私はまずボランティア活
動の中で皆さん方に実践をしていただきたいと思い
ます。

「市民（わたしたち）がつくる　強くしなやかな社会」とは

山  崎

阿  部

加雅屋

野  中

今日この会場にいらっしゃるお一人お一人はだれも例
外なく生から死に向かって歩んでいます。そういう私
たちの大切な命なのですが、この災害の中で身近な人
の命を奪われてしまった方は、本当に命というものは
生ある人のためにあるということを、その嘆きや悲し
みやつらさや無力さを感じながら、痛感された方がた
くさんいらっしゃると思うのです。
　そして野中さんがおっしゃられたように、私たちは
右肩上がりで歩いてまいりました。先ほど阿部先生が
これまでどのような社会の変動があったのか、非常に
わかりやすく話してくださいました。
　こういう時代状況の中で、私たちは今回のテーマの
「市民（わたしたち）がつくる　強くしなやかな社会」に
ついて、お考えをお話していただけますでしょうか。

沖縄の言葉に「五本の指は丈が違う」とあります。指は
それぞれ長さが違い、働きが違うのです。野中さんが
おっしゃったように人もみんな違うのです。違うから
特色があるのですね。
　しかし、掌（たなごころ）は１つです。このフェスティ
バルは全国から集まって、みんなが心を１つにする。小
指に刺さった棘は小指の痛みだけではないのです。体
全体の痛みなのです。それを分かち合う印がこの掌で
あります。
　ところが、人間という言葉に間があります。間（あい
だ）があるのです。人と人は違うから壁がある。この壁
をなくすことはないのです。それではどうするか。松尾
芭蕉が、「よく見れば、なずな花咲く垣根かな」とうたい
ました。垣根がある。でも、そこになずなの花がきれい
に咲いています。何が必要かといえば、人と人の垣根を
越えて友情の花を咲かせることです。それがボラン
ティアの役割です。どうか皆さん方、人と人、人間とい
うのは間に生きるのです。人と人の間に生きる。この人
の間にある壁を越えていく助け合いと愛情の花をボラ
ンティアとして咲かせようではありませんか。

「強くしなやかな社会」ということで宿題をいただいて
いて考えたのですが、私自身は、個人がフワフワ柔らか
い必要はないのではないか。例えるならば、レゴブロッ
ク。強くしなやかな社会における人というのは、レゴブ
ロックのようなものでよいのではないかと思います。
もともと持って生まれた色や形は何なのかということ
をよく自分で見つめ直して、だけどレゴブロックはい
ろんな組み合わせでどんな形にでもなる。ブロックそ
のものは非常に個性があって固いものですが、いろん
な形につながっていけるということが、強くしなやか
な社会なのではないでしょうか。

年齢、経験は取り払い、お互い尊重する。例えば、ボラン
ティア歴３年の人と33年の人が対等に「どうぞよろし
く！」と言えるような社会でありたいですね。

山  崎 お三方の話をうかがって、ボランティア活動というの
は、活動されている地域や社会、活動者自身も豊かにす
るということがよく分かりました。それから野中さん
から、ボランティア活動が、社会的な貢献をする大きな
武器にもなっていることもわかりました。
　ボランティア活動は、阿部先生のいう「人と人との間
に」、そして加雅屋さんのいう「信頼」、「助け合い」、「支
え合い」という精神を生み出す力があるということも
わかりました。そして、地域社会の絆を強める役割があ
るということもわかりました。私たちは競争原理に基
づく右肩上がりの社会を今まで目指してきましたが、
大切なことは持続可能な社会をつくっていくために私
たちができることは何か、ボランタリーな活動の本質、
原点は何かということを考え続けたいと思います。
　阿部先生は「文化をつくる」とおっしゃいました。東
京らしさは、今ここにある東京だけではなくて、脈々と
私たちが生活を紡いできた中にあります。それから、い
ろんな職人の文化があります。その紡ぎの中で、私たち
は「お互いさま」を、そして支え合うことの大切さも学
びました。この江戸から始まった営々と続く文化を私
たちはまた次の世代へ伝えていく。次の世代へ私たち
の命をつないでいくことだと思います。
　東京ボランティア・市民活動センターでは、「つなぎ、
つながり、つながり合う」を合い言葉にしてきました。
皆様にも、これからのつながりのあり方をぜひ考えて
いただければと思います。皆様と思いを共有しながら、
この２日間を１つの起点にして、また次の20年間を歩
み続けてまいりたいと願っております。ありがとうご
ざいました。　

東京ボランティア・市民活動センター発行
『ネットワーク』2012年２・３月号（316号）より転載。

※当日の模様はユーストリームで動画を配信。
　（協力：ソーシャルブリッジ株式会社）
　http://www.ustream.tv/channel/volufes
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シンポジウム
　今回のシンポジウムのテーマは「市民（わたしたち）がつく
る、強くしなやかな社会」。このテーマはどういう意味を持つ
のだろうか。３月11日の東日本大震災により、私たちは未曾
有な体験をした。翻って、我が国の経済環境もリーマン
ショック以来悪化し、若者たちをはじめとする就職難など、
社会で様々なひずみが目立つようになった。地域の中には孤

● テーマ

● シンポジスト

● コーディネーター 山崎 美貴子（東京ボランティア・市民活動センター 所長／「広がれボランティアの輪」連絡会議 会長）

立や自死、または虐待や暴力などがあり、自然環境問題ある
いは外国に住む方々の暮らしの問題など多様である。これま
で、私たちは様々な領域でボランティア活動に取り組み、社
会や地域を耕してきた。シンポジウムでは、３人の方をお迎
えし、ボランティアや市民活動の原点を問い直し、様々な社
会の課題にどのように立ち向かっているのか見つめた。

市民がつくる、強くしなやかな社会
わたしたち

阿部 志郎 さん（横須賀基督教社会館　会長／「広がれボランティアの輪」連絡会議　顧問）
加雅屋 拓 さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯコミュニケーション支援機構　代表〔略称ａ－ｃｏｎ〕）
野中 ともよ さん（ＮＰＯ法人ガイア・イニシアティブ　代表）

取組みとそこから見えてきたこと

山  崎

阿  部

加雅屋

阿  部

３人のシンポジストからご自身の紹介と思いのたけを
語っていただけますか。

私たちは毎日たくさんの人に出会います。皆さんもこ
の会場においでになる際、何十、何百という人に電車の
中で、道で、駅で会っています。でも、一歩すれ違えばそ
の人がどんな顔をしていたかさえ覚えておりません。
でも、そうした出会いの中に、時にめぐり会いが起こり
ます。それは皆さん方のパートナー、恋人と出会った時
を思い起こしていただけると、それがめぐり会いです。
心と心が響き合う出会いをめぐり会いと申します。
　こうした出会いの機会がだんだん減ってきました。
戦後貧しい時代には、この地区も全部焼け野原、みんな
近所で協力をしながらバラックを建て、そこに朝顔を
植えたりしたのです。食べるものがありませんので、お
米もみそもしょう油も貸し借りをしました。支え合い
ながら耐えたのです。
　経済が復興してきますと、「家つき、カーつき、ババ抜
き」という言葉が生まれました。まだ家も車もない時代
に、若い女性が結婚をする相手に対して条件を出した
のです。車を持ち、家を所有していること。しかし、ババ

抜き（姑のいないこと）であること。テレビ、冷蔵庫、洗
濯機、車、ケータイと私どもは新しいものを追い求めて
きました。当時、モノを大事にし、人を軽んじる風潮が
生まれた日本（人）は、アジアではエコノミックアニマ
ルと軽蔑されるようになりました。
　もう１つの合い言葉は「バスに乗り遅れるな」。１台し
かないバスにみんな走って、人を押し分けてバスに乗ろ
うとしました。この時、走れない人がいる、飛び乗れな
い人がいることは念頭にありません。競争社会に移っ
たのです。産業界が教育に要求をしました。通常の勤務
だけでなしに、残業・夜勤に耐える体力を持った子ども
を育ててくれ。技術革新をしていくので、知能の高い子
どもを世に送れ。教育では学習到達度をはかるテスト
が実施され、偏差値が設けられました。平均以上の子ど
もは大事にされ、平均に達しない子どもを「落ちこぼれ」
と申しました。ここからいじめ、校内暴力、不登校、虐待
など、この20年間に児童虐待は50倍に増えています。
　こうした状況の中で２ＤＫが普及しプライバシーを
重んじてきました。人にかかわりたくない。団地に住ん
でいる人の調査によると、35％の人が他人とのかかわ
りを持っていないという結果が出ています。団地に住
んでいる友人が申します。朝出勤をする時に鞄を持っ
て玄関に立つ。廊下に足音が聞こえる間は立ったまま
待つ。シーンとしたらドアを開けてサっと出て行くと。

隣の人と顔を合わせてあいさつをするのが億劫。こう
いう心理が私たちに働きます。
　今子どもの４人に１人は放課後にひとりで遊んでい
ます。友達がいないのです。年寄りも孤立・孤独という
問題に悩んでいます。私がお会いした73歳の女性です
が、「昼間は人の顔が見え、車が走り、気が紛れます。で
も、夜中真っ暗な中でふと目を覚ますと、骨を刺し心の
凍る寂しさです。寂しいから死にたいけど、意気地がな
くて死ねません」と。こういうお年寄りが増えて、東京
23区で１日平均10人の方が孤独死をしています。これ
で良いのか、日本の社会は一体どうなっていくのか、を
今私たちはお互いに問わなければなりません。
　そこに突如３月11日の東日本大震災が襲ってきまし
た。ここにおける被災者、ボランティア、それを支援す
る人々の姿勢が一変しました。私は感銘を受けていま
す。日本の社会はこれで変わるのではないかという希
望を抱かされているところです。

私は、本業は広告会社でマーケティングプランナーを
しています。特に私が携わっている仕事は商品開発の
仕事が多く、調査を通じて、全国の皆さんの声を聞きな
がら、どういった商品づくりが受け入れられそうかと
いうことを検討します。クライアントを手伝いながら、
商品の味、パッケージ、そして、広告にどう生かしてい
くかという部分を統括するという仕事をしています。
　休日には、a-con（エーコン）という団体で、ボラン
ティアとして、ＮＰＯの広報やコミュニケーションの
サポートなどに取り組んでいます。例えば、アジアの各
国で教育の支援事業を行っている「シャンティ国際ボ
ランティア会」からの相談を受け、我々は５～６人の
チームを結成します。会の事務局に伺いまして、まず話
をじっくり２～３時間、それを何回か繰り返していき
ます。
　そうしていくうちに、シャンティ国際ボランティア
会が世の中に対して何を伝えたいのか、また、大切にし
ているのかということが分かってきます。今回ご紹介
している事例では、今まで関わりのあった皆さんに寄
付を呼びかけるといったダイレクトメール（以下、Ｄ
Ｍ）を年に２回送っているのですが、そのＤＭをもっと
伝わりやすいようなメッセージやデザインに変えて、
寄付をもっといただけるように工夫しましょうという
ことになりました。
　我々の方で、このＤＭを受け取る人は普段はどのよ

うな暮らしをしているのか、どのような言い方をした
ら思いが伝わるなどの研究を行ったり、まずこのＤＭ
が家に来て封をあける時に皆さんがどこからどういう
順番でご覧になるのかという目線の設計、そして一番
大事なメッセージをどのようにするべきか、そういう
ことを事務局のスタッフと我々ボランティアのメン
バーで色々話し合いながら作っていくという活動をし
ています。
　これが私のボランティア活動の多くの部分を占めて
いるのですが、本業も月曜日から金曜日、時には土・日
曜日もありますが、他の時間、家庭サービスなどもある
程度きちんとしながら、その他の時間はボランティア
活動に費やすということをしています。
　実はそういった生活をしている人が、だんだん周り
にも増えてきていると感じていて、「プロボノ」という
言葉も最近かなり、いろんなメディア等で取り上げら
れています。プロボノというのは、私の例でいうと広告
会社での仕事の専門技術や知識を生かすボランティア
活動を言います。そういった方たちが増えていて、皆さ
んといろいろ話をすると当然社会に何かしら自分の力
を生かしたい、貢献したいという気持ちを持っていま
す。では、それが続く理由になっているかというと、そ
れ以外にもさまざまな理由があるのではないかと感じ
ています。私の場合は、人との出会いが非常に広がった
こと、本業での覚悟が深まったこと、人生をどうしたら
よいか真剣に考えるようになりました。

野  中

野  中

加雅屋

山  崎

野  中

阿  部

今何をしているのかというと、ＮＰＯ法人ガイア・イ
ニシアチブというものを立ち上げまして、その代表を
しております。加雅屋さんからお話があったように、プ
ロフェッショナルな仕事の領域、金を稼いでいる生
業とともに、「プロボノ」という、無償でその専門知識
を生かして社会に貢献するということに取り組んで
います。
　振り返ると、親からは「お人に何かしら役に立つ、傍
を楽にして差し上げることを、君ができるようになり
なさい。それが働くということだよ。漢字の名前をつけ
ると、親が意味を決めてしまうから、だから、平仮名で
「ともよ」にするから、自分で人生を築いていきなさい」
と言われ育ちました（笑）。大学院ではジャーナリズム
専攻でしたので、カメラを持って世界中を飛んで歩く
という仕事をしたいなと思っていたのですが、ＮＨＫ
のお仕事とご縁をいただいて、10年間テレビの仕事を

しました。そして、結婚して子どもを授かり、一人娘を
育てる中で“命”というのが本当に連綿と続いているこ
とを実感しています。
　ボランティア活動については、時代背景によってと
らえ方があると思いますが、「労働というのは必ず対価
としてお金で数えられることである。労働と対比する
と、ボランティアというのは金をもらってはいけな
い。」そう考えられてきた時代もあると思うのですね。
それで、阿部先生のお話にあったように高度経済成長
の時は、労働生産性とお金を儲けることができると良
い人間。それができない弱い者を、助けてあげなければ
いけない。手を差し延べるのがボランティアだと考え
られました。私はボランティアの定義を一つにまとめ
なければいけないということはなく、それぞれの考え
方があっていいと思っています。
　でも、2011年３月11日、震災という目覚まし時計が
鳴りました。日本は高度経済成長でお金、お金と言って
きて、それで本当に良い社会になったのか。世界第２位
のお金持ち国でも地球のクシャミにも満たない、ハッ
クションくらいでグラグラと揺れて、２万人近い方の
命が一瞬にして亡くなる。「お金がある」と言っても、地
震や津波が「じゃあ、僕、お金をもらって帰ります」とは
言わないわけです。だから、私たちにとって一番大事な
ものは命であるとあらためて思うのです。
　その後、某ビール会社の社外取締役を務めたり、国の
審議会なども仕事をさせていただいています。「いろん
なことをしていますね」と言われるのですが、私にとっ
ては何も変わらない。たった１つだけ、私の時間を子ど
もたちが笑顔でいられる日本づくり、地球づくりのた
めに役に立ちたい。それから命輝く未来づくりに何が
しかお役に立ちたいという、それだけです。

一番大切にしていることは？

山  崎

阿  部

お三方の立ち位置で一番大事にしていらっしゃること
は何でしょうか。

三和銀行（現三菱東京ＵＦＪ銀行）の頭取をした川勝堅
二さんという方がいました。この人がロンドン支店長
をしている時に財界人の家族が集まってよくパー
ティーをする。奥さんは奥さん同士で集まって歓談を
する。その話題がボランティア活動になる。川勝夫人が
「ボランティアをしていないのは恥ずかしい」とボラン
ティア活動を始めた。夫の堅二さんは「私まで巻き込ま
れて連れていかれましたよ」と笑ってました。ボラン
ティアは、してもしなくてもよいのです。自主的です。
私たちはしてもしなくてもよいことは大体しません。
しかし、しなくてよいことをしないのが恥ずかしい。こ
ういう社会をつくるのが、「強くしなやかな社会」だと
思います。
　今回の震災で被災をした16歳の高校生の話です。津
波が来て逃げた。家に戻ってみると、自分の家の前の通
りまでは全部流された。自分の家は残っている。その高
校生が流された人々に「申しわけない」と言ったので
す。今回の震災で、私たちはその高校生と同じ思いを

持ったのではないでしょうか。「自分は被災をしない
で幸運だった」とどなたもおっしゃらない。自分が安
全地帯にいて、悲しみ、苦しんでいる方々にすまない。
そういう思いを持っているのです。私は今回、国民意
識の構造が変わったと思っています。これは新しい文
化を私たちがつくっていく大きな希望だと思います。
何かをしないのが恥ずかしい。それによって一歩踏み
出して行動するのがボランティアであり、恥ずかしい
と言わせる社会が私たちの望む社会なのではないで
しょうか。

ボランティアを通じて非常に良かったと思っている
のは、本当に世の中って、知らないことが沢山あって、
面白いことがいっぱいある。そして、逆に言うと知ら
なくてはいけないひどいこともたくさんあって、それ
がいかに見過ごされてきたかということに気づいた
というのはすごく大きかったです。

野中さんの著作を拝見すると、ご自分の立ち位置のと
ころで、「正しい義に照らせ」と書いてありますね。

「命にまさる正義なし」という言葉は、高校３年の時に
書いた言葉です。父が外資系の仕事をしていたので、
家にいろいろな国の方たちがホームパーティにい
らっしゃる。地球人にはいろいろな種類がいる。違い
があるから友達同士になれる。それでお互いに出会え
てよかった。これにまさる幸せはないということと同
時に、違うからといってせめぎ合ってやっていたので
は話は進まないと考えるようになります。そしてそう
いうものの根源が命です。たった１つ、全員が共通に
持っている、生まれて一番大事な価値、これが命。これ
が私にとって一番お互いに大事にしなければいけな
い正義だと気がつきました。

シンポジウム前に４人で弁当をいただきました。野中
さんが、座られてから合掌して「いただきます」とおっ
しゃった。美しい姿です。合掌やお祈りをする人は世
界中にたくさんいます。でも、食事をする時に「いただ
きます」「ごちそうさま」という言葉を持っているのは
日本だけです。給食費を払っているのに、なぜ子ども
たちに「いただきます」と言わせるのかと、学校給食で
最近保護者の間から反発が起こり、やめた学校もあり
ます。「いただきます」は、それを備えてくれた両親、生
産者に対する感謝です。同時に動植物の命をいただく
ことに対する礼儀なのです。私たちの先祖は命への畏
敬、自然との共生を私どもにこの言葉を通して伝えて
くれました。「いただきます」というのはあいさつで
す。アイヌの言葉で「イランカラプテ」といいますが、
あなたの心に触れさせてくださいという意味です。心
と心がふれ合うあいさつを、私はまずボランティア活
動の中で皆さん方に実践をしていただきたいと思い
ます。

「市民（わたしたち）がつくる　強くしなやかな社会」とは
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今日この会場にいらっしゃるお一人お一人はだれも例
外なく生から死に向かって歩んでいます。そういう私
たちの大切な命なのですが、この災害の中で身近な人
の命を奪われてしまった方は、本当に命というものは
生ある人のためにあるということを、その嘆きや悲し
みやつらさや無力さを感じながら、痛感された方がた
くさんいらっしゃると思うのです。
　そして野中さんがおっしゃられたように、私たちは
右肩上がりで歩いてまいりました。先ほど阿部先生が
これまでどのような社会の変動があったのか、非常に
わかりやすく話してくださいました。
　こういう時代状況の中で、私たちは今回のテーマの
「市民（わたしたち）がつくる　強くしなやかな社会」に
ついて、お考えをお話していただけますでしょうか。

沖縄の言葉に「五本の指は丈が違う」とあります。指は
それぞれ長さが違い、働きが違うのです。野中さんが
おっしゃったように人もみんな違うのです。違うから
特色があるのですね。
　しかし、掌（たなごころ）は１つです。このフェスティ
バルは全国から集まって、みんなが心を１つにする。小
指に刺さった棘は小指の痛みだけではないのです。体
全体の痛みなのです。それを分かち合う印がこの掌で
あります。
　ところが、人間という言葉に間があります。間（あい
だ）があるのです。人と人は違うから壁がある。この壁
をなくすことはないのです。それではどうするか。松尾
芭蕉が、「よく見れば、なずな花咲く垣根かな」とうたい
ました。垣根がある。でも、そこになずなの花がきれい
に咲いています。何が必要かといえば、人と人の垣根を
越えて友情の花を咲かせることです。それがボラン
ティアの役割です。どうか皆さん方、人と人、人間とい
うのは間に生きるのです。人と人の間に生きる。この人
の間にある壁を越えていく助け合いと愛情の花をボラ
ンティアとして咲かせようではありませんか。

「強くしなやかな社会」ということで宿題をいただいて
いて考えたのですが、私自身は、個人がフワフワ柔らか
い必要はないのではないか。例えるならば、レゴブロッ
ク。強くしなやかな社会における人というのは、レゴブ
ロックのようなものでよいのではないかと思います。
もともと持って生まれた色や形は何なのかということ
をよく自分で見つめ直して、だけどレゴブロックはい
ろんな組み合わせでどんな形にでもなる。ブロックそ
のものは非常に個性があって固いものですが、いろん
な形につながっていけるということが、強くしなやか
な社会なのではないでしょうか。

年齢、経験は取り払い、お互い尊重する。例えば、ボラン
ティア歴３年の人と33年の人が対等に「どうぞよろし
く！」と言えるような社会でありたいですね。

山  崎 お三方の話をうかがって、ボランティア活動というの
は、活動されている地域や社会、活動者自身も豊かにす
るということがよく分かりました。それから野中さん
から、ボランティア活動が、社会的な貢献をする大きな
武器にもなっていることもわかりました。
　ボランティア活動は、阿部先生のいう「人と人との間
に」、そして加雅屋さんのいう「信頼」、「助け合い」、「支
え合い」という精神を生み出す力があるということも
わかりました。そして、地域社会の絆を強める役割があ
るということもわかりました。私たちは競争原理に基
づく右肩上がりの社会を今まで目指してきましたが、
大切なことは持続可能な社会をつくっていくために私
たちができることは何か、ボランタリーな活動の本質、
原点は何かということを考え続けたいと思います。
　阿部先生は「文化をつくる」とおっしゃいました。東
京らしさは、今ここにある東京だけではなくて、脈々と
私たちが生活を紡いできた中にあります。それから、い
ろんな職人の文化があります。その紡ぎの中で、私たち
は「お互いさま」を、そして支え合うことの大切さも学
びました。この江戸から始まった営々と続く文化を私
たちはまた次の世代へ伝えていく。次の世代へ私たち
の命をつないでいくことだと思います。
　東京ボランティア・市民活動センターでは、「つなぎ、
つながり、つながり合う」を合い言葉にしてきました。
皆様にも、これからのつながりのあり方をぜひ考えて
いただければと思います。皆様と思いを共有しながら、
この２日間を１つの起点にして、また次の20年間を歩
み続けてまいりたいと願っております。ありがとうご
ざいました。　

東京ボランティア・市民活動センター発行
『ネットワーク』2012年２・３月号（316号）より転載。

※当日の模様はユーストリームで動画を配信。
　（協力：ソーシャルブリッジ株式会社）
　http://www.ustream.tv/channel/volufes
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シンポジウム
　今回のシンポジウムのテーマは「市民（わたしたち）がつく
る、強くしなやかな社会」。このテーマはどういう意味を持つ
のだろうか。３月11日の東日本大震災により、私たちは未曾
有な体験をした。翻って、我が国の経済環境もリーマン
ショック以来悪化し、若者たちをはじめとする就職難など、
社会で様々なひずみが目立つようになった。地域の中には孤

● テーマ

● シンポジスト

● コーディネーター 山崎 美貴子（東京ボランティア・市民活動センター 所長／「広がれボランティアの輪」連絡会議 会長）

立や自死、または虐待や暴力などがあり、自然環境問題ある
いは外国に住む方々の暮らしの問題など多様である。これま
で、私たちは様々な領域でボランティア活動に取り組み、社
会や地域を耕してきた。シンポジウムでは、３人の方をお迎
えし、ボランティアや市民活動の原点を問い直し、様々な社
会の課題にどのように立ち向かっているのか見つめた。

市民がつくる、強くしなやかな社会
わたしたち

阿部 志郎 さん（横須賀基督教社会館　会長／「広がれボランティアの輪」連絡会議　顧問）
加雅屋 拓 さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯコミュニケーション支援機構　代表〔略称ａ－ｃｏｎ〕）
野中 ともよ さん（ＮＰＯ法人ガイア・イニシアティブ　代表）

取組みとそこから見えてきたこと
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３人のシンポジストからご自身の紹介と思いのたけを
語っていただけますか。

私たちは毎日たくさんの人に出会います。皆さんもこ
の会場においでになる際、何十、何百という人に電車の
中で、道で、駅で会っています。でも、一歩すれ違えばそ
の人がどんな顔をしていたかさえ覚えておりません。
でも、そうした出会いの中に、時にめぐり会いが起こり
ます。それは皆さん方のパートナー、恋人と出会った時
を思い起こしていただけると、それがめぐり会いです。
心と心が響き合う出会いをめぐり会いと申します。
　こうした出会いの機会がだんだん減ってきました。
戦後貧しい時代には、この地区も全部焼け野原、みんな
近所で協力をしながらバラックを建て、そこに朝顔を
植えたりしたのです。食べるものがありませんので、お
米もみそもしょう油も貸し借りをしました。支え合い
ながら耐えたのです。
　経済が復興してきますと、「家つき、カーつき、ババ抜
き」という言葉が生まれました。まだ家も車もない時代
に、若い女性が結婚をする相手に対して条件を出した
のです。車を持ち、家を所有していること。しかし、ババ

抜き（姑のいないこと）であること。テレビ、冷蔵庫、洗
濯機、車、ケータイと私どもは新しいものを追い求めて
きました。当時、モノを大事にし、人を軽んじる風潮が
生まれた日本（人）は、アジアではエコノミックアニマ
ルと軽蔑されるようになりました。
　もう１つの合い言葉は「バスに乗り遅れるな」。１台し
かないバスにみんな走って、人を押し分けてバスに乗ろ
うとしました。この時、走れない人がいる、飛び乗れな
い人がいることは念頭にありません。競争社会に移っ
たのです。産業界が教育に要求をしました。通常の勤務
だけでなしに、残業・夜勤に耐える体力を持った子ども
を育ててくれ。技術革新をしていくので、知能の高い子
どもを世に送れ。教育では学習到達度をはかるテスト
が実施され、偏差値が設けられました。平均以上の子ど
もは大事にされ、平均に達しない子どもを「落ちこぼれ」
と申しました。ここからいじめ、校内暴力、不登校、虐待
など、この20年間に児童虐待は50倍に増えています。
　こうした状況の中で２ＤＫが普及しプライバシーを
重んじてきました。人にかかわりたくない。団地に住ん
でいる人の調査によると、35％の人が他人とのかかわ
りを持っていないという結果が出ています。団地に住
んでいる友人が申します。朝出勤をする時に鞄を持っ
て玄関に立つ。廊下に足音が聞こえる間は立ったまま
待つ。シーンとしたらドアを開けてサっと出て行くと。

隣の人と顔を合わせてあいさつをするのが億劫。こう
いう心理が私たちに働きます。
　今子どもの４人に１人は放課後にひとりで遊んでい
ます。友達がいないのです。年寄りも孤立・孤独という
問題に悩んでいます。私がお会いした73歳の女性です
が、「昼間は人の顔が見え、車が走り、気が紛れます。で
も、夜中真っ暗な中でふと目を覚ますと、骨を刺し心の
凍る寂しさです。寂しいから死にたいけど、意気地がな
くて死ねません」と。こういうお年寄りが増えて、東京
23区で１日平均10人の方が孤独死をしています。これ
で良いのか、日本の社会は一体どうなっていくのか、を
今私たちはお互いに問わなければなりません。
　そこに突如３月11日の東日本大震災が襲ってきまし
た。ここにおける被災者、ボランティア、それを支援す
る人々の姿勢が一変しました。私は感銘を受けていま
す。日本の社会はこれで変わるのではないかという希
望を抱かされているところです。

私は、本業は広告会社でマーケティングプランナーを
しています。特に私が携わっている仕事は商品開発の
仕事が多く、調査を通じて、全国の皆さんの声を聞きな
がら、どういった商品づくりが受け入れられそうかと
いうことを検討します。クライアントを手伝いながら、
商品の味、パッケージ、そして、広告にどう生かしてい
くかという部分を統括するという仕事をしています。
　休日には、a-con（エーコン）という団体で、ボラン
ティアとして、ＮＰＯの広報やコミュニケーションの
サポートなどに取り組んでいます。例えば、アジアの各
国で教育の支援事業を行っている「シャンティ国際ボ
ランティア会」からの相談を受け、我々は５～６人の
チームを結成します。会の事務局に伺いまして、まず話
をじっくり２～３時間、それを何回か繰り返していき
ます。
　そうしていくうちに、シャンティ国際ボランティア
会が世の中に対して何を伝えたいのか、また、大切にし
ているのかということが分かってきます。今回ご紹介
している事例では、今まで関わりのあった皆さんに寄
付を呼びかけるといったダイレクトメール（以下、Ｄ
Ｍ）を年に２回送っているのですが、そのＤＭをもっと
伝わりやすいようなメッセージやデザインに変えて、
寄付をもっといただけるように工夫しましょうという
ことになりました。
　我々の方で、このＤＭを受け取る人は普段はどのよ

うな暮らしをしているのか、どのような言い方をした
ら思いが伝わるなどの研究を行ったり、まずこのＤＭ
が家に来て封をあける時に皆さんがどこからどういう
順番でご覧になるのかという目線の設計、そして一番
大事なメッセージをどのようにするべきか、そういう
ことを事務局のスタッフと我々ボランティアのメン
バーで色々話し合いながら作っていくという活動をし
ています。
　これが私のボランティア活動の多くの部分を占めて
いるのですが、本業も月曜日から金曜日、時には土・日
曜日もありますが、他の時間、家庭サービスなどもある
程度きちんとしながら、その他の時間はボランティア
活動に費やすということをしています。
　実はそういった生活をしている人が、だんだん周り
にも増えてきていると感じていて、「プロボノ」という
言葉も最近かなり、いろんなメディア等で取り上げら
れています。プロボノというのは、私の例でいうと広告
会社での仕事の専門技術や知識を生かすボランティア
活動を言います。そういった方たちが増えていて、皆さ
んといろいろ話をすると当然社会に何かしら自分の力
を生かしたい、貢献したいという気持ちを持っていま
す。では、それが続く理由になっているかというと、そ
れ以外にもさまざまな理由があるのではないかと感じ
ています。私の場合は、人との出会いが非常に広がった
こと、本業での覚悟が深まったこと、人生をどうしたら
よいか真剣に考えるようになりました。
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今何をしているのかというと、ＮＰＯ法人ガイア・イ
ニシアチブというものを立ち上げまして、その代表を
しております。加雅屋さんからお話があったように、プ
ロフェッショナルな仕事の領域、金を稼いでいる生
業とともに、「プロボノ」という、無償でその専門知識
を生かして社会に貢献するということに取り組んで
います。
　振り返ると、親からは「お人に何かしら役に立つ、傍
を楽にして差し上げることを、君ができるようになり
なさい。それが働くということだよ。漢字の名前をつけ
ると、親が意味を決めてしまうから、だから、平仮名で
「ともよ」にするから、自分で人生を築いていきなさい」
と言われ育ちました（笑）。大学院ではジャーナリズム
専攻でしたので、カメラを持って世界中を飛んで歩く
という仕事をしたいなと思っていたのですが、ＮＨＫ
のお仕事とご縁をいただいて、10年間テレビの仕事を

しました。そして、結婚して子どもを授かり、一人娘を
育てる中で“命”というのが本当に連綿と続いているこ
とを実感しています。
　ボランティア活動については、時代背景によってと
らえ方があると思いますが、「労働というのは必ず対価
としてお金で数えられることである。労働と対比する
と、ボランティアというのは金をもらってはいけな
い。」そう考えられてきた時代もあると思うのですね。
それで、阿部先生のお話にあったように高度経済成長
の時は、労働生産性とお金を儲けることができると良
い人間。それができない弱い者を、助けてあげなければ
いけない。手を差し延べるのがボランティアだと考え
られました。私はボランティアの定義を一つにまとめ
なければいけないということはなく、それぞれの考え
方があっていいと思っています。
　でも、2011年３月11日、震災という目覚まし時計が
鳴りました。日本は高度経済成長でお金、お金と言って
きて、それで本当に良い社会になったのか。世界第２位
のお金持ち国でも地球のクシャミにも満たない、ハッ
クションくらいでグラグラと揺れて、２万人近い方の
命が一瞬にして亡くなる。「お金がある」と言っても、地
震や津波が「じゃあ、僕、お金をもらって帰ります」とは
言わないわけです。だから、私たちにとって一番大事な
ものは命であるとあらためて思うのです。
　その後、某ビール会社の社外取締役を務めたり、国の
審議会なども仕事をさせていただいています。「いろん
なことをしていますね」と言われるのですが、私にとっ
ては何も変わらない。たった１つだけ、私の時間を子ど
もたちが笑顔でいられる日本づくり、地球づくりのた
めに役に立ちたい。それから命輝く未来づくりに何が
しかお役に立ちたいという、それだけです。

一番大切にしていることは？

山  崎

阿  部

お三方の立ち位置で一番大事にしていらっしゃること
は何でしょうか。

三和銀行（現三菱東京ＵＦＪ銀行）の頭取をした川勝堅
二さんという方がいました。この人がロンドン支店長
をしている時に財界人の家族が集まってよくパー
ティーをする。奥さんは奥さん同士で集まって歓談を
する。その話題がボランティア活動になる。川勝夫人が
「ボランティアをしていないのは恥ずかしい」とボラン
ティア活動を始めた。夫の堅二さんは「私まで巻き込ま
れて連れていかれましたよ」と笑ってました。ボラン
ティアは、してもしなくてもよいのです。自主的です。
私たちはしてもしなくてもよいことは大体しません。
しかし、しなくてよいことをしないのが恥ずかしい。こ
ういう社会をつくるのが、「強くしなやかな社会」だと
思います。
　今回の震災で被災をした16歳の高校生の話です。津
波が来て逃げた。家に戻ってみると、自分の家の前の通
りまでは全部流された。自分の家は残っている。その高
校生が流された人々に「申しわけない」と言ったので
す。今回の震災で、私たちはその高校生と同じ思いを

持ったのではないでしょうか。「自分は被災をしない
で幸運だった」とどなたもおっしゃらない。自分が安
全地帯にいて、悲しみ、苦しんでいる方々にすまない。
そういう思いを持っているのです。私は今回、国民意
識の構造が変わったと思っています。これは新しい文
化を私たちがつくっていく大きな希望だと思います。
何かをしないのが恥ずかしい。それによって一歩踏み
出して行動するのがボランティアであり、恥ずかしい
と言わせる社会が私たちの望む社会なのではないで
しょうか。

ボランティアを通じて非常に良かったと思っている
のは、本当に世の中って、知らないことが沢山あって、
面白いことがいっぱいある。そして、逆に言うと知ら
なくてはいけないひどいこともたくさんあって、それ
がいかに見過ごされてきたかということに気づいた
というのはすごく大きかったです。

野中さんの著作を拝見すると、ご自分の立ち位置のと
ころで、「正しい義に照らせ」と書いてありますね。

「命にまさる正義なし」という言葉は、高校３年の時に
書いた言葉です。父が外資系の仕事をしていたので、
家にいろいろな国の方たちがホームパーティにい
らっしゃる。地球人にはいろいろな種類がいる。違い
があるから友達同士になれる。それでお互いに出会え
てよかった。これにまさる幸せはないということと同
時に、違うからといってせめぎ合ってやっていたので
は話は進まないと考えるようになります。そしてそう
いうものの根源が命です。たった１つ、全員が共通に
持っている、生まれて一番大事な価値、これが命。これ
が私にとって一番お互いに大事にしなければいけな
い正義だと気がつきました。

シンポジウム前に４人で弁当をいただきました。野中
さんが、座られてから合掌して「いただきます」とおっ
しゃった。美しい姿です。合掌やお祈りをする人は世
界中にたくさんいます。でも、食事をする時に「いただ
きます」「ごちそうさま」という言葉を持っているのは
日本だけです。給食費を払っているのに、なぜ子ども
たちに「いただきます」と言わせるのかと、学校給食で
最近保護者の間から反発が起こり、やめた学校もあり
ます。「いただきます」は、それを備えてくれた両親、生
産者に対する感謝です。同時に動植物の命をいただく
ことに対する礼儀なのです。私たちの先祖は命への畏
敬、自然との共生を私どもにこの言葉を通して伝えて
くれました。「いただきます」というのはあいさつで
す。アイヌの言葉で「イランカラプテ」といいますが、
あなたの心に触れさせてくださいという意味です。心
と心がふれ合うあいさつを、私はまずボランティア活
動の中で皆さん方に実践をしていただきたいと思い
ます。

「市民（わたしたち）がつくる　強くしなやかな社会」とは

山  崎

阿  部

加雅屋

野  中

今日この会場にいらっしゃるお一人お一人はだれも例
外なく生から死に向かって歩んでいます。そういう私
たちの大切な命なのですが、この災害の中で身近な人
の命を奪われてしまった方は、本当に命というものは
生ある人のためにあるということを、その嘆きや悲し
みやつらさや無力さを感じながら、痛感された方がた
くさんいらっしゃると思うのです。
　そして野中さんがおっしゃられたように、私たちは
右肩上がりで歩いてまいりました。先ほど阿部先生が
これまでどのような社会の変動があったのか、非常に
わかりやすく話してくださいました。
　こういう時代状況の中で、私たちは今回のテーマの
「市民（わたしたち）がつくる　強くしなやかな社会」に
ついて、お考えをお話していただけますでしょうか。

沖縄の言葉に「五本の指は丈が違う」とあります。指は
それぞれ長さが違い、働きが違うのです。野中さんが
おっしゃったように人もみんな違うのです。違うから
特色があるのですね。
　しかし、掌（たなごころ）は１つです。このフェスティ
バルは全国から集まって、みんなが心を１つにする。小
指に刺さった棘は小指の痛みだけではないのです。体
全体の痛みなのです。それを分かち合う印がこの掌で
あります。
　ところが、人間という言葉に間があります。間（あい
だ）があるのです。人と人は違うから壁がある。この壁
をなくすことはないのです。それではどうするか。松尾
芭蕉が、「よく見れば、なずな花咲く垣根かな」とうたい
ました。垣根がある。でも、そこになずなの花がきれい
に咲いています。何が必要かといえば、人と人の垣根を
越えて友情の花を咲かせることです。それがボラン
ティアの役割です。どうか皆さん方、人と人、人間とい
うのは間に生きるのです。人と人の間に生きる。この人
の間にある壁を越えていく助け合いと愛情の花をボラ
ンティアとして咲かせようではありませんか。

「強くしなやかな社会」ということで宿題をいただいて
いて考えたのですが、私自身は、個人がフワフワ柔らか
い必要はないのではないか。例えるならば、レゴブロッ
ク。強くしなやかな社会における人というのは、レゴブ
ロックのようなものでよいのではないかと思います。
もともと持って生まれた色や形は何なのかということ
をよく自分で見つめ直して、だけどレゴブロックはい
ろんな組み合わせでどんな形にでもなる。ブロックそ
のものは非常に個性があって固いものですが、いろん
な形につながっていけるということが、強くしなやか
な社会なのではないでしょうか。

年齢、経験は取り払い、お互い尊重する。例えば、ボラン
ティア歴３年の人と33年の人が対等に「どうぞよろし
く！」と言えるような社会でありたいですね。

山  崎 お三方の話をうかがって、ボランティア活動というの
は、活動されている地域や社会、活動者自身も豊かにす
るということがよく分かりました。それから野中さん
から、ボランティア活動が、社会的な貢献をする大きな
武器にもなっていることもわかりました。
　ボランティア活動は、阿部先生のいう「人と人との間
に」、そして加雅屋さんのいう「信頼」、「助け合い」、「支
え合い」という精神を生み出す力があるということも
わかりました。そして、地域社会の絆を強める役割があ
るということもわかりました。私たちは競争原理に基
づく右肩上がりの社会を今まで目指してきましたが、
大切なことは持続可能な社会をつくっていくために私
たちができることは何か、ボランタリーな活動の本質、
原点は何かということを考え続けたいと思います。
　阿部先生は「文化をつくる」とおっしゃいました。東
京らしさは、今ここにある東京だけではなくて、脈々と
私たちが生活を紡いできた中にあります。それから、い
ろんな職人の文化があります。その紡ぎの中で、私たち
は「お互いさま」を、そして支え合うことの大切さも学
びました。この江戸から始まった営々と続く文化を私
たちはまた次の世代へ伝えていく。次の世代へ私たち
の命をつないでいくことだと思います。
　東京ボランティア・市民活動センターでは、「つなぎ、
つながり、つながり合う」を合い言葉にしてきました。
皆様にも、これからのつながりのあり方をぜひ考えて
いただければと思います。皆様と思いを共有しながら、
この２日間を１つの起点にして、また次の20年間を歩
み続けてまいりたいと願っております。ありがとうご
ざいました。　

東京ボランティア・市民活動センター発行
『ネットワーク』2012年２・３月号（316号）より転載。

※当日の模様はユーストリームで動画を配信。
　（協力：ソーシャルブリッジ株式会社）
　http://www.ustream.tv/channel/volufes
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シンポジウム
　今回のシンポジウムのテーマは「市民（わたしたち）がつく
る、強くしなやかな社会」。このテーマはどういう意味を持つ
のだろうか。３月11日の東日本大震災により、私たちは未曾
有な体験をした。翻って、我が国の経済環境もリーマン
ショック以来悪化し、若者たちをはじめとする就職難など、
社会で様々なひずみが目立つようになった。地域の中には孤

● テーマ

● シンポジスト

● コーディネーター 山崎 美貴子（東京ボランティア・市民活動センター 所長／「広がれボランティアの輪」連絡会議 会長）

立や自死、または虐待や暴力などがあり、自然環境問題ある
いは外国に住む方々の暮らしの問題など多様である。これま
で、私たちは様々な領域でボランティア活動に取り組み、社
会や地域を耕してきた。シンポジウムでは、３人の方をお迎
えし、ボランティアや市民活動の原点を問い直し、様々な社
会の課題にどのように立ち向かっているのか見つめた。

市民がつくる、強くしなやかな社会
わたしたち

阿部 志郎 さん（横須賀基督教社会館　会長／「広がれボランティアの輪」連絡会議　顧問）
加雅屋 拓 さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯコミュニケーション支援機構　代表〔略称ａ－ｃｏｎ〕）
野中 ともよ さん（ＮＰＯ法人ガイア・イニシアティブ　代表）

取組みとそこから見えてきたこと

山  崎

阿  部

加雅屋

阿  部

３人のシンポジストからご自身の紹介と思いのたけを
語っていただけますか。

私たちは毎日たくさんの人に出会います。皆さんもこ
の会場においでになる際、何十、何百という人に電車の
中で、道で、駅で会っています。でも、一歩すれ違えばそ
の人がどんな顔をしていたかさえ覚えておりません。
でも、そうした出会いの中に、時にめぐり会いが起こり
ます。それは皆さん方のパートナー、恋人と出会った時
を思い起こしていただけると、それがめぐり会いです。
心と心が響き合う出会いをめぐり会いと申します。
　こうした出会いの機会がだんだん減ってきました。
戦後貧しい時代には、この地区も全部焼け野原、みんな
近所で協力をしながらバラックを建て、そこに朝顔を
植えたりしたのです。食べるものがありませんので、お
米もみそもしょう油も貸し借りをしました。支え合い
ながら耐えたのです。
　経済が復興してきますと、「家つき、カーつき、ババ抜
き」という言葉が生まれました。まだ家も車もない時代
に、若い女性が結婚をする相手に対して条件を出した
のです。車を持ち、家を所有していること。しかし、ババ

抜き（姑のいないこと）であること。テレビ、冷蔵庫、洗
濯機、車、ケータイと私どもは新しいものを追い求めて
きました。当時、モノを大事にし、人を軽んじる風潮が
生まれた日本（人）は、アジアではエコノミックアニマ
ルと軽蔑されるようになりました。
　もう１つの合い言葉は「バスに乗り遅れるな」。１台し
かないバスにみんな走って、人を押し分けてバスに乗ろ
うとしました。この時、走れない人がいる、飛び乗れな
い人がいることは念頭にありません。競争社会に移っ
たのです。産業界が教育に要求をしました。通常の勤務
だけでなしに、残業・夜勤に耐える体力を持った子ども
を育ててくれ。技術革新をしていくので、知能の高い子
どもを世に送れ。教育では学習到達度をはかるテスト
が実施され、偏差値が設けられました。平均以上の子ど
もは大事にされ、平均に達しない子どもを「落ちこぼれ」
と申しました。ここからいじめ、校内暴力、不登校、虐待
など、この20年間に児童虐待は50倍に増えています。
　こうした状況の中で２ＤＫが普及しプライバシーを
重んじてきました。人にかかわりたくない。団地に住ん
でいる人の調査によると、35％の人が他人とのかかわ
りを持っていないという結果が出ています。団地に住
んでいる友人が申します。朝出勤をする時に鞄を持っ
て玄関に立つ。廊下に足音が聞こえる間は立ったまま
待つ。シーンとしたらドアを開けてサっと出て行くと。

隣の人と顔を合わせてあいさつをするのが億劫。こう
いう心理が私たちに働きます。
　今子どもの４人に１人は放課後にひとりで遊んでい
ます。友達がいないのです。年寄りも孤立・孤独という
問題に悩んでいます。私がお会いした73歳の女性です
が、「昼間は人の顔が見え、車が走り、気が紛れます。で
も、夜中真っ暗な中でふと目を覚ますと、骨を刺し心の
凍る寂しさです。寂しいから死にたいけど、意気地がな
くて死ねません」と。こういうお年寄りが増えて、東京
23区で１日平均10人の方が孤独死をしています。これ
で良いのか、日本の社会は一体どうなっていくのか、を
今私たちはお互いに問わなければなりません。
　そこに突如３月11日の東日本大震災が襲ってきまし
た。ここにおける被災者、ボランティア、それを支援す
る人々の姿勢が一変しました。私は感銘を受けていま
す。日本の社会はこれで変わるのではないかという希
望を抱かされているところです。

私は、本業は広告会社でマーケティングプランナーを
しています。特に私が携わっている仕事は商品開発の
仕事が多く、調査を通じて、全国の皆さんの声を聞きな
がら、どういった商品づくりが受け入れられそうかと
いうことを検討します。クライアントを手伝いながら、
商品の味、パッケージ、そして、広告にどう生かしてい
くかという部分を統括するという仕事をしています。
　休日には、a-con（エーコン）という団体で、ボラン
ティアとして、ＮＰＯの広報やコミュニケーションの
サポートなどに取り組んでいます。例えば、アジアの各
国で教育の支援事業を行っている「シャンティ国際ボ
ランティア会」からの相談を受け、我々は５～６人の
チームを結成します。会の事務局に伺いまして、まず話
をじっくり２～３時間、それを何回か繰り返していき
ます。
　そうしていくうちに、シャンティ国際ボランティア
会が世の中に対して何を伝えたいのか、また、大切にし
ているのかということが分かってきます。今回ご紹介
している事例では、今まで関わりのあった皆さんに寄
付を呼びかけるといったダイレクトメール（以下、Ｄ
Ｍ）を年に２回送っているのですが、そのＤＭをもっと
伝わりやすいようなメッセージやデザインに変えて、
寄付をもっといただけるように工夫しましょうという
ことになりました。
　我々の方で、このＤＭを受け取る人は普段はどのよ

うな暮らしをしているのか、どのような言い方をした
ら思いが伝わるなどの研究を行ったり、まずこのＤＭ
が家に来て封をあける時に皆さんがどこからどういう
順番でご覧になるのかという目線の設計、そして一番
大事なメッセージをどのようにするべきか、そういう
ことを事務局のスタッフと我々ボランティアのメン
バーで色々話し合いながら作っていくという活動をし
ています。
　これが私のボランティア活動の多くの部分を占めて
いるのですが、本業も月曜日から金曜日、時には土・日
曜日もありますが、他の時間、家庭サービスなどもある
程度きちんとしながら、その他の時間はボランティア
活動に費やすということをしています。
　実はそういった生活をしている人が、だんだん周り
にも増えてきていると感じていて、「プロボノ」という
言葉も最近かなり、いろんなメディア等で取り上げら
れています。プロボノというのは、私の例でいうと広告
会社での仕事の専門技術や知識を生かすボランティア
活動を言います。そういった方たちが増えていて、皆さ
んといろいろ話をすると当然社会に何かしら自分の力
を生かしたい、貢献したいという気持ちを持っていま
す。では、それが続く理由になっているかというと、そ
れ以外にもさまざまな理由があるのではないかと感じ
ています。私の場合は、人との出会いが非常に広がった
こと、本業での覚悟が深まったこと、人生をどうしたら
よいか真剣に考えるようになりました。

野  中

野  中

加雅屋

山  崎

野  中

阿  部

今何をしているのかというと、ＮＰＯ法人ガイア・イ
ニシアチブというものを立ち上げまして、その代表を
しております。加雅屋さんからお話があったように、プ
ロフェッショナルな仕事の領域、金を稼いでいる生
業とともに、「プロボノ」という、無償でその専門知識
を生かして社会に貢献するということに取り組んで
います。
　振り返ると、親からは「お人に何かしら役に立つ、傍
を楽にして差し上げることを、君ができるようになり
なさい。それが働くということだよ。漢字の名前をつけ
ると、親が意味を決めてしまうから、だから、平仮名で
「ともよ」にするから、自分で人生を築いていきなさい」
と言われ育ちました（笑）。大学院ではジャーナリズム
専攻でしたので、カメラを持って世界中を飛んで歩く
という仕事をしたいなと思っていたのですが、ＮＨＫ
のお仕事とご縁をいただいて、10年間テレビの仕事を

しました。そして、結婚して子どもを授かり、一人娘を
育てる中で“命”というのが本当に連綿と続いているこ
とを実感しています。
　ボランティア活動については、時代背景によってと
らえ方があると思いますが、「労働というのは必ず対価
としてお金で数えられることである。労働と対比する
と、ボランティアというのは金をもらってはいけな
い。」そう考えられてきた時代もあると思うのですね。
それで、阿部先生のお話にあったように高度経済成長
の時は、労働生産性とお金を儲けることができると良
い人間。それができない弱い者を、助けてあげなければ
いけない。手を差し延べるのがボランティアだと考え
られました。私はボランティアの定義を一つにまとめ
なければいけないということはなく、それぞれの考え
方があっていいと思っています。
　でも、2011年３月11日、震災という目覚まし時計が
鳴りました。日本は高度経済成長でお金、お金と言って
きて、それで本当に良い社会になったのか。世界第２位
のお金持ち国でも地球のクシャミにも満たない、ハッ
クションくらいでグラグラと揺れて、２万人近い方の
命が一瞬にして亡くなる。「お金がある」と言っても、地
震や津波が「じゃあ、僕、お金をもらって帰ります」とは
言わないわけです。だから、私たちにとって一番大事な
ものは命であるとあらためて思うのです。
　その後、某ビール会社の社外取締役を務めたり、国の
審議会なども仕事をさせていただいています。「いろん
なことをしていますね」と言われるのですが、私にとっ
ては何も変わらない。たった１つだけ、私の時間を子ど
もたちが笑顔でいられる日本づくり、地球づくりのた
めに役に立ちたい。それから命輝く未来づくりに何が
しかお役に立ちたいという、それだけです。

一番大切にしていることは？

山  崎

阿  部

お三方の立ち位置で一番大事にしていらっしゃること
は何でしょうか。

三和銀行（現三菱東京ＵＦＪ銀行）の頭取をした川勝堅
二さんという方がいました。この人がロンドン支店長
をしている時に財界人の家族が集まってよくパー
ティーをする。奥さんは奥さん同士で集まって歓談を
する。その話題がボランティア活動になる。川勝夫人が
「ボランティアをしていないのは恥ずかしい」とボラン
ティア活動を始めた。夫の堅二さんは「私まで巻き込ま
れて連れていかれましたよ」と笑ってました。ボラン
ティアは、してもしなくてもよいのです。自主的です。
私たちはしてもしなくてもよいことは大体しません。
しかし、しなくてよいことをしないのが恥ずかしい。こ
ういう社会をつくるのが、「強くしなやかな社会」だと
思います。
　今回の震災で被災をした16歳の高校生の話です。津
波が来て逃げた。家に戻ってみると、自分の家の前の通
りまでは全部流された。自分の家は残っている。その高
校生が流された人々に「申しわけない」と言ったので
す。今回の震災で、私たちはその高校生と同じ思いを

持ったのではないでしょうか。「自分は被災をしない
で幸運だった」とどなたもおっしゃらない。自分が安
全地帯にいて、悲しみ、苦しんでいる方々にすまない。
そういう思いを持っているのです。私は今回、国民意
識の構造が変わったと思っています。これは新しい文
化を私たちがつくっていく大きな希望だと思います。
何かをしないのが恥ずかしい。それによって一歩踏み
出して行動するのがボランティアであり、恥ずかしい
と言わせる社会が私たちの望む社会なのではないで
しょうか。

ボランティアを通じて非常に良かったと思っている
のは、本当に世の中って、知らないことが沢山あって、
面白いことがいっぱいある。そして、逆に言うと知ら
なくてはいけないひどいこともたくさんあって、それ
がいかに見過ごされてきたかということに気づいた
というのはすごく大きかったです。

野中さんの著作を拝見すると、ご自分の立ち位置のと
ころで、「正しい義に照らせ」と書いてありますね。

「命にまさる正義なし」という言葉は、高校３年の時に
書いた言葉です。父が外資系の仕事をしていたので、
家にいろいろな国の方たちがホームパーティにい
らっしゃる。地球人にはいろいろな種類がいる。違い
があるから友達同士になれる。それでお互いに出会え
てよかった。これにまさる幸せはないということと同
時に、違うからといってせめぎ合ってやっていたので
は話は進まないと考えるようになります。そしてそう
いうものの根源が命です。たった１つ、全員が共通に
持っている、生まれて一番大事な価値、これが命。これ
が私にとって一番お互いに大事にしなければいけな
い正義だと気がつきました。

シンポジウム前に４人で弁当をいただきました。野中
さんが、座られてから合掌して「いただきます」とおっ
しゃった。美しい姿です。合掌やお祈りをする人は世
界中にたくさんいます。でも、食事をする時に「いただ
きます」「ごちそうさま」という言葉を持っているのは
日本だけです。給食費を払っているのに、なぜ子ども
たちに「いただきます」と言わせるのかと、学校給食で
最近保護者の間から反発が起こり、やめた学校もあり
ます。「いただきます」は、それを備えてくれた両親、生
産者に対する感謝です。同時に動植物の命をいただく
ことに対する礼儀なのです。私たちの先祖は命への畏
敬、自然との共生を私どもにこの言葉を通して伝えて
くれました。「いただきます」というのはあいさつで
す。アイヌの言葉で「イランカラプテ」といいますが、
あなたの心に触れさせてくださいという意味です。心
と心がふれ合うあいさつを、私はまずボランティア活
動の中で皆さん方に実践をしていただきたいと思い
ます。

「市民（わたしたち）がつくる　強くしなやかな社会」とは

山  崎

阿  部

加雅屋

野  中

今日この会場にいらっしゃるお一人お一人はだれも例
外なく生から死に向かって歩んでいます。そういう私
たちの大切な命なのですが、この災害の中で身近な人
の命を奪われてしまった方は、本当に命というものは
生ある人のためにあるということを、その嘆きや悲し
みやつらさや無力さを感じながら、痛感された方がた
くさんいらっしゃると思うのです。
　そして野中さんがおっしゃられたように、私たちは
右肩上がりで歩いてまいりました。先ほど阿部先生が
これまでどのような社会の変動があったのか、非常に
わかりやすく話してくださいました。
　こういう時代状況の中で、私たちは今回のテーマの
「市民（わたしたち）がつくる　強くしなやかな社会」に
ついて、お考えをお話していただけますでしょうか。

沖縄の言葉に「五本の指は丈が違う」とあります。指は
それぞれ長さが違い、働きが違うのです。野中さんが
おっしゃったように人もみんな違うのです。違うから
特色があるのですね。
　しかし、掌（たなごころ）は１つです。このフェスティ
バルは全国から集まって、みんなが心を１つにする。小
指に刺さった棘は小指の痛みだけではないのです。体
全体の痛みなのです。それを分かち合う印がこの掌で
あります。
　ところが、人間という言葉に間があります。間（あい
だ）があるのです。人と人は違うから壁がある。この壁
をなくすことはないのです。それではどうするか。松尾
芭蕉が、「よく見れば、なずな花咲く垣根かな」とうたい
ました。垣根がある。でも、そこになずなの花がきれい
に咲いています。何が必要かといえば、人と人の垣根を
越えて友情の花を咲かせることです。それがボラン
ティアの役割です。どうか皆さん方、人と人、人間とい
うのは間に生きるのです。人と人の間に生きる。この人
の間にある壁を越えていく助け合いと愛情の花をボラ
ンティアとして咲かせようではありませんか。

「強くしなやかな社会」ということで宿題をいただいて
いて考えたのですが、私自身は、個人がフワフワ柔らか
い必要はないのではないか。例えるならば、レゴブロッ
ク。強くしなやかな社会における人というのは、レゴブ
ロックのようなものでよいのではないかと思います。
もともと持って生まれた色や形は何なのかということ
をよく自分で見つめ直して、だけどレゴブロックはい
ろんな組み合わせでどんな形にでもなる。ブロックそ
のものは非常に個性があって固いものですが、いろん
な形につながっていけるということが、強くしなやか
な社会なのではないでしょうか。

年齢、経験は取り払い、お互い尊重する。例えば、ボラン
ティア歴３年の人と33年の人が対等に「どうぞよろし
く！」と言えるような社会でありたいですね。

山  崎 お三方の話をうかがって、ボランティア活動というの
は、活動されている地域や社会、活動者自身も豊かにす
るということがよく分かりました。それから野中さん
から、ボランティア活動が、社会的な貢献をする大きな
武器にもなっていることもわかりました。
　ボランティア活動は、阿部先生のいう「人と人との間
に」、そして加雅屋さんのいう「信頼」、「助け合い」、「支
え合い」という精神を生み出す力があるということも
わかりました。そして、地域社会の絆を強める役割があ
るということもわかりました。私たちは競争原理に基
づく右肩上がりの社会を今まで目指してきましたが、
大切なことは持続可能な社会をつくっていくために私
たちができることは何か、ボランタリーな活動の本質、
原点は何かということを考え続けたいと思います。
　阿部先生は「文化をつくる」とおっしゃいました。東
京らしさは、今ここにある東京だけではなくて、脈々と
私たちが生活を紡いできた中にあります。それから、い
ろんな職人の文化があります。その紡ぎの中で、私たち
は「お互いさま」を、そして支え合うことの大切さも学
びました。この江戸から始まった営々と続く文化を私
たちはまた次の世代へ伝えていく。次の世代へ私たち
の命をつないでいくことだと思います。
　東京ボランティア・市民活動センターでは、「つなぎ、
つながり、つながり合う」を合い言葉にしてきました。
皆様にも、これからのつながりのあり方をぜひ考えて
いただければと思います。皆様と思いを共有しながら、
この２日間を１つの起点にして、また次の20年間を歩
み続けてまいりたいと願っております。ありがとうご
ざいました。　

東京ボランティア・市民活動センター発行
『ネットワーク』2012年２・３月号（316号）より転載。

※当日の模様はユーストリームで動画を配信。
　（協力：ソーシャルブリッジ株式会社）
　http://www.ustream.tv/channel/volufes
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（１）ボランタリズム

16：00～17：30
１日目

番号 テーマ ページ

9：30～12：30
２日目

（５）生き方・働き方

16：00～17：30
１日目

番号 テーマ ページ

9：30～12：30
２日目

（６）お金
番号 テーマ ページ

２日目

（４）若者

16：00～17：30
１日目

番号 テーマ ページ

9：30～12：30
２日目

（２）震災
番号 テーマ ページ

（３）地域づくり・まちづくり・つながりづくり
番号 テーマ ページ

（７）活動分野別のつながり
番号 テーマ ページ

16：00～17：30１日目

9：30～12：30

フィールドワーク
番号 テーマ ページ

１日目

16：00～17：45１日目

16：00～17：30

２日目 9：30～12：30

16：00～17：30
１日目

9：30～12：30
２日目

16：00～17：30
１日目

9：30～12：30
２日目

分科会・フィールドワーク一覧ガイド　１日目（12日）・２日目（13日）

16：00～17：30
１日目

9：30～12：30
２日目

１日目 19：30～21：30

東京のボランティア・市民活動の30年を振り返る 江戸しぐさに学ぶ今しぐさ

企業の社会貢献活動発表会～進化する「社員参加型」の社会貢献活動～

喫茶の力～働く・出会う・広がる、障がい者の喫茶コーナーの取り組みから～

社会人ボランティアやプロボノを広げる仕組みを考える

NPO長期インターンシッププログラム！～若者、NPO、そして社会に何をもたらすのか？～

それぞれの働き方、これからの生き方

NPO・ボランティアだからできるお金の集め方と助成（使い方）＜市民ファンド＞

NPO法人会計基準～ボランティアの価値を換算すると？

NPO法税制改正が問う 市民に支えられるNPOのあり方とは

NPOの基盤強化～助成財団との新たなつながり～

TOKYO油田と下町ツアー

賀川豊彦と関東大震災～日本のボランテイア活動の原点について～

江戸文化と鬼平～長谷川平蔵の活躍の舞台をバスでタイムスリップ～

ミツバチが教えてくれた人と人のきずな～銀座のミツバチがつなぐ地域の連携～

東京下町から山の手へ～てんぷら油バスで節電の町東京を走るナイトツアー～

興望館セツルメントを見る・聞く・考える！

第五福竜丸展示館見学～核の脅威と放射能汚染被害を考える～

語って、気づいて、見つけよう～ボランティア＋？？？～

温故知新　開拓者との対話からつむぐボランティア・市民活動の未来

ボランティア憲章をつくろう！～日本人のボランタリズムを考える～

ボランティア活動が生み出す効果・意義の日本版可視化ツール公開分科会～災害時と日常の地域での活動の効果・意義について考える～

NPOの根本は「ボランタリー」～自発的な個人が支え、支えられるNPOをめざして～

水谷修さん講演会　夜回り先生が熱く語る～今、子どもたちを救えるか！？～

若者よ、ボランティアへ行こう！～若者と一緒に考える未来のこと～

ニート・ひきこもりの再チャレンジを支援する

多文化ユース・フェスタ2011 ～多様なことは楽しいこと！　素敵なこと！～

大震災における中・高校生の支援の可能性～現地高校生の活動と栃木・東京の中・高校生の後方支援～

※出演者の都合により中止

災害に備えるつながりづくり

被災者主体のボランティアコーディネーションを考える～多様な市民の参加による力強い復興を目指して～

自然学校の社会的意義～災害対策の拠点として～

一人で悩まないで！　自殺に追い込まない～こころのケア活動に求められるボランティアの姿勢・役割～

映画『ミツバチの羽音と地球の回転』から考えるこれからのエネルギー

災害復興の課題を考える～東日本大震災被災地の復興に向けて～

災害時要援護者とつながりづくり～都会における災害時要援護者を支えるために～

ボランティア・市民活動は“包摂型”のコミュニティをつくれるのか～東日本大震災の支援活動を通して問う～

大規模災害に備えよう！～東日本大震災からの学び～

新しい公共熟議～ 3.11をきっかけにこれから求められる新しい公共とは～

遊びにきてね。おもちゃ図書館　≪第一日目≫

ボランティア（法律対象外）としての移送サービスを社会福祉協議会を通して考える 

精神保健福祉ボランティア全国の集い　代表者会議

大震災！　その時、仙台の外国人は？

遊びにきてね。おもちゃ図書館～被災地の子どもたちへ届けよう、楽しい遊びを！～　≪第二日目≫

災害の際の在宅支援活動～食事サービス活動を通じて

市民活動としての移送サービス　道路運送法と今後の活動展開

映画『「大丈夫。」－小児科医細谷亮太のことばー』上映後に伊勢監督との対話

視覚障害者の読書をサポート～あなたにもできること～

無縁社会～新たなつながりの可能性を求めて～

当事者の声を聴いて考える～「子育て」を、地域で支えあう仕組みづくり～

下町・墨田が歩んだ福祉の歴史（みち）～人情あふれる下町のくらしから～

ボランティア活動と学び～地域社会を担う人材の養成を考えよう～

ケアするための学び～ボランティア活動・市民活動と教育のつながりを学ぶ～

ふれあいの居場所の必要性

地域の絆を結び直す～「消えた高齢者問題」・孤独死を超えて～

地域における市民のつながり～「こころのケア」ボランティア活動への誘い～

まちとむらを結ぶ森林づくり

島民の願いとつながりづくり

外国につながる人たちとの共生・地域のつながりを考える～「生活圏としての新宿」における実践から～

人が人とつながりあうために～世界各地の実践から学ぶ～

「患者が先生」　みんなで作るこれからの医療とは？～市民参加で生まれる新たな視点～

あなたの活動に＋ESD ！～ボランティアパワーを地域の未来づくりにつなげよう～

厳罰化ではなく「寛容な社会」へ～すべての人間は人間である～
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44 ■ 工夫したポイント
・参加者が選びやすいようなカテゴリー分け

・多様な分野における分科会内容の企画

・分科会の形式を、「話し合う」「学ぶ」「体感する」アイコンで表示

・同じ分野においても、多様な視点の取り込み

■ 次へ生かすポイント
・分科会数の多さ（参加者の偏り、選択の難しさ）
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（１）ボランタリズム

16：00～17：30
１日目

番号 テーマ ページ

9：30～12：30
２日目

（５）生き方・働き方

16：00～17：30
１日目

番号 テーマ ページ

9：30～12：30
２日目

（６）お金
番号 テーマ ページ

２日目

（４）若者

16：00～17：30
１日目

番号 テーマ ページ

9：30～12：30
２日目

（２）震災
番号 テーマ ページ

（３）地域づくり・まちづくり・つながりづくり
番号 テーマ ページ

（７）活動分野別のつながり
番号 テーマ ページ

16：00～17：30１日目

9：30～12：30

フィールドワーク
番号 テーマ ページ

１日目

16：00～17：45１日目

16：00～17：30

２日目 9：30～12：30

16：00～17：30
１日目

9：30～12：30
２日目

16：00～17：30
１日目

9：30～12：30
２日目

分科会・フィールドワーク一覧ガイド　１日目（12日）・２日目（13日）

16：00～17：30
１日目

9：30～12：30
２日目

１日目 19：30～21：30

東京のボランティア・市民活動の30年を振り返る 江戸しぐさに学ぶ今しぐさ

企業の社会貢献活動発表会～進化する「社員参加型」の社会貢献活動～

喫茶の力～働く・出会う・広がる、障がい者の喫茶コーナーの取り組みから～

社会人ボランティアやプロボノを広げる仕組みを考える

NPO長期インターンシッププログラム！～若者、NPO、そして社会に何をもたらすのか？～

それぞれの働き方、これからの生き方

NPO・ボランティアだからできるお金の集め方と助成（使い方）＜市民ファンド＞

NPO法人会計基準～ボランティアの価値を換算すると？

NPO法税制改正が問う 市民に支えられるNPOのあり方とは

NPOの基盤強化～助成財団との新たなつながり～

TOKYO油田と下町ツアー

賀川豊彦と関東大震災～日本のボランテイア活動の原点について～

江戸文化と鬼平～長谷川平蔵の活躍の舞台をバスでタイムスリップ～

ミツバチが教えてくれた人と人のきずな～銀座のミツバチがつなぐ地域の連携～

東京下町から山の手へ～てんぷら油バスで節電の町東京を走るナイトツアー～

興望館セツルメントを見る・聞く・考える！

第五福竜丸展示館見学～核の脅威と放射能汚染被害を考える～

語って、気づいて、見つけよう～ボランティア＋？？？～

温故知新　開拓者との対話からつむぐボランティア・市民活動の未来

ボランティア憲章をつくろう！～日本人のボランタリズムを考える～

ボランティア活動が生み出す効果・意義の日本版可視化ツール公開分科会～災害時と日常の地域での活動の効果・意義について考える～

NPOの根本は「ボランタリー」～自発的な個人が支え、支えられるNPOをめざして～

水谷修さん講演会　夜回り先生が熱く語る～今、子どもたちを救えるか！？～

若者よ、ボランティアへ行こう！～若者と一緒に考える未来のこと～

ニート・ひきこもりの再チャレンジを支援する

多文化ユース・フェスタ2011 ～多様なことは楽しいこと！　素敵なこと！～

大震災における中・高校生の支援の可能性～現地高校生の活動と栃木・東京の中・高校生の後方支援～

※出演者の都合により中止

災害に備えるつながりづくり

被災者主体のボランティアコーディネーションを考える～多様な市民の参加による力強い復興を目指して～

自然学校の社会的意義～災害対策の拠点として～

一人で悩まないで！　自殺に追い込まない～こころのケア活動に求められるボランティアの姿勢・役割～

映画『ミツバチの羽音と地球の回転』から考えるこれからのエネルギー

災害復興の課題を考える～東日本大震災被災地の復興に向けて～

災害時要援護者とつながりづくり～都会における災害時要援護者を支えるために～

ボランティア・市民活動は“包摂型”のコミュニティをつくれるのか～東日本大震災の支援活動を通して問う～

大規模災害に備えよう！～東日本大震災からの学び～

新しい公共熟議～ 3.11をきっかけにこれから求められる新しい公共とは～

遊びにきてね。おもちゃ図書館　≪第一日目≫

ボランティア（法律対象外）としての移送サービスを社会福祉協議会を通して考える 

精神保健福祉ボランティア全国の集い　代表者会議

大震災！　その時、仙台の外国人は？

遊びにきてね。おもちゃ図書館～被災地の子どもたちへ届けよう、楽しい遊びを！～　≪第二日目≫

災害の際の在宅支援活動～食事サービス活動を通じて

市民活動としての移送サービス　道路運送法と今後の活動展開

映画『「大丈夫。」－小児科医細谷亮太のことばー』上映後に伊勢監督との対話

視覚障害者の読書をサポート～あなたにもできること～

無縁社会～新たなつながりの可能性を求めて～

当事者の声を聴いて考える～「子育て」を、地域で支えあう仕組みづくり～

下町・墨田が歩んだ福祉の歴史（みち）～人情あふれる下町のくらしから～

ボランティア活動と学び～地域社会を担う人材の養成を考えよう～

ケアするための学び～ボランティア活動・市民活動と教育のつながりを学ぶ～

ふれあいの居場所の必要性

地域の絆を結び直す～「消えた高齢者問題」・孤独死を超えて～

地域における市民のつながり～「こころのケア」ボランティア活動への誘い～

まちとむらを結ぶ森林づくり

島民の願いとつながりづくり

外国につながる人たちとの共生・地域のつながりを考える～「生活圏としての新宿」における実践から～

人が人とつながりあうために～世界各地の実践から学ぶ～

「患者が先生」　みんなで作るこれからの医療とは？～市民参加で生まれる新たな視点～

あなたの活動に＋ESD ！～ボランティアパワーを地域の未来づくりにつなげよう～

厳罰化ではなく「寛容な社会」へ～すべての人間は人間である～
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・参加者が選びやすいようなカテゴリー分け

・多様な分野における分科会内容の企画

・分科会の形式を、「話し合う」「学ぶ」「体感する」アイコンで表示

・同じ分野においても、多様な視点の取り込み

■ 次へ生かすポイント
・分科会数の多さ（参加者の偏り、選択の難しさ）
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（１）ボランタリズム
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１　概要
　1981年に東京ボランティア・センターから始まり、
今年、開設30周年を迎えた東京ボランティア・市民活
動センター（以下、ＴＶＡＣ）。この間、東京ではどの
ようにボランティア・市民活動が発展してきたかを、
センターの運営を通して東京におけるボランティア
活動、市民活動に深く関わってこられた方々の話を聞
くことで振り返る。

２　主な内容
○安藤さん
　終戦後、焼け野原となった東京で、肩を寄せ合い、戦
後の生活を始めていく中で、大学生を中心として多く
の自主的なボランティアグループが立ち上がった。子
どもたちの学習指導や、施設でのボランティア活動を
中心にしながら展開し、今なお当時のグループが活動
しているところもある。1961年には「第１回学生ボラ
ンティア会議」が開かれ、横のつながりや学習の必要
性を受け、1962年「ボランティア東京ビューロー」が開
設された。またこの60年代は、富士福祉事業団の立ち
上がりや、各区市町村社協でボランティアの推進が始
まった。
　1970年代になると、地域ごとのボランティア活動と
合わせて、女性たち（特に主婦層）のボランティア活動
が活発になってくる。また、東京都や国でもコミュニ
ティケアという考えが大きく打ち出された。東京都で
は、1972年には「杉並・老後を良くする会」をはじめ、
1973年に「東京都ボランティアコーナー」を開設。そ
の後さらに活動が活発化し、東京ボランティア・セン
ターが立ち上がった。

○吉澤さん
　吉澤さんの学生時代（1950年初）、大学での休暇を利
用して養護施設に泊り込み（自らの食料（米）持参で）
子どもたち及び職員と生活を共にした。主として学
習、生活指導、子どもたちの衣類修理の活動で、その活
動過程で感ずるところがあり学生や地域住民への活
動参加を呼びかけた。とくに、学生の若きエネルギー
結集が、子どもたちの生活への刺激となり、心のふれ
あいの大きさを実感した。
　戦時中の考え方に、滅私奉公や奉公という用語に表
されているように、自らを犠牲にしての働きが協調
されていたため、その考え方の払拭の意味で、ボラン
ティアという用語の使用を打ち出した。ところがボラ
ンティア活動の名称のもとに募金活動をし、自らのポ
ケットマネーにしていた例などが浮上。それへの対応
として、この用語をなくす運動を展開しようかとさえ
思わされた。ボランティア活動とは、生きとし生きる
人間として、自らの持てる能力を生かし、誰もがそれ

なりに社会活動にかかわるべく、犠牲にも近い役割
を果たすことの意義を強調することが重要であると
思った。したがって、その意を持って、自らを生かし自
ら主体的に活動の場をもつことは当然のこととの思
いが、コーナーやビューローの根底にあった。
　その後主婦（女性）の活力をも社会活用する風潮が高
まり、文部省婦人教育の領域での普及が目立ってきた。
　当時、東京都社会福祉協議会（以下、東社協）企画
部の心ある職員との話し合いで、東社協の一部に椅
子一つ、机一つを提供してもらい、ボランティア東京
ビューローの名称のもとに現在のボランティアセン
ターの出発をみた（1963年）。
　その約10年後のこと、初めて民間から起用された女
性民生局長の強い理解のもとに都の出先機関の一部
屋を拠点とし、390万円の活動予算によって東京都ボ
ランティア・コーナーの開始となった（1973年）。少な
い予算ではあったが、行政とボランティア（公、民）の
機能分担の在り方を考える契機として、またその課題
を含んでのスタートとなった。

○坂巻さん
　坂巻さんが、最初に福祉に関わりを持ったのは、学
生時代の肢体不自由児のキャンプだった。当時はボラ
ンティアだからと言って、今のようにお金を出しても
らったり、印刷機を貸してもらったりというようなこ
とはなく、自分でアルバイトをしたお金でイベントを
企画したり、無料で講義をお願いしたこともあった。
1981年に東京ボランティア・センターを設立し、坂巻
さんは運営委員として都民に広めようとボランティ
ア祭りを発案するが、賛成の声ばかりではなかった。
いろいろな人が楽しく参加し、その中から自分の生き
方に目覚めるのもボランティアと考えていた。その一
つとして、車いすミニマラソンを企画し、様々な人が
参加した。
　今では、ボランティアも広がり、有償ボランティア
やＮＰＯが誕生した。多様なボランティアの中で、今
一度、志を確認していかなければいけない。

○山崎
　1990年代後半は、阪神・淡路大震災をきっかけとし
てボランティア元年と言われているが、ボランティア
はこの頃から始まったわけではない。しかし、震災を
きっかけに、行政とは異なる、行政ではできない活動
として、多くのボランティアが集まり、社会的にも認
知された。また、少子高齢化が急速に進み、経済も右肩
上がりではなくなってきた現代、ホームレス、環境、
不登校等社会的問題も出てくる。経済的な対価を目的
としない組織の活動の必要性や、企業や労働組合のＣ
ＳＲ、経団連や連合団といった様々なところがボラン
ティア活動に着目した。また世間の追い風となり特定
非営利活動促進法が成立した。
　総合ボランティアセンター構想の流れから、ネット

ワーク作り、幅広い市民活動、行政との協働、ミッショ
ンの明確化とボランティア・センターからボランティ
ア・市民活動センターへと機能を拡大、強化してきた。
　我々は、強くしなやかな社会を目指し、いろいろな
方とのネットワークや公私協働のあり方とできるこ
とを、次の世代を考えながら進めていく必要がある。

○まとめ
　ボランティアは特別（変わり者）という時代から、主
体的につながりを支える社会を目指し、ボランティア
は自然なものとして広がっていく。住民一人ひとりが

「お互いさま」という心で広がり、根付く仕組みづくり
をし、ボランティア風土を絶やさないようにしていき
たい。
　全国一律ではなく、様々な地域差や特性を考えてい
く点において、ボランティアの力が必要となる。思い
はどこにあるかを考え、思いをどう表現していくか
が、ボランティア活動が地域を変えていく運動体の原
点になっていくのではないだろうか。

３　分科会担当者コメント
　現在のように、ボランティアという言葉も定着して
いない30年前から今日に至るまでは、ボランティア・
市民活動が制度化されてきた30年だった。当日のパ
ネリストをはじめとする各個人発意の思いや運動が
根っこにあり、それが今に繋がっているということを
改めて感じた。
　自分が生かされている恩恵を社会に還していく、こ
の思いがボランティアの原点であることも改めて感
じた。

東京のボランティア・市民活動の30年を振り返る

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 66人

国際ファッションセンター　11階　115

◆コーディネーター
　　安藤　雄太さん（東京ボランティア・市民活動センター　アドバイザー）

◆パネリスト
　　吉澤　英子さん（大正大学　名誉教授／初代東京ボランティア・センター　所長）
　　坂巻　熙さん（元・毎日新聞　論説委員／元・東京ボランティア・市民活動センター　運営委員）
　　山崎　美貴子（神奈川県立保健福祉大学　名誉教授／東京ボランティア・市民活動センター　所長）

分 科 会 1

（左から順に）安藤さん、吉澤さん、山崎、坂巻さん

担当：清水　志穂（東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター）　　記録：濱田　正吾（福生市社会福祉協議会　ふっさボランティア・市民活動センター）
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語って、気づいて、見つけよう～ボランティア＋？？？～

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 20人

国際ファッションセンター　10階　107

池畑　雄太さん（渋谷社会福祉協議会しぶやボランティアセンター）
田村　晃一さん（武蔵野市民社会福祉協議会ボランティアセンター武蔵野）
吉良　裕美子さん（渋谷社会福祉協議会しぶやボランティアセンター）

分 科 会 2

担当：吉良　裕美子（渋谷社会福祉協議会しぶやボランティアセンター）　　記録：山﨑　裕美（豊島区社会福祉協議会豊島ボランティアセンター）

１　概要
　４～６人のグループにわかれ、提供されたテーマについて考えた。自分の経験や考えを語り、相手の体験から新
しい視点を見つけ、明日からの自分にプラスになるものを見つけ、そして新たな出会い・つながりを持ち帰ること
をテーマに話しあいを行った。

２　主な内容
　「ボランティアって自分にとってどんなもの？一言で表すと…」、「今日はこれを話したい！今日このグループ
でこれを聞いてみたい！」の２つのお題について個人で考え用紙に記載、グループ毎に発表、ディスカッションを
し、それらを踏まえ明日から自分にプラスできることを言葉にして書き、全体で発表し共有した。

○グループワークで出た意見
（１）「ボランティアって自分にとってどんなもの？一言で表すと…」

　・「出会い」…人・言葉との出会い。サラリーマン後ボランティアに出会い人生が変わった。
　・いろんな人に出会い生き方も変わった。生きがいでもある。

（２）「今日はこれを話したい！今日このグループでこれを聞いてみたい！」
　・「ボランティアをしようと思った理由、ボランティアをして自分の中での変化」
　  →高校は義務教育ではないと周りから言われ今までの自分とは違う新しい一歩を始めたかった。
　  　夏休みに障害児学童ボランティアに参加。障害者に偏見はなかったが身近に接して戸惑いを感じた。
　  　最終的に壁をもっていたと思っていたことが分かったことが変化。

（３）「明日から自分にプラスできることを言葉にする」
　・初心その一歩　
　・出逢いを大切に　
　・一日一日ありがとう
　・じっくり焦らず相手の事を考え自分にやれることをやる

　多種多様な方と様々な視点からディスカッションができ、ボランティアに対する考えを再確認するとともに新
しい視点を持ち帰り新しいネットワークも繋がった有意義な時間となった。
　ネットワークを作り意見交流し、この分科会からまた新しい何かを始めていただければと新しいネットワーク
構築・ボランティア活動の発展を願いまとめとした。

３　分科会担当者コメント
　この分科会の大きな目的は「形（言葉）にして持ち帰る」ことと「今日のこの分科会が、新たな一歩（スタート）と
なること。参加者へのお土産が「昨日までの満足」ではなく、「明日からの糧」となるようにするには…と考え、今回
のような企画に至った。分科会自体が短い時間だったので、参加者の方には1分・5分と時間を区切って、個人ワー
クの成果を発表していただいた。限られた時間内に表現するということに慣れていない方もおいでだったが、懸
命に取り組むみなさんの中から、熱気が生まれ、笑いが起こり、そしてつながりへと発展していく過程があったこ
とで目的が達成できたかと思う。参加者自身が形にした言葉と、この場で生まれたつながりが、明日への糧となる
ことを願ってやまない。

今日の思いを持ち帰ってもらうためのお土産
（渋谷区の作業所の製品）

グループワークの様子
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温故知新　開拓者との対話からつむぐボランティア・市民活動の未来分 科 会 3

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 36人

青山学院大学　９号館　922

◆コーディネーター
　　早瀬　昇さん（社会福祉法人大阪ボランティア協会　常務理事）

◆パネリスト
　　星野　昌子さん（ＮＰＯ法人日本国際ボランティアセンター　特別顧問）
　　安藤　周治さん（ＮＰＯ法人ひろしまね　理事長）
　　筒井　のり子さん（ＮＰＯ法人日本ボランティアコーディネーター協会　理事／龍谷大学　教授）
　　山ノ川　実夏さん（三井住友海上火災保険株式会社　総務部　地球環境・社会貢献室　課長）

１　概要
　ボランティア・市民活動のこれまでを、コーディ
ネーターからの説明と、ＮＧＯ、地域作り、ボランティ
アコーディネート、企業の社会貢献活動それぞれの分
野での先駆者である４名のパネリストの活動の歴史
を聞いて振り返った。
　その後、参加者からの質問やコーディネーターから
の話題提供に対してのパネリストの取組みや考えを
聞きながら、これからのボランティア・市民活動推進
をどうすれば良いかとのテーマについて考えた。

２　主な内容
○導入部
　コーディネーターから分科会のねらい「ボランティ
ア・市民活動の意味や未来を探す」ことについての説
明と、戦後のボランティア・市民活動の歩みについて
年表を使用しての発表があった。また、それぞれのパ
ネリストがどのような分野の先駆者であるかを紹介
した。
　　
○実践報告
①発表者：星野　昌子さん
　青年海外協力隊第一期に参加した経緯や活動につ
いての報告があり、その後ＮＧＯとして海外で活動す
る中での行政や他団体等との関わりの変化について
説明。行政、企業、ＮＧＯ等いろいろな団体が一緒に
なって活動していくには、それぞれの目的が違うこと
での難しさがあるが、無理にそれらをあわせるのでは
なく、いろいろな立場でいろいろな目的を持ちながら
も同じ方向を目指していける社会が求められており、
そのような社会を目指していくことが、ボランティア
の未来につながってくるとの話があった。

②発表者：安藤　周治さん
　中国地方の過疎と現状について、過去から現在まで
の写真を交えて説明。「ここで暮らしたい」という人
たちの思いを受け、過疎地域で住民への聞き取り調査
を実施。株式会社やＮＰＯとして、調査結果から得た
ニーズに対して「道の駅」や「買い物バス」など社会実
験を繰り返して、過疎を逆手にとった地域の活性化・
まちづくりを行ってきた。
　「さー、大変だ」という声から始まるまちづくり、暮
らしの質を高めるまちづくり、この二つの視点が、こ
れからの地域活性化の活動に重要との話があった。

③発表者：筒井　のり子さん
　学生時代に実習を通じて出会い働くようになった
市民団体で経験してきたことを交えて、ボランティア
コーディネート組織が時代にあわせて変わってくる

こと、またその重要性が年々増してきていることを感
じている。
　ボランティア活動の発展には、コーディネーターと
その人達が行うコーディネートが重要になってくる
との話があった。
　　　　
④発表者：山ノ川　実夏さん
　創業100年をきっかけに始まった自社の社会貢献活
動の取組みの20年を、合併など会社の変遷、社員の社
会貢献活動団体で行っているＮＰＯへの助成金寄付
活動や、水辺の環境保全活動など具体的な事例を挙げ
て説明。2000年代以降「ＣＳＲ」という言葉が広まる
につれて、周囲の理解も深まり社会貢献活動をしやす
くなった状況がある。
　会社が、また社員一人ひとりが地域の社会の課題に
気付き解決へ向けた活動に参加していくことが、これ
からの企業の社会貢献活動にとって重要であるとの
話があった。

○パネルディスカッション
　参加者からの「まちづくりの中での社協の役割
は？」といった質問や、コーディネーターからの「行政
との関係」「ＮＰＯ、ＮＧＯとの関係」「広報の方法」な
どの話題提供に対して、それぞれのパネリストが自身
の取組みや、考えについて発言を行った。
　どのパネリストも自分たちの考えをしっかり持っ
て、協力するところと譲らないところをはっきりとさ
せる必要性を感じているとのことであった。

○まとめ
　やりたいことを突き詰められる幸せ、現場で活動す
ることの楽しさを感じられる幸せ、活動によってみん
なが喜ぶ場面にいられる幸せ、こういった幸せを感じ
られることがボランティア・市民活動にとって重要で
はないか。
　そういった活動するにあたっては自分の価値観に
自信を持つことが重要であり、その思いが社会を良く
していく。そこにボランティア市民活動の未来がある
のではないだろうか。

３　分科会担当者コメント
　事前申し込みは43名だったが、当日はその８割の34
名と当日参加２名の36名､事務局ボランティアと登壇
者含め47名だった。コーディネーターの早瀬さんが戦
後の日本のボランティア･市民活動の歩みを丁寧にた
どった後、４名のパネリストからその歴史の中でどの
ような活動をしてきたか、どういう背景で活動に入っ
てきたのかをお話しいただいた。
　海外協力、過疎での活動、全国的な活動､企業のＣＳ
Ｒの取組みなどボランティアの多彩な活動のあり方
を歴史的な流れを通して学ぶことが出来たのは有意
義なものだった。事務局を担当して本当に良かった。
しかし、多くの皆さんに参加いただけるような宣伝が
弱かったことが大きな反省点である。

出演くださった５名の方々

安藤周治さんの報告

担当：尾崎　靖宏（日本生活協同組合連合会／「広がれボランティアの輪」連絡会議）　　記録：安部　信之（中央区社会福祉協議会　ボランティア・区民活動センター）
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会場とのやりとりも

「ボランティア」について考え合った
（左から岡本さん、三輪さん）

ボランティア憲章をつくろう！～日本人のボランタリズムを考える～

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 17人

青山学院大学　１号館　121

岡本　榮一さん（元・大阪ボランティア協会　理事長／西南女学院大学　教授／ボランタリズム研究所　所長）
三輪　真之さん（計画哲学研究所　所長／元・早稲田大学　客員教授）

◆進行
枝見　太朗さん（富士福祉事業団　理事長）

分 科 会 4

担当：枝見　太朗（富士福祉事業団　理事長）　　記録：清水　和良（東京都社会福祉協議会）

１　概要
　地域における様々な生活課題は、公的な福祉サービ
スだけでは対応できず、ボランティアやＮＰＯ、市民
によるきめ細かな活動の必要性は高まっている。東日
本大震災後も、地域を支え合い、共に生きていこうと
する力は、地域の再生に向けて動いている。しかし、一
方で、ボランティアなどの活動は、社会の仕組みや歯
車に組み込まれ、都合のよい労働力や、行政や企業の
下請け先となる危険性もはらんでいる。これらの両面
性を、どのように認識しておくべきなのか。また、ボラ
ンティアとはそもそも何なのか。この分科会では、ボ
ランティアの意味を深く考え、ほっとけない、という
一人ひとりの発意から始まるボランティアの本質を

「憲章」として表すことを参加者と考え合った。

２　主な内容
○岡本榮一さん
　ボランタリズムには３つあり、①アメリカ・イギリ
スでよく使用されるVolunteerismは、ボランティア
活動を支える精神、自発性尊重などの活動原則（自発
性・無給生・社会性など）を意味する。②Voluntarism
は、<意志>の働きを先行させ、それを重視する「主
意 主 義 」の 立 場 を 表 す。③Voluntaryismは、民 間 活
動（Voluntary Action）の 根 っ こ に あ り、“Ｎ Ｐ Ｏ” 
“Voluntaryセクター ”などの民間活動やその運動を支
える思想である。特に、国家＝行政の対置概念である
と説明した。これらのボランタリズムは「課題解決」に
向かって、運動的意味で<弾道>を描く。それは、理性
的働きとは違い、精神・意志・志・願望、ボケーション

（使命）などと関係がある。続けて、日本のボランティ
ア活動の歴史を６つの活動分野から俯瞰し、ボラン
ティア活動の支援組織と支援行政の役割の再考が必
要と指摘した。その後、阪神淡路大震災で120万人のボ
ランティアが活動し「ボランティア元年」と言われる
1995年や、ＮＰＯ法制定の1998年辺りから日本は「市
民社会」に突入したと話した。市民社会とは、プルーラ
リズム（価値の多様性）を前提に、政府（行政）、企業（営
利組織）、ＮＰＯ等のボランタリー組織（非営利組織）
の３セクターが独立しながら影響しあう。この関係
は、人権擁護、民主主義などを共有しつつ、各セクター
が独自の役割を果たし、時に他のセクターと協働し、
時に批判（アドボケイト）する＜切磋琢磨しあう関係
＞だと説明した。また、市民社会では、各セクターが地
域や国家を越えて活動できると話した。　
　続けて、ボランティアと政府（行政）との関係には、
①国家による全体主義的な専制・動員のモデル、②中
央政府・行政主導の補完モデル、③政府（行政）とボラ
ンタリー組織との、対等な独立・協働モデルの３種が
あると説明した。そして、近年「協働」が安易に使われ

るが、本来、「協働」の前提には、分離（セクターの固有
性確認）、独立（ミッションの明確化、主体性、責任制）
が必要であると話し、日本では「分離・独立」の理念が
不足していると指摘した。

○三輪真之さん
　計画哲学とは人間哲学を強く意識した計画論であ
る。この人間哲学の前提となる根源範疇には、「認識
論的」と「存在論的」がある。「認識論的」な概念のキー
ワードは、「信じる」「異なる」であり、具体的には、ここ
ろ、精神、霊魂、神仏、いのりなどがある。一方、「存在論
的」な概念のキーワードは、「証される」「同じ」であり、
もの、物質、宇宙、からだ、いのちなどがあると説明し
た。この視点から見ると、日本人は本来、「認識論的」で
あり、「認識論的なもの」を好み、「認識論的人間」を評
価する。また、「ボランティア」も「認識論的」な概念で
あり、ボランティアには本来、「認識論的な概念」が似
つかわしく、「存在論的な概念」には馴染まないと話し
た。次に、憲章について、欧米型の憲章「charter」は、契
約内容を記録すための「証拠文書」という特徴がある。
一方、市民憲章、児童憲章など日本型の憲章は、信条・
信念・主義など、祈願内容を唱えるための「誓いの言
葉」という性格を持つ、と説明した。市民憲章の例とし
て、秋田市民憲章を挙げ、自分にできることは何かと
想像することが大事と指摘した。また、憲章作成の前
提として、この憲章が、国内向けか・世界向けか？ボラ
ンティアの意識・対象・背景・実績などに関する吟味が
必要とした。
　最後に、ボランティア憲章の私案として、以下を挙
げた。「わたしたちは、わたしたちのこころをつたえる
ために、わたしたちにできることをします。ともに誓
いましょう　愛を、希望を、行動を」

３　分科会担当者コメント
　ボランティアだからこそ、成し得ることがあると思
う。一方で、ボランティアは、体制に誘導され得るし、
行政や企業に組み込まれたり、廉価な労働力として使
われる現状もある。制度の含み資産と捉えられている
のでは？と思うこともある。このように、主体性に基
づく活動も、様々な思惑に絡め取られる危険性を含
む。そこで、ボランティア憲章とは、ボランティアとは
何かを示し、私たちの態度を宣言し、巧みな思惑に警
鐘を鳴らすものだと思う。これにより、ボランティア
の本質を示し、ボランティアの強みを守ろうとしてい
る。ボランティア憲章は、まだこれからつくるものだ。
憲章自体に意味がある他に、実は策定の段階に様々な
人たちが入り、意見を交し、創り出す過程に深い意味
があると思う。
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性や楽しさを伝えていくことが大切。
・日常の活動をどれだけしているかが、災害時にどれ

だけ動けるかに関わる。日常の延長である。

○参加者の発表を受けてコーディネーターのまとめ
・日常の活動を積極的に伝えてきたか、それがないと

ギャップが埋まらない。
・共感をどうつくるか。社会課題を解決していくこと

を見せていく。
・日常の活動をしている人たちが多い地域が、災害時

にも強い地域である。行政などにもその価値を示し
ていくことが重要である。

・自分にとっては、ボランティア活動は自分を活かす
チャンスである。できあがったものではない部分に
関わるため、フロンティアになることができる。なぜ
ボランティアなのかを考え、素人性の価値が伝わる
ような伝え方や見せ方、プログラムを考えることが
必要である。

３　分科会担当者コメント
　今回は、災害時と日常のボランティア活動の効果・
意義の共通点を考えることにより、災害時のボラン
ティア活動の盛り上がりを一過性のものに終わらせ
ず、どのように日常につなげていくかを考えることを
試みた。学生ボランティアの報告からは、自分にとっ
て、関わる相手にとって、そして共感者を増やすなど
多様な視点で向き合っている様子が伺えた。
　参加者からは、「伝えることの大切さを実感した」

「共感できるかどうか（自分ごととして捉えられるか）
が大事だと感じた」などの声も聞かれ、今回のねらい
であった災害時と日常の活動のつながりと、効果の発
信を意識したコメントも見られた。
　「日常の活動の効果を積極的に伝えてきたか」。これ
は、ボランティア個人だけでなく、ボランティア活動
を推進・支援する我々ボランティアコーディネーター
にとっても大きな課題である。今回の議論を踏まえ、
あらゆるボランティア活動の効果・意義を発信できる
よう、特に数値で表しにくい効果や、すぐには表れに
くい中長期的・派生的な効果を可視化するツールのブ
ラッシュアップを目指したい。

ボランティア活動が生み出す効果・意義の日本版可視化ツール公開分科会
～災害時と日常の地域での活動の効果・意義について考える～

分 科 会 5

出演者
日時 参加者 会場11月13日（日）９：30 ～ 12：30 28人 青山学院大学　１号館　138

◆コーディネーター
　　村上　徹也さん（市民社会コンサルタント／日本福祉大学　教授）

◆アドバイザー
　　疋田　恵子さん（杉並区社会福祉協議会／ＮＰＯ法人日本ボランティアコーディネーター協会　理事）

◆学生報告者（被災地で活動した学生ボランティア）
　　安部　詩織さん（立教大学　経済学部　２年生）
　　上原　直人さん（星薬科大学　３年生）
　　直井　友樹さん（東京理科大学　薬学部　４年生）
　　深澤　悠さん（東京外国語大学　外国語学部　３年生）
　　横坂　愛さん（東京学芸大学　教育学部　４年生）

◆協力
　　ボランティア活動が生み出す効果・意義を可視化する研究会

１　概要
　東日本大震災の被災地では無数のボランティア
活動が行われてきた。しかし、災害時のボランティ
ア活動の盛り上がりが、平時の地域での活動につな
がらないという課題も、災害のたびに指摘されてい
る。災害ボランティア活動にも、日常の活動に共通
する効果や意義があるのではないか。
　この分科会では、「ボランティア活動が生み出す
効果・意義の日本版可視化ツール」の視点をもとに、
災害時と日常のボランティア活動をつなぐ効果・意
義について考えた。

２　主な内容
○分科会担当者より、この分科会の趣旨・視点につい
　て説明

・タイトルにもある「ボランティア活動が生み出す効
果・意義の日本版可視化ツール」とは、ボランティア
活動が生み出す“伝えにくい価値”を見えるようにす
るために、ボランティアと関わる人たちで作成を進
めてきたツールである。最初はイギリスのツールを
用いて、自分たちの活動を当てはめ可視化すること
を試みたが、なかなかしっくりこない部分があった。
そこで、そのまま日本で使うのは難しいと考え、日本
版の作成を進めてきた。

・そんなとき東日本大震災が起こり、多くのボラン
ティアが被災地内外で活動する中、これまで考えて
きたボランティアの効果・意義は災害時にも当ては
まるのか、このツールは災害時のボランティア活動
の効果・意義の可視化にも利用できるのかと考えた。

・また、災害時のボランティア活動の盛り上がりを日
常の活動にもつなげていくために、共通する効果・意
義、災害時と日常時の活動をつなぐ効果・意義を考え
る場とする。

○「ボランティア活動が生み出す効果・意義の日本版
　可視化ツール（Ver.1.0）について説明

・コーディネーターの村上さんより、本ツールの目的、
使用する対象、使い方などの説明があった。

・本日は直接このツールは使用しないが、効果・意義を
考える際の視点として参考にしてほしい。また、持ち
帰り、ぜひ職場等でやってみてほしい。

○被災地で活動した学生ボランティアとのパネル
　ディスカッション

・安部さん、直井さん、横坂さんの３人の学生ボラン

ティアに、それぞれ①どんな活動をしたのか、②被災
者にとってどんな意義があったと思うか、③そこで
何を得たのか、の３点について、フリップに書いて説
明してもらった。

・アドバイザーの疋田さんが、より詳細な部分につい
て質問して引き出し、ポイントをまとめた。

＜まとめ＞
・３人に共通することとして、本当に役に立つことが

できたのかという無力感を少なからず感じており、
だからこそ戻ってきてからも多くの人に伝えたいと
考え、行動している。代弁者となっている。これは中
長期的・派生的な効果があると考えられる。

・ボランティアがいることにより「一人じゃないと感
じた」という住民の方の話があった。何をしたかだけ
でなく、いることの存在そのものに効果があったと
言える。

・自分と相手だけの関係性でなく、コミュニティにど
う効果があるかを見ていくことも重要である。

○グループディスカッション
・グループに分かれ、各グループに学生ボランティア

が一人ずつ入った。自己紹介を兼ねて、参加者が自分
が関わっているボランティア活動に学生を誘うとい
う設定で、魅力的な呼びかけを一人１分で行なった。

・学生ボランティアより、参加者の呼びかけに対する
フィードバックを行なった。そして、それを参考に、
日常のボランティア活動の効果・意義を多角的に考
えた。

・学生ボランティアの話を参考に、被災地でのボラン
ティア活動について、そして参加者それぞれの日常
のボランティア活動について、①自分から見た効果・
意義、②自分にとっての効果・意義を考え、共通点を
考えた。

○発表・共有
＜ボランティア活動から得られたこと＞

・人とのつながり
・達成感。日常の活動でも達成感をもってもらえるよ

うに、効果をフィードバックできれば。
・自分が関心のある分野やテーマの情報が得られる。
・課 題 を 知 る こ と が で き た。そ れ に よ り、危 機 感 を

もった。
・地域への思い入れをもった。
＜災害時と日常のボランティア活動を比べてみて＞

・災害時はテレビ等で見える部分が多いので伝わりや
すいが、日常的な活動も表に出していかないといけ
ない。

・日常の活動でも緊急性のある活動は多くある。緊急

担当・記録：足立　陽子（ＮＰＯ法人日本ボランティアコーディネーター協会）
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３　分科会担当者コメント
　ＮＰＯ関係者、社会福祉協議会のボランティアセン
ター担当者、地域のボランティア団体など、幅広い方
が参加され、支援したい人をいかに被災地支援活動に
つなげるか、いかにＮＰＯを支援するか、ＮＰＯと社
会福祉協議会の連携はどうあるべきか、など多彩な意
見交換が行われた。特に参加者からの発言で「最近、寄
付先の相談をいただくことが増えたが、以前よりも寄
付者の要望が具体的になっている」という発言が印象
的だった。ＮＰＯの活動がより見えるようになり、寄
付する側が「こんな活動を応援したい」ということを
明確にして、選択するようになってきている。ＮＰＯ
もより積極的に情報を発信し、支援者も適切につなぐ
ことで、寄付者も充実感を得ることができ、ＮＰＯへ
の支援の流れをさらに加速させることができるよう
に感じる。

※なお、この分科会では「ＮＰＯ」という言葉を単に
「ＮＰＯ法人」ではなく「民間非営利団体」という本

来の広い意味で使用した。

NPOの根本は「ボランタリー」
～自発的な個人が支え、支えられるNPOをめざして～

分 科 会 6

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 16人

青山学院大学　１号館　13Ｓ

◆事例報告
　　鹿野　順一さん（ＮＰＯ法人＠リアスＮＰＯサポートセンター　代表理事）
　　大久保　朝江さん（杜の伝言板ゆるる　代表理事）

◆聞き手
　　横田　能洋さん（茨城ＮＰＯセンター・コモンズ　常務理事・事務局長）

担当・記録：吉田　建治（認定ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセンター）

（左から）鹿野さん、大久保さん

１　概要
　社会福祉協議会やＮＰＯなど、住民を支える活動を
している団体も、東日本大震災による被害を受けた。
特に事業を中心に展開してきた団体は「顧客」を失う
こととなり、地域の人たちを支える活動の継続が困難
になっている団体も出てきている。しかし復興は外部
からの支援だけでは成り立たず、地元の団体が従来の
機能を回復し、事業を再開できるようになることが欠
かせない。本分科会では、被災しながらも、地域を支え
る活動の再開に向けて、地域とともに歩んでいる２つ
の団体からお話を伺った。

２　主な内容
○＠リアスＮＰＯサポートセンター　鹿野さん
　震災以降、31団体がＮＰＯ法人認証の申請をし、
既に20団体が認証されている。沿岸部だけでは８団
体が法人申請し、５団体が認証されている。新設法
人のうち、震災支援関連の活動を行うと見られる団
体 は ８ ～ 10団 体。岩 手 県 庁 が ５ 月 に 調 査 し た と こ
ろでは、被災したＮＰＯ 法人が16法人。うち建物被
害が13法人、書類や帳簿などの損失が10法人。被災
が な か っ た の が32法 人、そ の 時 点 で 連 絡 が 取 れ な
かったのが５法人、その他２法人。
　＠リアスＮＰＯサポートセンターは平成15年に
商店街活動の一環として新しい形のまちづくりを
目指し、コミュニティビジネス支援事業を実施した
と こ ろ か ら 始 ま っ た。私 た ち も 講 座 の 最 中 に 被 災
し、避難。震災直後は避難所の運営を手伝ったり、被
災地域への物資移送などを行っていた。４月頭に地
域の人の協力で物資倉庫にもなる拠点を確保。社会
福祉協議会には組織的なつながりはなかったが、個
人的に知っている人がいたので、情報共有をしなが
ら別々に動いた。そのうち、近隣の市町間で情報共
有がされていないために、支援物資に偏りが出てい
ることに気づき、いわて連携復興センターを立ち上
げた。
　いわて連携復興センターは沿岸被災地域の情報
を発信し、外からの支援をつなぐ、中間支援の団体
のネットワーク。被災した人の支援はそれぞれの団
体が独立して行い、中と外をつなぐ活動をいわて連
携復興センターが担っている。

○杜の伝言板ゆるる　大久保さん
　杜の伝言板ゆるるは情報誌の発行、ＮＰＯ活動拠
点の運営、ＩＴ化支援、高校生やシニア向けにＮＰ
Ｏと出会う場づくりを行っている。震災直後からし
ばらくは毎日災害ボランティアセンターに職員を
送り出した。杜の伝言板ゆるるが運営しているみや
ぎＮＰＯプラザは、ガラスは割れたが電気も水も大

丈夫だったので、すぐに活動を再開し、ＮＰＯの拠
点として活用いただいた。
　まずはＮＰＯの状況を把握。地元のＮＰＯは活動
をしていることが見えてきたが、そういうことはマ
スコミが発信してくれない。情報を発信していかな
いと「地元のＮＰＯは動いてくれなかった」となる。
そう思い、４月１日発行の情報誌は１週間遅れたが
発行した。他にもパソコンの提供など、被災地でＮ
ＰＯが活動できるよう後方支援をしてきた。
　その後、被災状況調査を行った。回答は51団体か
らあった。福祉施設はガソリンがないことで送迎が
できず、利用者が減り、収入が減るという二次的な
被害があるのではないかと考えたが、やはりそうい
う状況が見えてきた。51団体中32団体が建物被害、
39団体が経済的な間接被害を受けていた。施設が被
害を受けているところはローンがあるところも多
く、建て直すとしても二重ローンになってしまう。
現地訪問も繰り返して寄り添い、資金的なところを
支えようと「復興みやぎ」を立ち上げた。

○茨城ＮＰＯセンターコモンズ　横田さん
　社会福祉協議会は民間組織ではあるが制度に支え
られている。行政や福祉の専門家、住民組織ともつ
ながりが強い。一方でＮＰＯは多分野。ＮＰＯ同士
の横のネットワークがあり、専門家とのつながりが
強いところも多い。課題に合わせて柔軟に自らサー
ビスを作り出す。
　最も違うのは資金的な基盤。社会福祉協議会は一
定の組織規模で長く続けられる。事業内容もほとん
ど変わらず安定している。一方でＮＰＯは自由度が
あるが財源は安定していない。その分プロジェクト
を柔軟に始められる。新たなプロジェクトをするた
びにネットワークが広がって行く。地域の中でも外
からの支援を受けるにあたっても、ＮＰＯの方が柔
軟で意思決定が早い。そこで役割が発揮できている
のだろうと思う。
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災害に備えるつながりづくり分 科 会 7

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 69人

共和フォーラム　２階　ＡＢ

桑原　英文さん（一般社団法人コミュニティ・４・チルドレン　代表理事）

１　概要
　東日本大震災発生から８ヶ月。災害時、住民らが
相互に助け合う「共助」はどうあるべきか。グループ
ディスカッションを中心に、３つのテーマについて
考えた。

２　主な内容
○導入部
　宮城県山元町での支援活動を記録したＤＶＤを
上映。
　グループディスカッションに先立ち、自己紹介も兼
ねて、「その時、あの時、あなたは」というテーマで、「３
月11日」「９月11日」について、各グループで話し合っ
た。９月11日に、防災訓練、義援金を募ったりと活動を
した人がいる一方、記憶が遠のいている人もいるので
はないか。情報が届かず、全体像が見えにくくなった
ということもある。現在は仮設住宅の生活を見守る生
活相談員などが活動をしている。９月11日を機に、死
亡届を出す家族が多くなり、行方不明者が少なくなっ
た。「11月11日」（震災から８ヶ月）について、今できる
ことをみんなで考えたい。

○グループディスカッション
　グループディスカッションへの問題提起と主たる
テーマは以下の３つ。各テーマについて、各々が用紙
に意見を書き出した後、10分間でディスカッション
が行われた。各グループでは、時間が足りなくなるほ
ど様々な意見が交わされ、活気のある有意義な時間と
なった。ディスカッション後、数グループから意見を
発表。最後のテーマについては、時間が迫っていたた
め、ディスカッションは行われなかった。

〔テーマ①〕
災害時に、要援護者をはじめ一人ひとりの命を救うた
めに、日頃から、どのようなことに取り組めばよいで
しょうか？
＜問題提起＞
地震発生、沿岸部に迫る津波。その中で、日頃の取組み
を生かした安否確認、避難誘導、防災・減災対策はどう
だったのか？民生児童委員の災害時要援護者支援、自
主防災組織などによる地域防災力は活かされたのだ
ろうか？使命感を持って行動した民生委員、消防団な
ど支援者の犠牲者は食い止めることはできなかった
のか？
＜発表＞

・誰かの命を助けるということは分かるが、まずは自
らの命を優先する。他の人を救うという前に、自分の
命を考えないといけない。今回のような事案があっ
てはいけない。今回の震災を風化させず、いろんな人

に伝える。記憶を記録にしていくということが必要。
・輪島市社協より。地元の顔の見える関係づくりが、い

ざという時に助けになる。その後、災害ボランティア
の会を立ち上げてつながっている。風化させない取
組み。「伝えよう能登半島地震」という冊子、ＤＶＤな
どを作成。被災者の声を集めている。伝え続けること
の大切さ。つながる、続ける、伝承することが大事だ
と思う。

・教育が必要。子どもに、自分の命は自分で守るという
こと。それで親、祖父母と一緒に学ぶ。学校、家族、地
域で教える。

＜まとめ＞
「津波てんでんこ」という言葉がある。津波がきたらて

んでんばらばらに逃げるという意味で、これも伝承。
被災者責任、被災地責任として、経験した者は伝える
責任がある。また、防災福祉という視点も大事。

〔テーマ②〕
災害時のボランティア活動、支援活動をより良いもの
にしていくために、どのようなことに取り組めばよい
のでしょうか？
＜問題提起＞
生活の再開、復旧活動の中で、駆けつけたボランティ
ア、全国・世界からの支援は、被災した方々を勇気づけ
ただろうか？私たちは平常心を忘れ闇雲に支援して
しまったのではないのだろうか？被災した人々の支
援依存を高める支援ではなかったのだろうか？
＜発表＞
実際に被災地に行ったが、基本的なことがわかってい
ない。自己完結をするための、基本的な訓練が必要。
＜まとめ＞
そもそも、支援するということはどういうことなの
か。くみとり上手、助けられ上手になるにはどうすれ
ばいいかを考えなければいけない。

〔テーマ③〕
被災した地域の復興に向けて、地元の住民や支援機関
と、どのようなつながりを持ち、支援していくことが
望まれるでしょうか？
＜問題提起＞
生活支援・復興期を迎えて、被災地の住民は、安心・安
全・安住の暮らしを得たいが、自分や家族のことが精
一杯な中で、どうやって地元の自立的復興をなしえて
いくのか。災害ボランティア、支援活動の継続を自分
の住む地域づくりに活かそうとしているのか？
＜発表＞

（桑原氏の指名により）宮城生協ボランティアセン
ターより。一概に被災地、被災者といってくれるなと
いう声も聞かれている。自分たちの暮らしを自分たち
で立て直したいという声もある。物資をもらうのでは
なく、自分で好きな物を買えるということを実感でき
たという声がある。一方で、まだ支援が必要な人がい

る。仕事がなくて困っており、何かすることを一緒に
つくっていきたいと思っている。そのための支援をこ
れからもお願いしたい。

○全体のまとめ
　『被災者』にしないために私たちに何ができるのか。
一人ひとりの状態が違うということと、その支援をど
うするか。与え続けるのではなく、創り上げるという
ことを考えなければいけないのではないか。本日の話
を、今後の皆様の活動に活かしていただきたい。

３　分科会担当者コメント
　講師、桑原さんのポイントを押さえた展開と参加さ
れたみなさんの意欲がうまくかみ合い、テンポよく話
し合いが進められ、たくさんの学びと気づきがある時
間となった。
　３月11日、９月11日、11月11日と区切りながら、私
たちの活動を考え、支援とは何かをもう一度考えてみ
ること、被災者ではなく、一人ひとり違う人がいるこ
と、助けられ上手になるなど、日頃からの取組みを振
り返りながら、今後に向けて考える機会を作り出せ
た。
　伝えて続けることは、これから大切な活動になる。
分 科 会 を 担 当 し た 私 は、1995年 阪 神 淡 路 大 震 災 を
きっかけに、都立高校ＰＴＡの方と市民防災研究所
が創った天ぷら油を燃やすコンロから災害を考える
サークル活動を続けているが、巨大地震からの大津波
と原発事故を伝え、意識して行動していく思いを新た
にできた。

全体のまとめを行う桑原さん

担当：田丸　精彦（ＶＣＡＳ）　　記録：田中　慎吾（豊島区社会福祉協議会　豊島ボランティアセンター）

グループワークを行う参加者の方々
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被災者主体のボランティアコーディネーションを考える
～多様な市民の参加による力強い復興を目指して～

分 科 会 9

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 96人

共和フォーラム　３階　ＡＢ

◆コーディネーター
　　後藤　麻理子さん（ＮＰＯ法人日本ボランティアコーディネーター協会　理事・事務局長）

◆パネリスト
　　長谷部　治さん
　　（神戸市社会福祉協議会／災害ボランティア活動支援プロジェクト会議／ＮＰＯ法人日本ボランティアコーディネーター協会　理事）
　　志賀　美樹さん（浪江町社会福祉協議会　地域福祉コーディネーター）
　　大塚　真光子さん（柏崎市社会福祉協議会地域福祉課生活支援係）

１　概要
　東日本大震災発災後、時間の経過に伴い、被災者
の暮らしやニーズは大きく変化する時期に入った。
　救援期のみならず生活復興期においても、被災さ
れた方々に寄り添って、その生活課題に取り組み復
興につなげていくために、市民によるボランティア
活動は重要である。
　そして、ボランティアの共感力と自主性を高め、
その力が発揮されるよう状況の変化に即したボラ
ンティアプログラムづくりや、被災地内外でボラン
ティア希望者の相談にのり、活動先へ送り出すボラ
ンティアコーディネーターの役割もますます重要
となる。
　この分科会では、「被災者主体」の視点を理解し、
生活復興期における支援に焦点をあて、ボランティ
アコーディネーションに必要な視点や進め方につ
いて、震災後のボランティア活動を現場でコーディ
ネートしてきた方々のパネルトークより考えた。

２　主な内容
○コーディネーターより、この分科会の趣旨・視点に
　ついての説明があった。

・３名のパネリストの活動拠点が福島のため、事例は
福島中心。

・発災直後の時期ではなく、生活復興期におけるボラ
ンティアコーディネーションに視点をおき、「これか
ら」の話が中心。

・どのような視点をもっていれば支援者と被災された
方双方の想いがつながるのか。

○３人のパネリストから実践報告（各10分程度）
・長谷部さん
　絆をつくろう、大切にしようと言われているが「絆

（きづな）」づくりをしていくためには、被災地での小
さな絆を一つひとつ大切にし、それを更につないでい
く事をしないと本当の絆づくりは出来ない。また支援
のニーズがあっても「助けてもらいたい」という具体
的なウォンツが伴っているわけではない。そのウォン
ツをどう引き出せるかがボランティアコーディネー
ターの力。

・志賀さん
　浪江町の現状報告。ボランティアの何かしたい、ど
うにかしたいという気持ちと現地のニーズは一致し
ない事もある。ボランティアをしたいという電話はか
かってくるが、こういうボランティアが欲しいという
相談はあまりない。生活支援相談員が困りごとを拾っ
てきてくれている状態だ。未だに何も調べずにニーズ
確認もなく来るボランティアもいる。被災モードから

通常モードに戻すシフト転換の視点が必要だ。そのた
めにはコーディネーター自身が日常のリズムになら
ないと難しい。そのために支援を断る事もあったが、
時には「やらない勇気」も必要だと考えている。地域の
人がひとりで虚しくなる事もあるのが現状。もとのコ
ミュニティを維持することが出来ない現状がある。新
たなコミュニティ・絆を再構築していく事が課題だ。
前向きな人、依存してしまう人、住民の意識の差が出
てきている。

・大塚さん
　中越沖地震の際に感じたが、活き活きと生きる事を
支援するという視点を忘れてはいけない。生活支援相
談員としての姿勢は「寄り添うが何でもやるのではな
い」ということ。やってあげる事が本当にその人の為
になるのか。話し合う事に重点をおき、人々の自立を
考えて対応してきた。生活支援相談員は解決者ではな
く、つなぎ役である。地域には必ず力がある。
　
○ニーズの捉え方、ボランティアコーディネーターの
　スタンスについて。

・長谷部さん
　平常時では、ボランティアしたい人と求めている人
に会わずにコーディネートすることはない。災害時に
省かれてしまいがちな丁寧なコーディネーション。生
活復興期においては、平常時のコーディネーションに
近づける対応をしていく必要がある。ボランティアは

「派遣」されるものではない。「紹介とリスクの説明」を
行い、「（ボランティアが）自分で選択する」という過程
が大切である。

○会場とのディスカッション（質疑応答）

○最後にコーディネーターより
　「ボランティア＝外部の人」という意識になりつつ
あるのではないか。仮設住宅では自治会が立ち上が
り、キーパーソンが出てきた。今後は被災された住民
自身が被災地復興の主体・担い手となれるように配慮
することが必要である。被災地全体で「参加の力」を高
める取組みを展開していくことが大切だ。

［これから］を考える上での［キーワード］をそれぞれ
パネリストに提示してもらった。
大塚　さん：『空気・リズム・ペース』
長谷部さん：『用語に騙されない』
志賀　さん：『（浪江町民が）もともと持っている力を
　　　　　 引き出せる支援を』

３　分科会担当者コメント
　今回は、被災者の暮らしやニーズが多様化し大きく
変化する「生活復興期」のボランティアコーディネー
ションに焦点をあてて、「これから」を考えることを試
みた。90分という短時間の中でまとめることは難し
く、課題も残った。また、発災直後のボランティアコー
ディネーションや災害ボランティアセンターの設置
方法などへの関心をお持ちの方も多く、「これから」を
考える際に「これまで」の共有をすることの難しさを
感じた。
　しかし、現場の最前線でコーディネーションを行
なっておられる出演者の具体的な声から、被災者が置
かれている状況や心理、ボランティアコーディネー
ターや生活支援相談員の役割やスタンス、その存在の
重要性などを学び合うことができた。加えて、支える
人を支える仕組みの必要性も今後の課題である。今回
は主に福島を中心とした話であり、また、まだ客観的
に振り返ることができる時期ではないが、悩みながら
も進んでいる現場の声から、想いをつなぐことができ
たのではないかと思う。
　今後、地域により、ますます復興のフェーズやニー
ズも多様化していくであろう。しかし、今回の分科会
で見えた普遍的な視点を大切に、被災された住民自身
が被災地復興の主体・担い手となれるように配慮しな
がら、被災地内外の「参加の力」を高める取組みを続け
ていきたいと思う。

担当：足立　陽子（ＮＰＯ法人日本ボランティアコーディネーター協会）　　記録：中村　瑞穂（福生市社会福祉協議会　ふっさボランティア・市民活動センター）
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自然学校の社会的意義～災害対策の拠点として～分 科 会 10

出演者

日時 参加者

会場

11月 12日（土）16：00 ～ 17：30 32人

共和フォーラム　３階　Ｃ

◆コーディネーター
　　中垣　真紀子さん（ＲＱ東京本部／ＮＰＯ法人日本エコツーリズムセンター理事・事務局長）
　　今井　麻希子さん（ＲＱ広報チーム／株式会社 yukikazet 代表）

◆パネリスト
　　広瀬　敏通さん
　　（ＲＱ市民災害救援センター　総本部長／ＮＰＯ法人日本エコツーリズムセンター　代表理事／ホールアース自然学校創設者　会長）

１　概要
　 未 曾 有 の 大 震 災。公 的 機 関 の 支 援 の 手 の 届 か ぬ
地 域 へ の 支 援 に い ち 早 く 入 り 込 ん だ の が、Ｒ Ｑ 市
民 災 害 救 援 セ ン タ ー（ Ｒ Ｑ ）だ。分 科 会 で は 先 ず、
東北という地域の抱える過疎高齢化などの課題を
示 し、そ れ ら の 地 域 に お い て 自 然 学 校 が ど の よ う
に機能しているかを説明した。そして、今回の震災
を通じて自然学校や環境教育のネットワークを基
盤としたＲＱがどのように活動したのかを検証す
る こ と を 通 じ て、自 然 学 校 の 社 会 的 意 義 に つ い て
考察を深めた。

２　主な内容
　当日は、前半が広瀬さんによるプレゼンテーショ
ン、後半が参加者との質疑応答に使われた。

○プレゼンテーション
　「自然学校の社会的意義～復興と災害教育の拠点と
して」というタイトルにて

はじめに：地域（地方）の課題
・地方の抱える、そして東北において顕著な「過疎化」

の問題。減反政策の影響で耕作放棄された農地は復
元するのが難しい状況になる。しかし農業を担うの
は高齢者。跡継がいない

・食料自給率の低下が問題となっている

自然学校の実態：
・自然学校は日本全国で認定されているもので3700

校。認定されていないものも含めると１万近くある
と言われている

・自然学校のプログラムを通じて若者が地域を訪れる
ようになった

・地域交流／農作業実習など、過疎集落での新しい交
流が生まれつつある

・人と人、人と自然、社会をつなぐ組織的な活動への期
待が高まっている

・自然学校への期待として「地域再生」がトップにあげ
られるほどに

・地域の担い手として・情報発進媒体として・誰ともで
もつながれる（体験学習・交流・ＣＳＲプログラムなど）

・地域密着型の自然学校への期待

ＲＱ市民災害救援センターとは：
・宮城北部を中心に５ヶ所の拠点を持ち、流されてい

ない民家を避難所として暮らしている支援の届かぬ
先の人への救援活動を中心に活動を展開

・短期的には：アウトドア技術・野外生活のスキルを活
かすことができた

災害現場にある学び：
・生きる力、コミュニケーション能力を育む・自主性・

現場の持つ力

ポイント：
・情報共有を徹底し、ピラミット型でない、指揮命令系

統のないアメーバ型組織にしたことにより各自の自
律性が培われ、機敏な動きができた

災害ボラセンを自然学校にする：
・雇用（ビジネスを呼び込む、コーディネートができる

など）
・学びの場
・災害拠点
・エコツーリズム（都会の人が訪れる・地域経済の活

性化）
・地域の未来を考える上での地元の人々の拠り所に

○少人数での共有
　講演の後、席の近いメンバー２～３名ずつで感想や
自然学校の災害現場での活動について感じたこと、疑
問に思ったことを自由に共有する時間を設けた。自然
学校のこのような活動を知らなかったという人も多
く、緊急支援ばかりではなく、今後の地域の再生に向
けて自然学校に可能性を感じたとの声も聞こえた。

○全体フィードバック
　共有タイムの後、自由に挙手を行なう形で質疑応答
の時間が持たれた。
　参加者からは「地域の再生に関わるためのコーディ
ネートのできる人材が日本には少ない。これを育て、
そういう人が地域で暮らせるようなしくみをつくる
ことが期待されていると思った」「自然学校はレクリ
エーション施設と思われている。社会的な意義が理解
されていないのではないか」などの意見があった。
　また、広瀬さんからは「大学が保守化している。学
生が怪我することなどを恐れボランティア活動に消
極的なところも多い。大学の教育力が落ちていること
が問題である」「自然学校の市場での信頼度がまだ低
い。広報や経営面などの課題を抱えているところも少
なくない」という指摘があった。今後は地域の復興に
おいて自然学校を活用した復興支援：地域資源の活用
や雇用の創出などが期待されている。また、東北以外
の土地においても自然学校を防災教育の拠点として
の認知を高め、社会に活かせる場にしたいとの報告が
あった。

（備考）ＲＱ市民活動センターは2011年11月30日を
持って活動を終了。同年12月７日に一般社団法人ＲＱ
災害教育センターが設立され、広瀬敏通さんはその代
表に就任した。

３　分科会担当者コメント
　変わりゆく被災地の様子や支援活動からの学びを、
関心を寄せ支援くださる人たちに伝えていくために、
ＲＱは各拠点からの活動報告をタイムリーに報告し
多言語での配信も行なうなど、広報活動にも力を入れ
てきた。そして2011年12月27日にはＲＱを発展させ
た「一般社団法人ＲＱ災害教育センター」が誕生した。
さまざまな災害現場で救援活動にあたる仲間の支援
や「災害教育」の調査・研究、普及推進に向けた活動な
ど、これからも新たな活動が展開される予定だ。「災害
教育」が日本にどのように根ざしていくか。これから
の活動にも是非ご注目いただければと思う。この報告
が新たな気づきや出会いのきっかけとなれば幸いで
ある。

参加者からも積極的に質問があった

広瀬さんによるプレゼンテーション

担当・記録：今井　麻希子（ＲＱ市民災害救援センター広報チーム／株式会社yukikazet）
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一人で悩まないで！　自殺に追い込まない
～こころのケア活動に求められるボランティアの姿勢・役割～

分 科 会 11

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 37人

共和フォーラム　２階　Ｃ

◆講師
　　西原　由記子さん（認定ＮＰＯ法人国際ビフレンダ―ズ東京自殺防止センター）

◆講師助手
　　中山　町子さん（認定ＮＰＯ法人国際ビフレンダ―ズ東京自殺防止センター）
　　村　明子さん（認定ＮＰＯ法人国際ビフレンダ―ズ東京自殺防止センター）
　　東内　祐宏さん（認定ＮＰＯ法人国際ビフレンダ―ズ東京自殺防止センター）
　　高根　裕子さん（認定ＮＰＯ法人国際ビフレンダ―ズ東京自殺防止センター）

担当：山口　真由子（東京こころネット）　　記録：渡辺　浩章（目黒区社会福祉協議会　めぐろボランティア・区民活動センター）

１　概要
　こころのケア活動に求められるボランティアの姿勢・役割について、講師の講義とグループワークとを織り交
ぜながら、具体的事例を基にして参加者相互に学び合った。

２　主な内容
○東京自殺防止センターの活動紹介

・電話相談、緊急訪問、面接相談、エバグリーンの集い、コーヒーハウス開催、今後の課題
・自殺は生き物の中で人間だけがする行為、人間的行動である。

○グループワーク１　テーマ「人はどんな時に死にたくなるのか」
８グループごとにポストイットを活用して意見交換。グループごとに発表。

【発表内容抜粋】
孤独である、生きがい・目的が見いだせない、信頼する者に裏切られる、回復困難な病気、大切な人との別れがあっ
た（死別など）、借金を負う、尊厳・存在意義が否定される、寝たきり状態になる、人生に行き詰る、これ以上なく幸
せな時、他

○講義　「あなたにもできる自殺防止」パワーポイント資料に沿って説明
・「聞く」と「聴く」の違いについて　
・死にたい＝助けてくれのサイン
・自殺したい気持について尋ねる。

○グループワーク２　テーマ「死にたいと考えている人と接した体験等について」
８グループごとに各自の体験談を報告し合う。グループごとに発表。

（発表内容抜粋）
・子どもの友達が自殺。接する機会があったのだが、話を聞いてあげられなかった。
・死にたい、今包丁を持っているという方からの電話相談対応時の報告
ツイッターでくり返し死にたいとつぶやく人に対し、受け止めるからどんどんつぶやきなよと回答したフォロ
アーに感銘を受ける。　他

○ロールプレイ　「悩みを持つ人の相談の受け方（良い例、悪い例）」
悪い例）どんな人？いくつ？など事柄ばかり聞き、気持ちを聴いていない。
良い例）感情に寄り添って聴く、話を引き出す。

○まとめ
・沈黙に寄り添うことが大切
・相談者からたくさんのことを教えてもらってきた

３　分科会講師コメント
　参加者の発言を多くしたかったので、参加者がよくしゃべり、お互いの体験等が出て「自殺」を身近に感じてく
ださったのはよかったと思う。理屈でなく、身近に起こる問題として真剣に考え意見を交換されたのも良かった
と感じている。
　このようなお互いの刺激を通して、それぞれが、自分が活動するボランティアでよい刺激になり、視野を広げた
活動になるのではないかと感じた。

グループワークの様子



（２）震災

2424

映画『ミツバチの羽音と地球の回転』から考えるこれからのエネルギー分 科 会 8

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 28人

青山学院大学　２号館　221

◆話題提供者
　　高橋　優子さん（ＮＰＯ法人生活工房つばさ・游　理事長）
　　古屋　将太さん（ＮＰＯ法人環境エネルギー政策研究所　研究員）

◆聞き手
　　秋山　映美さん（ＮＰＯ・ＮＧＯ草莽の集い）

１　概要
　東日本大震災による原子力発電所の事故は、私た
ちにこれからのエネルギー政策について見直しを
迫っている。この震災をきっかけに、これまで原子
力発電所の建設反対運動という住民運動から、原子
力発電の見直しという市民を広く巻き込んだ運動
として関心が高まっている。この分科会では、エネ
ルギーがテーマとなっているドキュメンタリー映
画「ミツバチの羽音と地球の回転」を上映した後、Ｎ
ＰＯ法人生活工房つばさ・游の高橋優子さんとＮＰ
Ｏ法人環境エネルギー政策研究所の古屋将太さん
からお話を伺った。市民の立場でエネルギー問題に
取り組むお二人とともに、これからのエネルギーや
私たちにできることを考えた。

２　主な内容
○自分の足元を見つめることから（高橋さん）
　ドキュメンタリー映画「ミツバチの羽音と地球の回
転」を見たあと、お二人からお話を伺った。ＮＰＯ法人
生活工房つばさ・游の高橋優子さんからは、「普通の主
婦」でありながら、地元の埼玉県小川町で、どこにどの
ような方が住んでいて、どのようなことをしているの
かを知るために、ミニコミ紙の発行をしてきた、とい
う自己紹介があった。その中で、子育てをしながら、子
どもたちに安全な空気や豊かな自然を残していくた
めには、どうしたらよいか考えはじめ、有機農業と出
会った。安心して暮らしていける仕組みづくりのため
に、まずは自分の足元を見つめ、どうやったら土地を
持っていない自分が永続的に食を手に入れていくこ
とができるか、取り組んできた。

○エネルギーには、自分たちで考えて、
　自ら作っていくプロセスが大事（古屋さん）
　古屋将太さんが所属するＮＰＯ法人環境エネル
ギー政策研究所は、産業界などエネルギーにかかわる
アクターから独立し、持続可能なエネルギー政策のた
めに、提言活動などに取り組んでいる。具体的には、行
政が実施している再生可能エネルギー事業のサポー
トや国会でのロビイングなどをしている。古屋さん自
身は、デンマークの大学で、地域の人たちがイニシア
ティブをとって、どのように自分たちで持続可能なエ
ネルギーを作っていけるのかということを研究して
きた。エネルギーというと、国の政策や技術に焦点が
集まりがちだが、地域の人たちが自分たちで考えて、
自分たちで作っていくプロセスが大事だという話が
あった。

○知恵を出し合い、地域の内発的な発展を目指して
　（古屋さん）

　古屋さんから海外の事例を紹介してもらった。デ
ンマークのサムソ島は、10年かけて自然エネルギー
100％を目指している島だ。電気では、陸上に３基、洋
上に10基の風車を立てることで、島内のエネルギーを
賄うことができる。熱に関しても、小麦を栽培してい
るため、その麦わらを燃やして熱を作っている。太陽
熱温水機なども設置している。設備だけでなく、市民
や地元の金融機関が出資し、それを自治体が信用保証
するなど知恵を出し合い、地域の内発的な発展を目指
している。

○点から面へ、さらに立体的な活動に（高橋さん）
　次に、足元から取り組んでいる小川町の事例を高橋
さんに紹介してもらった。高橋さんの活動は、安全な
空気、安全な水、安全な食料といった基本的なものを
欲したいということが原点になっている。持続的に安
全な食料を作るために、有機農業にたどり着いた。家
畜の糞などを発酵させメタンガスにしてエネルギー
や肥料にしている。ビニールハウスに代わるものと
して、手作りでガラス温室を間伐材で作っている。自
分たちが作った農産物は、地元の食品加工業者で加
工し、地域自給を行っている。地元の環境を守るため
に、地元の住民・企業が有機農業を支える、コミュニ
ティー・サポーティッド・アグリカルチャーを推進し
ている。さらに、里山保全やコミュニティーレストラ
ン、ホーム・ファーマー（ホーム・ドクターのようなか
かりつけの農家）などにも取り組み、点から面へ、さら
に立体的に活動が広がっている。

○私たちの食べ物もエネルギー（秋山さん）
　エネルギー自給というと発電所をつくることを思
い浮かべるが、私たちが食べる食べ物もエネルギーの
ひとつだ。こうした意味では、映画で登場した祝島は、
すでにエネルギーを自給しているといえる。海や山か
ら、食べ物のほかにも薪などのエネルギーを得て生活
している。そうした意味では、原子力発電に頼らず、個
人でできることもあると思う。

○日本で持続可能な生活へ向けたプロジェクトが
　始まっている（古屋さん）
　祝島では100％自然エネルギーを目指したプロジェ
クトが始まっている。「１％ for 祝島」というのは、売上
やこづかいなどのいろいろな１％を祝島へ寄付を呼
びかけるプロジェクトだ。エネルギーだけに完結する
話ではなく、祝島の持続可能な生活へ向けたプロジェ
クトになっている。例えば、オーガニックの食事や、
アートや観光など、持続可能な生活を目指したプロ
ジェクトである。

○3.11後の活動や生活への変化
自立のためには技術が必要（高橋さん）
市民を巻き込んだ議論ができるようになった（古屋さん）

　高橋さんは、自分のバイクを太陽光発電で充電でき
るバイクに変えた。また、福島県二本松で活動を始め
たそうだ。原発で被害を受けた福島こそ自立したエ
ネルギーが必要である。また、内発的な自立のために
は技術が必要だ。技術がないと、どうしても外部に頼
らなければならなくなる。自分たちが技術を持つこと
で、自分たちで課題を発見し、解決していくことがで
きるようになる。
　一方、古屋さんは、脱原発を考えるようになり、自分
の地域で何ができるか考える人が増えたと感じてい
る。ほぼ毎日のように新しい講演の依頼が来るように
なっている。エネルギーについて、自分たちで何とか
しようとする土壌ができつつある。また、これまでは
団体の中だけでしか通用しなかった言葉が一般に通
用するようになった。例えば、「発送電の分離」という
考え方が通用するようになった。その結果、市民を巻
き込んだ議論ができるようになったと思う。

○最後に
　自分たちで何とかしようとした時、お金の壁や制度
の壁がある。その時に、みんなで情報と知恵を出し合
うことが大切になってくる。そうすれば、解決策が見
えてくると思う。現場から動き始めて、現場に何がある
のか知ることから始めてはどうだろうか。（古屋さん）
　自分で課題を解決して、自立していくために、みん
なで集まって知恵を出し合うことがやはり大切だと
思う。市民が持っている武器は「消費」である。消費性
向を、例えば、自然エネルギーを使った商品や有機農
業を買うように変えていくことで、世の中が変わって
いくと思う。（高橋さん）

３　分科会担当者コメント
　話題提供者のお二人は市民の立場で活動し、エネル
ギー問題のみならず、どの分野の活動においても参
考になるお話を聞けたと思う。また、聞き手の秋山映
美さんには、映画の舞台のひとつとなった祝島、高橋
さんの現場である小川町、どちらも訪問し、参加者に
とって説得力のあるファシリテーションをしていた
だいたと思う。一方、東日本大震災との関連に触れる
時間と参加者との議論の時間が限られていたことは、
反省点となった。

担当：鹿住　貴之（認定ＮＰＯ法人ＪＵＯＮ〔樹恩〕ＮＥＴＷＯＲＫ）　　記録：石井　大輔（ＮＰＯ・ＮＧＯ草莽の集い／ＮＰＯ法人シャプラニール＝市民による海外協力の会）

上映後、出演者２名のお話を伺う
（右奥から古屋さん、高橋さん、秋山さん）
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災害復興の課題を考える～東日本大震災被災地の復興に向けて～分 科 会 12

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 81人

青山学院大学　２号館　238

◆コーディネーター
　　桑原　英文さん（一般社団法人コミュニティ・４・チルドレン　代表理事）

◆パネリスト
　　小菅　寿美さん（岩沼市社会福祉協議会　主事）
　　須藤　敏子さん（みやぎ生活協同組合／みやぎ生協ボランティアセンター）
　　八重樫　綾子さん（岩手県立大学学生ボランティアセンター）

１　概要
・被災地の状況は、地震発生当初から現在までどの

ように推移しているのか。
・これから先の復興を見据えた場合、被災地の方々

も含めボランティアや社協、ＮＰＯ等に何が求め
られるのか。

・この災害を経験して私たちは平時から何を準備し
ておかなければならないのか。

２　主な内容
○事例報告
①岩沼社協　小菅　寿美さん

・岩沼市は、平野に位置するため浸水率（市町村面積に
対しての浸水面積）は被災地の中でもっとも高い。沿
岸から５ｋｍ浸水（市内49％）。

・ボランティアセンター設置から支援経過の説明
・震災翌日にボラセン設置。市内の学生を中心にボ

ランティアが集まり、運営スタッフとして働く大
学生も。

・３月下旬、地域の町内会長を通したニーズの掘り起
こし→寄せられたニーズに対応

・４ 月 下 旬、仮 設 住 宅 へ の 入 居 開 始。ゴ ー ル デ ン
ウィークも岩沼のみ県外からのボランティアを受
け入れた。

・６月下旬、「声を聞き隊」による仮設ニーズ調査→関
係各機関の情報を載せた「スマイルカレンダー」配布

②みやぎ生協　須藤　敏子さん
・みやぎ生協の組合員数は、県内世帯の67％を占め組

合員の声は、宮城県民の声とみなせる。
・災害協定に基づく緊急支援物資の配布、店舗を開け

商品供給。
・職員の自発的な取組みにより、安否確認や生活支援

を行う。
・みやぎ生協ボランティアセンターを県内四カ所に設

置し、地域のニーズ把握に取り組む。
・他団体と連携し多くの人が参加する活動へ
・日頃の活動で実践していることでボランティアを→

ふれあい喫茶（サロン活動）へ。

③岩手県立大学　八重樫　綾子さん
・学生災害ボランティアセンター開所、地域の見守り。
・陸前高田市、釜石市の災害ボランティアセンター運

営支援。大学の休業中が主。
・４月下旬、いわてＧＩＮＧＡ－ＮＥＴプロジェクト、

学生ボランティアの滞在拠点作りを行う。
・主な活動内容は、仮設住宅での「お茶っこサロン」、中

学生対象の学習支援、地域ニーズに応じる。

○共通課題
・仮設住宅の中だけでは、活動が限定条件になって

しまう。
・内陸地域と沿岸地域での格差が生まれてしまって

いる。
・支援・ボランティアする側の論理になってはいな

いか。

○まとめ
継続してつながっていくために必要なこと～

・地域支援には、地元のボランティアを育成し携わる
ようにしていく。

・外部からの支援は、必要なタイミング・関わりをもつ
ように心がける。

・支援する側（ボランティア）もしっかりと情報収集を
していくこと。

・支援者をおぼえておく。
・大学生の力をうまく活かしていく。

○平常時に何をしておくべきか
・自分たちの普段の役割を知っていてもらう。例）社協

とは何をしているのか等、情報発信していく。
・つながりを持って生活していってほしい。
・選択と自己決定を促し自立を進めることによって、

通常の生活につながる。
・ボランティアは与える存在のはずが、ありがとうと

言わせているのではないか。
・支援者の在り方をもう一度見つめる。
・支援者を支えていく。（ボランティアに対するボラン

ティア）

３　分科会担当者コメント
　報告を聞き、初めてづくしの支援活動に対して模
索しながら懸命に活動し続けた各パネリストの姿を
目の当たりに見たような気がした。最初何をしてい
いかわからなかった。そんな時、災害ボランティア活
動支援プロジェクト会議メンバー等からの「地元に住
んでいる人ができることは被災者に寄り添うことで
す。そして日常の生活に戻れるようお手伝いをしてあ
げて下さい」という言葉が活動の方向付けをしてくれ
たというパネリストの言葉が印象的であった。
　日頃の地域福祉活動（サロン活動、ホームレス支
援等）が災害時、大いに役に立つこと、また、被災者
にとって自立を促す支援が重要であることを再認
識した。

桑原さんによるまとめ

担当：志波　一顕（「広がれボランティアの輪」連絡会議／日本赤十字社）　　記録：後藤　敬一（興望館）

登壇いただいたパネリストの方々
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災害時要援護者とつながりづくり
～都会における災害時要援護者を支えるために～

分 科 会 13

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 34人

青山学院大学　２号館　227

◆コーディネーター
　　鍵屋　一さん（板橋区福祉部長 兼 危機管理担当部長（計画担当））

◆事例報告者
　　あんどう　りすさん（アウトドア流防災ファシリテーター）
　　大森　真由美さん（横浜栄・防災ボランティアネットワーク　副代表）
　　木下　覚さん（東京都知的障害者育成会　新宿区立新宿生活実習所　所長）
　　染谷　一美さん（東京都社会福祉協議会　大規模災害対策検討委員長／特別養護老人ホーム「文京白山の郷」　施設長）

１　概要
　東日本大震災で経験した事例を振り返り、災害時
要援護者が現在どのような心配を抱えているのか、
どのような支援を必要としていたのかを支援者や
福祉施設の活動事例を通して考え、都会における災
害に備えて、私たち市民が何をすべきかについて議
論した。

２　主な内容
○現状把握
　東日本大震災の被害状況等の振り返り。東京で大震
災が起こった場合に災害時要援護者に必要な支援を
し、被害を最小限に留める事が今後の課題となる。

○事例発表
①子育てに優しい街が災害にも強い（あんどうりすさん）

・「子どもは親が守るから」という意識があり、要援護
者であるという認識が低い。

・平時からの防災事例　例：子育て世代に優しい世田
谷の児童館、防災マップづくり

・マニュアルをつくることが大事ではなく、内容・中身
を理解することが重要。

②横浜栄・防災ボランティアネットワーク紹介（大森
真由美さん）

・平成16年の水害がきっかけでボランティア連絡会を
中心に災害時のボランティア･ネットワークを作る
活動を始めたのがきっかけで平成18年に設立した。

・要援護者が受援力を向上し、それを支援していくの
がボランティアである。

・若い世代の人材をどのように確保するかが課題。

③東日本大震災時に新宿生活実習所で起きた事例、今
後の課題（木下覚さん）

・３月11日（金）の震災時は利用者の送迎中であった。
自宅のエレベーターが止まり、職員が抱えて上がっ
たり、送っても保護者が待ち合わせ場所に間に合わ
ないケースなどがあった。

・震災を受けて施設でいくつかの取り組みを行った。
（例：ルールづくり、訓練の見直し等）

・これからの課題として、障害の種別をこえた施設
同士の連携や保護者にとっての避難所になる備え
が必要。

④大規模災害時の高齢者施設と地域との連携のあり
方について（染谷一美さん）

・特養は、建物は強固だが災害時には職員が出勤でき
ず体力・精神力ともに厳しい状況になる。

・被災地では、地域の方々と協力しながら利用者と同

人数の地域の高齢者の人数を受け入れていた施設も
あった。平時の関係によるものだと感じた。

・特養のパブリックスペースなどを開放するなどし
て、行政・社協・町会ともにルールをつくりながら地
域のネットワークをつくっていく必要がある。

○質疑応答
・「中学生は守るべき存在か？否か」
→ 自 分 の 命 を 守 る と い う 意 識 が 低 い。最 初 は レ ク

チャーする必要がある。大人が本気になれば子ども
も本気になる。

・「従来通りでは足りないと思い早急に対応したこと
は何か？」

→事業継続をいかにするかということを考えた。消防
計画の見直しを行った。外出時のルールづくりをし
た。

・「被災地と支援地域のつながりについて」
→近隣は同時に被災してしまう。離れた地域とのつな

がりを平時からつくっていくことが必要。遠野は支
援基地になると考え、訓練などをしていた。その成
果が今回の震災ではあった。東京で震災があった場
合は、大宮あたりが拠点になり得ると思われる。

○コーディネーターより
大事なポイントが３つ。
１つは備え。食料・水・トイレ・ガソリン・医療情報の見
直しをしなければならない。
２つめは人の面。意欲・意識という問題。
３つめは垣根、ネットワーク。阻むものが垣根である
とすればつなぐものはネットワーク。
社会システムとして自然にそうなっていくように構
築していく事が必要。

○まとめ
　課題が浮き彫りになり、対策を早急に進めてはいる
が、対策が万全とは言えない状況である。事例報告で
災害時要援護者が必要としている事、また自分たちが
できる事を学ぶ有意義な時間となった。

３　分科会担当者コメント
　都心で大災害が起きた時に、要援護者がどうなる
のか、地域は、施設はどうなるのかということについ
て各事例を参考に具体的にイメージすることができ
た。行政が身動きできない状態で、災害時に住民一人
ひとりがどのような動きをするべきかを個々人が事
前にイメージし、訓練などを通し連携していくこと
がいざという時に自分の身を守り、要援護者を守る
地域社会のつながりづくりにつながっていくという
ことを確認した機会になった。今後、行政・社協・施
設・ボランティア団体がいかに実質的に連携し、地域
の中で要援護者を守っていけるかが大きな課題であ
ると感じた。

担当：浦田　愛（文京区社会福祉協議会　文京ボランティア・市民活動センター）　　記録：山﨑　裕美（豊島区社会福祉協議会　豊島ボランティアセンター）
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ボランティア・市民活動は“包摂型”のコミュニティをつくれるのか
～東日本大震災の支援活動を通して問う～

分 科 会 14

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 42人

青山学院大学　２号館　228

◆コーディネーター
　　上野谷　加代子さん（同志社大学大学院　教授）

◆パネリスト
　　強口　暢子さん（いわき市社会福祉協議会　常務理事）
　　鹿野　渉さん（大崎市社会福祉協議会本所地域事業課　主事）
　　阿部　陽一郎さん（「ボランティア国際年 +10」推進委員会提言プロジェクトチーム　リーダー）
　　田尻　佳史さん（認定ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセンター　常務理事・事務局長）

１　概要
　ボランティア国際年から10周年にあたる今年、わ
が国ではおりしも発生した東日本大震災の被災地
支援のため多くのボランティアが活動してきた。
　被災地ではそうした外部の支援を得ながら、孤立
する人を生まないよう、コミュニティを再びつくり
な お す 取 組 み が 行 わ れ て い る。こ う し た コ ミ ュ ニ
ティ再生と社会的孤立の解消は、被災地以外の多く
の地域でも今求められていることといえる。
　 本 分 科 会 で は 、東 日 本 大 震 災 で の 支 援 活 動 を 踏
ま え 、誰 も が 孤 立 せ ず に 暮 ら せ る 、「 包 摂 型 」の コ
ミ ュ ニ テ ィ づ く り に 向 け た ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 や
市 民 活 動 の 役 割 や あ り 方 、推 進 の 仕 組 み 等 に つ い
て 考 え た 。

２　主な内容
○パネルディスカッション
■強口　暢子さん
　いわき市の応急仮設住宅の入居の多くは、津波で住
宅を失った避難者である。仮設住宅には地域を分断さ
れたような形で入居。また、いわき市には原発事故に
より、他町村の避難者が２万人移り住んでいる。
　これまで、ＮＰＯに自分たちの領域を荒らされると
の不安があったのではないか。しかし今回の震災を通
して、包摂型コミュニティづくりにむけてＮＰＯ等と
連携をすること、日常的なつながりをつくっておくこ
との大切さがわかった。今回を機会にＮＰＯの存在を
大切にしていきたい。
　これからが、本当に長い道のりになる。日常のコ
ミュニティをつくることの大切さを真剣に考えてい
くことも必要である。

■鹿野　渉さん
　被災地では、内陸部と沿岸部などの住民の震災に関
する意識の温度差を感じた。また、被災地に近い地域
ほどボランティアを行うことへの戸惑いがあるので
はないか。
　被災者に寄り添う姿勢を外部のボランティアに求
めたかったが、一方で助けてもらわないといけない立
場であるというやりにくい状況があった。
　被災者に寄り添う関わり方について、仮設住宅だけ
ではなく地域全体をみながら、社会福祉協議会（以下

「社協」）、ＮＰＯ、ボランティア等が、仮設住宅から日
常の生活に戻ったときのことを考えて、連携して支援
をすることが大切である。

■阿部　陽一郎さん
　ボランティア国際年＋10推進委員会、「広がれボラ
ンティアの輪」連絡会議で現在作成中の提言の骨子案

に対する意見をいただきたい。
　この提言の中では、「包摂型のコミュニティづくり」
をどのように進めていくのかが、一番のポイントにな
るのではないか。地域住民を主体とする居場所を核に
しながら、よりよい地域にしていくことを考えていき
たい。支援する側、支援される側の一方通行ではなく、
双方向の関係をつくることが大切である。
　また、各地の地域の中でのコミュニティの大切さ、
ネットワークの大切さ、ボランティアの大切さを伝え
ていきたい。

■田尻　佳史さん
　災害支援とともに、ＮＰＯも成長してきたといえ
る。今回の東日本大震災の特徴のひとつは、国際協力
を行っている団体が巨大な資金力を背景にして、被災
地に入って活動したことである。
　いろいろな団体が入ることで、多元的な視点でみる
地域ができたのではないか。また、日頃の活動に刺激
を与えることができたのではないだろうか。
　今後は、継続した連携が課題である。地域の見守り
を行うために、地域に新たなセーフネットが生まれて
くるだろう。災害が起きて大変だが、今回生まれてき
たものを今後活かしていくことができればと思う。

■一人ひとりのいのち、尊厳の大切さが包摂型コミュ
ニティにとって必要だが、そのための市民活動・ボ
ランティア活動のキーワードは何か？

・「認め合い、許しあう」こと。お互いのやりたいことだ
けを言うのではなく、譲り合いがキーワードではな
いか。

・社協として、地元の情報をつかむ力量をつける。見え
ないものを見る、見たくないものを見る勇気。イマジ
ネーションが必要。

・関心をもって、気にかけること。
・岩手の陸前高田の中学生は、希望の「望」を、活動を紡

ぐ、紡がれるという意味で「希紡」と書いていた。教え
られた。

○グループワーク
　４グループに分かれ、パネルディスカッションを踏
まえて「寄り添うため、包摂型コミュニティに必要な
ことや心構え」を各グループで討議した。最後に、各グ
ループでだされた意見は、グループの代表者が全員の
前で発表をし、全体で共有することができた。
　グループワークでの意見は、情報の把握と共有、気
持ちに寄り添うこと、顔の見える関係づくり、地域へ
の愛着をもつことなどがだされた。

○グループワークに対するパネリストのコメント
・個人への寄り添いだけではなく、組織・団体への寄

り添いは協働や連携につながる。その際には団体の
ニーズが誰のニーズなのかに留意し、被災者のニー

ズに寄り添うべきである。
・地域の中には、居場所と出番の関係という視点もあ

る。居場所はあるが、出番のない人が地域住民にい
る。出番のなさが孤立につながる。一方、出番がある
が、居場所がないボランティア活動がある。支援する
側、される側で分けるのではなく、この循環が大切で
はないか。

■まとめ
　寄り添いには関係づくりが大切であり、関係性は
４パターン（わたしとあなた、わたしとあなたたち、
わたしたちとあなた、わたしたちとあなたたち）考
えられる。この関係にしっかりと向き合っていくこ
とが必要。
　ボランティア活動をする際には、「なんとなく」ボラ
ンティアをするのではなく、地域にある課題から目を
そらさずに向き合う、自分自身への決意、自覚、勇気
をもつこと。そして、自分の周りや国内、国外、他団体
などの社会の変化を敏感に受け止めることが、ボラン
ティア・市民活動に必要である。

３　分科会担当者コメント
　人を排除しないコミュニティをつくるための、ボ
ランティア・市民活動のキーワードは何か。これが、
この分科会の大きなテーマであった。
　全体を通してのキーワードは「寄り添い」。寄り添
うために、その対象にしっかりと向き合い、ボラン
ティア・市民活動として各々が行うべきことを参加
者全員で確認をした。
　グループワークを30分程度行い、参加者同士で交
流をする機会ともなった。今後は、参加者が各自の地
域で人を排除しない、そして誰もが尊重される“包摂
型”コミュニティに向けて活動が展開することを期待
している。

担当：「ボランティア国際年＋10」推進委員会　　記録：澤野　千夏（全国社会福祉協議会　全国ボランティア・市民活動振興センター）
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大規模災害に備えよう！～東日本大震災からの学び～分 科 会 15

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 52人

青山学院大学　１号館　127

◆コーディネーター
　　宇田川　規夫さん（国際救急法研究所）

◆事例報告者
　　伊藤　雅人さん（陸前高田市社会福祉協議会）
　　柴田　哲史さん（調布市被災者支援ボランティアセンター）
　　水野　清香さん（都民ボランティア２期参加者）

１　概要
　３月11日に発生した東日本大震災は我が国に未曾
有の被害をもたらした。被災地の復興の鍵は、地元で
の助け合いや地元のボランティアによる支援。本分科
会では、ボランティアとして外部から支援に関わった
人、広域避難者への対応を地域のネットワークを活か
して行なった方、被災地の地元で支援に取り組んでい
る方、様々な立場から支援に関わった人から、今度は
我々が被災する立場となったとき、市民として事前に
何をしておかなければならないか、ワークショップを
通じて、一人ひとりが気づき、学び合い、そして、動き
出すためのきっかけづくりの場とした。

２　主な内容
○パネリストからの報告

・水野清香さん（都民ボランティア２期参加者）
　都民ボランティアとして石巻や東松島、気仙沼、陸
前高田で活動を行った。
　ボランティアとして被災地支援を行う中で、足湯活
動で大きな気づきがあった。それは、ボランティアに
よる被災地支援は、ボランティア側からの一方通行で
はできない、双方向でなければならないということ
だった。被災者に受入れてもらえたからこそ活動がで
きた。そうした関係性があって初めて被災者のニーズ
に合致した活動ができる。被災者にとって外部から来
た、見知らぬ人に心を開くことは難しい。人と人との
コミュニケーションを通じてお互いに心を開くこと
こそがボランティア活動だと感じた。

・柴田哲史さん（調布市被災者支援ボランティアセンター）
　３月19日から２ヶ月間、調布市の味の素スタジアム
に福島県から避難された480名の被災者に対し、２千
人のボランティアのコーディネートを行い、支援した

（ＮＨＫ（朝イチ）放映内容を紹介）。
　活動のポイントとしては、①ネットを活用したこと。
②リラクゼーションルームを設置し、本音（ニーズ）を
引き出したこと、学習室の設置、避難所周辺の手作り
マップ作成、街頭募金、風評被害の野菜の購入、被災
者向け住宅の掃除、引越の手伝いなど細かなニーズに
対応していったこと。現在は、岩手県遠野市へボラン
ティアを100名以上派遣している（11月現在）。
　都内で災害が発生した時、いつでもメンバーが集ま
れるよう、ボランティア交流会、連絡ツールを活用し

（twitter、facebook)、ネットワーク作りを行っている。

・伊藤雅人さん（陸前高田市社会福祉協議会）
　発災時から災害ＶＣスタッフとして継続的な支援
を行うまでの経過を話していただいた。
　発災時は、自宅にいた。海から真っ黒い液体が迫って

きた。最初は土煙、その後見えたのは全てが海。怖いと
か悲しいという感情はなく、信じられないそれだけ。
　がれきの撤去では首がない遺体やバラバラになっ
た体を数多く直視。作業を継続する中で精神的に病ん
できていることを自覚。そんな時に、物資の配給で出
されたおにぎりに、小学五年生から「自分たちにでき
ることで支援したい」との手紙が添えられていた。他
県や他市の人の応援を感じたら、落ち込んでいた気持
ちがふっきれ、陸高ＶＣで活動を始めた。
　ＶＣで意識していたことは、地元主体、住民主体。ボ
ランティア活動の意味は、現地の方々が感じている不
安を解消するため。時間が経過すると被災者である依
頼者の心境が変化する。それに対して、ボランティア
やコーディネーターも対応を変化させなければなら
ない。現在では、地域のボランティアに対する受入れ
の姿勢もかたまり、ボランティアの数増加、延べ８万
人のボランティアが活動している。
　８ヶ月後の今、観光気分で来るボランティアもい
る。リピーターとして参加するボランティアは少な
い。地元の人の信頼を背負って活動して欲しいとボラ
ンティアに伝えている。

○グループに分かれてのワークショップ
　３名の発表を踏まえ、８グループ（１グループ５人
程度）に別れ、ワークショップを行った。①地域の中
で行われている防災への備え・困難点、②自分たちの
活動が地域づくりとどうつながっているか、③自分た
ちの活動が防災活動とどうつながっているか、の３点
について議論が行われた。ワークの成果としては「平
時でできないことは有事もできない。平時のあり方
だ！」「人を知る、場所を知る、人を育てる」などの意見
が出た。現在行っている地域での活動等が実は防災に
もつながっており、今後も地域活動を継続しながら、
地域の活動の中に防災の視点を入れていくこと、そし
て、災害時に動くことのできる人材育成に取り組んで
いくことが重要との共通認識がもてた。

３　分科会担当者コメント
　３人の報告では、被災地支援に最前線で関わる方々
から取組みを伺う中で、実は、外部からの支援は、地元
の人たちのありようによって、活かされる部分が大き
いことが分かった。それが伝えられただけで本分科会
では成功だったと感じている。後のワークショップで
は、良い議論が出来たが、もう少し３人の報告を活か
せる形で企画すれば、さらなる気づきと学びが出来た
のではないかと感じている。
　また、首都直下地震の発生が危惧されている中、東
京からの参加者がそれほど多く参加しなかったのは、
分科会企画者としてのＰＲ不足だと感じている。

ワークショップの様子

担当・記録：加納　佑一（東京都社会福祉協議会）

水野さんによる報告
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新しい公共熟議
～ 3.11をきっかけにこれから求められる新しい公共とは～

分 科 会 16

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 58人

こどもの城　902 ～ 905

寺脇　研さん（京都造形芸術大学芸術学部　教授／新しい公共推進会議　委員）
稲垣　久和さん（東京基督教大学　教授／公共福祉研究センター長）
吉田　博彦さん（ＮＰＯ教育支援協会　代表理事／福島の子どもを守ろう夏期林間学校実行委員会　副委員長）
長尾　彰さん

（プロジェクト結コンソーシアム　理事長／ＮＰＯ法人 Educational Future Center　代表理事／している株式会社　代表取締役）
箱崎　亮三さん（ＮＰＯ法人実践まちづくり　理事長）

出演者による講演

熟議をする参加者の方々

熟議で出た意見を全体で共有

担当：学生団体ＳＴＵＮＩＴＹ　　伊丹　謙太郎（千葉大学）　　記録：矢田部　健人（学生団体ＳＴＵＮＩＴＹ）

１　概要
　３月11日に東日本大震災が起き、現在進行中および今後の復旧・復興において、市民がつくる「新しい公共」は
一体どのような役割を担うのか。このテーマについて、全国から当事者たちが集い、講演者も参加する形で車座に
なって（ファシリテーターを含め各グループ５～８名）年齢や性別、職業などを異にする多様な立場の人々が当事
者意識をもって課題について学習・熟慮し、討議をする。

２　主な内容
９ :30 ～ 10:20
　　　  出演者による講演
10:20 ～ 10:25
　　　  熟議のルール・テーマ説明　5分
休憩
10:35　熟議　前半　35分
11:10　休憩　5分
11:15　熟議　後半　40分
11:55　発表・共有　20分
12:15　出演者による講評　12分
12:30　閉会

３　分科会担当者コメント
　学生団体ＳＴＵＮＩＴＹが運営の中心となるワークショップとすることで、参加者のみならず学生運営者に
とっても精神的に鼓舞される点が多く、多様な団体間の交流の機会ともなった。また、３時間にわたり大阪朝日放
送（テレビ）の取材が入り、本分科会の取組や企図についてより広く広報できる機会を得られた。
　ただし、来場者数が想定よりも少なかったことが心残りである。分科会担当者サイドでも積極的に分科会開催
の広報に力を注ぐべきであった。
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無縁社会～新たなつながりの可能性を求めて～分 科 会 17

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 188人

両国国技館　大広間

板垣　淑子さん（ＮＨＫ首都圏放送センター　チーフ・プロデューサー／ＮＨＫ「無縁社会プロジェクト」取材班）
工藤　啓さん（ＮＰＯ法人「育て上げ」ネット　理事長）

１　概要
　今日の日本は、ワーキングプア、ニート、ひきこもり、
孤独死といった言葉に象徴されるように安心して生き
ることも安心して死ぬこともできない社会になってい
る。この分科会では、このテーマに関わりの深いゲスト
を迎え、「無縁社会」の実態を浮き彫りにするとともに、
この無縁社会を乗り越える新たな人と人とのつながり
について参加者とともに考えることとした。

２　主な内容
○板垣淑子さん
　2006年にＮＨＫスペシャル「ワーキングプア」を制
作し、若者の非正規労働の実態や不安定な収入による
非婚化といった様々な弊害を番組で紹介し、ワーキン
グプアの解決に向け情報を発信してきたが、状況は良
くならず、仕事もなくなり収入の糧が生活保護しかな
い、路上生活しかないというように命にかかわる問題
に発展していった。
　2008年の年末に取材で出会った50歳の男性は、派遣
の仕事を失っていた。その男性は、特殊な人でもなんで
もない、大学を出てごく普通に正社員として就職し家庭
も持ったが、バブル崩壊とグローバル競争の中で、リス
トラに合い、離婚し、最後に見つけた派遣の仕事も雇い
止めとなった。その姿を見て、仕事という一つの縁を失
うことが、一気に家族や地域とのつながりも失っていく
引き金となることを知った。
　身体が動くうちは仕事をしたい、生活保護に頼りたく
ないと言って新宿区の公園に戻り仕事を探していたそ
の男性と、しばらくするうちに会えなくなる。炊き出し
を行っているＮＰＯのスタッフに聞いてみると、「もう
探しても無駄。彼は行旅死亡人（引き取り手のない遺体）
になっているかもしれない」と言われた。インターネッ
ト官報というものがあり、そこに日々の行旅死亡人が
公告されている。毎日、記事を読んでいるうちに、何か言
い知れぬ、痛みに似たものを感じた。アパートの一室で
あぐらをかいたまま死んでいたとか、救急搬送された病
院でそのまま亡くなって身元がわからないとか、毎日毎
日、公告されている。一体この国はどうなってしまった
のだろうという思いだった。

映像：ＮＨＫスペシャル
「無縁社会～ “無縁死” ３万２千人の衝撃～」
・ここ数年、警察が捜索しても名前さえわからない身元不

明の遺体が増え続けている。
・亡くなった人の遺品や遺骨を専門で整理する特殊清掃

業者という新たなビジネスが都市部で急成長している。
・引き取り手のない遺骨は自治体に持ち込まれ、無縁墓地

に葬られる。持ち込まれる遺骨の数が増え自治体はその
対応に追われている。

・無縁死ともいえる新たな死の出現。何か異常なことが起
きているのではないか。

・無縁死の数を調べるため1,783の自治体を調査した結
果、1年間に３万２千人もの無縁死が起きていること

が初めて判明。
・無縁死は、単身者（一人で暮らす人）に多い。気づかない

内に水面下で広がっていた無縁死。
・一人で生きる人たちの間で不安が高まっている。家族や

会社とのつながりを失い、孤立して生きる人たち。今、無
縁社会とも言える時代に突入している。

　番組の後半で、一人暮らしをしている80歳になる女
性が出てくる。彼女は健康に不安を覚え、ＮＰＯ法人

「きずなの会」の会員になった。「きずなの会」は入院手
続き書類へのサイン、亡くなったら、葬儀から不動産、
財産の整理まで死後の後始末を代行している。「申し込
んですごく安心した」と、手続きを終えて満面の笑顔で
出てくる。自分の死後の後始末をしてくれる人がいる。
それだけで安心して生きていけるという人がたくさん
いることも事実である。
　孤立は、東日本大震災でも起こっている。取材で被災
県の山間部に入った時、そこは、救援の手が中々届かな
い地域で、暮らしている人は被災後２ヶ月も３ヶ月も
外と隔絶されていた。人は長いこと一人でいると話し
声も出ないことを初めて知った。
　去年の夏、消えた高齢者が問題になったが、そのとき
にも無縁社会プロジェクトとして番組を組み取材し
た。そこでわかったことは「他人に迷惑をかけたくな
い。自分の子どもにはなおさら迷惑をかけたくない」と
言って、助けも呼ばず、弱っている自分を隠し、引きこ
もって、閉じこもって孤立していく姿だった。孤立が深
まり、最後には社会から完全に隔絶された状態になる。
　20年後の2030年には女性は４人に１人、男性は３人
に１人が一生結婚しない時代を迎え、非婚の時代が来
ると言われている。一人暮らしは人に気を使わず楽な
ので、非婚を選ぶ人が増えている。それを否定はしな
い。時代の変化だと感じている。ただ、一人で生きてい
くことは、若い間や働ける間は問題ないが、例えば定
年退職で仕事を失ったり、体を壊して外に出られなく
なったりすると「社会的弱者」となり、生きていく上で
非常に困難な状態に陥る。

○工藤啓さん
　無縁は「社会的孤立」と言い換えることができるが、
自分の団体は、様々な事柄から孤立している若者を支
援している。従来、セーフティーネット的役割を担って
いた家庭の機能が失われ始めているのではないか？
　児童相談所では、児童虐待の相談が増加しており、子
どもの数は減少しているのに、相談数が増加している
という問題に直面している。
　家庭以外に学校も重要な社会的な場所。小学生にも
不登校が２万人、中学生になると10万人に跳ね上が
る。34人に一人は中学校に所属はしていても行くこと
はできない。
　高校への進学率は、ほぼ100％であるが、年間約５万
人が中退。大学、短大、専門学校への進学は高校卒業の
約70％。日本は、多くが高等教育を受けられる“いい国”
であるにも関わらず、年間約11万人が中退している。
経済的理由または学業不振等でロックアウトしてしま
う。象徴的な例として「便所飯」という現象がある。友達

がいないので、昼食時に学食等に行かず、唯一、一人に
なれる場所としてトイレで食事をして、何事もなかっ
たように午後の授業に出る。こういうところで苦しん
で最終的に辞めてしまう。このようにして、小学校から
大学まで年間約35万人が毎年、毎年離れていく。
　一方では、労働市場、働くという場からつながりを無
くしている。15歳から39歳までおよそ86万人が現状、
仕事もせず学校にも行かず、職業訓練を受けている。労
働市場に参加することができずに無縁、孤立している。
　労働市場のみならず、自宅、自分の部屋以外と全くつ
ながりの無い引きこもりが東京都の推計で約70万人。
社会的孤立、労働市場からの孤立がある。
　若年層の無縁は２種類に分類することができる。「非
社会的無縁（自宅から出られない）」と「反社会的無縁」
である。前者は、社会に適合できない、例えば“ひきこも
り”。後者は、縁はあってもその関係は希薄である。
　自分の団体には、これから仕事をしたいと望んでい
る若者が50人程いるが、彼らをかわいそうだから支援
が必要だと考えるのではなく、地域に平日の昼間から
50人の若者を動かせますので、何かあれば連絡くださ
いと地域に広告したところ、昨年の実績で要請が200
件。大半が年配の方々。若干の経費はいただくが、価格
帯としてはシルバー人材センターと同等レベルに抑え
ている。ある依頼者になぜ自分たちを使ってくれるの
か尋ねたことがある。一般の業者もお金を払えば来て
くれる。シルバー人材センターもやってくれる。その方
は「自分たちの庭や家を若者が掃除したり、片付けた
り、その縁を買いたい。若者にチャンスを与えたいとい
う意味でもお仕事を依頼した」という回答が返ってき
た。元々、若者へ働く場を提供することを目的とした活
動が、一人暮らしの高齢者とのつながりによって地域
の再生化へと“つながっている”。多様な人たちが仕事
を通じて絆をもう一度作る。その先にあるのは、縁とい
うものがある地域内で構築されるような次の時代の仕
組みになるのではないかと考えている。

３　分科会担当者コメント
　 出演者の報告を聞き、人が孤立する、ひとりぼっち
になってしまうという状況は、誰にでも起こりえるも
のだということを実感した。
　「現在の社会保障制度は、困っている側からＳＯＳを
発しないと助けてもらえない仕組みになっている。で
は、ＳＯＳを発することができない人はどうすればい
いのか。誰かＳＯＳに気付いた人がおせっかいを焼い
てあげるしか方法がないと思う。どうすればおせっか
いを焼けるのか、その仕組みや場を考えていかなけれ
ばならない。」また、「座右の銘は、「金持ちよりも、人持
ち」。困ったときお金がなくても得られるもの、つまり
人とのつながりがさえあれば私たちは生きていけるの
ではないか（生存権を保障される可能性があるのでは
ないか）と思っている。無縁の事実に気づいてしまった
我々が、気づいた以上、アクションを起こしていかなく
てはならない。自助だけでは解決しない。」という出演
者の言葉に強い感銘を受けた。

担当・記録：志波　一顕（「広がれボランティアの輪」連絡会議／日本赤十字社）
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当事者の声を聴いて考える
～「子育て」を、地域で支えあう仕組みづくり～

分 科 会 18

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 41人

国際ファッションセンター　10階　101・102

◆話し手
　　①以前は子ども虐待の加害者だったが、現在は相談員として活躍している方 
　　②上記の方を、当時、地域で支えていた方　
　　　＝山浦　成子さん（ねりま子育てネットワーク代表）

◆聞き手
　　上岡　陽江さん（ダルク女性ハウス　代表）

１　概要
　子どもの虐待の報道が後を絶たない。虐待を受け
る子どもたちへのサポートももちろん大切だが、加
害者となってしまう親へのケアも必要なのではな
いだろうか。この分科会では、子どもへの虐待を経
験し、周囲の援助を受けながら或いは自身の心を開
ける人との出会いによって立ち直り、現在は自らが
相談員となって活躍している方に、自身の当時の体
験や苦しかった思い、またどのようにして立ち直る
ことができたのかを赤裸々に語っていただいた。ま
た、彼女に関わり寄り添ってきた方からも、どのよ
うに支えていたのかをうかがった。さらに、子育て
に悩む親たちにどう向き合っていけばいいのか、一
緒に地域に暮らす人として私たちに何ができるの
かを参加者とともに考えた。

２　主な内容
○初めに、聞き手：上岡陽江さん、話し手：子どもの虐
待経験のある方と山浦成子さんをご紹介。

○子どもの虐待経験のある方からのお話
　当事者であることを忘れたことはない。15年ほど
前のことだが、当時のことを本当は思い出したくはな
い。自身も虐待をされて育った。大人になり子どもが
できてからは、教科書通りにならない子どもをどう育
てて良いのかわからず、夫との不和もあり、子育ては
地獄のようだった。経済的な不安もあり、世界中の人
が敵のように思え、相談などできないと思った。
　友人の紹介で出会ったクリニックで、同じ様な境遇
の仲間と出会う。→人は敵ではないと学ぶ。
　自身でなんとかしなくてはと考え、駆け込んだ地
域のボランティアセンターで、山浦さんのグループ
と出会った。日常の子育てを援助してくれる人を求
める。→心に余裕ができてくる。山浦さんのグルー
プとの出会いは、「ここにいていいんだ。」という安
心感があった。
　子どもが大きくなっても悩みは尽きない。何か問題
があると子どもと一緒に死にたくなる。が、死なない。
それは周りに自分を支えてくれる人たちがいるから。

○山浦さんのお話
　13年前に彼女と出会った当時は、虐待は今ほど表面
化していなかった。彼女は「このままでは子どもを殺
してしまう。子どもを預かって欲しい」と助けを求め
て来たが、皆、足がすくんだ。でも、何とかしたい。自分
たちも勉強会をし、医師の助言も得ながら何とかやろ
うと模索する中、加害者をなぜ支援するのかと考える
仲間との決裂もあった。しかし、医師や保健師などの
プロではなく、地域に暮らす同じ住民として関わりた

いと考え、勉強会を重ねた後、まずは彼女の子どもを
預かることから始めた。自分たちは医師や専門家では
ないが、ママをしなくてもいい時間を作ってあげるこ
と、ママを楽にしてあげることが大切と考えた。生育
歴や環境、社会状況が絡んでも、寄り添う人がいれば、
救われるのではないか。ママたちにとって安心できる
場所であり続けたいから、今すぐには解決できなくて
も、信頼感の持てる関わりを持ち続ける。

○上岡さんからのまとめとして
　信頼関係を築くことが大切。日常の生活の中で、声
を掛け合うことも大切。声の掛け合える関係、挨拶の
交わせる関係はすばらしい。サポートしたり、された
りと、人生の中で役割は変わりながらもお互いに支え
合っている。地域で声を掛け合えば、専門家は必要な
くなる。
　また、子どもは地域が育てるもので、誰かが見てい
てくれる安心感の中で子育てをすれば虐待は起こら
ないのではないだろうか。
　今すぐの解決は望まないで、目の前にある、困って
いることから付き合っていくことも大事。

○最後に、質問のある方には質問用紙を提出いただ
き、３名の方たちに答えていただいた。

３　分科会担当者コメント
　この分科会では、虐待を止められずに葛藤する母
親の気持ちに、向き合おうと思った。その上で、私た
ちにできることは何か、当事者はどうすればこの葛
藤を乗り越え得るのか、そのヒントを得たいと考え
た。当時、ボランティアで支えた山浦さんも、初めは

「虐待してしまうから子どもを預かって欲しい」とい
う母親の訴えに、どうすべきか答を出せなかったと
話していた。そして８名のボランティア仲間と共に、
専門家を招いた勉強会を重ねる。結果、ボランティア
でも、子どもを預かり、母親に息抜きの時間を提供す
ることはできると決意し、活動を始めた。これは今も
続き、地域で欠かせないものとなっている。この過程
と、身構えずにできることを続けている姿に、学ぶこ
とが多くあると思った。

担当：清水　和良（東京都社会福祉協議会）　新部　聖子（スープの会）　後藤　浩二（スープの会）　　記録：新部　聖子（スープの会）　清水　和良（東京都社会福祉協議会）

お話をじっくり、うかがいました
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下町・墨田が歩んだ福祉の歴
み ち

史　～人情あふれる下町のくらしから～分 科 会 19

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 18：30 46人

国際ファッションセンター　10階　103

布施　英雄さん（共愛館　理事長／東京都城東地区地域福祉施設協議会　会長）

１　概要
　スカイツリーや伝統工芸で注目を浴びる墨田区
の地域福祉の実践者であり、研究者であり、生活者
でもある布施英雄さんから、墨田区の福祉的な歴史
についてお話を伺った。今回は墨田区の地域特性や
墨田区でセツルメントがどのように立ち上がった
か等をご紹介いただいた。

２　主な内容
○ボランティアは人生の祝祭
～「ワクワク」「ドキドキ」が新しい人生を開く～
　フェスティバルとは「祭り」。知らぬ者同士が笑顔で
交わる、流動的でエネルギー溢れる世界。ワクワク・ド
キドキしたひと時を味わうことができる。新しい可能
性を秘めたもう一つの人生の姿である。「ボランティ
ア」とは、この人生のフェスティバルを体験すること
だと考えているとのことであった。
　しかし、現状は日常的でワクワクする感動と無関
係な作業が多く、本当は、未体験でドキドキするが

「してみたい」心の奥の声に動かされ、「しなくては
ならない」確信に支えられて行動に乗り出す、それが
Voluntarismである。そして、その典型がセツルメント
事業であり、墨田区は最も盛んにセツルメント活動が
展開された地域であった。

○墨田区の地域特性
～武家屋敷と町屋の形成～
　墨田区の基礎ができたのは、徳川家康が江戸に幕府
を開いたことが大きな要因のひとつであった。また、
明暦三年の江戸の大火をきっかけに本所地区が開発
され、市街地が作られた。これが現在の南部地区の基
礎となったきっかけである。

～工場群の展開と地方労働者～
　明治時代に武家制度が解体され、士族商法の失敗に
より賃金労働者となり、零細農民が出稼ぎ労働者とし
て都市部に流入した。また、産業の発展に伴い、工場が
川沿いに進出し、労働者住区が急増した。

～細民地区の形成～
　経済・産業の急激な変動や、戦争による好況・不況
の波で、日銭稼ぎが多く集まる地区となり、多くの細
民が居住しており、その環境は決してよいものではな
かった。

○セツルメントに見るボランタリズム
～愛清館セツルメントとミス・アレン～
　大正初期、紡績工場で働く女工の就労状況の改善が
問題となっており、紡績会社から出講の要望があり、

カナダの教育宣教師ミス・アレンが女工に向けて外国
の生活や聖書に関する話を行った。これは非常に好評
で、他の工場からも依頼が増加したこともあり、工場
近くに家を借りることにしたが、この頃の工場地帯は
不衛生で治安も悪く、宣教師団は反対していた。それ
でもミス・アレンはこの寄宿舎から愛清館セツルメン
トを立ち上げ、寄宿女工や街の協力者たちもボラン
ティアとして働き、女工から看護婦となって興望館セ
ツルメントで働く女性もいたという。

～興望館セツルメントと婦人矯風会～
　興望館セツルメントが生まれたのは婦人矯風会の
運動がきっかけである。大正８年に棟割長屋が密集す
る松倉町に興望館を立ち上げ、保育・医療・相談・宿舎
など総合的な隣保館が完成したが、関東大震災により
焼失し、借金のみが残った。都市計画も進み、地域の再
開発により寺島の一画にセツルメントを建てた。そこ
で、保育園や診療所、手芸・料理教室などを展開した。
この地域は震災や戦災でも焼失せず、昔から住んでい
る人が多く、非常に協力的な人が多かった。人々は我
が家のように出入りし、一体になって活動した。いわ
ば地域ぐるみでサポートし、潜在的なボランティア状
態であった。

～賛育会と大学ＹＭＣＡ～
　賛育会は、ＹＭＣＡの有志によって大正８年に貧し
い地域の人たちの産院として始まった。当初は東大学
生寮内に軽費診療所を開設したが、苦情により継続が
困難になったことから、細民地区であった太平町に育
児の相談や助産を目的とした「賛育会妊婦乳児相談
所」を立ち上げることとなった。しばらくすると、託児
の要望も多く聞かれ、託児事業も開始した。
　その後、梅森町に移転し、「賛育会本所病院」を開設
し、乳児院や産婆学校などはじめ、社会事業施設とし
て機能していた。

～本所産業基督教青年会と賀川豊彦～
　関東大震災ですぐに救援に動いたのは、牧師であり
社会事業家でもあった賀川豊彦であった。神戸の細民
地区で貧しい人々の救済にあたっていた賀川豊彦は、
関東大震災をきっかけに東京へ向かった。その後、各
地を駆け回り、義援金を集めると全額寄付するなど、
その決断と行動力は神業であった。
　松倉町の興望館跡地に診療所や求職活動、託児活
動、訪問看護を展開し、その後、江東消費組合や中ノ郷
信用組合なども展開され、賀川豊彦は「セツルメント
運動は社会事業としているが、本質的には社会教育・
社会運動の場である。勤労大衆の啓発と近隣地区の改
善を図る運動であり、従来の社会事業施設をもっても
運営と指導精神で異なる」と語っている。

～厚生館と西條億重～
　昭和12年に保育園を開設した。西條億重は「おはぐ
ろどぶ」という著書より、当時の社会事業家は最初か
ら事業家を志した訳ではなく、ボランティアからス
タートしていたことが伺える。ボランティアから抜け
出せなくなり、それが本職となっていった。そういう
人たちによって日本の福祉が支えられていた。

○「新しい公共」に向けて
～地域福祉計画の推進とセツルメント集団～
　墨田区のセツルメントは、「市民運動」によって生
まれたものではなく、そもそも当時は福祉の分野に
市民運動は無かった。しかし、それは同じ「根っこ」の
Voluntarismから生まれた。その未経験で「ドキドキ」
するが、心の奥の声に動かされ、「なんとかしなくては
ならない」確信に支えられて、事業に乗り出したので
ある。
　私たちは墨田区行政と連携しながら、地域福祉の実
現に向けて動き出している。社会福祉協議会を先頭
に、さまざまな市民の動きを組織して、地域住民の生
活の末端にまで届くVoluntary Actionを展開してい
る。かつて、セツルメントとして立ち上がった諸施設
がVoluntarismの精神に押し出されて先陣を担おうと
している。

３　分科会担当者コメント
　墨田区は日本の福祉の歴史において非常に重要な
地区であり、多くのセツルメントがこの地で活動し
ていた。墨田区の地域的な歴史や各セツルメントの
成り立ちについて、お話を伺う機会は少なく、担当者
としても大変貴重な学習の場であったし、現代の地
域福祉を進めるうえで、セツルメントの理念や歴史
は非常に重要なヒントになったと思う。
　講師、分科会運営に携わったボランティアの皆さ
ん、参加者の皆さん、本当にありがとうございました。

担当・記録：鈴木　啓太（墨田区社会福祉協議会　すみだボランティアセンター）

布施　英雄さん
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ボランティア活動と学び　～地域社会を担う人材の養成を考えよう～分 科 会 20

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 116人

国際ファッションセンター　ホール２nd

◆コーディネーター
　　村田　幸子さん（福祉ジャーナリスト）

◆パネリスト
　　興梠　寛さん（日本ボランティア学習協会　代表理事）
　　坂井　敬一さん（前狭山市学校支援ボランティアセンター長）
　　高橋　芳子さん（ＮＨＫ学園ＣＳネットワーク長野代表）

担当：沖　清司（ＮＨＫ学園ＣＳネットワーク）　　記録：草野　由香（中野区社会福祉協議会中野ボランティアセンター）

１　概要
　ボランティア活動に学びは必要か。必要とすればどのような学びなのか。ボランティア活動と学びの関係を整
理しながら、ボランティアやＮＰＯなどの人材の養成について、社会的な仕組みをどう構築するのか、各地の取組
みを紹介しながら議論を行った。また、ボランティア活動で重要な役割を担うボランティアコーディネーターの
養成の仕組みについても話し合った。

２　主な内容
○パネリストの紹介を兼ねて、パネリストのボランティア活動暦など一言。
○ボランティア活動と学びの世界　特にボランティア学習（サービスラーニング）の解説
○事例発表

①地域を学びの場に（ＮＨＫ学園ＣＳネットワーク長野の取組み）
ＮＨＫ学園福祉専攻科の修了生によるグループ活動、卒業後にグループを作り学習活動や地域イベント等の
参加によって自己実現を図っている事例

②地域の生涯学習カレッジの卒業生による学校支援活動（狭山市学校支援ボランティアセンターの取組み）
生涯学習カレッジの卒業生が同窓会を結成、社会貢献のために地域の小・中学校の授業支援を行う。現在は市
から業務委託を受け地域の学校に定着し、幅広い市民がボランティアとして学校支援活動に取り組む。活動
を行ってよかったことは、仲間がたくさん出来たことで、市民の中には能力のある人が多く埋もれている。そ
うした人に社会貢献の場を提供している。仲間が仲間を呼び、あわせて地域の活性化に繋がっている。

③社会貢献型の生涯学習の取組み　（江戸川総合人生大学の取組み）　
ビデオを上映
行政が作った官主導の生涯学習の場、年代は高校生から80代まで。特色は２年間の学びの後まで道筋をつけ
ていること。卒業後、グループを作り地域活動を行なっている。学科ごとに４グループの活動を紹介。

　
○ディスカッション
会場からの質問・意見

・この分科会の狙いには共感した。自分の地域でも、ボランティアやＮＰＯの担い手･後継者不足に悩んでいる。そ
の意味で狭山市の事例、江戸川区の事例は参考になった。もう少し、詳しく聞きたい。

・国際関係にＮＧＯ活動を行なっている。必要なコーディネート力とは。
・大学でボランティア活動を教えている。大学でもボランティア活動を紹介してくれないかと他人まかせの「くれ

ない族」がいる。受身の人が多い人で、どのように学生にボランティア活動を教えるべきか。
　
○議論のまとめ
　日本ではボランティアを難しく、身構えて考えているのではないか。人は誰でも、人のためになりたいと思って
いる。もっと暮らしの中で出来るボランティアを考えて良い。例えば窓際に花を飾ることもボランティア。志は高
く、しかしハードルは低く、間口を広げて誰もが気軽にボランティア活動に参加できる社会。人々のそうした志を
受け止め、ボランティア活動に結びつけるには、縁結びの神が必要。その役割を果たすのはボランティアコーディ
ネーターであり、その養成が急務である。
　今後、ボランティア活動や地域活動に従事する人々が増えていくことを願って分科会は終了した。

３　分科会担当者コメント
　ボランティア活動と学びという大きくかつ抽象的なテーマの分科会であった。論点を、前半はボランティア学
習について、後半はボランティアの人材養成の二つに絞ったが、ボランティア学習と人材養成との関係について
は、もっと明確にすべきであった。しかし、後半の人材育成については、先進的な取組みを行なっている二つの事
例発表やその後のディスカッションで、自治体が取り組む生涯学習について、「自己充足型の生涯学習から社会貢
献型」へ転換を図るべきという問題提起を行うことができたし、ボランティア活動におけるコーディネーターの
重要性にも議論を発展させることができた。１時間30分という短い時間であったが、充実した内容のパネルディ
スカッションであった。

会場から熱心なご意見や質問をいただいた

大変多くの方にご参加いただき、会場は満員
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ケアするための学び　～ボランティア活動・市民活動と教育のつながりを学ぶ～分 科 会 21

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 33人

国際ファッションセンター　10階　106

パトリシア　ナブティさん（ＡＶＳボランティアサービス協会　会長・創始者／ＩＡＶＥアラブ地域代表）
村上　徹也さん（日本福祉大学　教授／市民社会コンサルタント）

担当・記録：若林　明子（東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター）

１　概要
　教育者として長年、幼児から青年まで幅広い世代のサービスラーニング（社会貢献活動と学習を組み合わせた
教育）に関わり、現在はレバノンでＡＶＳボランティアサービス協会の会長を務めるパトリシア・ナブティ博士に
よるワークショップで、ボランティア市民活動と教育を結び付け、貢献と学びの相乗効果を生む手法について学
んだ。

２　主な内容
「学校での効果的な貢献活動の展開～ Developing an Effective School Service Program ～」というタイトルのス

ライドを元に進行した。

①ＡＶＳボランティアサービス協会
　レバノン内外におけるボランティア活動とコミュニティサービス（地域貢献活動）の
　発展・促進・向上を目的に設立
②ボランティア活動とは：社会にとって役立つ、無償の、自由意志による行為
③コミュニティーサービス（地域貢献）とボランティア活動
④文化に即したボランティア活動
⑤学校における貢献活動
　学校主催の貢献活動／参加型・競争型による推奨プログラム／課外クラブ活動とチーム活動／
　必修としての貢献活動／サービスラーニング／学校のためのボランティア活動　

３　分科会担当者コメント
　宗教、社会的・経済的ステイタス、国籍、障害への偏見や、頭を使う人（教育を受けた専門職）と手を使う人（熟練・
非熟練労働者）の間に横たわる文化的違いを乗り越えるためには、学校教育とボランティア活動を組み合わせた
地域貢献活動の取組みが大切であるということを学んだ。

地域貢献活動について話すナブティさん
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かけをして、一緒に居場所づくりをやりたい。また、被
災地支援においては、仮設住宅の集会所の使い勝手の
悪さ（目的外使用の禁止）を住民が指摘していた。仮設
住宅同士で連携して、行政に働きかけができるよう支
援したい。

【安藤さん】町全体をよくしなければ、できることには
限りがある。もっと継続的に力をためられるような、
町の発展に寄与できるような活動にしていきたい。

【斉藤さん】小松川団地は高齢化社会の典型。120人が
75歳以上。被災者も高齢者が多い。親睦を深めて交流
していきたい。

【鶴山さん】高知県では、椅子を並べただけの居場所の
活動もある。ベンチや椅子だけでも始められる。人と
人とがつながることによって、地域づくりまちづくり
に主体的な住民をつくっていくことができる。

３　分科会担当者コメント
　少子高齢化が進む中、全国どの地域でも、人と人と
のつながりが希薄になり、誰もが集い自由に過ごせ
る居場所が必要とされていることを再確認できた。
今、東日本大震災により、絆・つながりの必要性が求
められているが、平時のふれあい（つながり）は、非常
時の助け合いにつながる。また、被災地や被災地外に
住む被災者との新しいふれあい（つながり）は、誰も
が安心して暮らせる新しい地域づくりにつながる。
安藤さんの発言の「町の特養化」は、最後まで自宅で
安心して暮らせることをいう。たとえ一人暮らしで
も施設のように必要な時にサービスが届き、隣近所
のつながりもある。居場所からはじまる新しいつな
がりは、住民主体の地域づくりにつながるというこ
とを改めて確認できた。

ふれあいの居場所の必要性分 科 会 22

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 49人

国際ファッションセンター　10階　109

◆コーディネーター
　　鶴山　芳子さん（公益財団法人さわやか福祉財団　ふれあいの居場所推進プロジェクトリーダー）

◆パネリスト
　　國生　美南子さん（ＮＰＯ法人たすけあいの会ふきのとう　代表／さわやかインストラクター）
　　安藤　頌子さん（大野田地域福祉活動推進協議会〔大野田福祉の会　居場所プロジェクトリーダー〕）
　　松村　英二さん（公益財団法人さわやか福祉財団　東京都内避難者支援担当）
　　斉藤　義隆さん（江戸川区小松川三丁目団地　自治会長）

１　概要
　高齢化、少子化、無縁社会化が進むなか、誰でも自
由に集える地域の居場所をつくる試みが各地に広
がっている。関東の活動事例３例を取り上げ、それ
ぞれの運営方法や利用者の特徴、成果、今後の課題
などを見ていきつつ、地域における居場所づくりの
必要性について考える。

２　主な内容
①イントロダクション（鶴山さん）

・居場所づくりの必要性が高まっている社会的背景
（高齢化、少子化、無縁社会化）と、分科会の趣旨・進行

についての説明。
・参加者の属性確認。関東の人が多い。また、ボラン

ティア活動をやっている人、社会福祉協議会の人な
どが多い。

②喫茶「欅」（國生さん）
　四街道市の小学校の空き教室を利用した喫茶店。毎
月曜と第４土曜に開店。２教室を開放し、１室は畳敷
きにし、１室にはキッチンを入れている。

【コンセプト】地域住民として「お世話を受けるだけの
身はつらい」という言葉から始まった。高齢者や障害
者を、お世話を受ける人々として囲ってしまわず、同
じ地域住民同士として交流できる場を目指す。誰もが
主役。ボランティアも、来てくれる人も、ともに役割を
担っている。自由で楽しく、共生を味わう空間。

【利用者】高齢者、障害者（ダウン症、脳性まひ、重複障
害、筋ジス等）、子どものほか、どこにも行くところの
ない人の居場所ともなっている。

【居場所の効果】「地域には自分より大変な人がいるん
だ」という体験をすることから、思いやりが生まれて
くる。地域の情報交換が自然にできる。顔がほころぶ。

【学校の中にあることの利点】昼休みに子どもたちも
遊びに来て、将棋などを通じて、高齢者とのふれあい
も生まれる。中学生のボランティアも来る。夏休みは
子どもたちが体験学習やインタビューに来たりする。
若者自立塾の研修生も来る。

③ひびのさんち（安藤さん）
【経緯】武蔵野市大野田地区では高齢化率20％以上。高

齢者の独居が増え、空き家も増えている。大野田福祉
の会という地域社協の居場所プロジェクトで、居場所
で何がしたいかという調査をしたところ、「おしゃべ
りがしたい」という回答がダントツで１位であった。
プロジェクトの趣旨に賛同した地域住民（日比野さ
ん）が自宅の提供を申し出てくれ、「ひびのさんち」と
してスタート。

【運営】利用料無料。場所の管理、光熱水費の支払いは

日比野さんがすべてやっている。お茶代、食事代も無料
だが、食材は地域で寄付してくれている。年間３万円の
予算は、調味料の購入ですべて使い切ってしまう。
　来所者は名簿に名前・住所などを書く。特別なプログ
ラムなどはなく、茶飲み話など社交の場。日比野さんを
含めた数人が運営担当で、月１回相談会を開き、翌月の
当番（お茶出しと、客への声かけ）を決めている。

【広がり】来所者は、赤ちゃんから高齢者まで。妻の介
護をしていたり、自身が病気を抱えていたりする男性
高齢者の割合が多い。孤独な人のニーズに応えるため
に、正月も休まず開ける。自然発生的におじいちゃん
たちが自転車の修理を始めたり、被災地の支援に取り
組んだりといった展開もあった。「町全体が特養みた
いになればいいね」と言っている。

④都内の被災者支援（松村さん）
【現状】8000人が都内に避難してきており、その数は

微増傾向。福島県からの人が多い。
【課題】都内の被災者支援においては、守秘義務の関係

で被災者がどこにいるかわからないという問題が大
きい。都内でも地域により行政・社協・ＮＰＯの対応が
それぞれ違い、支援に格差が生じている。団地に集住
しているのではなく、ばらばらに住んでいる場合は支
援が届きにくい。被災者の半分近くが高齢者で、イン
ターネットで情報を得られないため、情報の格差も生
じている。

【被災者同行会】都内の被災者の孤立防止、被災者の
ネットワークづくり、避難者と地域住民の助け合いの
仕組みづくりを目的に、被災者同行会が発足。都内被
災者全員に案内を配り、300人以上が会員に。他方、会
員になっていない人のほうが、より支援を必要として
いるのではと懸念される。

⑤江戸川区小松川三丁目団地自治会（斉藤さん）
【団地の概要】2009年に江戸川区小松川３丁目団地が

完成し、160世帯が他の団地から移り住む。2010年９
月に自治会活動開始。入居者の80％以上が60 ～ 80代。
高齢者ばかりなので、何かやりたくても前に進まな
い。自治会費も不十分。

【避難者への支援】今回の震災で小松川３丁目団地に
移り住んだ避難者は100世帯。出入りもあるが、微増傾
向。９月には、団地集会室にて避難者交流会を開催。

【課題】避難者は来年の７月までの期限付きの滞在、地
域住民は永住という状況の違いから、避難者の意識と
地域住民の意識との間に溝がある。避難者側には、ゴ
ミ出しなどのルールの違いに対する戸惑いや、都営住
宅への偏見がある。さわやか福祉財団で取り持っても
らい、住民として助けあえる状況をつくりたい。

⑥今後の展望
【國生さん】自治会、町内会が活発でなく、地域住民の

支えになっていない。２～３年のうちに自治会に働き

担当：鶴山　芳子（公益財団法人さわやか福祉財団）　　記録：加藤　歩（練馬区社会福祉協議会　光が丘ボランティア・地域福祉推進コーナー）
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分 科 会 23

３　分科会担当者コメント
　先日、テレビの報道番組（12月10日「報道特集」ＴＢ
Ｓテレビ）で、年間の孤独死が３万人に達し若年化す
る状況を取り上げた特集があり、同居家族の死亡な
どを契機に、中沢さんの語る「ないないづくし」の生
活に陥る様子が描かれていた。「消えた高齢者問題」
は、何とかしなければという一人の想いから始まっ
たことを示してくれた安藤さん、その行動を受け止
めた自治体。個の気づきや想いを土台にした行動が
自治組織や自治体を動かした。分科会討議を踏まえ、
鈴木さんの語るその地域の「地域力・市民力」を結集
し、個々の課題を結び付け、地域課題をトータルに解
決するデザインを政策として形成していく営みが、
今、求められているのだと思う。

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 147人

青山学院大学　９号館　921

◆コーディネーター
　　鈴木　光尚さん（ＮＰＯ法人足利の風　理事長）

◆パネリスト
　　安藤　順子さん（「消えた高齢者」問題のきっかけをつくった足立区の元民生委員）
　　中沢　卓実さん（「孤独死ゼロ作戦」にとりくむ松戸市常盤平団地自治会　会長）

１　概要
　血縁が「縁」としての役割を果たさなくなり、改めて

「結び直す」「つくる」ものと捉えられている。その実
践事例として、２つの実践報告を聞いた。１つ目は「消
えた高齢者問題」のきっかけをつくった足立区の元民
生委員の取組み。思いもよらない結末に至るまで、長
く地道な取組みや葛藤についての報告があった。２つ
目は常盤平団地内で起きた３年間もの間発見されな
かった孤独死をきっかけに「孤独死ゼロ作戦」に取り
組むことになった松戸市常盤平団地自治会会長の発
表。２つの報告を通して、地域が抱える問題を参加者
と共有した。その後、参加者からの実践報告や意見交
換を行い、地域とは何か、地域の絆を結び直すことは
どういったことなのかを考えた。

２　主な内容
○事例発表
①「辛い　苦しい　体験」（安藤順子さん）
　後に、「消えた高齢者問題」を生んだ事例の発表。
民生委員を引き受けて３年目頃からずっと気になる
ケース（Ｋさん）だった。近隣からも「見たことがない」

「本当にいるのか」という声を多数聞いていた。18年
間の民生委員としての任期終了が迫った頃、このまま
この問題を残したまま後任の方に引き継ぐのは申し
訳ないという気持ちから行政へ働きかけをし、Ｋさん
の調査を始めた。最終的にはKさんは自宅から遺体で
発見され、Ｋさんの娘・孫が逮捕される事態となった。
思いもよらない結末に、自分がやったことは良かった
のだろうかと葛藤した。誰かがやらなければならな
かったことと自分を慰めたものの、家族まで巻き込ん
でしまい、辛い気持ちだった。

②「孤独死ゼロ作戦」から学ぶ「地域福祉のあり方」を
考える（中沢卓実さん）
　10年前、団地内で起きた孤独死をきっかけにはじ
まった「孤独死ゼロ作戦」の取組みについての報告。孤
独死には様々な社会的な背景があるが、孤独死をする
人には共通の生活習慣がある。それは「挨拶をしない」

「友人が少ない」「身内と連絡を取っていない」「料理・
ゴミ出しができない」「アルコールをやめない」「近所
と仲良くしない」という「ないないづくし」の生活。こ
のような生活をしていると最後は孤独死になる。孤独
死予備軍にならないよう「あるあるづくし」の生活習
慣を身につけることを呼びかけている。その一環とし
て、あいさつ運動を実施。住民からあいさつ推進標語
を募集し、住民から学んだものを住民に返し、地域に
広げる取組みを行っている。

○意見交換・質疑応答
・行政の立場で安藤さんとともに行動した。民生委員

の地域に寄り添うという視点が公平性を仕事にして
いる公の立場と異なり、新鮮に映った。これこそが地
域との協働であると思った。不正を摘発したいとい
う気持ちではなく行動されているところに、どう応
えたら良いだろうかといつも考えていた。（足立区行
政職員）

・孤独死予備軍の問題はあるが、個人情報や家宅侵入
等、法律的なところが気になる。（新潟県胎内市・民生
委員）

→安否確認をするのに法律のことは考えていない、関
係なくて良いと思っている。法律と言っていると何も
できなくなってしまう。また、逆に個人情報を楯にと
り、何もやらない人もいる。死は個人の問題とされて
きたが、そうではない。孤独死に至った経緯を知り、そ
れを今後に生かす。人の死を無駄にしない。（中沢さ
ん）

・民生委員として地域との関わりで参考になることを
アドバイスしてほしい。（大阪・民生委員）

→民生委員だからと「こうしなきゃ、ああしなきゃ」と
しゃかりきになっていると息詰まる。問題があった時
にゆっくり対応していくと良い。（安藤さん）

・充実した自治会新聞や冊子等を発行しているが、経
費はどのようにしているか。（甲府市・ボランティア）

→原稿書きやレイアウトは無償でやっている。新聞に
は広告を掲載し、その広告費と自治会費で印刷代を
賄っている。冊子は国の助成金を活用している。国や
行政では様々なお金を出しているので、そういったも
のを活用するようにしている。（中沢さん）

○まとめ（鈴木さん）
　災害時には地域力・市民力が出る。東日本大震災の
被災地のまちづくり支援に関わっているが、合併問題
のしこりでまとまらないところがある。今日の話は地
域とは何かを考えさせられ、ヒントが得られた。今日
のこの体験は「点」、一人ひとりが周りに伝えていくこ
とで「線」になる。そして、世代をつなぐことで「線」か
ら「面」になる。そのような取組みが大切である。

担当：高井　正（足立区教育委員会）　　記録：下鳥　典子（足立区社会福祉協議会　足立区総合ボランティアセンター）

地 域 の 絆 を 結 び 直 す
～「 消 え た 高 齢 者 問 題 」・孤 独 死 を 超 え て ～
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分 科 会 24 地域における市民のつながり
～「こころ のケア」ボランティア活 動 へ の 誘 い ～

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 297人

青山学院大学　９号館　910

ルース　キャンベルさん（元ミシガン大学医療センター附属ターナークリニック　ソーシャルワーク部長）
フォーク　阿部　まり子さん（ミシガン大学ヘルスシステム・臨床ソーシャルワーカー）
黒川　由紀子さん（上智大学総合人間科学部　教授）

◆事例発表
　　仙台傾聴の会、ＮＰＯ法人傾聴ネットキーステーション、ＮＰＯ法人ＫｅｉＣｈｏネット、その他

１　概要
　地域で孤立しがちな高齢者の話に耳を傾け、自立
を見守る傾聴ボランティアに期待が向けられてい
る。また災害時にも、被災者に寄り添ってこころの
奥からこぼれてくる思いを受け止めるボランティ
アは重要なサポート役となる。アメリカと日本の専
門家により、ボランティアが行うこころのケアの意
義とポイントを解説し、また全国で活動を進めるボ
ランティアによる事例を通して傾聴の大切さを訴
える。また、こころのケアに取り組むボランティア
団体によるポスターセッションを通して自由で活
発な交流を行う。

２　主な内容
　分科会企画者であるユニベール財団の開会挨拶の
後、導入として、「ユニベールボランティア」により、こ
ころのケア・ボランティアの実際を紹介した。
　次に、アメリカのミシガン大学附属のクリニックで
ソーシャルワーカーとして従事し、こころのケア・ボ
ランティアを立ち上げ、教育してきたルース・キャン
ベルさんによる講演が行われた。テーマは「アメリカ
におけるこころのケア・ボランティア」。日本とアメリ
カの両方の事情に通じた内容は、ボランティアの重要
性と意義を分かりやすく伝える基調講演となった。
　続いて、臨床心理士で特に高齢者や介護者のカウ
ンセリング、世代間交流活動、被災地におけるボラン
ティア養成、高齢者支援等に造詣の深い黒川由紀子さ
んにより、「高齢者の話をよく聴くために」をテーマに
講演が行われた。傾聴する時の心得の話は、どれも具
体的かつ実践的な内容で、来場者に貴重な学びの機会
を与えることができた。
　その後、ミシガン大学で臨床ソーシャルワーカー
として勤務するフォーク阿部まり子さんをコーディ
ネーターに迎え、こころのケア・ボランティアに取り
組む三団体の事例発表を含む、パネルディスカッショ
ンが行われた。先ず、フォークさんにより「ストレスと
私たちの心と体」をテーマに講演が行われた。ストレ
スが体に及ぼす生理学的影響に触れ、特に喪失体験を
嘆き悲しむ際に、それがどのような形で身体面、情緒
面、認知面、行動面に現れてくるかを説明。次いで、三
つのボランティア団体により、活動で遭遇している具
体的な事例発表が行われた。（事例の内容はプライバ
シーを含むため割愛）
　講演の後には、会場の外でポスターセッションが行
われた。こころのケアに取り組む全国のボランティア
団体が、活動内容を一枚のポスターにまとめ、来場者
が思い思いにポスターの前に行き、自由で活発な交流
を行った。

ポスターを出展した団体は、下記の通り。
　　①桑名傾聴ボランティア・みみずく
　　②ＮＰＯ法人Ｋｅｉ Ｃｈｏネット
　　③傾聴ネットキーステーション三重
　　④傾聴ボランティアせと
　　⑤傾聴ボランティア益城
　　⑥市民介護相談員なは
　　⑦仙台傾聴の会
　　⑧富山傾聴ボランティア・ピアの会
　　⑨北海道メンタル評議会
　　⑩ユニベールボランティア
300人からの来場者が交流する様子は、大変活気に満
ちていた。

担当：小木曽　利英（ユニベール財団）　　記録：渡辺　浩章（目黒区社会福祉協議会　めぐろボランティア・区民活動センター）

３　分科会担当者コメント
　三人の専門家による講演と三つのボランティア団
体による事例発表により、こころのケア・ボランティ
アの意義と重要性はもとより、専門知識を持ち、か
つ、ボランティアとして自分にできる範囲を知った
上で活動に当たることの大切さなど、当該活動の素
晴らしさ、奥深さを伝えることができたと考える。
　また、ポスターセッションでは、自由で活発な交流
が行われ、この分野のボランティアのネットワーク
が築かれ、その輪を広げることができたと考えてい
る。専門家である講師も、個別の質問にも丁寧に対応
くださり、来場者には満足頂いたものと考えている。
　大勢の皆様に足を運んで頂いたことに、心から感
謝申し上げる。
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とから、「木づかい」が多くの団体の関心事となって
いる。
　森林をはじめとした日本の自然を守るためには、
手入れが必要であり、農山村に人が行くことだけで
なく、人が住み続けることも重要である。そのために
は、収入がなくてはならない。食糧や木材の自給率が
低迷する今、農山村の活性化につながる活動につい
て学んだが、逆に、都市の変化の必要性についても考
える機会となった。

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 21人

青山学院大学　１号館　128

◆コーディネーター
　　鹿住　貴之さん（認定ＮＰＯ法人 ＪＵＯＮ ( 樹恩 ) ＮＥＴＷＯＲＫ　事務局長）

◆事例報告者
　　澁澤　寿一さん
　　（ＮＰＯ法人 樹木・環境ネットワーク協会　理事長／ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク　副理事長）
　　新田　均さん（ＮＰＯ法人 地球緑化センター　専務理事）

１　概要
　2011年は国連が定めた国際森林年である。現在、
森 林 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 行 う 団 体 は、全 国 に2700
団体あまりあると言われ、各地で森林づくりを通じ
て、都市と農山村を結ぶ活動が行われている。依然
として過疎化高齢化が止まらない農山村地域であ
るが、「森林づくり」や「木づかい」を進めることで、
地域の活性化につながることも考えられる。この分
科会では、都市と農山村を結ぶ森林づくり活動を紹
介すると共に、その意義について考えた。
　また、東日本大震災の復興支援活動における東北
地域と都市との結びつきについても考えることと
なった。

２　主な内容
○活動紹介：樹木・環境ネットワーク協会／共存の森
　ネットワーク
　樹木・環境ネットワーク協会は95年の設立。最初
は、荒れた里山を、地域の方やボランティアの参加で、
どう回復していくかが活動の中心であった。そして、
徐々に生態系の仕組みや地域の暮らしを学んできた。
また、子ども対象のプログラムやグリーンセイバーと
いう資格検定制度を通した環境教育も行っている。
　今回紹介したいのは、「聞き書き甲子園」。07年に
共存の森ネットワークを設立し、この事業の事務局を
担っている。高度経済成長以前の機械化されていな
かった時代には、自分たちで暮らしをつくっていた。そ
の世代の智恵や自然とのつき合い方を、100人の高校
生が100人の名人に話を聞く。ＯＢ・ＯＧが６ヶ所で活
動している。森づくりから始まり、棚田等暮らしを習う
活動になった。田んぼから若者の声が久しぶりに聞こ
え、地元は感激している。若者は自然の中で生きていく
とはどういうことかを学ぶ。昔は、森が生活を支えてい
た。その地域に移り住んだり、農作物を買ったり、必要
なときに手伝いに来たりという関係ができている。
　ＯＢ・ＯＧが岩手の吉里吉里に入っている。心のケ
アもあるが、震災前の暮らしを記録に残したい。昭和
８年にも岩手で大津波があったが、その際の復興計画
書には、結束した家族をつくろうということが最初に
書いてある。つまり、暮らしが優先。今は家と道路をど
こに建てるかが優先する。
　今、豊かな暮らしはできたが、人と自然、人と人との
関係を切ってきた。絆がテーマとなっているが、結び
直す作業が森づくりの作業。自然だけを見るのではな
く、この関係を結びつけることも同時に考えることが
大切である。

○活動紹介：地球緑化センター
　緑、人を育むことを目的に93年に設立。緑の活動に
参加することで、自分たちが育てられるという、自然

に対する謙虚さが大切。それをベースに、プログラム
を展開している。
　中国の３地域で、行政府と連携した緑化活動を展開
している。砂漠地帯に行くことで、日本人は自分たち
の豊かな暮らしを振り返る。また、日本の環境活動に
目を向けるようになる。
　１年間の長期山村ボランティア活動も行っている。
学生の参加が多いが、現在の第18期は54名の若者が
45市町村で活動中。農業、林業だけでなく、集落の生活
のすべてを住民と同じようにお手伝いする。無報酬だ
が、月５万円の生活費で市町村が提供した家に住む。
おじいちゃんやおばあちゃんとの濃密な関係ができ
る。終了後は、半数がその地域に残るが、残りたいと言
うと、みんながお世話してくれる。地域の方が何事も
自分の智恵と力でやることに若者は驚く。
　都市の方を中心に、全国15 ～ 16 ヶ所で森づくり
を行っている。１ヶ所では年に数回の実施だが、経
験者がリーダーに育ち、地域に根づいた活動を行っ
ている。参加者は仲間が欲しいこともあり、１泊で
実施する。
　海岸林の活動も３年程行っている。日帰りで若者
が中心。各地の活動者と交流しており、３年後ぐら
いに東北の海岸で活動を一緒にやるための準備を
している。
　愛知万博に出展したが、環境のことを子どもに伝え
るために、河童と天狗をモデルにした。また、紙芝居
や歌等の作品を募集して関心を持ってもらうことも
行っている。作品を使った出前授業では、一般の人が
語り部になっている。

○活動紹介：ＪＵＯＮ(樹恩) ＮＥＴＷＯＲＫ
　農山漁村、いわゆる過疎地域と都市を結ぶ活動を
行っている。農家のお手伝いやエコサーバーという資
格検定制度も実施。大学生協が廃校活用や、阪神淡路
大震災の際の仮設学生寮建設において農山村の方と出
会ったことがきっかけで98年に設立された。設立の経
緯もあり、東日本大震災の復興支援活動も行っている。
　全国13 ヶ所での森づくり活動や、東京や関西での
青年リーダー養成講座に加え、特徴的な取組みとして
国産間伐材製「樹恩割り箸」を行っている。学生に間伐
材、国産材を使ってもらおうということで始まった。
なお、障害者の仕事づくりとして、全国７ヶ所で製造
を行っており、農山村地域への経済的効果も生み出し
ている。

３　分科会担当者コメント
　 早 く は70年 代 か ら、主 に 都 市 住 民 が 森 林 ボ ラ ン
ティアとして農山村地域に行き、荒れた森を守る活
動を行ってきた。80 ～ 90年代には全国各地に団体
が生まれ、市民による手入れが盛んに行われるよう
になったが、最近では、木の利用が整備に結びつくこ

担当・記録：鹿住　貴之（認定ＮＰＯ法人 ＪＵＯＮ〔樹恩〕ＮＥＴＷＯＲＫ）

澁澤さんによる活動紹介

人数が少ない分、会場との密なやりとりができた

事例報告を受けてグループディスカッションを行った

事例報告者の新田さん（右）と澁澤さん（左）
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３　分科会担当者コメント
　日本には、島民が暮らす島は、400ぐらいあるとい
う。ほとんど過疎化、高齢化、財政難の傾向にあるよ
うだ。しかし、島民は、住み慣れた島で暮らしを充実
させたいと願い、活動している。
　東京都には、伊豆七島、小笠原諸島に島民が住み、園
芸、漁業、観光など特徴ある島づくりを続けている。
　噴火で離島を余儀なくされた三宅島でも、三宅島
社会福祉協議会が都内にちらばった島民のつながり
を強める活動を続け、帰島後も困難な状況のなかで
活動している。八丈島では、人間に本来備わっている
学びの欲求を満たす場を八丈島民大学講座実行委員
会が30年間提供してきた。
　どの事例も、人間が人間らしく生きたいと願う島
民の気持ちとつながっている。この気持ちは、約400
の島に住む島民とつながり、そして、私たちが住む街
の人々ともつながっているのではないだろうか。
　残念なことは、今治市社会福祉協議会関前支部長
島崎義弘さんの報告がやむを得ない事情でできな
かったことだ。人口約200人の今治市岡村島では、社
協が活発に活動をしている。そのつながりから、島民
自らが、だれもが集える居場所「きないや」を開設し
ている。見学のとき、高齢者が立ち寄るなかで、小学
生二人がカードゲームを楽しんでいた。
　分科会に大学生２名が、島嶼の生活に関心を持ち、
積極的に参加してくれた。若い世代への橋渡しが少
しできたかなと思え、うれしかった。

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 16人

青山学院大学　１号館　137

◆コーディネーター
　　川村　岳人さん（健康科学大学福祉心理学科　講師）

◆事例報告者
　　桑村　健司さん（三宅島社会福祉協議会　事務局長）
　　伊藤　宏さん（八丈島島民大学講座実行委員会　代表）

１　概要
　 川 村 さ ん の コ ー デ ィ ネ ー ト の も と、伊 藤 さ ん と
桑村さんのお二人から八丈島と三宅島の事例報告
をしていただいた。また、各々の報告に対する質疑
応答とともに、事例報告者以外の離島からの参加者
による話題等についても全体で共有した。川村さん
は、沖縄県庁で離島や過疎地域の振興に関っていた
経験から、あらゆる島民の思いをどのように島の維
持・発 展 に 反 映 さ せ て い け る か に つ い て、参 加・連
帯・ネットワークづくりというキーワードを提示さ
れ た。事 例 報 告 と し て 伊 藤 さ ん は 島 民 大 学 に つ い
て、桑村さんは災害時に発揮された人のつながりの
力についてお話しされた。

２　主な内容
○はじめに　
川村さんの話
　前職が沖縄県庁で離島や過疎地域の振興を担当し
ていたことから、「島民の願いとつながりづくり」に関
心を持っている。また、この場が、昔ながらの地域共同
体において、リーダー的存在の声だけでなく、軽視さ
れがちである様々な個人の思いも吸い上げながら、そ
の思いをどのように人と人のつながりづくりに反映
させていけるか、考えていく場としたい。

○伊藤さんによる事例報告
　八丈島とのかかわりは、高校教員として八丈島に赴
任したことがきっかけ。一度東京に戻ったものの八丈
島での生活を選んだ。高度経済成長を経て公害等が深
刻な時代において、混迷する時代の状況を自分で見極
めて歩んでいけるように、地域に開かれた生涯学習の
場を自分たちの手で築こうと島民大学を開始。知り合
いの大学教授をはじめ、著名人に直接談判するなどし
て講師をお願いした。1980年に開始してから30年あ
まり経過した。時代、社会の変化と共に各人の興味も
多様化して、皆で同じ話題を共有することの難しさを
感じる。また最近は、メンバーの高齢化もあり、いつ幕
を閉じるかと考える。

質疑応答
Ｑ　島での定住への思いに人それぞれ温度差がある

のではないか。
Ａ　島の生活が楽しくて好きだという人と、他の選択

肢が現実的でないからという人がいるであろう
ことから、統計的なアンケートでは人々の思いが
出てこない。

Ｑ　島で保健市になりたいが実情はどうか。（大学生）
Ａ　島外の人が住みついてという例が多く見受けら

れる。

○参加者（八丈島から）の声
　自分が若い頃は、就職試験など言葉で大変苦労した
が、テレビの普及で方言が急激に姿を消した。

○桑村さんによる事例報告
　 自 分 は 神 奈 川 か ら 三 宅 島 に 移 り 住 ん だ よ そ 者。
2000年の噴火災害時に地域の人のつながりがどのよ
うに力を発揮したかについて話したい。島内の避難所
へ避難する際には近隣の住民同士で声をかけあい、ま
た避難所でも、自主的に後に避難して来る人の支援を
行う人の姿が見受けられるなど、地縁・血縁の強さを
感じた。島外避難となった際に、小学生の子どもと親
を引き離したことは、子どもの心を傷つけ家族の崩壊
も引き起こす要因となったと考える。島外避難は、住
民が都内の何箇所かの都営団地へ避難するなど、広域
分散避難となったので島民の電話帳を苦労しながら
作成した。その根底には、被災の当事者同士で助け合
わなければならないという、住民の昔ながらのコミュ
ニティ力があった。また、避難先では、島民は避難先の
地域住民としてもコミュニティ活動に積極的に関与
するなど、地域の担い手となっていった。これは、仮設
住宅ではなく、日常の生活が営まれている場所で暮ら
すことになったからだと考える。避難生活が４年半に
わたり、最終的に三宅島に帰島したのは、６割だった。
若い人達の家族で崩壊した例が多い。

質疑応答
Ｑ　支援者を支援する仕組みはあったか。どのように

支援者は癒されてきたのか。
Ａ　被災者でありながら支援者に回る立場の人は、心

身ともに大変消耗する。行政のみならず、社協、民
間高齢者施設の職員などへの医療面、メンタル面
のバックアップは必要。

　　マスコミでは報道されていないが、重いうつ病に
かかり自死した人もあり、行政職員もかなりの数
の人が辞めた。

Ｑ　支援として何をしてほしかったか。（社会福祉士
を目指す学生）

Ａ　災害支援策としてはレベルが高かったと思う。
　　被災者を何もかももらう存在にしてはならない

という、都の上層者の考えがよかった。

○最後に
川村さんの話
　離島の特色である地縁・血縁に基づく人間関係の濃
密さは、窮屈さと一体のもので、帰島にあたっては、夫
婦間でお母さん方は帰りたくない、お父さんたちは親
の面倒や仕事の関係で帰るという話があった。そのあ
たりを丁寧に紐解いていかないと、離島における本当
の人と人とのあり方は評価できないと考える。

担当：田丸　精彦（ＮＰＯ法人ＶＣＡＳ）　　記録：大内　朗子（ハウジングアンドコミュニティ財団）

伊藤さん

左から川村さん、桑村さん
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交流がほとんどない。ブラジル人は日本の情報が入ら
ない。医療や制度の利用のしにくさに非常に困ってい
た。ブラジル人同士が助け合って暮らしているが、日
本人の主婦を中心としたＮＰＯが外国人児童の学習
支援などもしている。最近ようやく、ブラジル人と日
本人の交流の動きも出てきた。
　新宿区大久保では、韓国、中国をはじめ、様々な国の
人が住んでいる。韓流ブームで観光に来る人で賑わっ
ているが、ちょっと路地に入ると、イスラムのモスク
や韓国の小さな教会もたくさんあり、外国人の生活空
間であることが分かる。街が汚くなったという日本人
住民の批判もあり、韓国の人たちが街の掃除などを始
めている。留学生も多い。
　新潟南魚沼市では、国際結婚が多い。農村に中国、韓
国、フィリピンなどから花嫁が来るが、文化や生活習
慣の違いに戸惑い、封建的な農村の風習に馴染めない
ケースが多い。舅や姑との関係に悩む人も少なくない
が、英語教室や外国料理の店を始めたり、ヘルパーや
整体師などの資格をとるなど、ビジネスで自己実現を
図る人もいる。しかし、家族の協力を得られない人も
おり、外国人同士のつながりも薄く、孤独に悩む人が
多い。最近は、花嫁の連れ子の日本語教育支援が問題
になってきている。
　３つの地域は日本語の問題が共通していることの
ほかは、それぞれまったく違い、多様である。

○質疑応答

○まとめ
　労働を目的に来日している人も多いが、生活の場で
ある地域として、こちら側が受け入れる態度を表現し
なければ、お互いが歩み寄ることはできない。そのた
めの仕掛け作りが必要であるが、実現されれば、より
一層活力のある地域になるだろう。そうは言ってもな
かなか難しい部分もあり、行政と地域、さらにＮＰＯ
などが前向きに協力し合っての仕掛け作りは重要で
あり、また一人ひとりの思いや意識をどう変えていく
のかも今後の課題ではある。

３　分科会担当者コメント
　登壇者５名の方々に、それぞれの立場から現状や想
いをご報告いただいたが、特に外国につながりのある
お二人の表情は真剣そのもので、実際に地域に暮らし
ている生活者であるからこその戸惑いや悩み、生活の
しにくさなどがあるにも関わらず、なお地域の人た
ちにとけ込みたいと望んでいるのだと、それが、“暮
らす”ということなのだと私たちに訴えてくるものが
あった。外国人であるかどうかではなく、地域で共に
暮らす隣人としてお互いに理解し合おうとする努力
が私たちにも必要であることを感じた。

出演者

日時 参加者
会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 25人

青山学院大学　２号館　129

◆モデレーター
　　鈴木　江理子さん（国士舘大学文学部　准教授／認定ＮＰＯ法人多文化共生センター東京　理事）

◆パネリスト
　　小林　普子さん（ＮＰＯ法人みんなのおうち　理事）
　　藤巻　秀樹さん（日本経済新聞　編集委員）
　　吉山　昌さん（認定ＮＰＯ法人難民支援協会　事務局次長）
　　アベベ　ゼワジさん（ＮＰＯ法人アディアベバ・エチオピア協会　代表）
　　マリップ　センブさん（カチン料理店「アジア料理実の里」店主

１　概要
　外国につながりのある人たちの生活を考えると
き、どうしても就労問題などの視点からの支援を考
え が ち あ る。し か し、共 に 地 域 に 暮 ら す 者 と し て、
就労だけでは解決できない暮らしの中での問題も
多々あるのではないだろうか。ここでは、長年東京・
新宿で暮らしている或いはともに暮らしを支え合
う活動をしている方々の実践を伺いながら、生活者
としての視点を切り口に、外国につながりのある人
たちと地域の人たちがどのようにつながりを作っ
ていったらよいのかを、参加者と共に考えた。

２　主な内容
○主旨説明

○モデレーター、パネリスト自己紹介

○モデレーター　鈴木江理子さんから導入として
　本分科会では、地域社会に増えつつある外国につな
がる人たちの存在に注目し、「共に生きる」ためにはど
うすればよいかについて、新宿における実践を中心に
紹介する。さらに、居住している住民、生活環境や産業
構造などの地域特性が異なる他地域の状況を参照す
ることで、それぞれの地域社会における「共生」の今後
について、参加者とともに考え、各地域での今後の実
践にいかしてほしい。
　「共に生きる」ためには、文化的な「ちがい」を認める
ことと同時に、相互の関係において「おなじ」であるこ
とが求められる。そして、「おなじ」になるために３つ
の壁（言葉の壁、制度の壁、心の壁）を越え、社会経済的
な平等を確立する必要があるが、そのためにどのよう
な取組みが行われているのであろうか。
   
○パネリストの方々にそれぞれ直面している問題と
　それについての取組みをお話していただく。

【難民支援協会　吉山さんからのお話】
　「難民とは」というお話から、難民の方の現状、難民
認定までの厳しい道のりなど、また、在留資格などの
社会保障、制度の面、また就労、生活の場面では差別な
どを受ける場合もあり、精神的にも厳しい状況にある
など、様々な課題についてお伝えくださった。お金も
なく、保険制度も受けられないため、医療を受けるこ
ともままならない人も、ホームレス状態になってしま
う人もいる。
　最近は就労などの生活の場でのサポートも増えて
来た。今後も支援というよりは共に暮らしを考えてい
きたいとおっしゃる。

【ＮＰＯ法人みんなのおうち　小林さんからのお話】

　外国にルーツのある子どもたちとその家族の支援
をしている。新宿で永年子どもたちの支援をしている
立場から、その現状や、教育現場での問題点をお伝え
くださった。
　日本人の子どもとまったく変わりはないが、両親或
いはいずれかの母国語が日本語ではなく、文化も日本
ではないことがハンディになっている。また親の在日
理由がはっきりしない場合もあり、親に翻弄されなが
らの生活を強いられ、先行きも定まらず学習意欲も沸
かないまま成長していく子どももいる。学年や年齢
があがるほど落ちこぼれていってしまう子どもが多
いが、教育現場でのサポートはされづらく理解されな
い状況であり、かつ環境も整わない。また地域からも
孤立してしまいがちで、地域は子どもを住民として認
識していない。現在、このような困難を抱えた外国に
ルーツのある子どもの居場所と学習の場を運営して
いるが、もっと行政も地域も地域の子どもたちの置か
れている立場を理解すべきである。

【マリップ　センブさんからのお話】
　ミャンマー（ビルマ）のカチン族出身。日本に来た
経緯や結婚、出産、夫のオーバーステイの体験、難民支
援協会との出会いから難民申請、日常生活での困りご
と、などをお話くださった。日本語ができなかったこ
とで、子どもの予防接種なども受けづらかったお話、
不動産の契約、銀行振込、道を聞くとき、子どもの学校
でのいじめ、ご近所との挨拶など、一見日常での小さ
な出来事のように思えるが、実はご本人たちにとって
は日常のことだからこそ困るのだ、ということが実感
できるお話だった。
　就労も含めてすこしずつ手探りしながらも、地域の
中で暮らしている様子が窺える。

【アベベ　ゼワジさんからのお話】
　20年以上前に来日し、日本女性と結婚して、大学生
の子どもがいる。エチオピアの内戦の状況、日本にい
るエチオピア難民の状況などをご紹介くださる。
　エチオピア人による全国初のＮＰＯ法人を立ち上
げ、日本人にエチオピアの文化や歴史を知ってもらう
活動や、エチオピアと日本が友好的な関係を作れるよ
うな活動を行っている。エチオピア人が多く住んでい
る葛飾区を中心に活動している。難民申請や生活保護
など制度の問題でも、様々な団体とも連携しながら考
えていかれるように努力をしている。社会との接点を
作るのは言葉であるので、日本語学習にも力をいれて
いる。時間はかかるが、ご自分たちの小さな活動が周
りを動かしていくことになるとよいとおっしゃる。

【藤巻さんからのお話】
　愛知県豊田市の保見団地は団地の約半分が日系ブ
ラジル人など外国人である。トヨタ自動車の下請け企
業で働いている。団地の中は、ブラジル人と日本人の

記録・担当：後藤　浩二（スープの会）　　新部　聖子（スープの会）
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出演者

日時 参加者
会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 137人

国連大学　ウ・タントホール

山崎　美貴子（東京ボランティア・市民活動センター　所長）
山本　祐司さん（外務省国際協力局地球規模課題総括課　企画官）
マルコ　バン　ダ　リーさん（国連ボランティア計画本部パートナーシップセクションチーフ）

◆コーディネーター
　　フィリダ　パービスさん〔イギリス〕

◆プレゼンター
　　パトリシア　ナブティさん〔レバノン〕
　　ヴァレンティン　モリショー　ヨンボ　ジェマさん〔コンゴ出身、イギリス在住〕
　　フェルナンダ　ボーンハウゼン　サーさん〔ブラジル〕

担当：若林　明子（東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター）　　記録：徳永　裕美（渋谷区社会福祉協議会　しぶやボランティアセンター）

１　概要
　人と人の結びつきは近年益々弱くなってきている。社会的孤立状態にある人々、社会的に排除されやすい
マイノリティ、貧困状態にある人々に対して、世界のボランティア・市民活動はどのような独創的な考えを
提起し、どのような支援活動を展開しているのだろうか。「ボランティア国際年10周年」にあたる本年、ブラ
ジル、レバノン、コンゴから３名のプレゼンターを迎え、各国での経験を踏まえて、示唆に富んだ報告をうか
がった。

２　主な内容
　「ボランティア国際年＋10」推進委員会を代表して、東京ボランティア・市民活動センター所長の山崎美貴子
による挨拶で会をスタートした。山本祐司さん（外務省国際協力局地球規模課題総括課　企画官）による挨拶、マ
ルコ　バン　ダ　リーさん（国連ボランティア計画〔ＵＮＶ〕本部パートナーシップセクションチーフ）による基
調講演が続き、その後、コーディネーターとパネリスト３名でプレゼンテーションとパネルディスカッションを
行った。

○フェルナンダ　ボーンハウゼン　サーさん（ブラジル）
　ＩＴを活用したボランティアの動員と活動の推進について語った。インターネット上にボランティア情報を公
開することで、ボランティア未経験者や若者を引き込むことができるようになり、必ずしも現場へ足を運ばなく
ても、自宅やネットカフェから募金活動、ボランティア広報活動、通訳、教育などの活動に参加することが可能に
なった。個人ボランティアやＮＰＯ／ＮＧＯに対して、オンラインでトレーニングを行えるようになったという
お話しがあった。

○パトリシア　ナブティさん（レバノン）
　アラブ地域では、コミュニティでの相互支援のあり方が次第に変化し、廃れてきている。ステータスや宗教を超
えてお互いに助け合う習慣を子どものうちから身に付けられるよう、開発を行っている学校教育を見直すプログ
ラムについて語った。

○ヴァレンティン　モリショー　ヨンボ　ジェマさん（コンゴ出身、イギリス在住）
　イギリスで自らが移民であるという立場から、移民、ストリートチルドレン、障がいを持つ女性たちの困難な状
況に対応しようと「アフリカストーン財団」を設立した。不利な状況に置かれている人たちが収入を得られるよう
になるための研修や教育を提供している。移民はマイナス面ばかりではなく、コミュニティを再活性化するとい
う意味で役に立つ、人というリソースを活用して各国の連環づくりを目指しているというお話しだった。

○閉会のあいさつ：マルコ　バン　ダ　リーさん
　ボランティアには、短期のものもあれば、長期のものもある。オンラインのボランティア、現場に出向いてのボ
ランティア、頭を使って行うもの、身体を使うもの、地域での活動、海外での活動など、様々なボランティア活動が
あり、それぞれが自分に合った活動をすれば良い。ボランティア活動がグローバルで、普遍的であって、世の中を
明るくするということを示していきたいというコメントがあった。

３　分科会担当者コメント
　日曜日の朝早い時間にもかかわらず、とても多くの方にお集まりいただき、プレゼンターたちも今回のシン
ポジウムへの関心の高さに驚いている様子だった。英語を学ぶ学生の参加者が多く、パネルディスカッション
に向け、英語で記入した質問用紙も数多く回収された。質問は「ボランティアを始めたきっかけは？」というも
のから、各国の宗教事情やボランティアセンターの運営について、オンラインボランティアの問題点など、プレ
ゼンテーションの内容を踏まえて様々なものが寄せられた。各国の文化的背景やボランティアの現状を知るこ
とができ刺激になったという感想もあった。時差があるなか、春からメールのやり取りで準備をしてきたが、
コーディネーターのパービスさんの進行も見事で、参加者の満足度が高い会になったと思う。
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「患者が先生」　みんなで作るこれからの医療とは？
～市民参加で生まれる新たな視点～

分 科 会 29

そういう環境が出来ることを目指している。社会を
変えていく上で、若い人から変えていく。それを見て
年配の先生方に波及する。道は長いかもしれないが、
お互いに話をしながら、だんだんに培っていくもの
ではないか。

３　分科会担当者コメント
　ボランティアは、市民参加で自発的・自主的に課
題解決に参加することである。この分科会では、患
者が病気を治すために「医療に参加する」ことを一
緒に考える時間を持つことができた。「真の患者中
心の医療」「共に育つ共育」というキーワードが出
た。こ の 授 業 を 通 し て、患 者 と 学 生 が 本 音 で 語 り、
互 い に 育 っ て い く。そ れ が 授 業 を 超 え て 様 々 な 活
動 に 広 が っ て い る こ と に、新 し い 医 療 へ の 希 望 を
感じた。

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 32人

青山学院大学　１号館 130

酒巻　哲夫さん（群馬大学医学部付属病院 医療情報部長 患者支援センター長）
加納　貞彦さん（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授　患者講師）
大木　里美さん（中枢性尿崩症（ＣＤＩ）の会 副代表　患者講師）　
林田　素美さん（株式会社林田プロジェクト 代表取締役社長　患者講師）
野村　美恵子さん（ビデオ出演　患者講師）
竹沢　弘子さん（高野山真言宗佛母寺）
野村　俊男さん（患者講師家族）

１　概要
　いざ病気になった時、診察・手術・入院・告知など
の非日常の場面で、医療者とのコミュニケーション
のギャップに悩み、不安に陥りながらも思ったこと
がいえない患者、一方で患者からの意見をクレーム
と 受 け 取 る 医 療 者 も い る と い う。群 馬 大 学 医 学 部
で、2006年 か ら 医 学 生 を 対 象 に ５ 年 間 続 け ら れ て
きた患者講師による授業『患者さんの声を聞く』は、
未来の医療者と患者が長時間話しあい、理解し合う
画期的な授業である。この授業に関わってきた患者
講師が自らの患者経験や思い、医療や医学生に対す
る期待を語り、医療者と、病の当事者である患者相
互の視点をつき合わせて共に育つ「共育」こそが、未
来の医療のカギを握っていることを問題提起する。

２　主な内容
①群馬大学医学部授業『患者さんの声を聞く』について
～酒巻教授より、ビデオを交えて紹介
　この講義は、患者が教壇に立って講義をするという
形で体験を話し、その後学生と患者講師との間でグ
ループディスカッションを行うという、これまでにな
い、ある意味冒険ともいえる授業である。

②授業の背景となった市民アンケートの紹介
～林田さん
　180人の市民アンケートから、医療者の心無い言葉
などで傷ついたこと、無力感を持ったことなど、患者
のせきららな言葉が紹介された。

③患者講師から学生に伝えたかったこと
～林田さん、大木さん、加納さん、野村さん（ビデオ）

・患者と医療者の認識のギャップが少しでも縮まれば。
・患者会を上手く利用することなど伝えたい。
・あなたたちの知らない後ろ側には、患者の日常があ

るのだということを伝えたい。
・病院や診察が日常の医者と、どきどきしながら病院

に行く患者という、日常と非日常の違い、言葉の持つ
力について伝えたい。

・専門分化で医学が進歩する中、チーム医療について
語り合いたい。自分の手に負えないとなったら、よそ
の先生を紹介してほしい。

・過度の情報があふれる中で、患者も知識を得ている。
わからないことがあったら、率直に、「わからない」と
言ってほしい。

・医者と患者が一緒に治すという気持ちになることが
一番病気が良くなっていく早道ではないか。「患者と
いう勉強台」がある。「患者の声を聞く」ことで、共に
病気を治すという道に向かえることを伝えたい。

・ひとこと患者にかける言葉が、とても患者の力にな

る。若い先生方にも患者の話を聞いてあげることは
でき、患者にとって病気を治す力になる。

④授業を受けた学生の反応について
　授業をサポートした竹沢さんと酒巻教授より紹介。
　教科書を中心に医学を学んできた学生が、５年生に
なって初めて生の患者さんを前にし、会話をすること
で、自分の心で考え、改めて開眼する様子などが紹介
された。学生は、病気の知識は持っているが、患者のこ
とは知らない。この授業を通じて患者と本音をぶつけ
合うことで、「なるほど、こういうふうに言われれば確
かに誤診は起こるのかもしれないなあ。では何が問題
なのだろうか」と考えるようになる。

⑤患者講師が授業を通してどのように変化したか
・真の患者中心の医療を実現するためには、患者と医

療者がお互いの声をよく聞くことが大事であるとい
うことを学んだ。

・医療者と患者が共に育つ、共育。共に育つということ
が非常に大事で、患者の側も不満を言っているだけ
ではよろしくないと思うようになった。

・専門分野を活かし、アイパッド（iPad）のシステムを開
発し、コンピュータの力でサポートすることで医者と
患者のコミュニケーションを高める研究を始めた。

・地域の大学・市民・行政協働で勉強会を始めた。
・患者会や他の大学での活動を広げた。　など

⑥フリーディスカッション・質疑応答
　参加者が小グループに分かれ、フリーディスカッ
ションを行った。医療者の立場から、ケアワーカー・
ソーシャルワーカー・医療相談員、社会福祉士などが連
携し、地域医療・チーム医療に取り組む事例。告知につ
いて、患者会について、かかりつけの医師と大学をつな
ぐまちづくり、コミュニティづくり、ネットワークにつ
いてなど、多様な立場で意見交換を行い、それぞれ発表
を行った。群馬大学で取り組んだことが全国に広がり、
地域医療が充実することへの期待があった。

⑦まとめ
～今年亡くなった患者講師野村さんのビデオメッ
セージの紹介の後、酒巻教授より
　社会的には、患者を「人間」として見ていないとい
う批評が非常に大きい。では患者を人間と見るとい
うことはどういうことか。そのために、どういうこと
をやったらいいのか？患者の本当の言葉はどうやっ
たら出てくるのかと考えてこの講義を作った。患者
さんに話してもらうことで、自分でそれを学び取る。
実習はあるが、それは人として理解するよりも、教科
書内容を理解する課題設定になっており、決して人を
みてはいない。単に患者さんの献身的な犠牲の上で
成り立つ医学教育というのはもう終わりにした方が
いい。医師と患者が共に支え合って、教え合うという、

担当：須藤　美智子（環境パートナーシップ会議）　　記録：川島　外志美（豊島区社会福祉協議会）

出演者の方々

フリーディスカッションの様子
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あなたの活動に＋ESD！
～ボランティアパワーを地域の未来づくりにつなげよう～

分 科 会 30

出演者

日時 参加者
会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 35人

青山学院大学　１号館　138

◆ファシリテーター
　　森　良さん（ＮＰＯ法人エコ・コミュニケーションセンター　代表）

◆事例ゲスト
　　関　宣昭さん（ＮＰＯ法人里山を考える会　代表）
　　三隅　佳子さん（北九州ＥＳＤ協議会　副代表）
　　吉澤　卓さん（認定ＮＰＯ法人持続可能な開発のための教育の 10 年推進会議〔ＥＳＤ－Ｊ〕　理事）

１　概要
　持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）を地域で
つながりを拡げるキーワードとして活用している
北九州の里山を考える会の関宣昭さんの事例発表
と、それを面的にサポートする北九州ＥＳＤ協議会
の三隅佳子さんの事例発表を手がかりに、「みんな
がつながって地域社会を変えるには」というテーマ
で、ワールドカフェ形式の対話を行った。
　里山を考える会の関さんは、緑地公園を認知症の
方といっしょに楽しむイベント「もりフォーラム」
の事例が、里山保全の取組みと、認知症への取組み
が、テーマの壁を越え、まちぐるみで実施されてい
ることが紹介された。
　北九州ＥＳＤ協議会の三隅さんは、環境首都であ
る北九州の原動力が、高度成長期の公害問題を克服
した一人ひとりの生活者の力にあり、様々なテーマ
の活動がより有機的につながって、持続可能な社会
実現に向かっていく重要性を話された。
　 休 憩 後、ワ ー ル ド カ フ ェ 形 式 で 参 加 者 が 中 心 に
なって対話を行い、その対話の内容から重要と思わ
れるキーワードを抽出して、参加者それぞれの地域
で の 取 組 み 案 を ワ ー ク シ ー ト 形 式 で ま と め、最 後
に、総括と＋ＥＳＤプロジェクトの紹介をＥＳＤ－
Ｊの吉澤さんから行って終了した。

※ワールドカフェとは、席替えをしながら、その場
にいる多様な参加者との意見交換、対話を行う話し
合いの手法

２　主な内容
開会・オリエンテーション　9:30 ～ 9:50（20分）
　　　9:30  　スタート　ファシリテーター森さんによる進行
　　　　　  　趣旨説明（5分）　森さんより
　　　　　　  今日の流れ説明（5分）　森さんより
　　　　　　  ゲスト紹介（10分）
　　　　　　　　  三隅さん、関さん、吉澤さんを紹介（それぞれひとことずつ）

情報提供　9:50 ～ 10:30（40分）
　　　9:50  　北九州市の事例紹介（15分）　関さん活動紹介
　　　10:05　三隅さんの話（15分）
　　　10:20　ＱＡもしくは解説（10分）
　　　　　　　　ファシリテーター森さんによる解説
　　　　　　　　「都市と農村がつながる」「テーマの違う活動同士がつながる」
　　　10:30　休憩

ワークショップ　10:40 ～ 12:00（80分）
　　　20分×4ラウンド
　　　　　ワールドカフェ形式「みんながつながって地域社会を変えるには？」

まとめとクロージング　12:00 ～ 12:30（20分）
　　　12:00　ふりかえりシート（15分）
　　　　　　　　記入と数名発表「きょうの体験から学んだことを自分の地域でどう活かしたいですか」
　　　12:15　まとめと＋ＥＳＤプロジェクトの紹介（15分）
　　　　　　　　吉澤さん
　　　12:30　終了

３　分科会担当者コメント
　参加者の方は、ベテランの方５割、中堅の方３割、若手２割とバランスのよい構成で、どの世代の方も、ワー
ルドカフェ形式の対話の時間は積極的に意見を交わされていた。テーマとして掲げた「みんながつながって
地域社会を変えるには」に対しては以下のキーワードが参加者から提示された。
　「情報共有」「教育やつながりあうために集う場」「好奇心」「若い人にリレー」「コーディネータ（つなぐ人）が
重要」「つながる仕組み」「助けて！お願い！といえる関係づくり」「（皆でつながるテーマとして）生と死につ
いて」「リタイヤした人と地域をどうつなげるか」
　これらのキーワードから、今回のテーマであるＥＳＤについて、下記のようなまとめを行って分科会は終
了した。

地球のうえの生きとし生けるものすべてと
かぎりある資源を念頭に
将来を見据えて（子・孫の代まで）
お互いをみとめあう社会をつくるために
立場や価値観（枠）を超え、
創造的な関わりあいを通じて
学び合い、人づくりをしましょう！

記録・担当：吉澤　卓（持続可能な開発のための教育の10年推進会議（ＥＳＤ－Ｊ））

三隅さんによる事例紹介
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厳罰化ではなく「寛容な社会」へ～すべての人間は人間である～分 科 会 31

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 35人

青山学院大学　１号館　131

◆パネリスト
　　船山　泰範さん（日本大学法学部　教授）
　　稲葉　剛さん（ＮＰＯ法人自立生活サポートセンター・もやい　理事長）
　　小山内　清孝さん（更生保護法人東京実華道場　理事長）

◆進行役
　　田鎖　麻衣子さん（ＮＰＯ法人監獄人権センター　事務局長）

１　概要
　近年、日本では、社会の周縁に追いやられた人々
を排除する流れが強まり、罪を犯した人々への厳罰
化も進行している。こうした厳罰化が持つ問題点を
指摘するとともに、社会の周縁に追いやられた人々
の状況を見つめ、誰もが生きやすい「寛容な社会」に
ついて考えた。

２　主な内容
　最初に、刑法の専門家であり弁護士として刑事弁護
の現場で活動されている船山泰範さんより、現在の厳
罰化について報告がなされた。船山さんはまず、処罰
の範囲を全体として広げていくという意味の「厳罰
化」と、同じ犯罪に対してより重い刑罰が科されるよ
うになる「重罰化」の両方を含めた、広い意味の「厳罰
化」が進んでいる点を指摘した。
　そして、「希望が全くない今の刑罰のあり方で良い
のか」と問題を提起した。その一例として、いま日本に
は1700人を超える無期懲役囚がおり、仮釈放の可能性
が極めて低い事実上の「終身刑」となっている点を指
摘した。その上で、船山さんは、「犯罪という問題は社
会の問題であり、社会の経済状態や福祉政策などと深
く関連しているのであり、犯罪について短絡的な考え
方をしてはならない」と述べた。また、船山さんは「厳
罰化が犯罪を増やす」と指摘し、厳罰化の結果として、
刑事取調べでの人権侵害、受刑者への社会的偏見の高
まり、実刑判決の増加、刑務所の過剰収容と受刑者の
処遇悪化などの弊害が起こっていると指摘した。
　そして、厳罰化の最も重要な弊害として、仮釈放の
減少により受刑者の更正支援が妨げられている点を
指摘し、受刑者が出所する際に必ず更生保護や就労支
援が受けられる制度を作っていくべきと提言した。ま
た、教育の中で裁判や刑罰、更正の意味を考える「法
育」（法教育）が必要と提言した。
　続いて、進行役の田鎖さんから、フィンランドとノ
ルウェーの受刑者処遇や更生支援の現状について報
告があった。両国では、死刑は廃止され、受刑者が社
会に復帰することを前提とした刑罰制度が採られて
います。受刑しながら刑務所の外に出勤したり学校
に通ったり、外泊もできるようになっている。ノル
ウェーでは、市街地の集合住宅の中に「開放型刑務
所」が設けられ、刑務所職員と受刑者が対等の関係で
刑務所が運営されている。また両国では、各自治体に
おいて、刑事事件に関する民事的な紛争解決の仕組
みとして「調停制度」があり、市民が調停員として参
加している。
　後半のパネルディスカッションでは、まず小山内さ
んから、出所者の社会復帰を支援する更生保護法人の
取組みについて報告があった。小山内さんは、長年、

様々な罪を犯した出所者を受け入れてきたが、彼らは
何も特別な人間というわけではなく同じ人間であり、

「罪を憎んで人を憎まず」という精神が社会的に薄れ
てきている点に懸念がある、と指摘した。
　次に、稲葉さんから、困窮者支援の相談や住居支援
を行っている「もやい」の活動を踏まえて報告があっ
た。仮釈放の減少により、何のサポートも受けられな
い満期出所の方が増え、出所後すぐに生活が困窮し
て、もやいに相談が来る現状があること。また、厳罰化
で見られる短絡的な思考が他の政策分野にも広がっ
ており、生活保護を受けている人を見下し、貧困その
ものを犯罪化して管理していくという刑罰的な考え
方が福祉の分野に持ち込まれようとしている、との懸
念を示した。
　また、小山内さんからは、受刑者には高齢者や障が
い者が多く、出所後は社会福祉の分野の支援が必要だ
が、更生保護法人の現場では手を差しのべきれていな
いし、一部の刑務所は老人ホーム化している、という
指摘が出された。稲葉さんからは、仕事と住まいとい
う人の生活を支える二本柱について、公的な政策があ
まりに貧弱なため、貧困の拡大を引き起こしている、
との指摘があった。
　そして、各パネリストからは、貧困や不寛容な社会
の拡がりによって、人々が社会的な孤立・孤独に陥っ
ている状況がある、との認識が示された。最後に、社会
から罪を犯した人や社会的弱者を排除するのではな
く、皆、病や障がいや困り事を抱えた同じ人間なのだ
という視点から様々な社会的取組みを進めていく必
要がある、との指摘が出された。

３　分科会担当者コメント
　当日は、会場からも、罪を犯した人々への差別をい
かに無くしていくのかという質問が出されるなど、
個々の団体の活動や特定の政策についての議論とい
うより、どのような社会を私たちは望むのかという
大きな視点の議論がなされた。

担当・記録：アムネスティ・インターナショナル日本　　ＮＰＯ法人監獄人権センター
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水谷修さん講演会
夜回り先生が熱く語る　～今、子どもたちを救えるか！？～

分 科 会 32

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 243人

江戸東京博物館　ホール

水谷　修さん（花園大学／関西大学／大阪経済大学　客員教授／水谷青少年問題研究所）

１　概要
　定時制高校の教師をしていた頃から始めた夜回
りをきっかけに、子どもをいじめやリストカットな
どの問題から救う為、日夜、奔走している水谷修さ
んに、子どもを取り巻く環境や、大人が子どもに果
たすべき役割について、講演して頂いた。

２　主な内容
　元々、「昼の世界」の住人として高校教師をしていた
が、21年前、定時制高校の教師をしていた親友が、子ど
もたちに希望を持てなくなったことについての喧嘩を
発端に、定時制高校の教師となった。当時の定時制高校
は荒れていて、授業を通して関係を作ろうという試み
は不可能だった。そこで、その荒れた行動を取る子ども
たちにいる繁華街、「夜の世界」で夜回りを始め、今も続
けている。
　「夜の世界」はキラキラと輝き、子どもたちには魅力
的に見えるかもしれない。だが、やくざなどの「夜の世
界」の大人たちにとって子どもは餌食でしかなく、声を
掛けられドラッグや体を売るなどの犯罪に巻き込まれ
る。大人は本来、子どもたちに美しいもの・醜いものを
教える役目があり、美しいものを見つけることは生き
る力になる。
　「夜の世界」で出会った子どもたちの中には、成長し、
グループで自主的に夜回りをするようになった者や、
暴走族のトップから足を洗い、農家を継ぎ、農業的な
自立を目指す自助グループで働くようになった者もい
る。水谷青少年問題研究所の事務所で手伝いをしてい
る者もいるが、事務所では新しい問題に直面している。

「夜の世界」で眠らず、大人たちによって犯罪に巻き込
まれる子の他、自分の部屋で夜、眠れない子どもたち、
リストカットをする子どもが増えている。
　今、昼の世界に夜の世界が入り込んできている。バブ
ル崩壊をきっかけに、真面目に努力しても報われない
世の中になってしまった。仕事でイライラした父親が
家庭にそのストレスをぶつけ、そのストレスを受けた
母親が子どもに当たり。両親の喧嘩や不仲、冷たい言葉
が子どもを追い詰めている。人を信用出来なくなった
子は常にビクビクと怯え、誉められず正当に評価され
ない子は自分に自信が持てなくなる。いじめ・不登校・
引きこもり・リストカット・薬物など、これらも問題は
子どもが大人に問題を突きつけているのだ。
　夜、眠れなくなる、というのが最初の症状。ストレス
で脳が疲れていても体が疲れていない子には、夕飯後、
10Ｋｍ走らせれば良い。肉体をおろそかにせず、健全
な体に健全な精神を宿させる。心が病んだら、心の治療
ではなく、体から治療していくのだ。
　今の子どもたちは相手の直接見えないメールや携
帯電話、インターネットに救いを求め、問題が長期化

する。人間は本来、昼行性の生き物で、夜は不安になっ
たり、感情的になったりするもの。そんな夜にメール
やインターネットに救いを求めても、人を傷つけた
り、傷ついたりする。
　更に深く苦しむようになり、リストカットになる。
年々増えているが、素人には止められない。薬でもなか
なか止められない。医師に処方された薬によるＯＤ（薬
物過剰摂取）にも繋がっていく。何故切るのかと言え
ば、親の過剰な期待や学校の問題、ＰＴＳＤなど、爆発
しそうな心を少しでも抑えようとするから。原因を取
り除き、環境を変えていかなくては止められない。リス
トカットを投薬無しで止めるには、宗教の力も効果が
ある。畏敬の念やおそれを感じるとやらなくなる。宗教
施設を開放して、子どもの受け入れをしているところ
もある。
　先日、沖縄戦で多くの民間人が殺された洞窟を訪れ
た。米軍の攻撃から大人は子どもを、子どもは自分より
小さな子を命がけで守ろうとした。命はそういった連
綿と続く長い歴史がある。生き抜き、繋いできた大切さ
を子どもたちに忘れないで欲しい。
　大人には全ての子どもを幸せにする義務がある。子
どもが泣くこと、死ぬことは大人の恥であり、罪なの
だ。受けた愛や優しさが多い程、子どもは人を信じ、悪
い道に行かない。愛や優しさは振り返って、そこに積み
重なるものなのだ。

３　分科会担当者コメント
　水谷さんのお話は単なる解説や理屈ではなく、多
くの経験と挑戦から語られる内容であり、子どもた
ちに対する深い愛情が伝わってくるものだった。い
かに現代社会が子どもたちにとって厳しい環境で
あるかということが訴えられ、社会全体として子ど
もたちを守っていく必要があるのかということを
理解することができた。参加者の多くは水谷さんの
活動のすごさに感動していた。

担当：枝見　太朗（富士福祉事業団）　　記録：荒原　幸佳（興望館）

会場は満員。親子でいらした参加者も。

講演終了後は、参加者と直接触れ合った。

熱く語る水谷先生
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若者よ、ボランティアへ行こう！
～若者と一緒に考える未来のこと～

分 科 会 33

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 42人

江戸東京博物館　会議室

ハセベケンさん（ＮＰＯ法人「green bird」　理事長／渋谷区議会　議員）

担当・記録：上田　英司（ＮＰＯ法人ＮＩＣＥ〔日本国際ワークキャンプセンター〕）　　辻　陽一郎（ＮＰＯ法人ＮＩＣＥ〔日本国際ワークキャンプセンター〕）

１　概要
　多くの若者をゴミ拾いボランティアに巻き込ん
できたハセベケンさんが、「これまで携わってきた
こと」、「これからの未来のこと」、そして「若者をボ
ランティア活動につなげるヒント」など、現場で汗
を か い て き た 人 な ら で は の お 話 を 通 じ て、「 若 者 」

「ボランティア」「参加」というキーワードについて
みんなで一緒に考えた。

２　主な内容
○greenbird立ち上げストーリー
　前職の博報堂を退職してから、greenbirdの立ち上
げ、渋谷区議員当選に至るまでのお話。
　日々、広告に携わる中、独立して公共的な広告を作
り、世の中に強いメッセージを作りたいという想い
が、当時強かった。仲間から推されて、地元である表参
道でまちのプロデューサーを目指すため渋谷区議会
議員へ立候補する。
　表参道での活動は朝のゴミ拾いから始まった。子
どもの頃は嫌いだったゴミ拾いだが、自発的にやる
ゴミ拾いは全く違った。毎朝ゴミ拾いをするうちに、
拾う捨てる拾う捨てるのイタチごっこになっている
ことに気づく。そして、この課題に取り組むために
greenbirdを立ち上げる。

○greenbirdの目的・活動内容
　体感マーケティングをする中で、ゴミを捨てること
を“いいか・悪いか”で判断するより、“かっこいいか・
かっこ悪いか”で判断するのが表参道というまちでは
響くだろうと、方向性が決まった。まずは、ポイ捨てが
かっこ悪いぜという空気を作る。そして、宣言文を作
り、文の最後に「絶対に…できる限り」という一文を付
けた。ボランティアは無理をしない範囲でやっている
のがいい、そして世の中のみんなが一度ボランティア
を体感して、みんながいちボランティアになったら優
しい世の中なのではないか。そのために入りやすい空
気を作っていく。１つのわかりやすい例をあげると、
ゴミ拾いにきたボランティアに「ゴミを拾って愛を拾
おう」「朝の合コンです」と声かけをすることで入り易
い空気を作っている。
　そして、面白いことに、一度ゴミ拾いをした人は、二
度とポイ捨てしなくなる。
　ボランティアのイメージにある、堅苦しくて、無償
で高潔なもの、ではなくて、もっと簡単に参加できる
ものというメッセージを伝えていきたい。一度参加し
てくれれば、全て分かる。大事なことは、まず参加して
もらう事。
　

○greenbirdの今後
　来年５月で10年経つgreenbirdだが、これまで１人
でクリエイティブなことをしてきたわけではなく、仲
間と作ってきた。無償で高潔なものというボランティ
アのイメージをぶっ壊したいという想いでこれまで
続けてきた。これからも続けていくが、自分がおっさ
んになった時に、ポイ捨てかっこ悪いぜというのは
かっこ良くないので、徐々に若い人たちへ引き継いで
いきたい。

○その他の活動
　今年3.11があり、greenbirdの仙台チームの仲間も
被災した。人手が足りないところへ、バスツアーを組ん
で送っている。続けていってほしいのもあるが、それよ
り、より多くの人たちにボランティアへいってもらい
たい。シブヤ大学でも若者が参加しやすいような授業
を作っている。ちょっと発想を変えてみるだけで、いろ
いろなものが変わる。今のことで正しいのか逆をした
ほうが正しいのか常に思考すること。例えば、いいと悪
いを、かっこいいとかっこ悪いと発想を変えてみる。

○最後に
　自分自身がそんなにボランティアをするタイプ
じゃないのに、ここまでのめり込んでいる。ボラン
ティアに行くチャンスはたくさんある。チャンスがあ
るのに、気が引けていけなかったり、いろいろな要因
で躊躇してしまっている人たちに、気が引けないよう
なつかみやすいチャンスを提供したい。

３　分科会担当者コメント
　企画の想いとして、ボランティアという言葉が近
年少しずつ広がっている一方、敷居の高いイメージ
は拭いされていない。ただ、ボランティアが社会・地
域を変えることに関心を持っている人も増えてきて
おり、私自身も若者と関わるＮＰＯで働いており、ど
うすれば敷居を低くできるかと日々想いを馳せてい
る。今回の講演で巻き込み側と若者側の両方に向け
て、ヒントとなり一歩となるようなメッセージを発
信してもらいたいと思い企画した。
　ハセベさんのお話では、ボランティアへ行きたい
若者には、無理せずやろう！と、敷居を下げる気持ち
にさせ、コーディネートする立場の方々にとっては、
プログラムの魅力をどう伝え巻き込んでいくか刺激
になることが多かったよう。30分の質疑応答では時
間が足りず、終了後も質問者が絶えなかった。「若者
よ！ボランティアへ行こう」というタイトルの通り、
これから少しずつボランティアの輪が広がっていく
ことを願う。
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ニート・ひきこもりの再チャレンジを支援する分 科 会 34

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 33人

青山学院大学　１号館　133

◆コーディネーター
　　石川　隆博さん（ＮＰＯ法人アンガージュマンよこすか） 

◆活動報告
　　岩間　文孝さん≪地域との連携≫（ＮＰＯ法人ピアサポートネットしぶや）
　　小塚　康一さん≪ＮＰＯと行政との協働≫（足立区産業経済部参事就労支援課長）
　　渡邉　幸義さん≪企業の取り組み≫（株式会社アイエスエフネット　代表取締役）

担当：高井　正（足立区教育委員会）　岩間　文孝（ＮＰＯ法人ピアサポートネットしぶや）　　記録：齋藤　国彦（昭島市社会福祉協議会）

２　主な内容
　まず、コーディネーター役の石川さん（ＮＰＯ法人アンガージュマンよこすか）から、「ニート・ひきこもりの方
と社会とを結びつけ、再チャレンジを支援する」という分科会のテーマについて確認があった後、渡邉幸義さん

（株式会社アイエスエフネット）、小塚康一さん（足立区産業経済部参事就労支援課長)、岩間文孝さん（ＮＰＯ法人
ピアサポートネットしぶや）の順に、それぞれの団体の概要と、取組みについて話した。
　まず渡邉さんから、ニートやフリーター、ひきこもり、障害者など様々な困難を有する人々の雇用を創造する

「20大雇用」を目標にしていることや、業務内容を細かく分割し、これまで就労が困難だと見られた人々の強みを
生かせる仕事を割り当てることで、就労を可能にしていく、という話があった。
　次に、小塚さんから足立区が行っている若者の就労支援の取組みについて話があった。小塚さんは、ニート・ひ
きこもり状態にある若者の就労支援には、相談の受け入れを広げるだけでなく、就学や就労などの「出口」を支援
することが大切で、そのためには、行政やハローワーク、企業、ＮＰＯなど関係機関の連携が必要であるという話
があった。
　最後に岩間さんから、ＮＰＯ法人ピアサポートネットしぶやが行っているアウトリーチ活動や、地域のイベン
トに参加している若者たちの様子について紹介があり、実際に活動している若者たちから、活動の概要や活動に
対する思いなどの話があった。ピアサポーターによるアウトリーチ型の支援や、グループワーク活動などを通し
て、若者が人々とのかかわりの中で学びあい、自己肯定感や社会性・主体性を育てていくことを目標にして活動を
している、という話をした。
　その後、質疑応答の時間では、参加者から出た質問を石川さんが集約して、それにパネリストが事例やデータを
基に答えながら、話を深めていった。
　その質問の中に、体調を崩し、市の相談機関に相談に行ったら、たらい回しにされてしまったという若者の話が
あった。様々な形で、連携が進められているが、利用する側からすると、まだ連携ができていないと感じるという
彼のコメントは、連携していくことの重要性とその難しさを会場中に感じさせるものであった。
　最後のまとめとして、岩間さんは関係機関との連携だけでなく、地域の人々のネットワークづくりをしていく
ことが、ＮＰＯの大切な役割だと話した。渡辺さんは、『今の社会は「無関心」と「ルール」が多すぎる。他の人を「か
まう」ことをしないから、周りにも無関心になってしまう。そういう社会を変えていかなければいけないと感じて
いる。』という話をした。小塚さんは、これまで若者の就労支援を通して、ＮＰＯの頑張りを感じていることや、行
政という立場でできることを頑張っていくしかない、とコメントした。
　最後にコーディネーターの石川さんは、厳しい社会状況の中で一人ひとりができることを頑張り、そしてがん
ばっている人々が集まり、協働することが大切だ、とまとめた。

３　分科会担当者コメント
　ひきこもりの若者と接していると、彼らの優しさや真面目さにいつも感心する。そして、安易に「支援」という言
葉を使っている自分を反省する。
　「再チャレンジ」というテーマには、ニートの時期があっても、今はひきこもっていても一時期だけで、いつか自
分らしい社会とのつながりを見つけていくはずだという想いがあった。その「再チャレンジ」の応援団が、この分
科会から生まれたら最高だなという密かな願いもあった。
　今回の分科会では、渡邉さんの「強みを生かした就労」という話や小塚さんの「行政という立場でできることを
やっていく」など力強い発言を聞くことができた。そして、石川さんの「一人ひとりができることを頑張る」という
発言に、自分自身が背中を押してもらったように感じた。

１　概要
　高校を中退した若者、就職活動がうまくいかなかっ
た若者、人間関係が苦手な若者など様々な困難を有す
る若者が増えている。若者の再チャレンジを支えるた
めには、行政機関、企業、ＮＰＯなどが連携・協働し、き
め細やかな支援を行うことが必要である。
　この分科会では、行政、企業、ＮＰＯによる取組みの
事例を基に、これらの機関が協働・連携することで生
まれる可能性や、若者の再チャレンジ支援における課
題などについて話し合った。
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多文化ユース・フェスタ2011 ～多様なことは楽しいこと！　素敵なこと！～分 科 会 35
日時 会場参加者11月13日（日）10：30 ～ 12：30 東京ウィメンズプラザ　ホール221人

１　概要
　『多文化ユース・フェスタ2011』は、国際都市ＴＯ
ＫＹＯに暮らす多様な文化をもつ青少年たちが中
心 と な っ て、「 多 文 化 共 生 の コ ミ ュ ニ テ ィ」を 創 っ
ていくことを目指し、自分たちの文化やメッセージ
を社会に発信することを目的として実施した。外国
にルーツをもつ青少年や手話でコミュニケーショ
ン す る 青 少 年 た ち が 歌 や ダ ン ス、映 像 な ど を 発 表
し、特別ゲストとＵＢＳからなる審査員が優れたパ
フォーマンスを表彰した。
　今回は手話もひとつの言語であり、文化であると
とらえ、いろいろな国から日本にきた子どもたちと
交流することで、多様性（ダイバーシティ）がいっそ
う広がった。
　また、午後からは希望者に対して、特別ゲストの
Ｇ ｅ ｎ ｅ Ｚ が 音 楽 の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 施 し、多
文化共生をテーマにした「ＨＡＲＭＯＮＹ（ハーモ
ニー）」という歌ができあがった。

２　分科会担当者コメント
　今年で４年目を迎える「多文化ユース・フェスタ」
は、全国ボランティアフェスティバルの中で開催し
た。当 日 は200名 を 超 え る 多 様 な 文 化・背 景 を も つ
青少年が会場に集まり、映像、歌、踊りを一緒に楽し
んだ。特別ゲストの参加もあり、会場は熱気に包ま
れた。青少年にとって何らかの形で外に向かって表
現活動をすることは、本人たちの自信になったり、
チームワークが生まれたり、外の世界（社会）とのつ
ながりになっていくことがわかった。
　今回は外国にルーツをもつ子どもたちだけでな
く、手話でコミュニケーションする子どもたち、児
童福祉施設で暮らす子どもたち等、同世代の多様な
状況にある青少年たちが参加した。互いのおかれた
状況に共感しつつ、「違い」を超えていくきっかけと
なってもらえたら非常にうれしいが、より相互理解
を深めるような仕掛けが必要であるように思う。
　また、全国ボランティアフェスティバルの中での
開催なので、都外の関係者にもご参加いただいた。
今後、日本各地でおきているコミュニティの国際化
や多文化共生といったテーマについて、社会福祉協
議会やボランティア・ＮＰＯ関係者のネットワーク
が広がっていくことを願っている。

担当・記録：河村　暁子（東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター）

３　主な内容
①主催者あいさつ・ゲストの紹介：東京ボランティア・市民活動センター　河村暁子
　東京ボランティア・市民活動センターでは、グローバルな金融グループであるＵＢＳと協働し、多様な文化や背
景を持つ子どもたちが自分たちの個性に自信を持ち、自尊心を高めながら、積極的に社会に参加していくことを応
援する「多様な子どもたちの架け橋プロジェクト（Building Bridges for Children Project: ＢＢＣプロジェクト）を
実施しており、『多文化ユース・フェスタ』もその一環として実施していることを伝え、ぜひ多様な文化を楽しんで
ほしいと話した。
　次に、本日の特別ゲストとして、早見優さんとＧｅｎｅＺのお二人をご紹介した。早見優さんはご自身も幼少期
をハワイで過ごし、２つの文化で育ったという経験をお持ちであり、今回、審査委員長をお願いした。また、Ｇｅｎ
ｅＺは２人とも多文化の背景を持つ音楽ユニットである。女性のガウさんは、フィリピン人とイギリス人のご両親
に生まれ、12歳から来日した。男性ヴォーカリストのマイケルさんはガーナ人と日本人のご両親をもち、10歳まで
ガーナで育ち、ドイツに留学。その後、日本のＪリーグでも活躍したことを紹介した。

②発　表　～映像の部～
　映像を通して、親の国際結婚により日本で暮らすことになった子どもたちの日常生活や将来の夢を紹介したり、
子どもたちが街角で日本の人たちに国際意識や人権意識についてインタビューした様子が伝えられた。

・ぼくのわたしの虹の架け橋「フォトストリート」　松坂国際交流協会
・「たぶんかフェスタの子どもたち」　多文化共生センター東京
・「ヒューマン・ライツ」　ＣＣＳ　ムーヴィー・チーム
　
③発　表　～歌とダンスの部～
　外国にルーツをもつ子どもたちの歌や踊り、バンド演奏、沖縄の三味線と歌、手話やハンドベルも含めた多言語
での発表があった。

・バンド　Descent
・さんしんと歌　アジアは友だち！子どもコンサート
・ダンス　ＡＤＯＢＯ　ＣＲＥＷ
・ダンス　Beejam
・歌とダンス　チーム・ライジング
・多言語で歌う“It’s a Small World”　ＢＢＣユース・チーム・チャレンジ
   　
④特別ゲスト演奏：ＧｅｎｅＺ
　インターナショナルな音楽ユニットであるＧｅｎｅＺが、日本語や英語、スペイン語、タガログ語などで歌い踊
ると、会場全体も一緒に踊って盛り上がった。また、自分たちが多文化をもちながら成長してきた経験の中から、音
楽は国や民族や文化を超えて楽しめるものであることや、自分の夢をもち、心をオープンにしていることの大切さ
を子どもたちに伝えた。

⑤多文化アワードの発表：審査委員長　早見優さん
　早見さんがハワイから日本に戻ってきたときに、外見は日本人だけれど、中身（文化）は米国人であった体験など
を紹介しながら、他の人と違うことは、その人の大切な「個性」であると話した。そして、優秀なパフォーマンスをし
たチームにサイン入りの表彰状を渡していただいた。また、これらのチームが所属するＮＰＯ法人には、子どもた
ちの支援に活用してほしいとＵＢＳから賞金が贈られた。
　優　勝：　ＡＤＯＢＯ ＣＲＥＷ
　準優勝：　ＢＢＣユース・チーム・チャレンジ　
　審査員賞：　ＣＣＳ　ムーヴィー・チーム
　　　　　　
⑥閉会のあいさつ：ＵＢＳ証券会社コミュニティアフェアーズ＆ダイバーシティ　堀久美子さん
　ＵＢＳは、多様性（ダイバーシティ）がコミュニティを強くすると考え、多様な文化をもつ社員が協力しあって働
いており、また、多様な文化や言語、個性をもつ人々のコミュニティでの活動を支援している。青少年たちに、ぜひ、
自分たちの文化や個性を大切にしながら、社会で活躍していってほしいと応援メッセージを送った。

出演者 ◆出演団体
　　ＮＰＯ法人　多文化共生センター東京
　　世界の子どもと手をつなぐ学生の会（ＣＣＳ）
　　ＮＰＯ法人　みんなのおうち
　　ＮＰＯ法人　聴覚障害教育支援大塚クラブ
　　ＢＢＣユース・チーム・チャレンジとＵＢＳ社員ボランティア
　　松坂国際交流協会
　　子ども国際交歓会

◆主催団体
　　東京ボランティア・市民活動センター、ＵＢＳ、多文化共生センター東京

◆審査委員長
　　早見　優さん

◆特別出演
　　ＧｅｎｅＺ ( ジンズ )
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大震災における中・高校生の支援の可能性
～現地高校生の活動と栃木・東京の中・高校生の後方支援～

分 科 会 36

日時 日時参加者11月13日（日）９：30 ～ 12：30 青山学院大学　１号館　13480人

１　概要
　大震災における中・高校生の取組みについて、震
災に合った現地高校生、被災地でもあるが支援活動
をしている栃木の高校生、被災地へ足を運ぶことが
困難な東京の中・高校生の３者が、個人として、ある
いは生徒会や部活動を通じて活動していることを
報告した。三者の置かれた状況は異なっているが、
中・高校生がそれぞれの状況で主体的に地域とつな
がって支援の一役を担うことができており、大人と
かわらない重要な役割が果たせることが理解され
た。また、支援の方法もそれぞれの場所で多様な方
法がとられており、それらが複合的につながって大
きな支援になっていくことも理解されたのではな
いか。また、中・高校生がボランティア活動を通して
地域の一員であることを自覚していくプロセスが
確かめられた。

２　主な内容
○事例報告
①東松島市災害ボランティアセンター
　市の防災無線でボランティアを募集した所、多くの
中高生（中には小学生も）が来所し運営スタッフとして
活動。全国から駆けつけた運営ボランティア（大人）と
同じテーブルで解決策を考えるなど、「自分たちで考え
て行動する」高校生は大きな力となった。（千葉さん）
　自宅等は津波被害に合わなかったが「自分の生まれ
たまちを何とかしたい」という気持ちでセンターへ行
き、高校生でも人の役に立てること、自分も地域の一員
であることを強く実感した。全国の人の応援を受けて、
感謝の気持ちを直接伝える場がもっと多くあるといい
と思う。（須田くん・高橋くん）

②作新学院高等学校　生徒会・ボランティア部
　県内に避難者がいることを知り何か手伝いたいとい
う多くの生徒の思いにより、学校全体で取り組む「オー
ル作新」が立ち上がった。支援活動は、春休み中に行っ
た避難所の支援活動を中心とした第一期から、冬に向
かう仮設住宅での窓拭き隊など第四期まで継続してい
る。一人ひとりが取り組む中で、人とのつながりを、身
を持って感じている。

③順天中学校・高等学校　社会福祉部
　学校行事の強歩大会をスポンサードウォークとし寄
付を集めたり、食糧・衣料品の支援を全校生徒に呼びか
け、フードバンクのＮＰＯ団体の協力を得て送る活動
などを行った。東京にいてできる支援を考えた時、日頃
行っている活動の幅を広げることで誰でもできる活動
があること、時間とともに関心が低下してしまうため
支援を継続させる必要性を感じている。

④東京女学館中学校・高等学校　ボランティア部
　顧問の助言や情報提供などにより、全校生徒に呼び
かけて被災者の方が必要としている夏物衣類を集め直
接届けた。文科省の「子どもの学びポータルサイト」の
ネットを通して、運動靴の支援を被災者に直接行った。
その後も学校記念祭で来場者にメッセージを書いても
らい届ける企画を行い、「思いやりの気持ちを持ち続け
ること」「自分たちの周りから声をかけていくこと」で
日頃から思いやりのある世の中を作っていきたいと感
じている。
　
○質疑とまとめ
　会場との質疑を通じて、高校生たちは、今回の支援活
動を通じて得たことをそれぞれ明確に語っていた。（地
域の中の自分を発見、日頃からの問題意識の高まり、進
路や進学といった将来への動機づけや気づき、ボラン
ティア活動への導入方法など）栗田先生は、それもボラ
ンティア活動の成果と捉え、「今後自分たちの地域で災
害が起こった時、社会の中心となった現在の高校生が
地域をどう守るのか問われることになる。地域で安心
して暮らせるために、まちを知り理想のまちに近づけ
るために何ができるのか、まちづくりという発想が大
切」と結ばれた。

３　分科会担当者コメント
　三者の高校生がそれぞれの置かれた状況の中で、
それなりに達成感のある活動を行っており、ボラン
ティア活動を通して地域の一員であるという自覚
を 深 め て い く 経 緯 が 共 通 理 解 さ れ た と 考 え る。ま
た、この研修会により三者の高校生間の相互理解と
連帯感が醸成され、ボランティア活動の意義を自分
の立場・環境を越えて理解できたと思う。
　また、中・高校生がそれぞれの状況で主体的に地
域とつながって支援の一役を担うことができてお
り、大人とかわらない重要な役割が果たせることが
理解されたと考える。
　高校生自身が司会進行を行い、論点の整理が難し
い場面もあったがよくまとめていった。こちらが発
言を兼ねながらアドバイスを少し入れる工夫も必
要だった。発表者以外の高校生自身の発言がもっと
多くてもよかった。広報の方法を整備すればもっと
高校生の参加が多くなっていたのではないか。

担当・記録：橋本　洋光（ボランティア学習実践研究会　副代表／東京女学館中学高校　教諭）

出演者 ◆司会
　　河西　祐季くん（順天高校）

◆事例報告者
　　①千葉　貴弘さん（東松島市社会福祉協議会　東松島市災害ボランティアセンター）
　　　高橋　悠くん（石巻高校３年生）
　　　須田　郁海くん（石巻西高校２年生）
　　②作新学院高等学校　生徒会・ボランティア部
　　③順天中学校・高等学校　社会福祉部
　　④東京女学館中学校・高等学校　ボランティア部

◆助言・まとめ
　　栗田　充治さん（亜細亜大学　教授）
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江戸しぐさに学ぶ今しぐさ分 科 会 38

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 51人

国際ファッションセンター　３階　ホール

桐山　勝さん（ＮＰＯ法人江戸しぐさ　副理事長）

１　概要
　資料にそって、桐山さんが話しをし、「煕代勝覧」ＤＶＤを見て、江戸しぐさの「傘かしげ」を参加者が実践した。

２　主な内容
　江戸しぐさが誕生した時代や、背景の説明とともに団体の目的等の紹介。
　江戸しぐさである、雨の日にしぶきが相手にかからないように互いの傘を外側に傾げすれ違う「傘かしげ」、腰
をこぶしひとつ分浮かせて席を詰める「こぶし腰浮かせ」、狭い道で人がすれ違う時、肩が触れたりしないように
互いに肩を後ろの引き、体を斜めにしてすれ違う「肩引き」、足を踏んでしまったら素直に謝り踏まれたほうもこ
ちらこそという「うかつあやまり」などを紹介し、参加者に傘かしげを実践してもらう。江戸しぐさが生まれたの
は、日本各地から集まった人々で江戸は大都市になり、商人たちが相手の動作や言葉から心の中を読み取り、対応
することでご贔屓を獲得する実体験から生まれたといわれている。江戸しぐさは「思いやり」「おかげさま」「お互
いさま」「言霊」「思う草と書き思草」など、心構えを具体的な行動に示し、みんなが見よう見まねでそのようなしぐ
さをするようになり、せずにはいられない江戸っ子のくせ（江戸しぐさ）となっていったという背景の説明。
　江戸っ子の条件「目の前にいるの人は仏の化身と考えよ」など、その本質「指切りげんまん」「見てわかることは
言わない」などの話し。江戸の人づくりとして、生命が宿ってから、誕生し、年齢に応じて、必要な素養を身につけ
ていく「三つ心、六つ躾、九つ言葉、十二文、十五理で末決まる」江戸の養育法を説明。心したい江戸しぐさ「言葉づ
かい（あい澄みません・ありがたい・もったいないなど）」「お付き合い（あいさつ・会釈のまなざし・お愛想目つきな
ど）」「往来しぐさ（傘かしげ・こぶし腰浮かせ・肩引きなど）」の紹介。
　最後にまとめとして、江戸に商人たちが永年の体験に基づいて築いてきた「人の上に立つものの心得」であり、
現在の私たちも身につけなければいけないしぐさである。

質疑応答
Ｑ：江戸しぐさは、江戸の独特の文化から生まれたのか（上方にはないのか）
Ａ：全国各地にいろいろなしぐさがあり、江戸しぐさが残ったのは、侍が、商人がいないと
　  生活が成り立たないとわかり、商人の真似をしたからである。

３　分科会担当者コメント
　一人ひとりが持つ「おもいやり」の気持ちを「かたち」に表すことを目的に本分科会を開催した。
　江戸しぐさは、江戸の商人たちが体験に基づいて永年にわたって築いてきた「人の上に立つ者の心得」であり、
結果的に「人間関係を円満にする心得」であることを確認できた。
　また、江戸しぐさは実践哲学であり、知識として知っているだけでは何の価値もなく、日常生活の中でお互い
に実践し合い、磨き合ってこそ意味があると思う。江戸しぐさを学び、実践することは、必ず、今日抱えている課
題に応えるきっかけになると考えている。なぜなら、人間が変わらない限り社会も国家も変わりようがないか
らだ。
　引き続き、東京青年会議所は「江戸しぐさ」をベースとした「東京しぐさ（いましぐさ）」の伝播を行っていく。よろ
しくお願い致します。

担当：笹島　潤也（東京青年会議所）　石山　幸夫（東京青年会議所）　　記録：武田　純子（荒川区社会福祉協議会）

「傘かしげ」の実践

桐山さんによるお話し
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企 業 の 社 会 貢 献 活 動 発 表 会
～ 進 化 す る「 社 員 参 加 型 」の 社 会 貢 献 活 動 ～
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出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 55人

国際ファッションセンター　11階　113

龍治　玲奈さん（日本マイクロソフト株式会社　法務・政策企画統括本部）
大洞　和彦さん（トヨタ自動車株式会社 社会貢献推進部）
伴瀬　晴美さん（ジョンソン・エンド・ジョンソン　社会貢献委員会事務局）
堀　久美子さん（ＵＢＳ証券会社　コミュニティアフェアーズ＆ダイバーシティ）

担当・記録：河村　暁子（東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター）

協働し、どのようなプロジェクトであれば支援したい
のか」という質問があり、各社からは、「企業としてはス
テークホルダーに説明義務があるので、プロジェクト
の成果をあげ、それを定量的および定性的に示すこ
とが重要である」「パートナー団体との対話が重要
であり、課題認識と目標が共通していること」「地域
的な広がりや、波及効果が期待できること」と、回答
があった。
　また、企業で働いている人から、「社員の自主的な活
動が企業の社会貢献活動に発展するためにはどうした
らよいのか？」という質問に対しては、「各社の社会貢
献の条件にあうことと、多くの社員が参加できること」
と回答。
　最後に、企業の社会貢献担当からの「社員参加を進め
る際のポイントは？」という質問に対しては、「社員が
共感できること」「きっかけづくり」「参加しやすい活
動」とのことだった。
　分科会終了後には、多くの参加者が報告者の方々と
名刺交換をしながら、追加の質問をしており、非常に関
心が高いことがわかった。

３　分科会担当者コメント
　申込み段階で定員60名を超えたので締め切らせ
ていただいたが、全国各地から多様な立場の方が参
加してくださったことを大変うれしく思っている。
　 参 加 者 ア ン ケ ー ト か ら は、分 科 会 の 内 容 に 対 し
て 喜 ん で い た だ い て い る こ と が わ か っ た が、今 回
報告していただいた４社は様々な先駆的な取組み
を行っているため、「もっと詳しく話を聞きたかっ
た」、「質疑・応答の時間がもっとあればよかった」と
いうリクエストも多かった。ぜひ、次回は２時間以
上の時間をかけて実施したい。また、地方都市での
展開についても話し合えたら素晴らしいと思う。
　いずれにしても、参加者の積極性に驚かされた。
東京以外の全国各地で社員参加型の社会貢献活動
が展開されることを多いに期待したい。

１　概要
　経済の中心地である首都東京では、多くの企業が
社会貢献活動やＣＳＲ活動に取り組んでおり、その
活動分野も内容も非常に多彩になってきている。
　特に、最近では、社員やその家族も積極的に参加
したり、社員の専門性や企業の本業・リソースを活
かした活動も展開されている。また、社員研修とし
て取り組む企業も増えてきた。今年おきた東日本大
震災においても企業や社員が積極的に支援活動を
展開している。
　こうした各社の取組みを全国の関係者に紹介し、
発表の後には質疑・応答や名刺交換を通して、ネッ
トワークづくりを行った。

２　主な内容
①開会のあいさつ
東京ボランティア・市民活動センター　企業担当
河村暁子
 　過去20年間の企業の社会貢献活動・社員ボランティ
アの歴史について説明し、10年程前から外資系やグ
ローバルな日本企業を中心として、社員が参加する社
会貢献活動が進められてきたことを話す。

②各社からの報告：
（詳細については、各社のホームページ参照）

◆日本マイクロソフト株式会社
　法務・政策企画統括本部　龍治玲奈さん
　マイクロソフトの企業市民活動は、ＩＴを活用した

「就労支援」「社会参画」「教育」「地域活性」などをテー
マとしている。今年から、東京ボランティア・市民活動
センターと協働実施している『自立ＵＰプロジェクト』
は、児童福祉施設の青少年たちの就労支援を目的とし
ており、多くの社員がボランティアとして参加し、ＩＴ
スキルを教えたり、子どもたちに自分の仕事の経験を
話したり、子どもたちのよいところや強みを表現する
ことを手伝った。
　また、社員が協力し、若者無業者にインターンシップ
を実施したり、東日本大震災では、ＩＴ関連企業と一緒
に3,000台のＰＣを寄付し、社員ボランティアが現地で
技術面をサポートしている。

◆トヨタ自動車株式会社
　社会貢献推進部　大洞和彦さん
　トヨタでは、「いかなる企業といえども、社会の理解・
支援がなければ、発展はおろか、存在すら危うくなる」
ことを肝に銘じながら、社会や地域の課題解決に取り
組んでいる。
　社員が参加する社会貢献活動には、担当部署が業務
で取り組む「自主プログラム」と、社員が個人として参

加する「ボランティア活動」とがある。自主プログラム
は一定の「公平性」が問われるが、社員のボランティア
活動であれば、支援先をより自由に選択することがで
きる。例えば、今回の東日本大震災では岩手県南部・気
仙地区で約200名の社員がボランティアとして活動し
ている。
　ボランティア支援の重点分野としては、森づくりな
どの環境保全、災害復興、福祉の３分野であるが、特に
福祉分野については、ニーズの把握が難しいことが課
題だと感じている。
　　
◆ジョンソン・エンド・ジョンソン
　社会貢献委員会事務局　伴瀬晴美さん
　Ｊ＆Ｊの『我が信条（Our Credo）』に、「地域社会へ
の貢献」がうたわれており、60年以上前から世界各地
で社会貢献活動を実施してきた。地域の問題を地域の
人々と解決していきたいという考え方から、非営利団
体と協働して社会貢献活動を行っている。
　活動のテーマは「健康」であり、日本では「女性」「子ど
も」「こころ」「高齢者」の４領域に注力して、子どもの事
故予防、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）の被害を
受けた女性の心のケア、自殺対策、高齢者と若い世代に
よる世代間交流「寺子屋回想法」などの活動を支援して
いる。
　社員も様々な形で自主的に参加しており、自然災害
時、被災地支援のための緊急災害支援募金や、全国主要
都市（約30プログラム）で実施しているボランティア
月間などがある。

◆ＵＢＳ証券会社
　コミュニティアフェアーズ＆ダイバーシティ
　堀久美子さん
　ＵＢＳは「責任ある企業市民」として、地域社会の幸
せに貢献し、地域社会との信頼関係を構築すること、ま
た、社員の意識向上とよりよい地域社会づくりへの貢
献を支援することを目的とし、「教育を通じたエンパワ
メント」と「より強い地域社会の構築」をテーマに多様
な社会貢献活動に取り組んでいる。
　2007年から日本オフィスでは、社員とその専門スキ
ル、オフィスや会議室、研修、協賛事業、企業間ネット
ワークなどのありとあらゆる多彩なリソースを活用し
た活動が展開されており、すべての活動の企画から評
価にいたるまで、社員・ＮＰＯ・受益者が参画するよう
にしている。
 
③全体での質疑・応答
　本分科会には、全国各地の社会福祉協議会やＮＰ
Ｏセンターなどの中間支援組織のスタッフ、企業の
社会貢献・ＣＳＲ担当者や社員、社会福祉施設やＮ
ＰＯ、大学生などが参加しており、積極的な質疑・応
答があった。
　まず、中間支援組織から、「企業はどのような団体と
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分 科 会 40 喫 茶 の 力
～ 働 く・出 会 う・広 が る 、障 が い 者 の 喫 茶 コ ー ナ ー の 取 り 組 み か ら ～

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 46人

青山学院大学　２号館　230

◆進行役
　　杉野　聖子さん（江戸川大学総合福祉専門学校）

◆活動報告
　　小幡　勉さん（岩手宮古市　カリー亭）
　　伊藤　勲さん（ＮＰＯ法人やまぼうし　理事長）

◆助言者
　　小林　繁さん（明治大学　教授）

１　概要
　障がいのある人が働くカフェやカレー屋などの事例を通して、喫茶で働くことの意味を考え、魅力について
知ることのできる分科会になった。様々な作業工程がある喫茶の仕事は、工夫次第で障がいのある人が働きや
すい職場となる。また、職場の人だけでなく、地域のお客さんとの関わりの中から幅広いコミュニケーションが
期待できるなど、喫茶の仕事は障がいのある人にとって多くの可能性がある。熱意ある数々の活動報告に、会場
の参加者も興味深げに耳を傾け話に聞き入った。

２　主な内容
○活動報告
①「やまぼうしのカフェ・レストラン事業20年の軌跡」（ＮＰＯ法人やまぼうし　理事長　伊藤勲さん）　　
　カフェ事業を軸とした「共に生き・働くまちづくり」では、1970年代からの歩みを振り返り、数々の事業につい
て話を伺った。地域に根ざした活動は次々と広がり、近年では大学内に喫茶をオープンし、障がいのある人が学生
と協力してカフェを運営している。「街が元気にならないと障がい者も就労できない！」障がいがある人の就労問
題を根底から考え実践し続ける取組みが伝わる報告だった。

②「カリー亭の活動報告」　（有限会社とりもと　代表取締役　小幡勉さん）
　障がいのある人を雇用し、カレー専門店「カリー亭」を営んでいる。工夫された作業工程は、障がいのある人にも
働きやすい。確かな味のカレーはネット販売などで広がり、全国に多くのお客さんがいる。
　そんな矢先に遭遇した東日本大震災。「カリー亭」のある宮古市も甚大な被害に見舞われた。被災した宮古の街
や「カリー亭」の写真を映しながら復興の様子についての話も伺った。「私たちの店は被害が少なかったから」と障
がいのあるスタッフとボランティア活動も行ったという。日頃のスタッフ同士の繋がりが、震災時でも前向きに
復興に取り組む原動力になっていると感じさせる活動報告だった。

○まとめ（明治大学教授　小林繁さん）
　事例報告を通してテーマの「働く・出会う・広がる」について考えることができた。地域のお客さんと接すること
での社会参加、みんなで分担して行う多様な仕事など、喫茶はいろいろな要素をもっている。また、受け身の立場
になることが多い障がいのある人たちが、自分たちからお客さんに働きかけサービスをする側となる。今回の分
科会を通して喫茶の持つ可能性を再認識することができた。 

３　分科会担当者コメント
　今回の分科会を通じ、全国に600近くある「障がい者が働く喫茶コーナー」について、理解が深められたと思
う。また、そうした場所が、単なる障がい者の就労の場だけでなく、今回の震災の際にも役立っていたり、不登校
生徒のためや、地域の「居場所」としても有効であること、大学にとっても意味があることが事例を通じてお知
らせできたのでは、と思う。熱い事例発表者のおかげで、時間が足りなくなり、十分話し合えなかったのが心残
りだ。

担当：高井　正（足立区教育委員会）　兼松　忠雄（国立市教育委員会）　　記録：宮本　睦（全国喫茶コーナー交流会実行委員）

会場内に取組みを掲示

活動報告の様子
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担当・記録：黒川　照太（ＮＰＯ法人ＮＰＯコミュニケーション支援機構〔a-con〕）

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 57人

青山学院大学　２号館　232

谷本　大樹さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯコミュニケーション支援機構〔a-con〕 　運営委員）
原　文子さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯコミュニケーション支援機構〔a-con〕 　運営委員）
廣　優樹さん（ＮＰＯ法人二枚目の名刺　共同代表）
宮内　俊樹さん（ヤフー株式会社 Yahoo! ボランティア　プロデューサー）
加雅屋　拓さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯコミュニケーション支援機構〔a-con〕　 代表）
長山　悦子さん（民宿ＰＲボランティアヤドノマド 　共同代表）
成川　友仁さん（富山プロボノカフェ　代表世話人）

１　概要
　定量調査により社会人のボランティア意識を紐
解き、ボランティア活動を広げるためのヒントを探
る。最終的には新規ボランティア獲得に活かせる施
策をフレームワーク化し、整理する。

・事前準備として「社会人のボランティア意識」に関
する定量調査を実施

・調査結果を元に、新規ボランティアを獲得するた
めのフレームワーク「ＡＳＣＥＳ」を作成。

・当日は調査の概要と今回の調査結果から得られた
発見を共有。５人のゲストスピーカーが、調査結果
の中で特に関心を持った部分についてライトニン
グトーク形式で共有。後半はＡＳＣＥＳを使った
ワークショップを実施。Twitterを活用し、発表内
容やグループワークで得た気づきを参加者に発信
してもらった。（ハッシュタグ：#vfpb）

２　分科会担当者コメント
・ありそうでなかったボランティアについての意識調

査を実施し、ＡＳＣＥＳという形でフレームワーク化
できたことで、今後のボランティアマネジメントに使
える知見を発信することができた。

・多様な登壇者からライトニングトーク形式で調査結
果についての分析を聞けたことで、主催団体のバイア
スがかかっていない発見や気づきがあった。

・年代や所属等、多様な層からの参加があり、グループ
ワークの内容に厚みがでた。

・グループワークで具体的な事例を元にＡＳＣＥＳで
整理できたため、ただの知識でなく、参加者それぞれ
が持って帰れるノウハウを提供することができた。ま
た、主催者やファシリテーターにも知見がフィード
バックされた。

３　主な内容
○プレゼン①　社会人のボランティア意識調査レポート
社会人のボランティア意識に関する定量調査の概要と、調査から得られた発見を共有。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 調 査 概 要 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
名称：社会人のボランティア意識に関する調査
調査目的：社会人の“ボランティア意識”を紐解き、ボランティア活動を広げるヒントを探る。
調査手法：インターネット調査
対象エリア：全国（都市エリアと地方エリアで割り付け）
サンプル数：424人（有効回答数）
対象者：18才～ 69才男女個人（職業不問、ただし社団法人・財団法人・ＮＰＯ法人などの有給スタッフは除く）
割り付け：
◆ボランティア関与度；ボランティア活動層：直近２年以内にボランティア活動（震災ボランティア除く）をした

人⇒212人、ボランティア興味層：現在はボランティア活動をしていないが興味はある人⇒212人（以前活動し
ていたが、直近２年は活動していない人を含む）

◆プロフィール（エリア・年代）エリア；都市部エリア：東京都・大阪府・愛知県／地方エリア：上記以外の都道府県、
年代：大学生／ 20代／ 30代／ 40代／ 50代／ 60代以上※エリア・年代は、均等割り付けを行い、人口構成比に
合わせてウエイトバック集計を実施

調査期間：2011年９月９日（金）～９月11日（日）
調査企画：ＮＰＯ法人a-con、ＮＰＯ法人二枚目の名刺
調査機関：株式会社マクロミル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

○ライトニングトーク
５人の登壇者から、今回の調査結果の中で特に気になったポイントや、自分の経験を踏まえた知見を共有。

○プレゼン②　調査結果から考える「ボランティア興味層」をひと押しするヒント
調査結果を踏まえて、「ボランティア興味層」を巻き込み、新規ボランティアを獲得するための５つのポイントを共
有。更に、実際にボランティア獲得のために取り組むべき項目を「ＡＳＣＥＳ」というフレームワークにまとめ、発表。

※ＡＳＣＥＳとは
ボランティア興味層がボランティア活動に参加するまでの意識変化を分解し、フロー化したもの。Attention（知
る）、Sympathy（共感する）、Contact（参加してみる）、Engagement（メンバーになる）、Share（周りの人に広める）

○グループワーク
各グループを６人程度のグループに分け、各グループにファシリテーターを交えながら、ＡＳＣＥＳを実際に
使って思考を整理するワークショップを実施した（登壇者も各グループに１人配置）。

アイスブレイク：ひとり20秒で、名前・所属・出身地・苦手だった教科とその理由を共有。
ワーク①：過去の経験や他の団体の事例から、自分が良いと思ったボランティア募集の施策を付箋に書く（個人

ワーク）。
ワーク②：ワーク①で書いた付箋をグループ内で共有しつつ、その施策がＡＳＣＥＳのどの段階に有効な施策な

のかを模造紙の上で整理する
ワーク③：架空のＮＰＯの事例を各グループに配布。ワーク②で模造紙に貼った付箋を、事例のＮＰＯにとって有

効な施策と有効でない施策に分ける。ＡＳＣＥＳの各項目において有効な施策が足りない場合、施策を
新たに考える。

発表：グループ内で話し合ったＡＳＣＥＳプランをグループごとに共有

○まとめ
登壇者から、全体を受けてのまとめコメントを発表。
主催団体からのお知らせ（今後のイベントスケジュール等）をし、終了。
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３　分科会担当者コメント
　ＮＰＯ長期インターンシップ、これだけを聞くと

「ああ、そんな取組みもあるのね」で終わってしまう
人が大半であろう。しかし今回の分科会で、ＮＰＯ
長期インターンシップが育む多様な可能性を、会場
に来て下さった人々にお伝えすることができたと
思う。
　インターンシッププログラムの成果は見えにく
いものだ。
　必ずしもすべてのインターン生やインターン受
け入れＮＰＯ団体が、劇的に変化するわけでもない
し、若者がＮＰＯに就職すればゴールかと言われれ
ばそれも違う。
　多様な人々と関わること、組織に「異物」が入り込
むことを通して、他者の存在に気づいてゆくこと。
そのようなちょっとしたことが市民社会をじわじ
わと醸成する可能性、そしていくつかのプログラム
運営上のコツ、最後に何より、性急に成果を求める
のではなく長い目で見る心持ちを共有できていれ
ば、幸いである。

N P O 長 期インターンシッププログラム！
 ～ 若者、NPO、そして社 会に何をもたらすのか？～

分 科 会 42

担当・記録：霜田　美奈（ＮＰＯ法人市民社会創造ファンド）

パネルディスカッションの様子

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 14人

青山学院大学　２号館　231

◆コーディネーター
　　中村　陽一さん（立教大学２１世紀社会デザイン研究科　教授）

◆登壇者
　　芦沢　壮一さん（公益社団法人損保ジャパン環境財団　課長）
　　原　美紀さん（ＮＰＯ法人びーのびーの　事務局長）
　　菅原　睦子さん（ＮＰＯ法人ぱれっと　事務局長）
　　佐場野　良子さん（ＳＳＣＳインターンＯＧ）
　　今井　迪代さん（ＳＳＣＳインターンＯＧ）

オープニングの様子

１　概要
　ＮＰＯでの長期にわたるインターンシッププロ
グ ラ ム は、参 加 し た 学 生 や イ ン タ ー ン 受 け 入 れ の
ＮＰＯに与えるインパクトは大きいと思われるも
のの、その評価は未だ充分に検証されていない。こ
の分科会では、長期インターンシッププログラムの
主催事務局、実際にインターン受け入れ経験のある
ＮＰＯ団体、そしてインターン経験者からそれぞれ
長期インターンで得たことや課題等について報告
していただくと同時に、ＮＰＯでの長期インターン
シッププログラムが、これからの市民社会に与える
と思われるインパクトについて語って頂いた。

２　主な内容
○オープニング
①分科会主旨説明
②ＮＰＯインターンシッププログラム比較調査
　ＮＰＯで長期にわたってインターンシッププログラム
　を展開している（展開していた）事例の比較調査報告
③ＳＳＣＳインターンシップ奨励プログラムの紹介
　
○パネルディスカッション
テーマ：ＮＰＯ長期インターンシッププログラムのこ
れまでの工夫・成果・課題について
　パネリストの皆さんから、ＮＰＯ長期インターン
シッププログラムについて、それぞれの立場で各10分
ずつ報告して頂いた。報告の中で印象に残った一言を
それぞれ抜粋する。

①損保ジャパン環境財団　芦沢さん
　今の学生は大人と接する機会や時間が圧倒的に減
り、社会に出てもまともに大人と話せない、表現できな
い学生が増えてきたのではないかと感じる。そのこと
からもインターン活動は社会に出る前に大人と接する
貴重な機会となるのではないか。活動を通して度胸を
身につけ、自ら考え行動する人となるよう期待してい
る。その成果はすぐに出なくても、５年以上先でもかま
わないと考えている。

②びーのびーの　原さん　
　学生が団体のミッションに共有し、そのことを外で
説明してもらうことも貴重な外部発信となるのではな
いか。活動の場として、学生に現場（子どもとの関わり）
と組織運営のどちらに重きをおいて学びの機会を提供
した方が良いのか非常に悩ましかった。組織としても
インターンを受け入れることによって大きな気づきが
あり、貴重な学びの機会となった。

③ぱれっと　菅原さん
　柔軟な思考のうちに様々な経験を通じて学ぶこと
が、次につながり、成長になると考えている。学生の活
動レポートでは、活動開始からおおよそ３ヶ月目くら
いに問題意識が芽生え、９カ月、１年と過ぎるころはＮ
ＰＯ全体に対する提言まで書き出せるくらい大きく成
長する。これは長期のインターン活動ならではではな
いかと感じる。

④インターンＯＧ　佐場野さん
　インターンはボランティアとスタッフの中間のよう
な立場であった。学生ボランティアの意見をスタッフ
に伝え、スタッフの意見をボランティアに伝えるなど
コーディネーター的な役割を担った。また同じ時期に
インターン活動を開始した同期の存在は大きく、自分
自身の支えとなった。

⑤インターンＯＧ　今井さん
　活動開始時はインターンシッププログラムの事務局
としての業務とは違う業務に関心があったが、同期やＯ
Ｂ／ＯＧと関わり自分自身も活動を継続する中でイン
ターン経験が若者を大きく成長させることに気づき、最
終的にはインターンシッププログラムの成果と課題を
検討する研究会を提案するまでに至った。インターン
シップを若者・ＮＰＯの双方にとって有意義なものにす
るにはいくつか仕掛けが必要。例えば、インターン生と
団体で密なコミュニケーションをとる為のメンター、イ
ンターン生の金銭的負担を軽減させるとともに活動の
起爆剤ともなる活動奨励金の存在である。

⑥コーディネーター　中村さん
　ＮＰＯでの長期インターンシッププログラムを社会
に広めていくには、それぞれの立場で培った経験知をど
のようにつなげ、発信していくことができるのか、合わ
せてリソースを集約していくことも考えていかなけれ
ばならない。ＮＰＯでのインターン活動は社会課題に取
り組むことのできる貴重な機会であると同時に、学生に
とっても学生を受け入れるＮＰＯにとっても大きな学
びを得る機会となることを社会に伝えていきたい。
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それぞれの働き方、これからの生き方分 科 会 43

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 55人

青山学院大学　２号館　236

西村　佳哲さん（働き方研究家／リビングワールド　代表）
青木　将幸さん（ファシリテーター／青木将幸ファシリテーター事務所　代表）

１　概要
　多くの人は働かなければ生きていけない。でもみんなが望む仕事につけるわけでもなく、仕事につくこ
とすら難しい現実。また一方で、多様な働き方という考え方が広がる中で、働くことに対価以外の価値を求
める人も増えてきている。私たちは何のために働くのか？働くことで何を手に入れるのか？ゲストのお話
を伺いながら、それぞれの働き方、これからの生き方を考える機会とする。

２　主な内容
・西村さん、青木さん自己紹介。
・参加者同士、自己紹介。なぜ、この分科会を選んだか、何を深めたいか、何を期待するか。
  また、それぞれの働き方、生き方について意見交換。（３人１組）

・西村さん、青木さんの働き方、生き方に関する考え方、この分科会テーマについて思うことについて対談。
・ゲストの話を聞いて感じたこと、疑問に思ったことなどを参加者同士でシェア。（３人１組）
・後半の時間でこんなことを聞いてみたい、深めたい、感じたこと、などを参加者から発表。
・会場内（ゲスト、参加者）で意見交換。
・仕事とプライベート、分ける派か分けない派で意見交換。（ライフワークとライスワーク）
・参加者からの質問についてコメント。
・まとめ、ゲストから参加者へのメッセージ

３　分科会担当者コメント
　自分の好きなことを仕事にするというだけではなく、どんな仕事であれ自分の仕事を楽しめるようにつくっ
ていく、という視点での話が非常によかった。それが生き方につながる。また、働くことと、仕事をするという言
葉の意味は完全にイコールではないのかもしれないと漠然と思った。
　進行面では、ゲストの対談形式に加えて、合間に参加者同士が意見交換したり、想いをシェアしたりする時
間を多く設けたことにより、参加者の満足度が高まったのではないだろうか。参加者の発言や問いかけを大切
にするゲストのお二人の姿勢もあたたかく誠実で、一方通行にならない非常に充実した時間を過ごすことが
できた。

担当・記録：嵐　祐子（調布市社会福祉協議会）
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NPO・ボランティアだからできるお金の集め方と助成（使い方）＜市民ファンド＞分 科 会 44

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 50人

国際ファッションセンター　３階　ホールアネックス

◆コーディネーター
　　鈴木　健一さん（認定ＮＰＯ法人神奈川子ども未来ファンド　理事）

◆事例発表者
　　〔事例１　高木仁三郎市民科学基金―市民的立場から原発事故を問う〕
　　菅波　完さん（認定ＮＰＯ法人高木仁三郎市民科学基金）

　　〔事例２　東日本大震災現地ＮＰＯ応援基金―なぜ現地ＮＰＯにこだわるか〕
　　坂本　憲治さん（ＮＰＯ法人市民社会創造ファンド　事務局長兼プログラム・オフィサー）

１　概要
　市民社会の新しい価値を創造し、さまざまな社会
課題を解決するため、市民が主体となって運営し、
市民から寄付を集め、市民活動に助成を行う「市民
ファンド」が、10年以上も前から全国各地で設立さ
れるようになった。そのような市民ファンドが、今
回の東日本大震災においても、独自の活躍をしてい
る。この分科会では、２つの事例を通じて、市民ファ
ンドだからできるお金の集め方・使い方について報
告し、参加者の皆さんと一緒に、今後の市民ファン
ドのあり方を議論した。

２　主な内容
（１）市民ファンドをめぐる経緯

　一昨年11月に開催された「市民セクター全国会議
2010」のセミナーでは、多様な市民ファンドをつくり
育てるためのネットワークの重要性が提起され、そ
の後、各地の市民ファンドや市民ファンド設立を目
指すＮＰＯ支援センター等が集まり、昨年６月に「市
民ファンド推進連絡会」を発足した。東日本大震災が
発生し、被災地の支援活動の支援のため、各地で市民
ファンドが立ちあがってきており、市民ファンドの仕
組みや役割に期待が高まっている。
　　

（２）高木仁三郎市民科学基金（高木基金）
　高木基金の目的は、現代の科学技術がもたらす問題
や脅威に対して、科学的な考察に裏づけられた批判の
できる「市民科学者」を育成・支援すること。高木基金
の考える「市民科学」とは、私たちの安全、人権、環境、
社会、平和を脅かす諸問題に対して、科学者としての
専門性を持ちながら、市民の視点にたって解明、解決
をめざす営みと言える。未来を切り拓く科学は、政府
や産業界の出資と管理のもと、国家や巨大企業の視点
からおしすすめられるものではなく、真の公共性、公
益性を追求する市民の自発的な活動の中からこそ生
まれてくるであろうという期待を込めて、高木基金で
は、若手研究者や、ＮＰＯ・ＮＧＯ・市民グループ等で
活動しながら「市民科学者」をめざす人たちを積極的
に応援したいと考えており、今回の震災においても、
こうした目的を達成するための取組みを行っている。

（３）東日本大震災現地ＮＰＯ応援基金
　３月、日本ＮＰＯセンターに東日本大震災現地Ｎ
ＰＯ応援基金を設置。救援や生活再建のための活動
を行う「現地ＮＰＯ等」を資金的に応援。救援期（第１
期）、生活再建期（第２期）とし、「臨機に、迅速に、柔軟
に」行っている。原資は市民・企業・財団等からの寄付
とし、日本ＮＰＯセンターが資金管理、市民社会創造
ファンドが助成業務を担当している。

　基金の成果としては、
①「臨機」～ 10月までを現地ＮＰＯによる救援活動へ
の支援（第１期）、11月からは現地ＮＰＯによる生活再
建支援活動への支援（第２期）とし、助成の仕組みや内
容を見直した。
②「迅速」～震災７日後に現地のＮＰＯを支援する仕
組みとして基金を立ち上げたことにより、現地を応援
したい市民・ＮＰＯ・企業の思いの受け皿となり、その
思いを現地につないだ。
③「柔軟」～現地のＮＰＯとの対話を通じて、各ＮＰ
Ｏの状況（意志、活動内容、運営状況、外部環境など）に
応じて、人件費、管理運営費、修繕費、事業経費など必
要な資金を支援。
　現地のＮＰＯへの支援を対象としたことにより、被
災により活動が停止または停滞していた現地ＮＰＯ
や震災後に立ち上がった現地ＮＰＯ、いち早く救援活
動に取り組んでいた現地ＮＰＯ、これら現地ＮＰＯの
後方支援に取り組む中間支援組織やネットワーク組
織の組織基盤や活動基盤を支援できた。
　さらに、助成を受けたことにより、現地ＮＰＯによ
る新たな人や団体を巻き込む仕組みがつくられた。ま
た、助成先のインタビューを実施し、日本ＮＰＯセン
ターのＷＥＢサイトで公開するなど、寄付者に対して
現地の生の声を伝えることができた。

３　分科会担当者コメント
　市民ファンドは、市民活動に助成をおこなう財団、
行政、企業に比べ、その数が少なく、資金量も微かだ
が、市民自らが、大切に思う価値を守り、市民活動や
市民運動を育み、新しい公共を創造する社会的な仕
組みとして、今後ますます重要になってくると考え
られる。
　また、東日本大震災が発生し、被災地の支援活動の
支援のため、各地で市民ファンドが立ちあがってきて
おり、市民ファンドの仕組みや役割に期待が高まって
いることが参加者間で共有できた。

担当・記録：阿部　陽一郎（中央共同募金会　企画広報部）
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NPO法人会計基準～ボランティアの価値を換算すると？分 科 会 45

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 30人

共和フォーラム　１階　ＡＢ

◆講師
　　内藤　純さん（公認会計士／税理士）

◆ゲスト
　　富永　一夫さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯフュージョン長池　理事長）

１　概要
　ＮＰＯ法人の活動は、ボランティアや物品寄付な
どの無償サービスに支えられる部分が大きいとい
える。従来は、これらを金銭に換算して、財務諸表で
公表することができなかった。そのため、「真の活動
規模」が過小評価されたり、ボランティアが事業を
担うケースでは事業費が少なく管理費が突出して
しまう、つまり事業を行っていないと見られてしま
う等の弊害があった。
　2010年７月に公表された『ＮＰＯ法人会計基準』
により、こうした無償サービスを金銭換算して計上
できるようになった。では、どのようにその価値を
換算すればよいのか？
　会計基準の中でも特にこの点に的を絞って、考え
方や事例を紹介しつつ、参加者と共に考えた。

２　主な内容

①「ＮＰＯ法人会計基準」について
　はじめに、『ＮＰＯ法人会計基準』に沿って、記載例
も参考に、「施設の提供等の物的サービス」や「ボラン
ティアによる役務の提供」を受けた場合の財務諸表へ
の表記について学んだ。
　それによると、無償または著しく低い価格で、物的
サービスやボランティア役務の提供を受けた場合、合
理的に算定できる場合には注記できる。さらに、外部資
料等により客観的に把握できる場合には、注記に加え
て活動計算書（従来の収支計算書）に計上できる。
　また、財務諸表に計上する場合には、重要な会計方針
でうたう必要があり、明細及び計算方法を書くことが
求められている。活動計算書等、財務諸表には、収益と
費用を同じ額で計上することで、正味財産の増減はゼ
ロとなる。
　会計基準に付随する『実務担当者のためのガイドラ
イン』には、会計上の基本的な考え方、具体的なケース
が記載されている。ただ、会計基準はできたばかりで、
内閣府に確認しても実際の事例は現時点では報告さ
れていない。
　そこで、ＮＰＯ法人ＮＰＯフュージョン長池の事例
を参考に、ボランティア活動や物品寄付の換算とはど
ういうことかを考えた。

②ＮＰＯフュージョン長池を例に考える
　フュージョン長池は、八王子からの委託で長池公園
自然館の管理運営などを行う。年間のべ5,119人のボ
ランティアに支えられており、運営支援を行うスタッ
フボランティアと、体験活動に貢献するボランティア
がいる。ボランティア活動時間数は30,763時間、時給
1,000円で金額換算すると3,076万円に上る。

　ボランティアの活動時間・内容は業務日誌に記録
し、館長がサインして八王子市に提出する。こうした
記録のあり方は、ボランティア役務換算の場合も客観
性の根拠となるだろう。
　物品寄付も数多く寄せられており、業務日誌に記録
しリスト化している。スタジオジブリからの原画も寄
贈品の一つである。
　理事長の富永さんは、こうした「活動の可視化」を意
識しており、ボランティア時間の公表などによって、
お金以外の価値を世に問いたいと考えている。単にお
金に換算されたくないとの思いもあり、また、ボラン
ティアの支えが多いことを理由に市の委託金が減額
されないかとの不安も抱いている。

③検討と課題：フュージョン長池の事例を、会計基準
　に沿って金銭換算する場合
●合理的な算定基準とは？
→地元のスーパーの時給や専門団体の料金表などを
　参考にできる。

●「活動の原価の算定に必要なボランティア」とは？
→対外的な事業や活動において従事しているボラン
　ティアを想定しており、単に組織内部の日常的な
　管理業務を行うためのボランティアの金銭換算は
　原則として認められない。

●「必要な受入額」のみ換算とは？
→ボランティア10名を募集したら15名の応募があり
　全員従事した場合、５名分は算定しない。
　理論上はわかるが活動実態を正しく反映しているか？

●金銭評価できない資産
→「歴史的資料：評価せず」等と財産目録に記載可。
　ex.スタジオジブリ原画。

※ボランティア役務を金銭換算して財務諸表で公表
することについてはまだ実例も慣行もないため、今後
の実例の中で引き続き検討の必要がある。ガイドライ
ンにもその旨が記載されている。

④参加者との意見交換　～それぞれの立場から
　分科会後半は、参加者との意見交換を行った。
　ＮＰＯ法人会計基準策定時の事務局を務めたＮＰ
Ｏ法人シーズの丁理惠さんからは、ＮＰＯ法人の信頼
性を高めるための会計基準であること、１年４か月の
べ3,058名が関わった協議の経緯などをお話しいただ
いた。民間策定の会計基準であるが、現在は内閣府に
研究会が設置され、手引き策定のためのパブリックコ
メントを募集。当事者であるＮＰＯ法人の活発な意見
が求められているとのこと。
　また、助成側であるトヨタ財団の大庭竜太さんから

は、ＮＰＯ法人の活動実態を把握する材料としてボラ
ンティア役務換算への期待や、助成額以上の成果を求
めるにはＮＰＯ側に安定した基盤が必要とされるこ
と、使いやすい会計基準にするためにも関係者が内発
的に議論を深め事例を積み重ねる重要性についての
示唆をいただいた。
　ＮＰＯ法人側からは、今後ボランティア活動を記録
し、来年度会計に反映させたいという意欲的な声があ
がった。

３　分科会担当者コメント
　ボランティア活動について、これまでも事業報告書
に記載しているＮＰＯ法人は多い。フュージョン長池
のように正確な記録を残すのは大変なことだが、会計
基準によって金銭換算されるとなれば、活動記録も必
須で客観性合理性が求められる。ＮＰＯ法人の信頼性
を高めるために、まず活動の可視化を進めることが大
切。そのうえで、ボランティア活動を財務諸表に反映
させる意義は、ＮＰＯ法人にとっても助成・寄付する
側にとっても大きいと考える。
　今後、会計基準適用の実例が増えていくことで、さ
らに議論が活発になり、より使いやすい基準へ発展さ
せられるだろう。本テーマに関しては今後も引き続き
意見交換の場を持ち、議論を深めていきたい。

担当・記録：青柳　朱実（ＮＰＯ法人ＶＣＡＳ）

ＮＰＯ法人会計に精通する公認会計士／税理士の内藤さん

フュージョン長池を例に。内藤さん（左）と富永さん（右）
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NPO法税制改正が問う　市民に支えられるNPOのあり方とは分 科 会 46

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 23人

共和フォーラム　４階　Ａ

◆話題提供
　　関口　宏聡さん（ＮＰＯ法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会　プログラム・ディレクター）

◆聞き手
　　吉田　建治さん（認定ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセンター　情報部門主任）

１　概要
　今年６月、非営利法人に関する税制の大改正が実
現した。一定の条件を満たしたＮＰＯ法人や社会福
祉法人などに寄付をすると、約50％の税額控除が認
められているという今回の改正は、「税金を納める
代わりに自分が選んだ市民活動に寄付する」という
新しい形での社会参画を実現する画期的なものだ。
　一方で寄付を受ける側の団体には、活動の公益性
と市民への説明責任がより一層求められることに
なる。ＮＰＯが市民に支えられる組織として根付く
ことができるか。そして私たちは社会に必要なＮＰ
Ｏを育てられるのか。この制度改正の意義について
学び、自らのあり方について議論した。

２　主な内容
　ＮＰＯ法人のうち、一定の要件を満たした法人を国
税庁が認定する認定ＮＰＯ法人制度は、2001年の制
度導入から今年で10周年を迎える。これは認定ＮＰ
Ｏ法人に対して寄付をした場合、個人であれば寄付金
控除、法人であれば損金算入を認められ、相続人であ
れば寄付をした相続財産が非課税となることで、認定
ＮＰＯ法人が寄付を集めやすくすることを狙ってい
る。また、認定ＮＰＯ法人はみなし寄付金制度を利用
することができる。しかし、認定要件の厳しさや手続
きの煩雑さ、それに対してメリットが少ないことなど
から、2011年10月16日現在、認定ＮＰＯ法人は、235法
人しかなく、全ＮＰＯ法人約４万３千団体の約0.5％
にすぎない。また、東京都に５割（121法人）が集中して
おり、認定ＮＰＯ法人が１つもない「空白県」があるな
ど、偏りもみられる。一方でＮＰＯが行う社会サービ
スへの期待は年々高まっており、全国のＮＰＯが組織
基盤を強くするための支援税制拡充を求めて制度提
案してきた。それを受けて平成23年６月に成立した改
正ＮＰＯ法と新しいＮＰＯ支援税制について、運動の
中心を担ったシーズ・市民活動を支える制度をつくる
会の関口宏聡さんより解説いただいた。

改正の主な内容は以下の通り。
（1）寄付者のメリットの拡充
・個人の寄付金控除について、所得控除方式に加えて

税額控除方式が導入された。
・税額控除と所得控除の有利な方を選べる。
・所得税からの控除に加えて、地方自治体が条例で定

めれば、地方税からも控除できる。
・税制優遇が拡大されたことで、自分の応援したいＮ

ＰＯに今までよりたくさん寄付ができる。

（2）認定要件の緩和など
・認定資格の１つであるパブリックサポートテスト
（ＰＳＴ）に「3,000円以上の寄付をしてくれる人が

100人以上であること」という基準が追加された。
・平成24年４月からは、「仮認定制度」も導入される。
・認定機関が国税庁から都道府県並びに政令市に移管

される。
・ＮＰＯ法人だけでなく、ＰＳＴなどの一定の基準を

満たせば、公益社団・財団法人や社会福祉法人等で
も、寄付者の税額控除が認められるようになる。

　制度の改正点の解説のあと、関口さんは、新しい寄
付税制の活用について、ＮＰＯに提言をされた。１つ
目は税制優遇を活用した“志” 金循環を創ろうという
こと。税制優遇資格のあるＮＰＯが増えることで、寄
付者の選択肢が増えることになる。寄付者の意思が生
かされることで、より寄付者や頻度が増えるようにな
ることが期待される。２つ目は認定取得に向けて、団
体内の意思決定や準備を早めに行うこと。要件が緩和
されたとはいえ、事務手続きや必要な書類の整理に時
間がかかるため、早めの準備を行うことが望ましい。
　最後に、関口さんから「ＮＰＯが寄付金の使途を明
確にして寄付を積極的に募集したり、自らも寄付をす
ることで、新しい社会システムの構築を目指そう」と
いう呼びかけがあった。画期的な寄付税制改正によっ
て、新たな社会が生まれる、そんな期待感をもって、分
科会は終了した。

３　分科会担当者コメント
　分科会でも出ていた通り、2011年の税制改正は社
会を変える可能性ある画期的なものである。税額控除
は市民活動の公益性を大幅に認めるものであり、また
税金の使途を一定の範囲で選択する仕組みであると
も言える。都道府県や市区町村の権限も強化されてお
り、地域主権の時代にふさわしい制度改正となってい
る。こうした改正がＮＰＯからの提言で実現したこと
が意義深い。税制優遇資格のあるＮＰＯが増えるとい
うことは、一方でＮＰＯに対して寄付市場における競
争をもたらす。これによってＮＰＯがより積極的に寄
付募集を行うようになるだろう。魅力的で多彩な活動
がたくさん生まれ、市民が応援したいＮＰＯを自ら選
べるようになれば、地域はもっと豊かになると期待し
ている。

担当：吉田　建治（認定ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセンター）　　記録：川島　外志美（社会福祉法人　豊島区社会福祉協議会）

聞き手　吉田さん

改正ＮＰＯ法などについて解説する関口さん
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NPOの基盤強化～助成財団との新たなつながり～分 科 会 47
日時 会場参加者11月13日（日）９：30 ～ 12：30 青山学院大学　２号館　23Ｓ90人

１　概要
　助成財団の助成金活用の実例報告を通して、助成
をめぐる財団の最近の動向、助成を決定した審査の
考え方・ポイント等を整理し、助成金を有効活用し
たＮＰＯの財政基盤の強化策や事業基盤の拡大策
について考える。また、後半では、助成事業がその目
的を達成するために、助成財団からの資金面（助成
金）以外の支援（プラスαの側面支援）による多面的
なつながりやネットワーク構築等について、当日参
加しているＮＰＯ支援に熱心な十数の助成財団と、
会場参加者とが意見交換する。

２　分科会担当者コメント
　ＮＰＯと助成団体の関係・助成金の性格等につい
て理解を深めると同時に、助成事業の成果をより高
めるために、単に助成金という資金的な支援にとど
まらず、助成団体の持てるあらゆるリソースを活用
していくことの大切さ、それが出来るようになる双
方の関係強化について事例を参考に意見交換する
ことを試みた。事例報告団体や助成団体もその趣旨
をよく理解し、事前の準備も良くされており、限ら
れた時間の中で的確な事例報告が行われた。会場と
の意見交換も質問票を準備しある程度集約した形
での意見交換となり、時間的に物足りない面があっ
たものの初期の目的を何とか達成できたのではな
いかと判断している。

担当：田中　皓（助成財団センター）　　記録：丁　理惠（ＮＰＯ法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会）

３　主な内容
○基調講演
　企画団体であるＮＰＯ支援財団研究会の田中皓代表(助成財団センター専務理事)の開会挨拶、主旨説明に
続き、シーズ・市民活動を支える制度をつくる会 松原明副代表より、以下内容で25分の基調講演を行った。

①ＮＰＯの資金の性格を知ることの重要性
②ＮＰＯの資金の種類（会費・寄附金・事業収入・助成金・補助金等）とその特徴について
③民間の助成金の性格と特徴
④ＮＰＯは助成金を経営上どう位置づけるべきか
⑤助成金申請にあたって心がけたいこと
⑥助成を受けた事業等が最大限の成果を上げるために（助成財団の有する諸々の資源の積極的活用）

○助成金・助成財団の活用事例報告
　助成する側、助成を受けた側双方がパートナーとして成り立ち、ＷＩＮＷＩＮの関係になった３つの
事例報告がされた。

①ＮＰＯ法人陽だまり　上田昌子さん（助成：損保ジャパン記念財団　澁谷達雄さん）
　ＮＰＯ設立資金助成を受けて法人を設立。その後、基盤強化助成を受け、オリジナルの黒豆ソフトクリーム
の開発・販売を実現、さらに休耕田を有効利用するための農業機械・備品等の購入資金の助成を受け、原料の黒
豆等を栽培するなど、活動の幅を拡げている。財団の側面支援としては、贈呈式でのネットワーク構築や、マス
コミ取材の実現による信用度・知名度の向上などが効果的だった。

②ＮＰＯ法人青バイ隊　山口富士夫さん（助成：日本財団　青木透さん）
　あまりイメージのよくない(海の無法者扱い)水上バイクのイメージアップも狙い、もともと伊万里湾地域で
災害の救助活動・保全活動をしていたが、助成事業を実施していく中、財団の支援でネットワークができ、青バ
イ隊の活動が関東・中国・九州・四国・近畿・北海道・沖縄と、全国に広まる活動になった。財団のネットワーク化
への支援により事業が飛躍的に拡大した。

③ＮＰＯ法人トゥギャザー　中條桂さん（助成：郵便事業株式会社　中井敏郎さん）
　年賀寄附金の配分事業の中に「優先配分事項」として「郵便協働」ということがある。資金面の支援に加え、郵
便事業のいろいろなリソースを活用できるというもので、施設でつくられた製品をギフト商品に仕立て、その
チラシを、近畿一円の3000の郵便局に置いてもらったり、郵便局のお歳暮のカタログに一コマ載せてもらっ
たりすることで、話題性があり、新聞にも取り上げられ、製品をつくった障害者施設の人たちの自信につな
がった。助成した郵便事業のネットワークや機能を活用した支援により話題性が高まることとなった。

○助成財団紹介＆意見交換会
　分科会に参加した全ての助成財団の紹介の後、会場参加者から出された以下の質問に対し、登壇者を含む財
団・ＮＰＯが答えた。顔の見える関係での貴重な意見交換の場となった。
①助成財団からパートナー（ＮＰＯ）に対し求めること。（→財団に）
②申請書の書き方について。（→財団に）
③助成してこれは失敗だったということはあるのか。（→財団に）
④助成金の自己負担の確保での工夫、事業規模のコントロールについて。（→ＮＰＯに）
⑤同じ団体への競合企業からの助成はどう感じるか。（→財団に）
⑥震災に関連して多くの財団が支援しているかと思うが、今後の復興に対し、ＮＰＯの事業に期待すること。
　（→財団に）　等々

○まとめ
　助成を受けたＮＰＯと、助成財団は、同じ目的の達成に向けて相互に力を合わせて取り組むパートナーの関
係にある。助成事業の成果をより高めるため、助成財団からの資金面＋αの側面支援をしてもらうためにも、
ＮＰＯは助成事業等の進捗状況をきちんと報告しながら、日頃から必要な支援について財団と情報交換して
いける関係を構築していくことが重要。

出演者 ◆コーディネーター
　　松原  明さん（ＮＰＯ法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会　副代表理事）

◆事例報告者
　　上田　昌子さん（ＮＰＯ法人陽だまり　事務局 ）
　　渋谷　達雄さん（損保ジャパン記念財団　事務局長）
　　山口　富士夫さん（ＮＰＯ法人日本青バイ隊　事務局長）
　　青木　透さん（日本財団 海洋グループ海洋安全・教育チーム）
　　中條　桂さん （ＮＰＯ法人トゥギャザー　理事長）
　　中井　敏郎さん（郵便事業株式会社経営企画部　環境・社会貢献室長）

上記の他、助成財団センター、キリン福祉財団、笹川平和財団、損保ジャパン環境財団、電通育英会、トヨタ財団、
日立環境財団、三菱財団、読売光と愛の事業団等、ＮＰＯ支援財団研究会メンバー財団関係者総勢 25 名
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遊びにきてね。おもちゃ図書館　≪第一日目≫分 科 会 48

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 42人

国際ファッションセンター　11階　111

木谷　宜弘さん（全国ボランティア活動振興センター　初代所長／ボランティア研究所　主宰）
小泉　康代さん（おもちゃの図書館全国連絡会　世話人代表）

◆進行
　　峯島　紀子さん（おもちゃの図書館全国連絡会　副代表）

１　概要
　おもちゃの図書館の活動がもうすぐ30年を迎える。おもちゃ図書館のスタート時を振り返るとともにボ
ランティア活動の原点を振り返り、おもちゃ図書館のミッションと未来について考えた。

２　主な内容
①おもちゃ図書館の成り立ち
　日本では、ハンディーキャップのある子どもたちと健常者の交流がほとんどない。障害のある子と一緒に
遊ぶことができる交流の場がおもちゃの図書館である。
　スウェーデンの医療機関内にトイライブラリーがあり、この活動に目をつけた小林つる子さんは昭和54
年に日本で初めて「子どもたちが遊びをつくる図書館」を作った。その後、全国に広がり、国際障害者年の年

（昭和58年）におもちゃの図書館全国連絡会が開かれた。住民が参加できるように「おもちゃ」と「図書館」の
間に「の」をいれることにより、思いやりと優しさや温かさが感じられるような名称の「おもちゃの図書館」
ができた。

②ボランティアの原点（木谷さんの談話より）
　中学時代（昭和22年）に対人恐怖症になっていた時に、先生のアドバイスにより、子どもたちに本の読み聞
かせを行った。それを続けることにより、２ヵ月後には対人恐怖症がなくなっていた。それがボランティア
の原点であり、相互実現であった。昭和57年の研修会でボランティアについて、若者は「ボランティアは自己
実現だ」と言い、高齢の方は「ボランティアは他者実現だ」と言い議論になった。ボランティアとは、相互実現
の世界を旅する人である。

③これからのおもちゃ図書館の役割（まとめ）
　おもちゃの図書館は子どもたちの遊ぶ場所であり、友達と交流できる心のバリアフリーを作る場所であ
る。遊びは心の栄養素である。遊びを通して、想像力や実現力、社会性を身につけ、異年齢の交流を行うこと
ができる。
　今後の役割は、心のバリアフリーを育てることと、異年齢交流を通し、若い世代がボランティアを育てる
ことをおもちゃの図書館に期待している。
　みんなの顔を見てほっとできる場、楽しい思いをできる場が、おもちゃの図書館であり続けることが大切
である。　

３　分科会担当者コメント
　100名定員の中、50名弱の参加であったが、会場の広さから考えても今回の参加人数位が、話の内容を落ち着
いて聞く事が出来たと思う。会場は、ホテルの客室と隣接しているので迷いやすく、道案内の看板を用意した方
が良かったかと思う。
　パネルを展示したが、会場内に展示をしたので、分科会に参加されなかった方でパネルを見たかった人が自
由に見られなかった。会場外に展示をすればよかったと思う。

おもちゃの図書館全国連絡会　世話人　山本　文子

記録：大和田　里恵（荒川区社会福祉協議会）

木谷宜弘さん
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ボランティア（法律対象外）としての移送サービスを社会福祉協議会を通して考える 分 科 会 49

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 42人

国際ファションセンター　11階　112

岡田　竜一さん（品川区社会福祉協議会　さわやかサービス）
重盛　弘行さん（北区社会福祉協議会　地域サービス係）
荻野　陽一さん（東京ハンディキャブ連絡会　代表）

◆進行
　　伊藤　正章さん（東京ハンディキャブ連絡会　事務局長）

１　概要
　都内の品川区と北区の社会福祉協議会（以下、社
協）が実施する移送サービスについて、品川区社協
の 岡 田 さ ん に は、道 路 運 送 法 第79条 登 録 で の 移 送
サービス（福祉有償運送）と運転協力者に対する認
定講習の実施状況、北区社協の重盛さんには、登録
外でボランティア活動としての移送サービスの実
施状況について事例報告をしてもらった。その後、
社協が行う移送サービスへの期待を連絡会代表の
荻野さんがコメントした。
　また、会場から開始前に集めた質問票をもとに、
それぞれの事業に対して質疑応答を行った。

２　主な内容
○品川区社会福祉協議会の事例
　さわやかサービスという会員制の有償在宅福祉
サービスの一環として移送サービス（おでかけサー
ビス）を実施している。基本は予約制。年会費3,000
円、１時間800円。その他の経費は実費。協力会員とい
うボランティアの方に１時間700円を支払っている。
車両は４台を使用。
　利用対象は、説明では車いすを必要とする人、介助
を必要とする歩行困難者としているが、実際には法
律の関係で、要介護、要支援の方を対象として、それ
以外の場合は、職員が面接して判断している。車いす
のまま乗車していただき、原則として介助者の同伴
をお願いしている。送迎範囲は、品川区と隣接区と
なっている。
　法律改正にともない79条登録としたが、運転者に
義務付けられる認定講習の受講に対して、運転ボラ
ンティアの理解を得られずに、一時、登録が半数に
なったが、募集ＰＲをして徐々に増えて、現在は、以
前より登録が増えている。ただし、実際に活動してい
るのは半数程度。
　法律上の登録の判断は、もともと有償サービスで
あり、事業が拡大傾向であったため、法律的に保障さ
れるということで行った。認定講習については、当初
は連絡会に実施してもらったが、費用の関係から自
前で認定を取得し、実施している。自前で行うこと
で、運転ボランティアの力量も把握できるという利
点もある。
　運転ボランティアには、事前に教習所で運転技能
研修を受けていただき、合格点をもらった方を対象
に、その後認定講習を実施している。また70歳以上の
方には、更に教習所で研修を実施してもらっている。
これは運営協議会で、高齢運転者に対する安全管理
について指摘があったため。これらの費用は全て社
協で負担している。

○北区社会福祉協議会の事例
　福祉車両の貸出事業として、平成元年に福祉車両１
台の寄贈があったことを契機に実施。基本的に車両貸
出しのため、利用者が運転者を手配することになって
いる。しかし、手配できない方もいるため、ボランティ
ア募集を行い、完全無償型の運転ボランティアの派遣
を始めた。その後寄贈などで車両は３台となり、ボラ
ンティアも口コミなどで増えて、現在に至っている。
　年会費2,000円、時間は関係なく20ｋｍ未満500円。
100ｋｍ以上の遠距離利用の場合は、満タン返し。利
用範囲の制限は無い。原則は貸出事業なので、利用者
が運転者の手配をするが、できない場合に運転ボラン
ティアを派遣している。利用者は一月に１日単位で４
回まで借り出し可能。運転ボランティアを利用する場
合は、一月に２回まで。
　事業についてチラシ等を作成してＰＲはしていな
い。利用対象者は、公共交通機関が現に利用できない方
という条件であり、障害者手帳の有無は関係ない。運転
ボランティア派遣の場合は、介助者同伴としている。
　車両の維持管理は社協負担で行っているが、一部は
区からの補助などでまかなっており、減った場合など
は、利用料の値上げも検討しなければならない。車両
の損傷などは原則利用者負担で修理してもらうこと
にしている。運転ボランティアの研修などは、連絡会
の講習会に参加したり、内部研修で行っている。
　体制的には、当面は現状維持だが、今後の情勢変化
によっては登録も検討しなければならない場合もあ
ると思う。

○東京ハンディキャブ連絡会の荻野さんより、
　道路運送法上の登録、非登録の判断基準及び
　社協の移送サービスについて。

・登録の必要性の条件判断を実際には誰がするのかと
いう問題点がある。

・北区社協は、なぜ登録しない判断を選んだのか？
→（北区社協）登録することにより利用者の利便性が
　損なわれることが考えられたため。

・社協の移送サービスの場合は、他の地域の方が利用
できないという不便がある。これは法律上では制限
がない。社協は地域住民サービスが目的だが、移送
サービスとして考えた場合にいいのかという問題点
も利用者視点からは考えられる。

○参加者より
　・大分県の状況
　・神奈川県横浜市の状況

○参加者からの質問
　・駐車違反をした場合の対応
　・事故が起きた場合の対応
　・運転ボランティアの募集状況

３　分科会担当者コメント
　一口に、社会福祉協議会による移送サービスと言っ
ても、様々な形態があり、法律上登録するかしないか
の判断も利用者のニーズと利便性、運営内容により判
断が難しいということが、改めて理解できた。

担当・記録：伊藤　正章（東京ハンディキャブ連絡会）
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③お金の作り方
　助成金情報をボランティアセンターなど、インター
ネットで検索して探してから申請する。
　また、地域で市役所、会社関係などの助成金募集に
参加する。また、養成講座を企画、運営報告書作りまで
を行い、活動資金の一部を稼ぐやり方、また、地域の活
動で講師になって講師謝礼を貰ったときには、講師料
の２割を会に入れてもらうなど、されたらと思う。

３　分科会担当者コメント
　所要時間が１時間半の中で、講義形式をとりなが
ら、実践活動していて苦労されている団体などの苦
労などを提言してもらうことで、運営の難しさ、大
変さを理解していただき、どうしたらそれの解決の
ヒントになるかについて話を進める予定だったが、
途中話を聴いている中で、一部の人の話でなく、参
加している人の話を伺うことになり、時間の足りな
さと、当初予定していなかったことからの時間配分
などで、大幅に予定が延び、交流会の開催時間にず
れ込んでしまった。

精神保健福祉ボランティア全国の集い　代表者会議分 科 会 50

プレゼンテーションを行う渡辺さん

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 35人

国際ファッションセンター　10階　108

高見沢　公彦さん（東京こころねっと　代表）
渡辺　禮司さん（東京こころねっと　総務担当）

１　概要
　各都道府県精神保健福祉ボランティアのネット
ワ ー ク 団 体 が、毎 年 か ２ 年 に 一 度、ボ ラ ン テ ィ ア
ネ ッ ト ワ ー ク の 情 報 交 換 と 持 ち 回 り で 開 催 場 所
を 決 め る た め の 大 会 を 開 催 し て い る。今 回 東 京 で
第12回 大 会 を 開 催 す る に 当 た り、こ の 全 国 ボ ラ ン
ティアフェスティバルの開催時期に合わせて開催
した。私どもの団体の力量から独自での開催が難し
いことから、全国ボランティアフェスティバルの中
で開催を目指したものであり、このフェスティバル
で精神保健福祉関係のボランティアの取組みを紹
介することも目指した。各都道府県の代表の集まり
のつもりで開催を目論みたが、参加人数が多く見込
めなかったことから、代表者でなくとも、精神保健
福祉ボランティアに興味のある方の参加も認め、開
催した。

２　主な内容
○精神保健福祉とは、何か
○東京こころネットの団体紹介
○八王子精神保健福祉ボランティアの会     

【活動での共通の悩み】
　　①ボランティア養成講座の作り方
　　②会員の増やし方
　　③お金の作り方

【次回開催場所について】
平成25年度　栃木県　　　平成26年度　群馬県

パワーポイントを使って、説明を行う。
○精神保健福祉ボランティアという存在そのものを

知らない人に向けて、オリエンテーションとして説
明を行った。

○地域で活動している八王子精神保健福祉ボラン
ティアの会のような団体が、都内でネットワークを
作って、お互い地域で生活支援の必要な精神障害者
に向けてサービスを提供している。そのサービスの
内容についての情報交換、活動内容、及び共通の課
題である運営内容などの情報交換を行っており、そ
のネットワークが「東京こころねっと」で、その紹介
を行う。

○共通の課題であるボランティア養成講座の作り方、
会員の増やし方、お金の作り方など運営の問題につ
いて理解するには、私が実際活動している団体で成
果を挙げていることから、八王子精神保健福祉ボラ
ンティアの会の説明を、引き続きパワーポイントで
行う。

○共通の課題である①ボランティア養成講座の作り
方、②会員の増やし方、③お金の作り方について説
明を行なった。

①ボランティア養成講座の作り方
　養成講座の作り方では、一番傾聴が必要。精神保健
福祉ボランティアの中心的な活動は、傾聴が基本で、
それを元に信頼関係ができ、生活支援の助けになるコ
ミュニケーションなどの力が付いてきて、日常生活の
自立へつながっていく。
　この傾聴を講座の目玉として入れてプログラム作
りをする。どこの地域でも高齢者の傾聴講座が主流
で、開催の案内をするとすぐに予定をオーバーする位
の人気講座なので、それを講座に入れることで、高齢
者傾聴の流れを精神保健福祉へ引き込みたいとの考
えもあり、プログラム化する。
　プログラムの並べ方は、この傾聴講座を受講後、実
習に入って実践的に使ってもらい、その手ごたえの一
部も経験してもらいたいと考えている。また、講座は
実習を入れて全６回を予定している。
　１回目はオリエンテーションで、自己紹介。受講の
動機、お互い知り合うことで仲間作りの一つとして考
え、講座の終わりごろには仲間作りの効果が出てきて
いる。
　２回目は精神科医から病気の理解、市役所から精神
障害者へのサービス内容、３回目は生活活動支援セン
ターから精神障害者への接し方、精神障害者の生活の
しづらさを当事者から語ってもらう。この精神障害者
の方は、八王子で毎週土曜日に開催している、ティー
サロン（たまり場活動、居場所作り）に来られている方
に依頼している。またここに来られていて音楽をやっ
ているが、所属団体なるものに関係していない方が発
表する機会を作るため、保健所主催の心の健康フェス
ティバルのようなイベントでグループでエントリー
する手伝いなどで、地域社会自立活動につながると考
えて行ってもいる。
　４回目が傾聴講座で、５回目が２週間の間に最低
１ヶ所の実習を行うよう計画している。６回目がその
実習報告と、精神保健福祉ボランティを経験された方

（この会の会員）から話をしてもらう。その後、入会の
勧め、修了書の授与となり、毎年50名の参加者のうち
17名の入会で、この後毎月フォローアップ講座を計画
し、入会された方が定着されるようにプログラム化を
図って行く。

②会員の増やし方
　養成講座で増やすことだけでなく、普段の活動でも
チラシを常備し、声がけを行う。また、いろいろな講座
が市役所、保健所などで開かれるときは、その主催団
体の了解を得て修了間近の５分を貰い、会の広報をし
て入会の受付を行う。またその場での入会が難しいこ
ともあるため、チラシに私の携帯番号を書いておき、
電話を貰って入会される方もある。多いときで１年間
に７名の方の入会があった。

担当・記録：渡辺　禮司（東京こころねっと）



（７）活動分野別のつながり

6363

大震災！　その時、仙台の外国人は？分 科 会 51

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 30人

共和フォーラム　４階　ＢＣ

須藤　伸子さん（財団法人仙台国際交流協会）

１　概要
　2011 年３月 11 日に発生した東日本大震災について、宮城県仙台市も多くの市民が災害に遭遇した。とりわけ、
言葉や習慣の違いから災害情報を入手しにくく、支援を得られない外国人への震災（災害）関連情報の提供を
中心とした支援活動について、仙台国際交流協会がその中心となって行った。
　講演は、仙台市在住外国人への災害情報の提供内容、その後の外国人被災者からのアンケートの実施報
告および質疑と意見交換を行った。

２　主な内容
①大震災の発生・支援活動
　３月11日の東日本大震災は、大地震と余震、沿岸部を襲った巨大津波（死者のほとんどを占める） により、仙台
市でも住宅が崩壊、ライフライン、交通機関（網）が遮断し、死者（含、行方不明）700人以上、建物の全壊・半壊など
156,000棟以上（2011年９月２日現在）の被害を受けた。私も地震後３日間は県北の実家と連絡が取れない状態に
あった。　
　仙台市の在住外国人は約１万人、市人口の１％弱で中国、韓国籍が７割とアジア出身者で留学生など学校関係
者が多く流動性がある。仙台市では地震、水害などの大規模災害時には、言葉や習慣の違いから情報を入手しにく
く、支援を得られない外国人支援のため、市の災害多言語支援センターを仙台国際交流協会が市民ボランティア
や関係機関と協力しながら運営することになっていた。
　仙台市や関係機関からの災害情報を翻訳し、多言語による情報提供（内容は、被災情報、支援情報、ライフライ
ン、交通、原発関連、医療等）をブログ、メルマガ、ラジオ、ＨＰ等、考えられるものは全て実施し、ＴＥＬ、来館、Ｅ
メール等による多言語相談や避難所巡回を行なった。巡回では、英語、中国語、韓国語のスタッフが数名でチーム
をつくり、タクシーや自転車で外国人避難者がいる場所を廻った。メディアや大使館対応などについても行った
が、日本人からの問い合わせも多くあった。
　東日本大震災後、４月30日まで活動し、当初の１週間は24時間体制で英語、中国語、韓国語、やさしい日本語等
で情報提供を行なったが、「やさしい日本語」での情報提供は、スタッフ間で一定のルールと共通理解がないと難
しさがあることが分かった。

②外国人被災者アンケートから（例）
　これらの活動の後、外国人被災者からのアンケート調査を実施（2011年５月～ 10月）した。被災時、頼れる人の
存在の人がいたと答えた人は236人、その内訳（複数回答可）は、知人・友人174人、先生51人、近所の人46人、家族・
親族45人、その他21人だった。（いなかった人は30人）
　また、自由な意見の記入については、○地震、津波が怖かった、○生きていることに感謝、○非常用の連絡システ
ムが必要、○日本社会と日本人に感心、○原発事故が心配。等の感想が寄せられ、また地震の後帰国した人は191
人で、理由は、○母国で心配、○原発事故が心配、○母国政府の勧め等だった。とくに、日本政府の情報とネットに
よる母国情報との違いが大きな不安要因となっていた。

③質問、意見交換についてのコメント・まとめ
　原発事故の問い合わせは今でも多いが、日々の生活のなかに隠れてきているようだ。日本人と結婚した人でも
帰国した人、帰国を咎められた人、失職や離婚をした人等、深刻な問題が多くある。支援活動をする際はキーパー
ソンが必要だ。震災が起きてから見つけるのは難しく、日頃から通訳ボランティアやＩＴ力のある人、人的ネット
ワークのある人が必要となる。東京では日本語教室はあまり頼りにされなかったとの話もあるが、外国人とのコ
ミュニケーション力には心強いものがある。日常的な個人的繋がりが大切だ。情報が遮断された時の不安感の特
徴としては、パニック状況の現出が多くあった。

３　分科会担当者コメント
　講演は、実際の体験者からの生々しい被災状況のなかでの支援活動として報告され、資料とパワーポイント
を使用してわかりやすく行われた。
　在住外国人との共生をめざした日頃からの活動の積み重ねの大切さを再認識した。

担当：東京日本語ボランティアネットワーク　　記録：岩佐　幹彦（東京日本語ボランティアネットワーク）

停電の中で支援活動

原発が心配（避難所にて）
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遊びにきてね。おもちゃ図書館
～被災地の子どもたちへ届けよう、楽しい遊びを！～　≪第二日目≫

分 科 会 52

第一部の出演者の方々

被災地に贈るリースやブーツの飾りを皆で作成

完成したクリスマスツリー

出演者

日時 参加者
会場

11月12日（土）９：30 ～ 12：30 58人

青山学院大学　２号館　220

【第１部】
◆コーディネーター
　　鈴木　訪子さん（おもちゃの図書館全国連絡会　世話人／荒川区社会福祉協議会　地域担当課長）　　

◆パネリスト
　　戸田　上子さん（宮城県・おもちゃの図書館あそぼ　代表）
　　今井　昌子さん（長野県・塩尻おもちゃ図書館　代表）
　　浅野　芳明さん（おもちゃの図書館全国連絡会　事務局長／荒川ボランティアセンター）　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【 第 ２ 部 】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　松村　治美さん（よこはま布えほんぐるーぷ）

担当：おもちゃの図書館全国連絡会　　記録：武田　純子（荒川区社会福祉協議会　荒川ボランティアセンター）

１　概要
【第１部】

　東日本大震災について、おもちゃの図書館全国連絡会として支援プロジェクトをつくり、被災したおも
ちゃ図書館への支援や子どもたちへの遊びの支援活動の報告、および支援活動を振り返り、被災した障がい
のある子どもたちの状況や支援の在り方について共有した。

【第２部・ワークショップ】
　被災された、石巻市と南三陸町のおもちゃ図書館へ寄贈する手作りクリスマスツリーを参加者一人ひと
りが作った。

２　主な内容
【第１部】

①戸田さん（東松島市在住）から、当時の様子を報告。
　特に、ご自身と障がいを持つ息子さんと避難所での生活について、ケアが必要な子どもたちが置かれた
　環境など母親としての思い。また、仕事（養護教員）からも見えた、被災後の子どもたちの様子も報告された。
　（プロジェクターで、被災地の画像を提示しながら）
②浅野さん
　おもちゃの図書館全国連絡会としての支援活動を報告。被災地で変化するニーズに合わせて、
　息の長い活動を今後も継続する方針を報告。
③今井さん
　おもちゃ図書館の仲間として、いちボランティアとして、いち早く行動された思いと活動内容を報告。
④鈴木さん
　まとめとして、おもちゃ図書館が持つネットワークと障がいのある子どもたちへの支援について、
　地域での役割を、活動を通して確認した。

【第２部】
　参加者全員に、手作りクリスマスツリーを飾るリースを「よこはま布えほんぐる―ぷ」の指導のもと作成した。
最後に、第一部で報告した戸田さんへ寄贈し、南三陸町へは11月に直接現地へ届ける予定。

３　分科会担当者コメント
　おもちゃ図書館は、全国に460館以上あり、すべてボランティアをベースにした活動を展開中。もちろん、
東北地区にあるおもちゃ図書館そして、運営するメンバーや家族への支援活動から、連絡会が持つネット
ワークの力とすばらしさがわかった。また、被災された障がいがある子どもたちとその家族が、どのように
避難所での環境で生活されていたのかがわかった。非常時こそ、周りの理解とケアが重要であるが、参加者
の感想も同様のものであった。
　後半は、おもちゃ図書館らしく、クリスマスツリーへ飾る小さなブーツをつくった。参加者全員の思いが、
被災地へ届くように気持ちを込めていた。被災地の早い復興を祈ります。
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分 科 会 53 災害の際の在宅支援活動
～食事サービス活動を通じて

【第１部】
◆コーディネーター
　　鈴木　訪子さん（おもちゃの図書館全国連絡会　世話人／荒川区社会福祉協議会　地域担当課長）　　

◆パネリスト
　　戸田　上子さん（宮城県・おもちゃの図書館あそぼ　代表）
　　今井　昌子さん（長野県・塩尻おもちゃ図書館　代表）
　　浅野　芳明さん（おもちゃの図書館全国連絡会　事務局長／荒川ボランティアセンター）　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【 第 ２ 部 】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　松村　治美さん（よこはま布えほんぐるーぷ）

３　分科会担当者コメント
　３月12日、在宅の高齢者への食事支援という同じ
活動をしている東北の仲間の安否が心配で、「こん
な時に電話をしていいのか」と迷った挙げ句にかけ
た電話がつながった。電気もガスも来ていないが配
食サービスは休まないと言う。テレビでは大きな被
害が報じられていた。こうした状況で、ＮＰＯはど
うすればよいのか、どこまでやるのか、リーダーは
どう決断したのかをいつか落ち着いたときに聞い
てみたいと考えた。　
　大きな地震の後、電気・ガス・水道、通信が途絶え
た非常事態に、いつも通り届けられた配食弁当がど
れほどのものだったかを思うと胸が熱くなる。災害
時に支援が必要な人を孤立させないためには、常日
頃からの地域との関係が本人・団体に必要だという
ことがわかった。また、支援する側も個人では様々
な形で被災し、市内の情報も入りにくい。被害のな
い地域の団体が情報収集をして発信することもと
ても重要だと確認できた。

事例報告を聞き、グループワークをする参加者の方々

安岡さんによる事例報告

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 41人

青山学院大学　１号館　123

◆事例報告者
　　菅原　敦子さん（けやきグループ代表・仙台市）
　　安岡　厚子さん（ＮＰＯ法人サポートハウス年輪　理事長・西東京市）

◆コーディネーター
　　安藤　雄太さん（東京ボランティア・市民活動センター　アドバイザー）

１　概要
　東日本大震災は、東北地方、関東の広い範囲に被
害をもたらした。食に関する在宅支援活動を行って
いる団体は、そのときどう活動をしたか、また在宅
のニーズはどうだったか。
　被災地仙台と、東京の活動団体の事例を聞き、災
害と在宅福祉について考えた。

２　主な内容
○事例報告

【仙台（報告者：菅原敦子さん）】
　けやきグループは仙台市で週４回の配食サービス
を行っている。仙台市で高齢者に配食サービスを行っ
ているネットワーク組織「食事サービスネットワーク
みやぎ」（食ネット）の７団体では、利用者・会員に死亡
者・行方不明者はなかったが、けがや体調悪化で入院、
仮設住宅や子どもの家への転居、施設入所の方がい
る。自宅の全壊・半壊は市内全地域に及んでいた。
　３月11日、けやきグループでは配食のお弁当の盛り
付け中。こういう時こそと思い配達に向かったが道路
が陥没してひびが入り、電線が垂れ下がり、水道管が
破裂して水が噴出、信号が止まって車は渋滞、暗くな
り雪が降る状態でやっとのことで配達を終えた。「こ
んなときによく」「今夜は夕飯が食べられないと思っ
ていた」と感謝された。
　食ネットの団体は、食材やガソリンが調達できライ
フラインが復旧する４月半ばまでは、燃料は炭火や卓
上コンロ・プロパンガスで、水道が停まった地域では
水くみをし、弁当は、おにぎりと簡素なおかずに変更
してそれぞれの工夫で乗り切った。
　この震災での苦労は、①電話が通じず外部との連絡
が絶たれたこと。利用者の安否確認ができず情報が入
らなかった。②ライフライン、特にガスが長期に使え
ず調理ができなかった。③ガソリンが手に入らず、水
や灯油や食材の調達に行けない。心細かった。

　それを踏まえて今後取り組むべき点として、
1 災害対策マニュアルの作成と徹底。（自分自身の安

全、避難経路の確保、火の確認、どのように動くか）
2 設備面の地震対策（重い設備の固定、食器戸棚に留め

金、パソコンの固定とデータバックアップ）
3 ラジオ・コンロ・懐中電灯、せめて３日分の水と食材

の備蓄
4 電気に頼らない調理器具の準備
5 利用者の連絡先を複数把握（本人と連絡がとれなく

ても安否の確認ができるよう）
6 地域・ネットワークとの連携。町内会・地区社協・民

生委員・地域の包括支援センターなどとの常日頃か
らの付き合い

　食ネットの仲間「あかねグループ」は、弁当がこれか
らの生活を考える話し合いのきっかけになればとの
思いで、仮設住宅での会食会への「支援弁当」の差し入
れを行っている。
　震災当日利用者が待っているということで会員の
危険も顧みず、とにかく配食して感謝されたが、果た
してあの状況で配達すべきであったのか悩んだ。仙台
の街は何事もなかったかのようにきれいになったが
いまだ行方不明の人、家族を亡くして立ち上がれない
人、仮設住宅で不自由な生活をしている人、仕事を失
い生活の目処が立たない人がいる。まだまだ復興には
程遠いが一日も早く元の生活に戻れることを祈って
いる。

【西東京（報告者：安岡厚子さん）】
　1994年より、24時間在宅ケアサービスを提供する
団体として設立。介護と食事があれば一日でも長く家
で暮らせると考え、当初から食事サービスを行ってい
る。
　３月11日の地震発生時は夕食弁当の配達準備中
だった。デイサービスとグループホームの利用者と
スタッフの無事を確認し、夕食弁当は通常通り配達。
デイサービス利用者（エレベータが動かない高層マン
ションに住む方など）４名が泊まることになった。青
梅街道沿いの立地から、徒歩で帰宅者へ水と軽食の配
布、トイレを貸すなども。
　12日以降は、計画停電対策（懐中電灯の調達に苦
労）、義援金バザー、避難者への物資支援を行う。送り
先が明確になっている義援金窓口や、救援物資の窓口
が必要だ。
　震災直後から食事提供を休まず行った仙台の活動
団体の様子には強く胸を打たれた。首都圏で震災が発
生したらどこまでできるのか。求められるのは「寝る」

「食う」「出す」生活支援のサポート。雨露をしのぎ、温
かい食事と気兼ねのないトイレの確保された状況を
つくるための地域のネットワーク構築が急務だ。

担当・記録：平野　覚治（老人給食協力会ふきのとう）

菅原さんによる事例報告
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市民活動としての移送サービス
道路運送法と今後の活動展開

分 科 会 54

も 登 録 も い ら な い よ。」と い う 声 が 上 が っ た。無 茶
で乱暴に聞こえる言葉だが、私には懐かしく聞こえ
た。制度や仕組みがあるからやるのではなく、問題
を抱えたり困っている人がいるから動いてきた、そ
れがボランティア活動の真髄なのであるというこ
とを再認識した。もう一度、利用者本位の移送サー
ビスを根本から考えてみたい。
　参加者の中にこれからサービスを始めようかと
考えている方もおいでになった。スタートの一歩の
背中を後押しするような場になってくれていれば
幸いである。

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 17人

青山学院大学　２号館　222

阿部　司さん（ＮＰＯ法人国分寺ハンディキャブ運営委員会　理事長）
勝亦　武司さん（福祉移動サービスネット静岡　代表）
荻野　陽一さん（東京ハンディキャブ連絡会　代表）

◆進行
　　伊藤　正章さん（東京ハンディキャブ連絡会　事務局長）

１　概要
　市民活動として始まった移送サービスが、いわゆる
“白 タ ク”行 為 と し て 道 路 運 送 法 に 抵 触 す る と さ れ
ていた時期の活動上の苦労話から、法改正に向けた
活動展開についてその一部始終に関わってこられ
た阿部さんに報告してもらうとともに、現在の地方
での状況について静岡でネットワーク活動を進め
ている勝亦さんより事例報告をいただき、今後の市
民活動としての移送サービスのあり方を考えた。

２　主な内容
○アイスブレークタイム
　参加者に、分科会への参加動機と期待する内容、聞
いてみたいこと、また「移送サービスに対するイメー
ジを色に例えると」という質問をし、各自ふせんに書
いてもらった。黄色とグレーが多かったのが印象的
だった。

○阿部さんからの事例報告
　国分寺ハンディキャブ運営委員会ができた当時、障
害者の送迎を行い、経費としてガソリン代程度であっ
ても、受け取ることは、道路運送法第101条（現：第78
条）に抵触して白タク行為となると指摘されていた。
そのため「運賃」という言葉は使用せずに「運行協力
費」などと言い換えていた。寄贈でもらった車両を登
録する際にも、団体名義にするために、会則を陸運局

（現：運輸局）に提示すると、「利用料を収受する」とい
う言葉はダメだと言われるなど、なかなか登録できな
いこともあった。
　そのため、90年代半ばから法改正の交渉を国と行っ
たが、厚生省と運輸省が同席して、移送サービスに関
する課題を話し合ったのは、われわれが国会議員に仲
介を依頼して円卓会議として話し合いを行ったのが、
初めてだった。その後、紆余曲折を経て現在の自家用
有償旅客運送登録の仕組みが出来上がったわけだが、
もっと使いやすくする必要がある。
　また、通院等の命にかかわる部分については行政が
足を確保すべきであり、なんでもボランティアでとい
うわけにはいかないと思う。ある種の役割分担が必要
と考える。

○勝亦さんからの報告
　福祉移動サービスネット静岡は、以前は静岡県内で
認定講習を実施する唯一の団体で、運輸支局も当会を
紹介してくれていたが、現在は他にも実施する団体が
増えてきて、紹介してくれなくなった。実績があるた
め受講者は毎回多い。ネットワークとして安全安心な
移送サービスのために情報を収集し、機関紙などを通
して会員に講習会や法律の情報提供を行っている。

　運行団体の中には、登録・更新手続の負担や、運転協
力者に対する謝金が払えないということで活動をや
めた団体も多い。移送サービスは基本的に赤字体質で
ある。障害者の方の外出が増えている中では、福祉有
償運送必要だと考えているが、ネットワークとして、
その為の講習会が続けていけるかという課題もある。
　福祉有償運送が一般の方や利用者に理解が広まっ
ておらず、福祉タクシーと思われている。ローカル
ルールによる制約が多く、広報の制限や、運転協力者
の条件、車両の過剰な表示義務、利用対象者の制限な
どいろいろと制約を受けている。タクシー業界からの
圧力によるところが多いと感じるが、行政の理解が低
く、支援が弱いという問題がある。
　市民団体には、有償運送に該当すると思われるとこ
ろでも登録せずに行っているところや、介護事業所に
よるぶらさがり許可の実態が不明なことが問題点と
考えている。また、運営協議会が設置されない自治体
もまだまだある。

○会場からの意見
　たすけあい活動として自信をもってやりたいが、経
費を貰う場合、どこから法律上の登録が必要になる
か、またはいらないかが分からない。行政に聞いても
明確に答えが得られない。

○荻野さんの報告
　法律改正は2006年だが、運用が改正されてからは
約７年が経過している。しかしこの改正の中で、利用
者が関わって使いやすくしていこうという動きには
なっておらず、いまだに移動困難者が簡単に使える仕
組みにはなっていない。
　運営協議会という仕組みが、この仕組みのネックに
なっている。一番は各運営協議会によるローカルルー
ルの問題だと思う。法律や通達に書かれていないこと
が勝手に決められている。
　国交省でも今年初めに、運営協議会に関する検討
会を開いたが、ＮＰＯ側とタクシー側の意見がかみ
合わなかった。未だにタクシー側の中には、ＮＰＯ
による福祉有償運送を気に入らない人もいた。それ
でも検討会では、一定のまとめを出したので、よく
勉強してほしい。
　もっと移送サービスをやりたいという人が、元気の
でる仕組みであり、公共交通が使えない人が便利に使
える仕組みになってほしい。

３　分科会担当者コメント
　 移 送 サ ー ビ ス が 法 的 根 拠 を も っ た 登 録 制 度 に
乗っかったことで、ボランティア活動から離れたも
のになったようにとらえられがちである。しかし、
この日の参加者から「ボランティアなんだから許可

担当・記録：伊藤　正章（東京ハンディキャブ連絡会）
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映画『大丈夫。―小児科医・細谷亮太のコトバ―』
上映後に伊勢監督との対話

分 科 会 55

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）10：00 ～ 12：30 63人

青山学院大学　１号館　125　号室

伊勢　真一さん（いせフィルム　監督）

◆司会
　　長谷川　純子さん（関東地区病院ボランティアの会）

１　主な内容
（１）概要

　40年来、小児がん治療の最前線で活躍されている小児科医細谷亮太先生の10年間を追い続けたドキュメンタ
リー映画を上映。
　上映後は監督のトークと参加者との対話

（２）主な内容（当日の流れに沿ってご記入ください）
　10：00 ～ 11：25　映画『大丈夫。―小児科医・細谷亮太のコトバ―』を上映。
　11：30 ～ 11：50　伊勢監督の話
　　　　　　　　　10年間継続をして撮り続けた作品であること
　　　　　　　　　全く話しかけることの出来なかった監督が、続けているうちに
　　　　　　　　　子どもの方からの声かけや撮ってほしいと訴えがわかるようになってきたこと
　11：50 ～ 12：30　
　　○参加者からの質疑応答
　　　・「寄り添う」とはどういうことか
　　　・もっとみんなに観賞してほしいが自分たちに出来ることは？
　　　・上映をお願いする時の費用
　　○監督から
　　　・マスコミにはのらず、地道に観てもらう為の努力をしたい。
　　　・上映のみではなく、参加した人たちとの語らいも大切にしていきたい。

２　分科会担当者コメント
　アンケートに提示されたように、企画はとてもよかったと思った。
　いせフィルムに寄せられたアンケート、ボラフェスに出されたアンケートでも手応えを感じてくださった
と思う。
　伊勢監督も映画製作の思いを語られ、参加者の質問に丁寧に回答してくださったこともあり、会場全体が一
体となった感じがした。参加者が熱心に聞き入ってくださったのが印象的だった。

３　伊勢真一監督からのメッセージ
　映画『大丈夫。－小児科医・細谷亮太のコトバ－』は、10年間にわたって小児がんの子どもたちを記録したド
キュメンタリー『風のかたち－小児がんと仲間たちの10年－』の姉妹編です。
　四十年来、小児がん治療の最前線で子どもたちの「いのち」と向き合い続けてきた細谷亮太医師の世界を、細谷
喨々（先生の俳号）の俳句で綴るヒューマンドキュメンタリー。「大丈夫。」は生きることへの励ましのコトバ、祈
りのコトバでもあります。

担当：関東地区病院ボランティアの会　　記録：長谷川　純子（関東地区病院ボランティアの会）　根本　真紀（中央区社会福祉協議会　ボランティア・区民活動センター）
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視覚障害者の読書をサポート～あなたにもできること～分 科 会 56

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 12：30 30人

青山学院大学　１号館　120

長岡　英司さん（筑波技術大学　教授／視覚障害者）
山岸　秀和さん（シナノケンシ株式会社）
藤田　晶子さん（全国音訳ボランティアネットワーク　代表）

１　概要
　「音訳ボランティアって何？」という初心者の方に
も参加していただけるように体験型の内容を企画。
　視覚障害者の講演のほか、音訳ボランティアの現
状や活動に必要なデジタル機器の説明を行った。ま
た、実際に録音体験をするコーナーや録音図書（雑
誌・まんが・専門書・通販カタログなど）の試聴コー
ナー、マルチメディアＤＡＩＳＹや音訳関連図書の
コーナーを設け、活動を分かりやすく紹介した。

２　主な内容
○あいさつ「音訳ボランティアの活動内容の紹介」
藤田晶子さん（音訳ボランティアネットワーク　代表）

○講演「手や耳で読んで学ぶ」
長岡英司さん（筑波技術大学　教授／視覚障害者）

①情報アクセスの変遷
　情報アクセスとは「読み書き」のこと。情報は視覚が80％を担っているといわれるが視覚障害者がそれを得るの
が難しい。これに劇的な改善をもたらしたのが点字・録音・IＴである。点字は1825年ブライユが３点２行の点字を
考案。録音は1950年代半ばにテープレコーダーが一般に普及しだし視覚障害者が自分の手で読む可能性をもた
らした。オープンリールの時代である。1958年日本点字図書館で日本最初の「声のライブラリー」がつくられた。
視覚障害者も一般大学受験できるようになったが点字の参考書など皆無。ラジオ講座を毎夜録音した。
　やがてカセットテープができ視覚障害者の録音活用に大きく貢献。そしてアナログからデジタルへ。紙上の活
字が社会全体に流通。視覚障害者もパソコン画面を合成音声が読み上げるソフトで文字情報にアクセスできるよ
うになった。

②音訳による学習
　大学進学が出来ても点字の専門書は皆無。公共図書館で対面朗読を頼み自分で点字にした。専門書（特に理数
系）を音訳するときは｢正確｣に読むことが鉄則である。

③ＩＴが変えた読書法
　図書の電子化は検索性が飛躍的に向上した。またネットの利用で墨字のデータで読める。活字データを耳で読
めるのである。

④デジタル時代の学習資料
　視覚障害者の専攻が多様化している。音訳者も視覚障害者のニーズに合わせた読みのスキルアップを。電子化
による利便性。精度もあがっている。しかし自動音訳の限界も。点字か音訳かという単一選択でなく、単一媒体か
ら多媒体、複合媒体へとなっていく。

⑤これからの音訳活動
　音訳者の必要性は不滅。専門的コンテンツ、古文・数式・東洋医学・外国語などへの対応。言葉情報への変換力。
画像・動画・色彩・位置関係の表現など視覚情報への対応など、聞き手が正確に情況把握できるよう多媒体へのメ
ディア変換スキルの習得が求められる。全ての基本は聞き手の立場で考えることである。

○講演「読書に必要なデジタル機器について」
山岸秀和さん（シナノケンシ株式会社）

３　分科会担当者コメント
　参加者は学生を含め、音訳未経験者からボランティア歴10年以上という方まで様々でしたが、みなさん、
音訳体験コーナーや試聴コーナーも熱心に参加され、にぎやかな会場になりました。「目の不自由な生活の
中で、どのように情報を得ているのか理解できてよかった」「今のＤＡＩＳＹの進み具合、将来の展望を知る
ことができた」「分かり易く勉強になった」などの感想が寄せられました。
私たちの活動を紹介するよい機会になったと思います。

担当：全国音訳ボランティアネットワーク　　記録：川上　典子・三浦　由江（全国音訳ボランティアネットワーク）

長岡さんによる講演

山岸さんによる講演

録音体験コーナーの様子

録音図書視聴コーナーの様子
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TOKYO油田と下町ツアー分 科 会 57

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 20人

墨田区八広・向島周辺

染谷　ゆみさん（ＴＯＫＹＯ油田プロジェクトリーダー／株式会社ユーズ　代表取締役）
向島　梅鉢屋（江戸野菜菓子）

１　概要
　話題のスカイツリーの周辺は、古い下町のまち並みや商店街、伝統工芸などををそのまま残しながら、カ
フェやアートの空間も生まれ、みどころがたくさんである。このまちで、「2017年、使い終わったすべての天
ぷら油をeco資源へ！」を合言葉に、廃油を回収し、エコ燃料「ＶＤＦ」などにリサイクルする工場の見学をし
た。後半は、江戸の名残を残す伝統工芸を守り続ける下町の職人さんたちの中から、野菜菓子をつくる「梅鉢
屋」さんの見学をした。バスの中では、東京油田の仕組みや回収方法などについてのレクチャーもあった。

２　主な内容
○東京油田　工場見学とレクチャー
　飲食店や食品関係企業から出される約20万トンの廃食油は、回収された後、飼料、石鹸、塗料などに再生されて
いる一方で、一般家庭から出される残り約20万トンの廃食油の多くは、生活排水として河川に流され、環境破壊の
要因ともなっている。染谷商店では、世界で初めて、廃食油（植物油）をディーゼル燃料化するという『ＶＤＦ（ベジ
タブル・ディーゼル・フューエル）』の開発に成功した。2017年、東京で使われた全ての天ぷら油をeco資源に変え
るために「ＴＯＫＹＯ油田2017は回収ステーションを広げ、天ぷら油を回収している。今回は、廃食油を燃料化す
る工場を見学した。
　
○江戸野菜菓子　梅鉢屋工場見学とレクチャー
　江戸より伝わる新鮮な野菜や果実を砂糖だけで煮込み、風雅な菓子に仕立て上げたもの。大根、蓮根、牛蒡、生
姜、セロリ、茗荷…季節ごとの食材を、頑固なまでに江戸の製法・文化を守り続けることが、人気を保ち続けるサス
テナビリティの一番のポイントだ。

○スカイツリーを臨む

３　分科会担当者コメント
　一時間半という短いバスツアーは、会場周辺の下町の街並みをぐるりと回り、バスの中ではしっかり廃油
リサイクルと街づくりのレクチャー。楽しみのスカイツリーも堪能するよくばりなツアーだった。東京油田
の取組みは、参加者の町でも参考になるエコの実践活動。質問もたくさんあった。梅鉢屋さんのお土産もあ
り、ボラフェスの初日にふさわしい、楽しいひとときを過ごした。伝統のまちで生まれ育ち、文化を守りなが
ら新たなアイディアを加えて、ネットワークでまちづくりをする方々との出会いは、参加者の皆さんに元気
を届けた。

担当・記録：須藤　美智子（環境パートナーシップ会議）

江戸野菜菓子　梅鉢屋工場見学とレクチャー

スカイツリーを臨む

東京油田　工場見学とレクチャー
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賀川豊彦と関東大震災～日本のボランティア活動の原点について～分 科 会 58

１　概要
　賀川豊彦は、愛の精神に基づいて、人格や人権が尊重される公正で平和な社会を実現するために、その全生
涯を捧げ、日本の近代化に大きな足跡を残した。
　労働運動・農民運動・協同組合運動・普選運動・平和運動・幼児教育・社会福祉活動など、賀川豊彦が関わった
社会改良運動は広範な分野におよんでいる。それらはまた、まさしくボランティアの先き駆けでもあった。
　日本基督教団東駒形教会主任牧師戒能信生さんのご講演では、ボランティアとはなにか・ボランティアの
言葉の初出・ボランティアたちの実際・関東大震災救援活動からセツルメント運動へ・関東大震災についての
賀川豊彦の言及・賀川豊彦の天譴論批判等をテーマに講演をいただいた。

２　主な内容
　分科会の会場は、1923年の関東大震災の被災者救援活動の中から生まれた日本基督教団東駒形教会（財団法人
本所賀川記念館の３階）。講演の概要を掲載する。

①ボランティアとはなにか
広辞苑・日本語大辞典を引用され解説いただいた。明治以降の大震災では、濃尾地震・明治三陸地震等が発生した
が、陸軍・海軍・警察が食料や宿泊などを自給できる設備と能力を持って、初動の救援活動を担った。明治の時代、市
民が手伝いに行こうとしても、むしろ混乱が起こるし、邪魔で危険だと考えられたようだ。

②ボランテイアという言葉の初出
被災者救援活動を行う人びとを最初は「篤志奉仕者」「有志義勇隊」と呼んでいたが、「ボランテイア」と関東大震災
発生後から呼ばれてきた。賀川豊彦が主催していた1924年８月号の雑誌「雲の柱」に「松倉町のバラックより」と
いうコラムがあり、「此夏はまた大勢のボランチャーが助けて…」が掲載された。日本でボランティアの言葉が最
初に用いられたのではないだろうか。

③ボランテイアたちの実際
賀川豊彦は、神戸から東京に木立義道・深田種嗣・薄葉信吾の三氏と木造船で向かうが、その三人の活動と田中源
太郎・南京米のママさん・菊地千歳・東間清造各氏の活動をそれぞれ紹介していただいた。

④救援活動からセツルメント運動へ
震災直後の被災者救援活動は、次第に被災者の自立を支える活動へと転換されていく。当初は、職業相談・健康相
談・栄養食指導・保育事業・簡易宿泊所提供など、被災者たちの二―ズにそったセツルメント運動が中心になって
いる。被災者への活動の一部を紹介していただいた。

⑤関東大震災についての賀川豊彦の言及
賀川豊彦は、関東大震災に関わる執筆した散文詩・エッセーは多々あり、代表的なのは「地球を墳墓として」だが、

「苦難に対する態度」という書籍の概要をご紹介いただいた。

⑥賀川豊彦の天譴論批判
賀川豊彦のほか、渋沢栄一・芥川龍之介・菊池寛・徳田秋声・生田長江・内村鑑三らの「天譴論」にかかわる発言・執筆
をご紹介いただいた。

３　分科会担当者コメント
　賀川豊彦の活動の概要を来場者の方々にお聞きいただき、そのパワーと幅広い活動に驚かれた方々も多
くいらっしゃった。賀川豊彦の理念・活動を継承し、現代・現在に活用すべきことも多々あることに気づかさ
れる。なぜ、このように賀川豊彦は、忘れられた存在になったのだろうか？との疑問も参加者の方からいた
だいた。本会場から送迎バス（東京都営路線バス貸切）で移動する時間が入り、講演時間が短く、見学する時
間も殆ど無い状況下で、ご理解いただけたのか、大変不安でいっぱいだ。
　参加していただいた皆さま、ごあいさつ、ご講演、司会進行していただいた方々に、準備・運営していただ
いた事務局の皆さま、無事終了できたことに感謝する。

担当・記録：市川　智弘（日本生活協同組合連合会）

服部さんによる挨拶

戒能さんによる講演

教会内にてお話を伺う

貸し切りバスで会場に到着

出演者

日時 参加者
会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：30 50人

日本基督教団東駒形教会

◆ごあいさつ
　　服部　榮さん（財団法人本所賀川記念館　理事長）

◆ご講演
　　戒能　信生さん（日本基督教団東駒形教会　主任牧師）

◆司会・進行
　　大島　ひろみさん（全国労働金庫協会経営企画部　部長代理）
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江戸文化と鬼平～長谷川平蔵の活躍の舞台をバスでタイムスリップ～分 科 会 59

担当：多田　裕紀子（東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター）　　記録：鈴木　明日香（渋谷区社会福祉協議会）

深川資料館内を見学する参加者

佐々木さんの案内で現代に残る「下町」を見学

江戸と平成が共存する街並み

両国国技館前からバスに乗って出発

１　概要
　江戸後期に、凶悪犯を専門に召し捕り、世界で最初に刑務所の前身とされる人足寄場の開設に貢献。小説

「鬼平犯科帳」の主人公、長谷川平蔵を通して江戸の文化を現地学習。江戸の情景や住宅を忠実に再現した深
川江戸資料館、江戸湾の入口、石川島の人足寄場を通して平蔵が軽犯罪者に示したボランティア精神を、250
年前の江戸から「東京」らしさを学ぶ。

２　主な内容
　長谷川平蔵が活躍した江戸時代の町並みを、実物大で再現、展示している深川江戸資料館や、現在の刑務所の前
身である、人足寄場の跡地をバスで移動し見学する。
　深川資料館では、米屋や八百屋が並ぶ表通りや、長屋での生活風景、火事の時に燃え移るのを防ぐために設置さ
れた火除け地などがあり、江戸時代の生活が見える展示であった。資料館には専属の学芸員がおり、参加者の中に
は、講師や学芸員に熱心に聞き入る様子も伺えた。人足寄場跡地では、現在、跡地の石碑のみ設置されており、開発
により当時の面影は全く見えない場所であったが、見学コース途中には、江戸時代から変わらない平成の場もあ
り、江戸と平成が同居している場などを、講師に説明を受けながら『下町』を見学した。
　バスでの移動中には、長谷川平蔵の生涯、時代背景などの講義を受け、長谷川平蔵が残した功績を学んだ。軽犯
罪者の更生には「手に職を持たせたほうが良い」という考えから、職業訓練機能を備えた人足寄場を創設し、世界
で最初の刑務所の原型となった。
　また、創設にあたり、建設費などの費用は国からの補助もあったが、その多くを長谷川平蔵が負担し、軽犯罪者
の更生へのただならぬ思いがうかがえ、その気持ちは現在で言うボランティア精神だったと考える。

３　分科会担当者コメント
　参加者の方々が、様々な場所を巡りながら講師の説明をとても真剣に聞いていたのが印象的だった。楽し
みながら、江戸文化や鬼平に関する知識を深めていくことができたのではないかと思う。
　参加者の出身地が全国に渡っていたことからも、江戸文化や鬼平に関心のある方が全国各地にいること
がうかがわれた。江戸時代からある太鼓橋の背後に高層マンションがそびえ立つ幻想的な佃エリアの風景
がとても印象的だった。
　「鬼平」の愛称が、あまりにも有名な長谷川平蔵。しかし、私財を投じ人足寄場で犯罪者の職業訓練を行っ
たり、更正した犯罪者を隠密へ起用するなど、厳しいだけではない、人間への温かなまなざしをもった平蔵
の姿を知ることができた。
　交通状況がスムーズで、早めに目的地に着くことができ、その分予定よりも見学時間を長く設けたり、
講師から詳細の説明を付け加えることなどができた。その一方で、時間の制約があり、当初の予定よりも
フィールドワーク場所を少なくせざるを得なかったこと、フィールドワークという形式上、質問や議論の時
間をあまり設けることができなかったことは少し残念だった。
　ボランティアの方を含め、協力いただいたスタッフが臨機応変に対応してくださり、無事にフィールド
ワークを運営できた。

出演者

日時 参加者

会場

11月12日（土）16：00 ～ 17：45 29人

深川江戸資料館、中央区佃周辺

佐々木　明さん（ジャーナリスト／独協医科大学　講師）
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担当・記録：北沢　真理子（東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター）

１　概要
15：50　ＪＲ両国駅～ＪＲ有楽町駅→徒歩でマロニエ通りや銀座の街並みを見ながら会場へ
16：25 ～ 17：45　銀座ミツバチプロジェクト現場見学及び講義
17：45　現地解散

２　主な内容
　養蜂家の藤原先生と出会い、2006年３月28日、銀座紙パルプ会館屋上（12階）で西洋ミツバチの養蜂をスター
ト。ミツバチが住みやすい環境は、高さ50 ～ 60mほどで、中低層ビルの紙パルプ会館屋上は適している。巣箱は、
風よけのフェンスで守られ、コンクリートの床で羽が折れないように人工芝が敷かれている。ミツバチが蜜を運
べるのは半径２Ｋｍほど。銀座の街中で蜂蜜が採れるのか不思議に思うだろうが、南に浜離宮、西に日比谷公園、
北に皇居と緑の拠点がある。銀座ではマロニエ通りの街路樹、ソメイヨシノなどから蜜を運んでくる。ミツバチは
皇居からの約1.5Ｋｍを10分ぐらいで飛ぶ。１往復約30分、１日20往復銀座のビル群の間を飛び交っている。収穫
量は年間約900Ｋｇ。
　ミツバチの飼育を通じて、銀座の環境と生態系を考えるようになり、在来種を大切にするため、日本ミツバチも
飼い始める。群れ、飼い方が異なるため、西洋ミツバチとは離れた場所に巣箱を置いている。共存できるよう一匹
一匹のハチを大切に扱っている。
　ミツバチは少量の農薬で死んでしまうため、ミツバチが元気に飛んでいるということは、環境指標の基準とな
る。現在、銀座では、国内生産量の0.03％を生産。とれたての蜂蜜をすぐ銀座のお店で出せるので、蜂蜜そのものの
香りが高い。採れた蜂蜜は銀座の技をいかして、老舗のお店で様々なスイーツやお酒が開発されている。銀座は
元々職人の街であり、粋な文化の継承地である。職人の街という、眠っていた銀座らしさをミツバチが覚醒してく
れている。
　仲間と楽しみながら活動していく中で、たくさんの人々と知り合い、今では日本全国でミツバチプロジェク
トが始動している。また、銀座の屋上の空き地を農園とする「銀座ビーガーデン」、地域の食や活動を紹介する

「ファーム・エイド銀座」など、銀座から農業や食を発信する活動が展開されている。
　2006年から始まったプロジェクトを通し、自然と共生できる銀座の街に出会い、様々なつながりの大切さに気
がついたというお話に、参加者は熱心に耳を傾け、銀座の事例を興味深く学んでいた様子だった。
　高安さんより最後に、銀座から人と自然の共生を世界に発信していきたいとの素晴らしいメッセージをいただ
いた。

西洋ミツバチ養蜂箱

屋上で日本ミツバチ養蜂箱を見学

高安さんの講演を聞く参加者の方々

出演者

日時 参加者
会場

11月12日（土）16：00 ～ 18：00 23人

銀座フェニックスプラザ　３階会議室・屋上

◆講師・案内
　　高安　和夫さん（銀座ミツバチプロジェクト　理事長）
　　藤田　暁生さん（銀座ミツバチプロジェクト）



（８）フィールドワーク

7373

東京下町から山の手へ
～てんぷら油バスで節電の町東京を走るナイトツアー～

分 科 会 61

出演者

日時

参加者

11月12日（土）19：30 ～ 21：45

32人

壱岐　若子さん（有限会社リボーン＜エコツーリズム・ネットワーク＞）
さとう　みかさん（ボランティアスタッフ）

１　概要
　学校給食や家庭で使用された廃食油を回収・リサイクルした燃料「ＢＤＦ（バイオディーゼルフューエ
ル）」100％で走る観光バス、通称「てんぷらバス」は、移動中に排出される二酸化炭素を大幅に削減する上、

「ＢＤＦ」は植物性の燃料なのでカーボンニュートラル。二酸化炭素±０のエコバス「てんぷらバス」で、震災
後、節電の街と変わった夜の東京を走った。
　杉並区の障がい者が主体となり、資源循環型社会の一旦を担い地域貢献を果たしていくことを目的とした
社会福祉法人「いたるセンター」阿佐ヶ谷生活園が食用廃油を回収し、「ＢＤＦ」に精製し燃料としてバスツ
アーに供給されており、映像を見ながら農村交流・被災地支援のお話しも聞けるエコバスツアーとなった。

２　主な内容
　当日キャンセルはあったものの、当日受付の場でのお申込みも何人かあり、ほぼ満員で国技館前より、「ＢＤＦ」
で走る「てんぷらバス」に乗り込み、時間通りに出発した。本日出演予定であった壱岐 健一郎さんは都合により欠
席の為、奥さまであり、リボーンマネージャーの壱岐若子さんとボランティアで活動を手伝っているサトウミカ
さんの出演となった。
　早々に出発すると、てんぷらバスについての説明を聞きながら、建設中のスカイツリーを目指した。バスを路肩
に停車し、完成時には634ｍになるスカイツリ―は、バスの中からでは全景は見えないほど大きかった。また建設
途中の為、暗くて良く見えなかったが、東京出身の参加者が少ないバスツアーであったため、皆さん熱心に見上げ
ていた。スカイツリ―自体も照明にはＬＥＤを使用するなど、エコに配慮している。その後は高速に乗りベイブ
リッジを見ながら東京タワーへ向かった。
　以前に比べ大分明るさを取り戻している高速から見た夜景はとても美しかったが、実際、ＬＥＤに変えるなど、
震災がきっかけとなって節電に取り組む姿勢は変わってきている。バスの移動中にはリボーン・エコツーリズム
ネットワークの活動のＤＶＤを見ながら説明を聞いた。３月11日の震災の時も石油・ガソリンがなくても走れる
てんぷらバスのおかげで、すぐに現地にボランティアへ行くことができ、捨てるものはないと実感したそうだ。ま
た日頃から都市農村交流で求めている者同士をつなぐネットワークのコーディネートをしていた関係もあり、震
災時もそのつながりから早い時期に現地へ活動に入り、泥かきなどの他、学習用品の洗浄などの支援をした様子
や、最近仮設住宅に入られた方々が引きこもり、孤独にならないように「ライフカフェ」のボランティアに行き、参
加者手作りのお菓子や飲み物を提供するなど交流する様子を映像で見ながら報告を聞いた。
　クリスマスの電飾の美しい東京タワーに到着。東京タワーにはアースデイ東京タワーの事務局があり、震災後
のボランティアバスの出発地にもなっていた。その場所を全員で見学後、15分程の自由行動。
　その後、再度乗車し、エコツーリズムのツアーの様子のＤＶＤを見ながら、東京駅を経由し10数名が下車、それ
以外の方は国技館前に到着後、解散となった。

担当：須藤　美智子（環境パートナーシップ会議）　　記録：伊藤　真理子（国立市社会福祉協議会　国立市ボランティアセンター）

案内を聞きながら東京の街並みを見学

スカイツリーを見上げる参加者の方々

東京タワーも見学

交流会終了後、両国国技館前からバスで出発
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への関心が高まっていることを感じた。現代社会は
家庭や地域における課題が多様化し、それらが複雑
にからみあっている。それは画一的な支援では解決
は難しく、その地域において、その課題を受け止め、
地域に寄り添いながら支援していくことが必要で
あり、セツルメントの理念や考え方は、それらを解
決する重要な糸口になるのではないか。
　３.11以来、人々 の絆 の大 切さを 改め て強 く再 認
識されられた今、本分科会に参加された皆様が各地
域に戻り、ここで得たものが少しでも地域福祉の推
進・向上に役立てば嬉しく思う。本分科会にご協力
いただいた皆様、本当にありがとうございました。

グループディスカッションの様子

野原健治さん

館内見学（体育館）

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９：30 ～ 11：30 26人

興望館

野原　健治さん（興望館　館長）
五十嵐　美奈さん（興望館地域活動部　コーディネーター）

１　概要
　興望館は、大正８年に「セツルメント」として東京
の下町で事業を立ち上げた。セツルメントとは、地
域の人々とともに、福祉課題をとらえ、その解決の
ために実践していくことを目的としていくもので
ある。当時の東京でもっとも人口が密集し、貧しい
家庭の多かった墨田区において、このセツルメント
の実践と興望館の現在を学んだ。

２　主な内容
○「戦前社会事業を育てた町」浦和大学
　鈴木みな子先生の研究より
五十嵐美奈さん

（興望館地域活動部　コーディネーター）
　はじめに興望館職員の五十嵐さんから、墨田区の地
域特性についてお話をうかがった。墨田区は隅田川
や荒川に挟まれ、その他小さな水路が多い地域であ
り、これが興望館誕生の背景となっているとのことで
あった。賛育会病院やベタニアホームなどセツルメン
トの考えに基づいた施設が多いこともこの地域の特
徴である。
　それは当時の運搬は、水運が主であったこと、また、
墨田は沼地が多く土地が安価だったことが大きな要
因となって、東京の産業の多くが密集していた。よっ
て、低賃金労働者が多く流入し、ピークの昭和15年に
は20万６千人にもなり、住宅問題が発生し、家族を総
合的に支援するセツルメントが展開されるきっかけ
となった。
　この地域には低所得ではありながら「意欲や向上
心、知 的 関 心 の 高 い 住 民 層 」が 多 く、興 望 館 の 欧 米
文化に興味を持ち、セツルメントを積極的に受け入
れ、また興望館はその住民に支えてもらい、育てても
らった。

○ビデオ鑑賞
　墨田区の地域的特色や歴史、興望館の歴史などにつ
いての映像資料を鑑賞した。
　工業地帯に変貌した墨田区は明治20年頃から低所
得者の当宿場となり、不安定な就労環境、貧困、栄養不
良、苛酷な児童労働や女子労働など、多くの問題を抱
える地域となっていった。
　そのような状況を見たキリスト教婦人宣教師たち
は、1919年に本所松倉町に借家をして、託児・診療など
の事業を開始した。貧しさの為に犠牲になっている子
ども、婦人、家庭の救済が自分たちに与えられた仕事
だと感じたためである。
　1923年に念願であった本館建物を建設したが、関
東大震災による火災で焼失し、瓦礫と負債のみが残っ
た。1924年は負債の返済に追われたが、東洋英和女
学院のイザベル・Ｓ・ブラックモアは私財を投げ打ち、

興望館が苦難を乗り越える資金とした。震災後、地域
の再開発により、1927年に寺島町へ移転した。
　1929年、米国で社会事業を学んだ吉見静江が米国よ
り帰国し、興望館の任務についた。興望館の新しい建
物も完成し、幼稚園、診療所や授産事業、講習会などを
実施した。1945年、東京大空襲により興望館周辺は大
きな被害を受け、焦土となった。戦後は産院を開設し、
海外から寄付されたミルクや生活必需品などの配布
事業の拠点として地域の人々とともに地域の方々の
生活を支えた。
　現在の興望館は、保育園、児童養護施設沓掛学荘、児
童厚生施設地域活動部の３つの事業を通じて、子ども
たちの成長を地域と一緒に実現していく場所として
運営されている。また、子どもたちは良質な人の輪の
中でこそ多くの経験を得て成長していくことができ
るという理念の基、興望館はその拠点となるよう努力
していく。

○館内見学　本部、体育館、保育園の見学
興望館館長の案内により興望館の各施設を見学した。

○セツルメント精神の現在の活動
野原健治さん（興望館　館長）
　浦和大学の鈴木みな子先生がまとめたレジュメを
使用し、セツルメントについてのお話をいただいた。
セツルメント事業の特徴は、地域の中に拠点となる施
設を設置し、従事者もその地域に定住し、地域住民の
隣人となって、人々の生活困難の物質的精神的救済を
行って、地域全体の生活の向上を目指していく、とい
うものである。現在のセツルメントの役割は地域福祉
のお手伝いをすることだと考えている。
　創立の精神である「隣人愛」、「セツルメント」の考え
を基に実践し、感謝の関係で繋がっていくことが大事
だ。それを示したのが外国人宣教師たちであり、その
働きに感謝したい。
　設立者たちの苦労は、興望館セツルメント20周年記
念式典のライシャワー氏の挨拶文から読み取ること
ができる。興望館は必要なことをしていた団体、期待
されていた団体として認可されていたことから、多く
の団体から援助をいただいたが、これも苦労に苦労を
重ねた努力の成果によるものである。

○グループディスカッション
　４つのグループにわかれ、懇談を交えつつ感想や質
問を共有し、最後にグループ内の意見をグループ毎に
発表を行った。各参加者ともセツルメントに対して大
きな興味関心を抱いており、非常に活発な意見交換が
行われた様子であった。

３　分科会担当者コメント
　本会場から遠く離れた興望館フィールドワーク
に多くの方にご参加いただき、改めてセツルメント

担当・記録：鈴木　啓太（墨田区社会福祉協議会　すみだボランティアセンター）

五十嵐美奈さん
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３　分科会担当者コメント
　 前 回 の 広 島 大 会 を 引 き 継 ぎ、核 爆 弾 の 問 題 を 取
り 上 げ た。時 あ た か も 福 島 原 発 事 故 の 問 題 が 起 こ
り、第五福竜丸被爆事件当時の日本国内の有様とダ
ブ っ て 考 え さ せ ら れ る と こ ろ が あ っ た。参 加 し た
方々も問題意識が高く、説明された第五福竜丸平和
会の安田さんのテンポの良い明解な説明を集中し
て聞いていた。グループに分かれて少人数で展示館
ガイド･ボランティアに説明を受け、質問もして、満
足のいく内容になったものと思う。

グループに分かれての展示館見学

学芸員からの説明

出演者

日時 参加者

会場

11月13日（日）９ ：00 ～ 12：00 13人

第五福竜丸展示館

安田　和也さん（公益財団第五福竜丸平和会　事務局長・学芸員）
市田　真理さん（第五福竜丸展示館　学芸員）
第五福竜丸展示館ガイド ･ ボランティア

１　概要
　第五福竜丸展示館は57年前に米国水爆実験によ
り被ばくした木造漁船をそのまま保存し、核の脅威
と被害を伝える都立の展示館である。核実験は広範
な海域を放射能で汚染し、マグロ、放射能雨、野菜、
子どもの建康不安など影響は国民的に広がりまし
た。当館の見学により、核兵器のない時代への展望、
放射能の汚染被害について、一緒に考えた。

２　主な内容
　第五福竜丸展示館に参加者がそろうまで（集合場所
は青山学院大学正門と新木場駅であった）、早めに着
いた参加者は館内の自由見学を行った。

○学芸員からの説明（要旨）
 安田和也さん

（公益財団第五福竜丸平和会 事務局長 学芸員）
①第五福竜丸の沿革
　第五福竜丸は1947年に建造された。当時連合国に
占領されていてＧＨＱは100トン以上の建造を認めな
かったが、検査官の接待等により、実際は140トンの船
を造ることができた。このような木造船が当時は遠洋
漁業で活躍した。そのため第五福竜丸の展示は、一つ
に産業遺産として、またもう一つに原子力遺産として
の意義がある。
　1954年の被爆事件以後、放射能除去が行われた後
に東京水産大学の練習船となった。1967年老朽化に
より廃船となり、船体は東京都江東区夢の島（この展
示館の前）に捨てられた。10年間の保存運動を経て、
1970年６月東京都により第五福竜丸展示館が開館し
た。なお、エンジンは個人所有の船に取り付けられた
が、1968年三重県熊野灘沖で座礁･沈没した。1996年
12月、28年ぶりにエンジンが民間有志によって海中か
ら引き揚げられ、東京都はエンジンの寄贈を受けて第
五福竜丸展示館脇に展示した。

②被爆事件
　米国は1954年マーシャル諸島で３月から２ヶ月半
で６回もの水爆実験を行った。その第１回が３月１日
に行われ、第五福竜丸が被爆することになった。
　第五福竜丸が３月14日に焼津港に帰り着き、『読売
新聞』３月16日の報道により日本中が驚いた。５月
16日放射能を含んだ雨が降り、国民の不安が増した。
被爆した船は12月末までで856隻にのぼり、汚染魚
485.75トン全てが捨てられた。
　第五福竜丸の乗組員23名は３月下旬、地元の病院か
ら東京の東大病院と国立第一病院に移され、１年２ヶ
月にわたり治療が行われた。しかし、無線長であった
久保山愛吉さんは９月23日に39歳で亡くなった。ま
た、他の船で被爆して具合の悪くなった120余名はろ

くに検査もされなかった。なお、第五福竜丸乗組員23
名のうち９名が現在生存されている。亡くなった方々
は全て肝臓ガンで亡くなっている。

③被爆事件後
　米国は日本政府との間で被爆者補償の交渉を急ぎ、
事件の決着を図った。1955年１月４日に200万ドル

（約７億円）が支払われた。漁業関係の被害総額は24億
円余とされていたが、第五福竜丸の乗組員23名のみに
一人当り僅か200万円が支給された。
　東京・杉並区の女性たちが、1954年５月原水爆禁止
の署名運動を始めた。８月には原水爆禁止署名運動全
国協議会が結成され、翌年夏までに3000万人が署名し
た（当時の日本の人口は8000万人）。1955年８月には
広島で、第１回の原水爆禁止世界大会が開かれた。
　核実験・核兵器反対運動は世界に広まり、1963年に
は部分的核実験禁止条約が結ばれ、核実験は地下実験
へと移った。現在２万発の核爆弾が地球上で存在して
いる。　　

○グループに分かれての展示館見学
　参加者が３グループに分かれて、各グループに展示
館ガイド･ボランティアがついての説明があり、質疑
応答を交えながら見学を行った。

担当・記録：後藤　務（ＮＰＯ法人ＶＣＡＳ）

第五福竜丸の船尾



　普段は土俵のある両国国技館のアリーナにて開催。全国

から約600名が参加し、交流した。

　「江戸」と「東北地方」をテーマに、助六寿司やつくだ煮、

まめかんなどの東京名物と、東北六県の地酒や芋煮などを

提供した。また、広島大会で実施した「紙相撲大会広島場所」

に引き続き、「紙相撲大会東京場所」を開催した。

交流会

■ 工夫したポイント
・参加しやすい金額設定
・開催時間の短縮（交流会終了後、夜の東京観光を楽しめるように配慮）
・地元東京のもの・東北地方のものを取り入れたメニュー
・交流しやすく、料理もとりやすいような配置の工夫

■ 次へ生かすポイント
・料理提供の工夫（量・提供方法など）
・交流を促すような工夫

● 紙相撲大会

紙相撲大会東京場所　開催！

忍者の格好をした三重大会実行委員の皆さんによるご挨拶
と次年度のアピール

見合って見合って… 

● 次回開催県ＰＲ等

渋谷区社協　星宮正典事務
局長による締めのご挨拶

墨田区社協　深野紀幸事務
局長による乾杯のご挨拶

助六寿司 東北の地酒コーナー

優勝者にオリジナル「ぼらせ
ん」をプレゼント

伊賀の忍者も交流
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クロージングセッション

● コーディネーター
枝見　太朗（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　委員長）

● 登壇者
鹿住　貴之（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　副委員長）
須藤　美智子（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　副委員長）

● 分科会・シンポジウム報告者 ５名

■ 工夫したポイント
・４つのコンセプトに沿った、分科会の報告を交えた構成
・大会テーマに対する考えを交えたまとめ

● 宇田川　規夫さん
分科会15 
　　大規模災害に備えよう！～東日本大震災からの学び～

● フィリダ　パービスさん
分科会28
　　人が人とつながりあうために
　　～世界各地の実践から学ぶ～

● 野原　健治さん
分科会62
　　興望館セツルメントを見る・聞く・考える！

● 岡本　榮一さん
分科会４
　　ボランティア憲章をつくろう！
　　～日本人のボランタリズムを考える～

　はじめに、この大会の柱となる４つのコンセプト「ボランタ
リーな活動の本質・原点とは」「江戸から学ぶ“東京”らしさ」「これ
からの“つながり”のあり方」「市民の社会参加におけるあるべき
姿」について、コーディネーター、登壇者で振り返った。それを受

けて、震災やコンセプトとの関連が特に深いものなど今大会のポ
イントとなる分科会から、４名の出演者に報告をいただいた。
　出演いただいた報告者は、以下の通り。（分科会内容について
は、各分科会報告ページをご覧ください。）

　各分科会の報告を受け、１日目のシンポジウムのコーディネーターを務め、また、本大会主催者でもある山崎より、「強くし
なやかな社会」についての思いを、１日目の報告も交えながら述べた。

　今回のフェスティバルの計画を立てるにあたり、様々なこと
を考えた。特に、「強くしなやかな社会とはどんなものか」を考え
たいという思いから、多様なプログラムの企画へとつながった。
　シンポジウムでは、阿部さんが「人間は人の間と書く、人と人
の間でなければ生きられない」と話された。それを受け、分科会
で無縁社会、独居の問題などある中、つながりこそ力になるとい
うことを確認されたのではないか。
　今回のフェスティバルを通して、市民（わたしたち）がつくる
強くしなやかな社会とは、一人ひとりの願いがその人らしく、そ
の人の個の原理に立って実現されるということが、今、私たちに
与えられていることだと痛感した。しかし、個人でできることに
は限界がある。そこで、「ＮＰＯなど組織の力をどう創っていく
か」、「他のセクターとどのように協働していくか」、「ボランティ
アの力量をどう高めていくか」といったことが大切だと思う。
　また、「ボランティアは一部の人、特別な人」という意識をどう
克服していくかも重要となる。ボランティアは特別なことでは
なく、市民の権利であり、義務である、というように広がりをも
たせて定着していく社会をどう作っていくのか。そのためには、
多くの人が当たり前のように活動に参加できる社会づくりをし
なければいけない。

　この２日間を受け、日本の中に捨てたものじゃない多くの仲
間がいることを実感することができた。日本中に、地球上に、誰
も排除されない豊かな地域にしていくために、一緒になって
闘っている仲間がいることを知り、眠れない思いだった。万感の
思いをもって、皆さまに心からのエールを贈りたい。

　最後にコーディネーター、登壇者の３名それぞれが、４つのコンセプトや、大会テーマ「市民がつくる、強くしなやかな社会」
についての考えや思い、また、約２年間にわたる準備期間からこの２日間に至るまでの振り返りなどを述べ、クロージングセッ
ションのまとめとした。

● 山崎　美貴子

　分科会25（まちとむらをつなぐ森林づくり）の進行を担当し
た。事例報告の中に、100人の高校生が集まって、昔から林業を
やっている「森の名人」に話を聞きに行く「聞き書き甲子園」の
紹介があった。高校生が最初の研修で集まった際、中にはタバ
コを吸っていたり、話を聞かず座っていられない高校生もい
る。しかし、研修の最後には、聞いた話を10時間近くかけて、高
校生全員がきちんと書き起こしてまとめてくる。それはやはり
名人との関係性の中で、「仕上げないと悪いな」という気持ちや
共感、信頼ができてくるからこそだと思う。
　それと同様に、ただつながりをつくりましょう、といっても
なかなか簡単にできるわけではない。出会う中で関係が生ま
れ、共感や信頼の中でつくられてくるものではないか。今回、
「つながり」のあり方、つながりをどのようにつくっていくのか
ということが、とても印象に残った。

● 鹿住　貴之

わたしたち

　てんぷら油バスツアーや、東京油田と下町めぐり、東日本大
震災と自然学校の取組み、銀座ミツバチなど、いくつかの環境
に関わるフィールドワークや分科会を企画した。そのほかに、
分科会29（「患者が先生」みんなでつくるこれからの医療と
は？）を担当した。姉が医学部の患者講師だったことがきっか
けで、大変素晴らしい取組みに出会い、紹介したいと思ったた
めである。これは一見、「ボランティア」とは関係ないように思
えるが、医療に患者・当事者である市民が参加していくという
視点が、本フェスティバルにふさわしいと思った。分科会を通
して、その思いが、参加者の皆さんに引き継がれ、広がっていく
ことを感じた。
　また、この分科会の前後に、次のような場面も目の当たりに
した。分科会の登壇者の患者講師の方が、エレベーターのない
３階の会場で、上の階へ上がるのに苦労していた。そんな時、ひ
とこと周囲に声をかければ、どなたでも協力してくれ、その方
を椅子ごと担いで３階まで上がってくれた。それを見て、本
フェスティバル自体が、つながりの始まりになっていることに
気づかされた。
　本フェスティバルの企画から開催までを通じて、様々な方と
出会い、協力していく中で、つながりというものを実感するこ

とができた。この２日間も、実行委員は自分の持ち場でなくて
も、とにかく状況に応じてどのようなことでも行っていた。そ
れが、たとえ夜中であっても、足りない部分は補い合ってきた。
日頃全く別々の活動や仕事をしている人たちが、こうして一つ
のフェスティバルを作り上げるために頑張ってきたこと自体
に、非常に価値があると思う。

● 須藤　美智子

　２日間で62の分科会・フィールドワークが行われたが、一つ
ひとつの分科会の参加が、一つひとつの小さな出会いであり、
その小さな出会いの積み重ねが、いずれ日本を背負って立つつ
ながりになる。その小さなつながりを、私たちがいかに守り
合って育てていけるかが大切なのだと思う。本フェスティバル
をつくる過程でも、実行委員会において、これからも生きてく
る多くのつながりができた。同様に、ボランティアフェスティ
バルの１回目から20回目までのつながりはとても大きなこと
であり、これから先へもつながっていくことだと思う。
　また、本大会のテーマである「市民（わたしたち）がつくる、強
くしなやかな社会」。強い市民（わたしたち）、しなやかな市民
（わたしたち）とは、どのようなものかについて考えた。それは、
「政治や行政、社会環境、自然災害など何か起こった際、自分を
強く持ち、社会の中で生かされていることに気づきながら、ど
んな役割が果たせるか考えられる人が求められていく」、その
ような社会だと感じた。
　毎年のフェスティバルが、これからも、様々な気づきを得た
り、新しい出会いがあったり、忘れてはならないことを振り返
る大切な時間になっていくことを願う。

● 枝見　太朗
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● コーディネーター
枝見　太朗（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　委員長）

● 登壇者
鹿住　貴之（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　副委員長）
須藤　美智子（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　副委員長）

● 分科会・シンポジウム報告者 ５名

■ 工夫したポイント
・４つのコンセプトに沿った、分科会の報告を交えた構成
・大会テーマに対する考えを交えたまとめ

● 宇田川　規夫さん
分科会15 
　　大規模災害に備えよう！～東日本大震災からの学び～

● フィリダ　パービスさん
分科会28
　　人が人とつながりあうために
　　～世界各地の実践から学ぶ～

● 野原　健治さん
分科会62
　　興望館セツルメントを見る・聞く・考える！

● 岡本　榮一さん
分科会４
　　ボランティア憲章をつくろう！
　　～日本人のボランタリズムを考える～

　はじめに、この大会の柱となる４つのコンセプト「ボランタ
リーな活動の本質・原点とは」「江戸から学ぶ“東京”らしさ」「これ
からの“つながり”のあり方」「市民の社会参加におけるあるべき
姿」について、コーディネーター、登壇者で振り返った。それを受

けて、震災やコンセプトとの関連が特に深いものなど今大会のポ
イントとなる分科会から、４名の出演者に報告をいただいた。
　出演いただいた報告者は、以下の通り。（分科会内容について
は、各分科会報告ページをご覧ください。）

　各分科会の報告を受け、１日目のシンポジウムのコーディネーターを務め、また、本大会主催者でもある山崎より、「強くし
なやかな社会」についての思いを、１日目の報告も交えながら述べた。

　今回のフェスティバルの計画を立てるにあたり、様々なこと
を考えた。特に、「強くしなやかな社会とはどんなものか」を考え
たいという思いから、多様なプログラムの企画へとつながった。
　シンポジウムでは、阿部さんが「人間は人の間と書く、人と人
の間でなければ生きられない」と話された。それを受け、分科会
で無縁社会、独居の問題などある中、つながりこそ力になるとい
うことを確認されたのではないか。
　今回のフェスティバルを通して、市民（わたしたち）がつくる
強くしなやかな社会とは、一人ひとりの願いがその人らしく、そ
の人の個の原理に立って実現されるということが、今、私たちに
与えられていることだと痛感した。しかし、個人でできることに
は限界がある。そこで、「ＮＰＯなど組織の力をどう創っていく
か」、「他のセクターとどのように協働していくか」、「ボランティ
アの力量をどう高めていくか」といったことが大切だと思う。
　また、「ボランティアは一部の人、特別な人」という意識をどう
克服していくかも重要となる。ボランティアは特別なことでは
なく、市民の権利であり、義務である、というように広がりをも
たせて定着していく社会をどう作っていくのか。そのためには、
多くの人が当たり前のように活動に参加できる社会づくりをし
なければいけない。

　この２日間を受け、日本の中に捨てたものじゃない多くの仲
間がいることを実感することができた。日本中に、地球上に、誰
も排除されない豊かな地域にしていくために、一緒になって
闘っている仲間がいることを知り、眠れない思いだった。万感の
思いをもって、皆さまに心からのエールを贈りたい。

　最後にコーディネーター、登壇者の３名それぞれが、４つのコンセプトや、大会テーマ「市民がつくる、強くしなやかな社会」
についての考えや思い、また、約２年間にわたる準備期間からこの２日間に至るまでの振り返りなどを述べ、クロージングセッ
ションのまとめとした。

● 山崎　美貴子

　分科会25（まちとむらをつなぐ森林づくり）の進行を担当し
た。事例報告の中に、100人の高校生が集まって、昔から林業を
やっている「森の名人」に話を聞きに行く「聞き書き甲子園」の
紹介があった。高校生が最初の研修で集まった際、中にはタバ
コを吸っていたり、話を聞かず座っていられない高校生もい
る。しかし、研修の最後には、聞いた話を10時間近くかけて、高
校生全員がきちんと書き起こしてまとめてくる。それはやはり
名人との関係性の中で、「仕上げないと悪いな」という気持ちや
共感、信頼ができてくるからこそだと思う。
　それと同様に、ただつながりをつくりましょう、といっても
なかなか簡単にできるわけではない。出会う中で関係が生ま
れ、共感や信頼の中でつくられてくるものではないか。今回、
「つながり」のあり方、つながりをどのようにつくっていくのか
ということが、とても印象に残った。

● 鹿住　貴之

わたしたち

　てんぷら油バスツアーや、東京油田と下町めぐり、東日本大
震災と自然学校の取組み、銀座ミツバチなど、いくつかの環境
に関わるフィールドワークや分科会を企画した。そのほかに、
分科会29（「患者が先生」みんなでつくるこれからの医療と
は？）を担当した。姉が医学部の患者講師だったことがきっか
けで、大変素晴らしい取組みに出会い、紹介したいと思ったた
めである。これは一見、「ボランティア」とは関係ないように思
えるが、医療に患者・当事者である市民が参加していくという
視点が、本フェスティバルにふさわしいと思った。分科会を通
して、その思いが、参加者の皆さんに引き継がれ、広がっていく
ことを感じた。
　また、この分科会の前後に、次のような場面も目の当たりに
した。分科会の登壇者の患者講師の方が、エレベーターのない
３階の会場で、上の階へ上がるのに苦労していた。そんな時、ひ
とこと周囲に声をかければ、どなたでも協力してくれ、その方
を椅子ごと担いで３階まで上がってくれた。それを見て、本
フェスティバル自体が、つながりの始まりになっていることに
気づかされた。
　本フェスティバルの企画から開催までを通じて、様々な方と
出会い、協力していく中で、つながりというものを実感するこ

とができた。この２日間も、実行委員は自分の持ち場でなくて
も、とにかく状況に応じてどのようなことでも行っていた。そ
れが、たとえ夜中であっても、足りない部分は補い合ってきた。
日頃全く別々の活動や仕事をしている人たちが、こうして一つ
のフェスティバルを作り上げるために頑張ってきたこと自体
に、非常に価値があると思う。

● 須藤　美智子

　２日間で62の分科会・フィールドワークが行われたが、一つ
ひとつの分科会の参加が、一つひとつの小さな出会いであり、
その小さな出会いの積み重ねが、いずれ日本を背負って立つつ
ながりになる。その小さなつながりを、私たちがいかに守り
合って育てていけるかが大切なのだと思う。本フェスティバル
をつくる過程でも、実行委員会において、これからも生きてく
る多くのつながりができた。同様に、ボランティアフェスティ
バルの１回目から20回目までのつながりはとても大きなこと
であり、これから先へもつながっていくことだと思う。
　また、本大会のテーマである「市民（わたしたち）がつくる、強
くしなやかな社会」。強い市民（わたしたち）、しなやかな市民
（わたしたち）とは、どのようなものかについて考えた。それは、
「政治や行政、社会環境、自然災害など何か起こった際、自分を
強く持ち、社会の中で生かされていることに気づきながら、ど
んな役割が果たせるか考えられる人が求められていく」、その
ような社会だと感じた。
　毎年のフェスティバルが、これからも、様々な気づきを得た
り、新しい出会いがあったり、忘れてはならないことを振り返
る大切な時間になっていくことを願う。

● 枝見　太朗
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クロージングセッション

● コーディネーター
枝見　太朗（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　委員長）

● 登壇者
鹿住　貴之（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　副委員長）
須藤　美智子（第20回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ実行委員会　副委員長）

● 分科会・シンポジウム報告者 ５名

■ 工夫したポイント
・４つのコンセプトに沿った、分科会の報告を交えた構成
・大会テーマに対する考えを交えたまとめ

● 宇田川　規夫さん
分科会15 
　　大規模災害に備えよう！～東日本大震災からの学び～

● フィリダ　パービスさん
分科会28
　　人が人とつながりあうために
　　～世界各地の実践から学ぶ～

● 野原　健治さん
分科会62
　　興望館セツルメントを見る・聞く・考える！

● 岡本　榮一さん
分科会４
　　ボランティア憲章をつくろう！
　　～日本人のボランタリズムを考える～

　はじめに、この大会の柱となる４つのコンセプト「ボランタ
リーな活動の本質・原点とは」「江戸から学ぶ“東京”らしさ」「これ
からの“つながり”のあり方」「市民の社会参加におけるあるべき
姿」について、コーディネーター、登壇者で振り返った。それを受

けて、震災やコンセプトとの関連が特に深いものなど今大会のポ
イントとなる分科会から、４名の出演者に報告をいただいた。
　出演いただいた報告者は、以下の通り。（分科会内容について
は、各分科会報告ページをご覧ください。）

　各分科会の報告を受け、１日目のシンポジウムのコーディネーターを務め、また、本大会主催者でもある山崎より、「強くし
なやかな社会」についての思いを、１日目の報告も交えながら述べた。

　今回のフェスティバルの計画を立てるにあたり、様々なこと
を考えた。特に、「強くしなやかな社会とはどんなものか」を考え
たいという思いから、多様なプログラムの企画へとつながった。
　シンポジウムでは、阿部さんが「人間は人の間と書く、人と人
の間でなければ生きられない」と話された。それを受け、分科会
で無縁社会、独居の問題などある中、つながりこそ力になるとい
うことを確認されたのではないか。
　今回のフェスティバルを通して、市民（わたしたち）がつくる
強くしなやかな社会とは、一人ひとりの願いがその人らしく、そ
の人の個の原理に立って実現されるということが、今、私たちに
与えられていることだと痛感した。しかし、個人でできることに
は限界がある。そこで、「ＮＰＯなど組織の力をどう創っていく
か」、「他のセクターとどのように協働していくか」、「ボランティ
アの力量をどう高めていくか」といったことが大切だと思う。
　また、「ボランティアは一部の人、特別な人」という意識をどう
克服していくかも重要となる。ボランティアは特別なことでは
なく、市民の権利であり、義務である、というように広がりをも
たせて定着していく社会をどう作っていくのか。そのためには、
多くの人が当たり前のように活動に参加できる社会づくりをし
なければいけない。

　この２日間を受け、日本の中に捨てたものじゃない多くの仲
間がいることを実感することができた。日本中に、地球上に、誰
も排除されない豊かな地域にしていくために、一緒になって
闘っている仲間がいることを知り、眠れない思いだった。万感の
思いをもって、皆さまに心からのエールを贈りたい。

　最後にコーディネーター、登壇者の３名それぞれが、４つのコンセプトや、大会テーマ「市民がつくる、強くしなやかな社会」
についての考えや思い、また、約２年間にわたる準備期間からこの２日間に至るまでの振り返りなどを述べ、クロージングセッ
ションのまとめとした。

● 山崎　美貴子

　分科会25（まちとむらをつなぐ森林づくり）の進行を担当し
た。事例報告の中に、100人の高校生が集まって、昔から林業を
やっている「森の名人」に話を聞きに行く「聞き書き甲子園」の
紹介があった。高校生が最初の研修で集まった際、中にはタバ
コを吸っていたり、話を聞かず座っていられない高校生もい
る。しかし、研修の最後には、聞いた話を10時間近くかけて、高
校生全員がきちんと書き起こしてまとめてくる。それはやはり
名人との関係性の中で、「仕上げないと悪いな」という気持ちや
共感、信頼ができてくるからこそだと思う。
　それと同様に、ただつながりをつくりましょう、といっても
なかなか簡単にできるわけではない。出会う中で関係が生ま
れ、共感や信頼の中でつくられてくるものではないか。今回、
「つながり」のあり方、つながりをどのようにつくっていくのか
ということが、とても印象に残った。

● 鹿住　貴之

わたしたち

　てんぷら油バスツアーや、東京油田と下町めぐり、東日本大
震災と自然学校の取組み、銀座ミツバチなど、いくつかの環境
に関わるフィールドワークや分科会を企画した。そのほかに、
分科会29（「患者が先生」みんなでつくるこれからの医療と
は？）を担当した。姉が医学部の患者講師だったことがきっか
けで、大変素晴らしい取組みに出会い、紹介したいと思ったた
めである。これは一見、「ボランティア」とは関係ないように思
えるが、医療に患者・当事者である市民が参加していくという
視点が、本フェスティバルにふさわしいと思った。分科会を通
して、その思いが、参加者の皆さんに引き継がれ、広がっていく
ことを感じた。
　また、この分科会の前後に、次のような場面も目の当たりに
した。分科会の登壇者の患者講師の方が、エレベーターのない
３階の会場で、上の階へ上がるのに苦労していた。そんな時、ひ
とこと周囲に声をかければ、どなたでも協力してくれ、その方
を椅子ごと担いで３階まで上がってくれた。それを見て、本
フェスティバル自体が、つながりの始まりになっていることに
気づかされた。
　本フェスティバルの企画から開催までを通じて、様々な方と
出会い、協力していく中で、つながりというものを実感するこ

とができた。この２日間も、実行委員は自分の持ち場でなくて
も、とにかく状況に応じてどのようなことでも行っていた。そ
れが、たとえ夜中であっても、足りない部分は補い合ってきた。
日頃全く別々の活動や仕事をしている人たちが、こうして一つ
のフェスティバルを作り上げるために頑張ってきたこと自体
に、非常に価値があると思う。

● 須藤　美智子

　２日間で62の分科会・フィールドワークが行われたが、一つ
ひとつの分科会の参加が、一つひとつの小さな出会いであり、
その小さな出会いの積み重ねが、いずれ日本を背負って立つつ
ながりになる。その小さなつながりを、私たちがいかに守り
合って育てていけるかが大切なのだと思う。本フェスティバル
をつくる過程でも、実行委員会において、これからも生きてく
る多くのつながりができた。同様に、ボランティアフェスティ
バルの１回目から20回目までのつながりはとても大きなこと
であり、これから先へもつながっていくことだと思う。
　また、本大会のテーマである「市民（わたしたち）がつくる、強
くしなやかな社会」。強い市民（わたしたち）、しなやかな市民
（わたしたち）とは、どのようなものかについて考えた。それは、
「政治や行政、社会環境、自然災害など何か起こった際、自分を
強く持ち、社会の中で生かされていることに気づきながら、ど
んな役割が果たせるか考えられる人が求められていく」、その
ような社会だと感じた。
　毎年のフェスティバルが、これからも、様々な気づきを得た
り、新しい出会いがあったり、忘れてはならないことを振り返
る大切な時間になっていくことを願う。

● 枝見　太朗
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　２日間のフェスティバルを締めくくる閉会式は、「こ

どもの城児童合唱団」による合唱でスタートした。絵や

手拍子、踊りを交えながら、時にはステージを下りて会

場全体を使い、歌を届けてくださった。心のこもった元

気いっぱいの歌に、思わず涙ぐむ参加者やスタッフの

姿もあった。

　続く枝見実行委員長のメッセージでは、「幸せとは、

“自分がかけがえのない存在である”と実感しながら生

きること」というマザーテレサの言葉を引用しながら、

３月の東日本大震災で失われたかけがえのない「いの

ち」のこと、そして「われわれ一人ひとりが身近な命を

守っていくことが、日本を支えていくのではないか」、

「利害を超えたところに“共感”が生まれ、それが人々の

心を動かすことにつながる。それはボランティアにし

かできないこと」と述べ、この２日間の思いを三重に託

し、閉会となった。

引継式・閉会式

■ 工夫したポイント
・地元で活動する子どもたちを交えての実施

・次回開催地（三重）との連携による引継式

● 閉会式

枝見実行委員長による閉会のメッセージ

心と元気のこもった歌が会場に響きわたる

司会は昨日から引き続き
安藤千賀さん

大会フラッグを東京から
三重へ

固い握手で思いを来年度へ 三重大会推進委員会会長
森下さんのご挨拶

こどもの城児童合唱団に
よる合唱

三重県ＰＲチームによる
○×クイズを実施

● 引継式
　これまで20回の全大会を見守ってきたフラッグを、東京大会の枝見実行委員長から、

三重大会の森下推進委員会会長に、今大会の思いを込めて引き継いだ。

２日間ありがとうございました！来年は、三重でお会いしましょう！
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ふれあい広場

１日目　11月12日（土）　両国国技館　会場外にて
墨田区内のお店や団体を中心に全41団体が展示・販売を行った。下町の伝統工芸の販売もあり、

両国国技館とともに“江戸らしさ”を感じられる広場となった。

● 伝統工芸品の販売や展示

下町に残る江戸小紋・江戸更紗染製品や野菜菓子などの伝統工芸品や、2012年５月にオープンするスカイツリーグッズなど、
墨田区ならではの商品を中心に販売した。

・墨田区伝統工芸保存会
・すみだ地域ブランド戦略推進協議会
・墨田区観光協会
・江戸木箸　大黒屋
・桑原ハム　シュタット　ヴァイデ

● 墨田区のＮＰＯ・市民活動団体、作業所の活動紹介や作品販売

・あしたの会
・いきいきプラザ
・おいてけ堀かっぱ堂
・外国人生徒学習の会
・手話サークル「すみだ」
・墨田区肢体不自由児者父母の会
・墨田区聴覚障害者協会
・墨田区ボランティアサークル連絡会
・すみだ点訳　ひかり会
・すみだフレンドシップクラブ
・すみだ布の絵本の会「花」

・すみだＮＰＯ協議会
・点訳きつつき
・パソボラきつつき
・朗読奉仕　くさぶえ
・ＮＰＯだんだんカフェ
・ＮＰＯ法人　雨水市民の会
・ＮＰＯ法人こらーるたいとう
・ＮＰＯ法人すみだ学習ガーデン
・ＮＰＯ法人てーねんどすこい倶楽部
・ＮＰＯ法人とらいあんぐる

● その他　関係団体の活動紹介など

・民間相談機関連絡協議会

・紗蔵
・塩澤製作所　かざり工房しおざわ
・大松染工場
・向じま　梅鉢屋
・森田商店

● 伝統工芸品の販売や展示

東京ボランティア・市民活動センターに常設された委託販売スペース「ふれあい満点市場」の団体が出張販売を行い、
全国から集まった参加者と直接ふれあった。

・おあしす福祉会　ピアワーク・オアシス
・ジャカルタ・ジャパン・ネットワーク
・東京ＹＷＣＡ「留学生の母親」運動　工房ひだまり
・チェルノブイリ子ども基金

・ＮＰＯ法人国際エンゼル協会東京ボランティアクラブ
・ＮＰＯ法人地球の友と歩む会
・ＮＰＯ法人日本国際ボランティアセンター

２日目　11月13日（日）　国連大学　中庭にて
毎週土日に開催されている「ファーマーズマーケット」と、環境ボランティアをやってみたい市民と

環境団体の出会いを提供するイベント「環境ボランティア見本市」との同時開催で行った。

全55団体が出展し、ボランティアフェスティバルの参加者だけでなく、買い物で通りがかった方も立ち寄るなど、

多くの方にボランティアフェスティバルや市民活動などについて知ってもらう機会になった。

● 渋谷区のＮＰＯ・市民活動団体、作業所の活動紹介や作品販売

・渋谷区障害者福祉センター　はぁとぴあ原宿
・しぶやアートクラブのようなもの
・みどり工房
・むつみ工房
・ワークささはた

・ワークセンターひかわ
・ＮＰＯ法人絆の会　福祉作業所ふれんど
・ＮＰＯ法人渋谷なかよしぐるーぷ
・ＮＰＯ法人すみれ福祉会　すみれ工房
・ＮＰＯ法人はらっぱ　ワーク＆ショップ＜はらっぱ＞

● 環境ボランティア見本市（協力：一般社団法人　日本メディアアート協会）

・アイサーチ・ジャパン
・エコ・リーグ（全国青年環境連盟）
・グリーンピース・ジャパン
・公益財団法人オイスカ
・国際環境ＮＧＯ　ＦｏＥ Ｊａｐａｎ
・コーラルネットワーク
・渋谷Ｆｌｏｗｅｒプロジェクト（シブハナ）
・ジャパン・フォー・サステナビリティ（ＪＦＳ）
・村おこしＮＰＯ法人ＥＣＯＦＦ
・認定ＮＰＯ法人自然環境復元協会（ＮＡＲＥＣ）
・認定ＮＰＯ法人ＪＵＯＮ（樹恩）ＮＥＴＷＯＲＫ
・ＢＬＵＥ　ＢＩＲＤ
・ＮＰＯ法人アースウォッチ・ジャパン
・ＮＰＯ法人荒川クリーンエイド・フォーラム

● その他　関係団体の活動紹介など

・東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・ＮＰＯ活動支援共同ブース（各県による取組み紹介や展示）

・ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク
・ＮＰＯ法人国際自然大学校
・ＮＰＯ法人棚田ネットワーク
・ＮＰＯ法人 地域交流センター
・ＮＰＯ法人地球映像ネットワーク
・ＮＰＯ法人地球緑化センター
・ＮＰＯ法人千葉自然学校
・ＮＰＯ法人樹木・環境ネットワーク協会
・ＮＰＯ法人東京港グリーンボランティア
・ＮＰＯ法人富士山クラブ
・ＮＰＯ法人ＥＣＯＰＬＵＳ
・ＮＰＯ法人Ｊ－ｃｈｅｅｒ
・ＮＰＯ法人ＮＩＣＥ日本国際ワークキャンプセンター
・ＮＰＯ法人ＮＰＯｂｉｒｔｈ

◯ 両日ともに出展

・障害年金実践研究会
・第21回全国ボランティアフェスティバルみえ実行委員会（次回開催アピール）
・日本おもちゃ図書館財団（おもちゃの展示や体験）
・ボランティア国際年＋10推進委員会（「つながろう2011 ！笑顔でフォト」企画の実施）
・ＮＰＯ法人　日本セルプセンター（岩手県や宮城県など被災地の作業所の物品販売）
・ＮＰＯ法人　日本ボランティアコーディネーター協会
・Make a CHANGE Day 実行委員会
・東京都社会福祉協議会（書籍や被災地応援グッズの販売）
・東京ボランティア・市民活動センター（オリジナル煎餅「ぼらせん」や書籍の販売）

■ 工夫したポイント
・開催地に関わる団体の出展や関わり
・東京らしさを味わえる内容（伝統工芸品の出展という下町らしさ・スカイツリーや青山エリアという都会らしさ）
・フェスティバル参加者以外の方の参加（ボランティア・市民活動団体の普及・啓発）

■ 次へ生かすポイント
・団体同士の交流が深まる更なる仕掛けづくり
・フェスティバルの参加者がふれあい広場に参加するための時間の確保
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ふれあい広場

１日目　11月12日（土）　両国国技館　会場外にて
墨田区内のお店や団体を中心に全41団体が展示・販売を行った。下町の伝統工芸の販売もあり、

両国国技館とともに“江戸らしさ”を感じられる広場となった。

● 伝統工芸品の販売や展示

下町に残る江戸小紋・江戸更紗染製品や野菜菓子などの伝統工芸品や、2012年５月にオープンするスカイツリーグッズなど、
墨田区ならではの商品を中心に販売した。

・墨田区伝統工芸保存会
・すみだ地域ブランド戦略推進協議会
・墨田区観光協会
・江戸木箸　大黒屋
・桑原ハム　シュタット　ヴァイデ

● 墨田区のＮＰＯ・市民活動団体、作業所の活動紹介や作品販売

・あしたの会
・いきいきプラザ
・おいてけ堀かっぱ堂
・外国人生徒学習の会
・手話サークル「すみだ」
・墨田区肢体不自由児者父母の会
・墨田区聴覚障害者協会
・墨田区ボランティアサークル連絡会
・すみだ点訳　ひかり会
・すみだフレンドシップクラブ
・すみだ布の絵本の会「花」

・すみだＮＰＯ協議会
・点訳きつつき
・パソボラきつつき
・朗読奉仕　くさぶえ
・ＮＰＯだんだんカフェ
・ＮＰＯ法人　雨水市民の会
・ＮＰＯ法人こらーるたいとう
・ＮＰＯ法人すみだ学習ガーデン
・ＮＰＯ法人てーねんどすこい倶楽部
・ＮＰＯ法人とらいあんぐる

● その他　関係団体の活動紹介など

・民間相談機関連絡協議会

・紗蔵
・塩澤製作所　かざり工房しおざわ
・大松染工場
・向じま　梅鉢屋
・森田商店

● 伝統工芸品の販売や展示

東京ボランティア・市民活動センターに常設された委託販売スペース「ふれあい満点市場」の団体が出張販売を行い、
全国から集まった参加者と直接ふれあった。

・おあしす福祉会　ピアワーク・オアシス
・ジャカルタ・ジャパン・ネットワーク
・東京ＹＷＣＡ「留学生の母親」運動　工房ひだまり
・チェルノブイリ子ども基金

・ＮＰＯ法人国際エンゼル協会東京ボランティアクラブ
・ＮＰＯ法人地球の友と歩む会
・ＮＰＯ法人日本国際ボランティアセンター

２日目　11月13日（日）　国連大学　中庭にて
毎週土日に開催されている「ファーマーズマーケット」と、環境ボランティアをやってみたい市民と

環境団体の出会いを提供するイベント「環境ボランティア見本市」との同時開催で行った。

全55団体が出展し、ボランティアフェスティバルの参加者だけでなく、買い物で通りがかった方も立ち寄るなど、

多くの方にボランティアフェスティバルや市民活動などについて知ってもらう機会になった。

● 渋谷区のＮＰＯ・市民活動団体、作業所の活動紹介や作品販売

・渋谷区障害者福祉センター　はぁとぴあ原宿
・しぶやアートクラブのようなもの
・みどり工房
・むつみ工房
・ワークささはた

・ワークセンターひかわ
・ＮＰＯ法人絆の会　福祉作業所ふれんど
・ＮＰＯ法人渋谷なかよしぐるーぷ
・ＮＰＯ法人すみれ福祉会　すみれ工房
・ＮＰＯ法人はらっぱ　ワーク＆ショップ＜はらっぱ＞

● 環境ボランティア見本市（協力：一般社団法人　日本メディアアート協会）

・アイサーチ・ジャパン
・エコ・リーグ（全国青年環境連盟）
・グリーンピース・ジャパン
・公益財団法人オイスカ
・国際環境ＮＧＯ　ＦｏＥ Ｊａｐａｎ
・コーラルネットワーク
・渋谷Ｆｌｏｗｅｒプロジェクト（シブハナ）
・ジャパン・フォー・サステナビリティ（ＪＦＳ）
・村おこしＮＰＯ法人ＥＣＯＦＦ
・認定ＮＰＯ法人自然環境復元協会（ＮＡＲＥＣ）
・認定ＮＰＯ法人ＪＵＯＮ（樹恩）ＮＥＴＷＯＲＫ
・ＢＬＵＥ　ＢＩＲＤ
・ＮＰＯ法人アースウォッチ・ジャパン
・ＮＰＯ法人荒川クリーンエイド・フォーラム

● その他　関係団体の活動紹介など

・東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・ＮＰＯ活動支援共同ブース（各県による取組み紹介や展示）

・ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク
・ＮＰＯ法人国際自然大学校
・ＮＰＯ法人棚田ネットワーク
・ＮＰＯ法人 地域交流センター
・ＮＰＯ法人地球映像ネットワーク
・ＮＰＯ法人地球緑化センター
・ＮＰＯ法人千葉自然学校
・ＮＰＯ法人樹木・環境ネットワーク協会
・ＮＰＯ法人東京港グリーンボランティア
・ＮＰＯ法人富士山クラブ
・ＮＰＯ法人ＥＣＯＰＬＵＳ
・ＮＰＯ法人Ｊ－ｃｈｅｅｒ
・ＮＰＯ法人ＮＩＣＥ日本国際ワークキャンプセンター
・ＮＰＯ法人ＮＰＯｂｉｒｔｈ

◯ 両日ともに出展

・障害年金実践研究会
・第21回全国ボランティアフェスティバルみえ実行委員会（次回開催アピール）
・日本おもちゃ図書館財団（おもちゃの展示や体験）
・ボランティア国際年＋10推進委員会（「つながろう2011 ！笑顔でフォト」企画の実施）
・ＮＰＯ法人　日本セルプセンター（岩手県や宮城県など被災地の作業所の物品販売）
・ＮＰＯ法人　日本ボランティアコーディネーター協会
・Make a CHANGE Day 実行委員会
・東京都社会福祉協議会（書籍や被災地応援グッズの販売）
・東京ボランティア・市民活動センター（オリジナル煎餅「ぼらせん」や書籍の販売）

■ 工夫したポイント
・開催地に関わる団体の出展や関わり
・東京らしさを味わえる内容（伝統工芸品の出展という下町らしさ・スカイツリーや青山エリアという都会らしさ）
・フェスティバル参加者以外の方の参加（ボランティア・市民活動団体の普及・啓発）

■ 次へ生かすポイント
・団体同士の交流が深まる更なる仕掛けづくり
・フェスティバルの参加者がふれあい広場に参加するための時間の確保
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広報実績

・福祉新聞　記事（2011年９月12日）
・西日本新聞　北九州版　広告（2011年８月27日）
・フジサンケイビジネスアイ　広告（2011年９月20日）
・日刊スポーツ　大阪本社版　広告（2011年９月24日）
・毎日新聞　夕刊　広告（2011年９月28日）
・産経新聞　都内版　広告（2011年10月14日）

● メディア掲載
○新聞

● 主なＰＲ活動
○大会専用ホームページの開設（2010年９月～・計34,641アクセス　※開設～開催当日まで）

○Twitterでの情報配信を開始（2010年９月～・計346ツイート）

○全国ボランティアフェスティバルひろしまでの告知および「紙相撲大会広島場所」の開催（2010年９月25日～ 26日）

○メールマガジンでの情報配信（2010年12月24日～ 2011年11月10日・計17回）

○大会パンフレット、ポスターの配布（2011年９月～）

○ぐんまボランティアフェスティバルでのブース出展（2011年９月３日）

○第48回東京都老人クラブ芸能大会でのパンフレット配布（2011年９月15日）

○分科会ごとの個別チラシの作成・配布（2011年９月～）

○Ustreamによるシンポジウム動画配信（2011年11月12日・計161アクセス）

○「ボラフェスなぞかけ」の募集（2010年９月25日～ 10月31日）応募作品：140点

・危機管理産業展（ＲＩＳＣＯＮ　ＴＯＫＹＯ）2011　オフィシャル・プログラム　広告（2011年10月19日～ 21日）
・ほか、関係団体、推進団体等を中心に、ホームページでの広報やバナー掲載等

○その他

・ウォロ　広告（2011年９月号）
・ＷＡＭ　記事（2011年９月号）
・月刊福祉　広告（2011年11月号）
・こども未来　記事（2011年度第２号）

○機関紙・雑誌等

参加者数：354　　賞品：東京・両国の老舗「巴潟」特製　海鮮ちゃんこ鍋セット

【最優秀作品（賞品：iPod Touch　８ＧＢ）】
・「ボランティア」とかけて「高性能マイク」と解く。その心は、「小さな声をひろいます。」（ドラゴンさん）

【優秀作品（３作・賞品：iPod shuffle）】
・「ボランティア」とかけて「噛んじゃったかも」と解く。その心は「ハートがあったかい（歯跡が有ったかい？）」（Kahlua518さん）
・「ボランティア」とかけて「シンクロナイズドスイミング」と解く。その心は「どちらもみずから(自ら・水から)手を上げます」（onigawara328さん）
・「全国ボランティアフェスティバル」と掛けて「建造中のピラミッド」と解く。
 その心は「参画（三角）の為、堅い意志（硬い石）を持った人々が集います。そこでは（底では）、先駆者の築いた、礎を見る事も出来るでしょう。」
 （imo_rockさん）

【佳作（５作・iTunes Card　1,500円分）】
・「ボランティア」とかけて「二人三脚」と解く。その心は「はじめの一歩が大切です。」（shin78mk2さん）
・「ボランティア」とかけて「出産」と解く。その心は「どちらも"さんか(参加／産科)"の"いし(意思／医師)"が必要です。」（takucchaさん）
・「ボランティア」センターとかけて「バレーボールの日本代表チームと解きます。その心は「センターの働きが肝心です」（神田川一笑さん）
・「ボランティア」とかけて「チョーク」ととく。その心は「どちらもおせっかい（石灰）が主成分です。」（mto_communitasさん）
・「ボランティア」とかけて「ワイン」と解く。その心はどちらも「寄付（貴腐）も良いでしょう♪」（hiroturboさん）

■ 工夫したポイント
・学生や社会人など、これまでボランティアフェスティバルに参加したことがないであろう新たな参加者層の開拓
・TwitterやUstreamなど、ソーシャルメディアを積極的に活用
・関東に限らず、他地域へも告知
・分科会テーマに興味・関係のある団体などに的を絞った告知
・大学ホームページ、Twitterによる、情報の段階的発信

■ 次へ生かすポイント
・新聞以外（ミニコミ誌など）への記事・広告掲載
・広報開始の時期
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大会制作物

紙相撲大会台紙兼チラシ
（4,000枚）

スタッフジャンパー
（1,000着）

紙相撲力士シール
（5,000枚）

開催案内パンフレット
（３版・計40,000部）

開催告知チラシ
（２版・約100,000部）

災害分科会チラシ
（5,000部）

当日パンフレット
（4,000部）

参加証
（4,000枚）

紙相撲のぼり
（２本）

大会のぼり
（35本）

会場案内・ふれあい広場地図
（各4,000部）

開催告知ポスター
（２版・計3,000部）

資料袋
（4,000袋）
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平成２３年度全国ボランティアフェスティバル（仮称）
実行委員会設置要綱

（設置）
第１条　平成２３年度全国ボランティアフェスティバル（仮称）（以下「フェスティバル」という。）を実施するため、
　　　　実行委員会を設置する。

（名称）
第２条 　この会の名称は、平成２３年度全国ボランティアフェスティバル（仮称）実行委員会
　　　　（以下「実行委員会」という。）とし、実行委員会内で決定する。

（所掌事務）
第３条　実行委員会は、次の事項を審議決定する。
　　　　（１）フェスティバル開催要綱、役割分担等基本事項に関すること。
　　　　（２）フェスティバルの企画、運営、広報等に関すること。
　　　　（３）共催団体及び関係機関団体等との連絡調整に関すること。
　　　　（４）フェスティバル実施に伴う予算及び決算に関すること。
　　　　（５）その他、フェスティバルの実施に際して必要な事項に関すること。

（組織）
第４条　実行委員会は、第３条の事項を行うに適した者を、その都度、選任することとする。

（役員）
第５条　実行委員会に次の役員を置く。
　　　　（１）委員長　　１人
　　　　（２）副委員長　２人
　　　　（３）監事　　　３人
　　２　委員長、副委員長は実行委員から選出する。
　　３　監事は東京ボランティア・市民活動センター運営委員会からの推薦のあったものを充てる。
　　４　委員長は実行委員会を代表し、会務を総括する。
　　５　副委員長は委員長の職務を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。
　　６　監事は実行委員会の会計を監査する。

（招集等）
第６条　実行委員会は委員長が招集し、議長を務める。
　　２　実行委員会の議事は、出席委員の過半数をもって議決する。

（専門部会・正副部会長会議）
第７条　実行委員会業務の円滑かつ効果的な実施を図るため、専門部会を置く。
　　２　専門部会については、委員長が別に定める。
　　３　専門部会間の調整を行うため、正副部会長会議を置く。

（事務局）
第８条　実行委員会の事務を処理するために、東京ボランティア・市民活動センター内に事務局を置く。
　　２　事務局の組織及び運営に関して必要な事項は、委員長が別に定める。

（経費）
第９条　実行委員会の業務に要する経費は、補助金、委託金、負担金、助成金、協賛金、共同募金配分金及びその他の収入をもって充てる。

（解散）
第１０条　実行委員会は、決算を完了し、その目的を達成したときに解散する。

（その他）
第１１条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は委員長が別に定める。

付則
この要綱は、平成２２年４月２７日から施行する。
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第２０回全国ボランティアフェスティバルTOKYO実行委員会　実行委員

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

阿部　陽一郎

上田　英司

枝見　太朗

江藤　隆文

尾崎　靖宏

鹿住　貴之

吉良　裕美子

後藤　浩二

嵐　祐子

笹島　潤也

志波　一顕

鈴木　啓太

須藤　美智子

高井　正

田丸　精彦

内藤　純

新部　聖子

野崎　吉康

吉田　建治

渡戸　一郎

渡辺　禮司

名前 実行委員会役職所属

中央共同募金会

ＮＩＣＥ（日本国際ワークキャンプセンター）

富士福祉事業団

ＮＰＯコミュニケーション支援機構（ａ－ｃｏｎ）

「広がれボランティアの輪」連絡会議／日本生活協同組合連合会

ＪＵＯＮ（樹恩）ＮＥＴＷＯＲＫ

渋谷区社会福祉協議会　しぶやボランティアセンター

スープの会

調布市社会福祉協議会　調布市市民プラザあくろす 市民活動支援センター

東京青年会議所

「広がれボランティアの輪」連絡会議／日本赤十字社

墨田区社会福祉協議会　すみだボランティアセンター

環境パートナーシップ会議

足立区教育委員会

ＶＣＡＳ

公認会計士／税理士

スープの会

全国社会福祉協議会

日本ＮＰＯセンター

明星大学

東京こころねっと

監事

委員長

副委員長

副委員長

監事

監事

【東京都社会福祉協議会】
山崎　美貴子／竹内　則夫／高山　和久／池田　明彦／小野　明子／宮田　幸次／吉田　真也／柳澤　更沙／
北沢　真理子／井口　綾乃／小野　孝嘉／加納　佑一／清水　和良／瀬川　真穂

【株式会社セレスポ】
唐沢　洋平／鈴木　利佳／国田　弘道／田中　達志

青柳　朱実／足立　陽子／石田　優／伊丹　謙太郎／市川　智弘／今井　麻希子／浦田　愛／沖　清司／小木曽　利英／
加雅屋　拓／梶川　晃／河村　暁子／黒川　照太／後藤　務／佐々木　明／清水　志穂／霜田　美奈／鈴木　千冬／
高見沢　公彦／多田　裕紀子／田中　皓／谷本　大樹／鶴山　芳子／橋本　洋光／原田　未来／山口　真由子／吉澤　卓／
若林　明子／アムネスティ・インターナショナル日本／おもちゃの図書館全国連絡会／株式会社東京正直屋／監獄人権
センター／関東地区病院ボランティア連絡会／興望館／赤十字語学奉仕団／全国音訳ボランティアネットワーク／ソーシャ
ルブリッジ株式会社／東京食事サービス連絡会／東京聴覚障害者福祉事業協会　東京手話通訳等派遣センター／東京日本
語ボランティアネットワーク／東京ハンディキャブ連絡会／リボーン＜エコツーリズム・ネットワーク＞（敬称略・順不同） 

Special　Thanks

第２０回全国ボランティアフェスティバルTOKYO実行委員会　事務局
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第２０回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ
推進委員会設置要綱

（設置）
第１条　第２０回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ（以下「フェスティバル」という。）を実施するため、
　　　　推進委員会を設置する。

（名称）
第2条 　この会の名称は、第２０回全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ推進委員会
　　　　（以下「推進委員会」という。）とし、第３条に定める項目に協力する団体を推進団体と呼ぶ。

（協力内容）
第３条　推進団体は、次の事項を協力する。
　　　　（１）フェスティバルの広報について
　　　　（２）貴団体の関連団体に対する周知について
　　　　（３）フェスティバルへの参加について
　　　　（４）推進委員会への出席について
　　　　（５）その他、フェスティバルの実施に際して必要な事項に関すること。

（組織）
第４条　推進委員会は、上記第２条に定める推進団体及びフェスティバルの主催団体により構成する。

（役員）
第５条　推進委員会に次の役員を置く。
　　　　（１）大会会長　　　１名
　　　　（２）大会副会長　　若干名
　　２　役員を推進委員会を構成する団体から選任する。
　　３　会長は推進委員会を代表し、会務を総括する。

（招集等）
第６条　推進委員会は会長が招集し、議長を務める。

（事務局）
第７条　推進委員会の事務を処理するために、東京ボランティア・市民活動センター内に事務局を置く。
　　２　事務局の組織及び運営に関して必要な事項は、会長が別に定める。

（経費）
第８条　推進委員会の業務に要する経費は、補助金、委託金、負担金、助成金、協賛金、共同募金配分金及び
　　　　その他の収入をもって充てる。

（解散）
第９条　推進委員会は、フェスティバル終了後に解散する。

（その他）
第１０条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は会長が別に定める。

付則
この要綱は、平成２３年６月２８日から施行する。
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協賛団体

第20回全国ボランティアフェスティバルTOKYOへのご寄付をいただきました。

教職員共済生活協同組合
松翁会
昭和池田記念財団
スープの会
全国身体障害者施設協議会
全国労働者共済生活協同組合連合会

損保ジャパン環境財団
東京都共同募金会
トヨタ自動車株式会社
日本生活協同組合連合会
日本赤十字社
株式会社三菱東京UFJ銀行

協力団体

第20回全国ボランティアフェスティバルTOKYOの実施にあたり、広報や資機材のご提供、

ボランティアによる当日運営にご協力いただきました。

推進団体

第20回全国ボランティアフェスティバルTOKYOの実施にあたり、広報や推進委員会へのご出席、

ボランティアによる当日運営などにご協力いただきました。

※紙面でのご紹介をもって、お礼に代えさせていただきます。

NECフィールディング株式会社
ギャップジャパン株式会社

日本新聞協会
理想科学工業株式会社

ＩＡＶＥ日本
ＪＵＯＮ（樹恩）ＮＥＴＷＯＲＫ
ＮＩＣＥ（日本国際ワークキャンプセンター）
ＶＣＡＳ
朝日新聞厚生文化事業団
おもちゃの図書館全国連絡会
環境パートナーシップ会議
「関東地区病院ボランティアの会」運営委員会
キリン福祉財団
公益信託TaKaRaハーモニストファンド
国際緑化推進センター
こども未来財団
さわやか福祉財団
児童健全育成推進財団
松翁会
上智大学ボランティア・ビューロー
昭和池田記念財団
助成財団センター
スープの会
全国国民健康保険診療施設協議会
全国児童養護施設協議会
全国身体障害者施設協議会
全国保育協議会

全国老人給食協力会
全国老人福祉施設協議会
損保ジャパン記念財団
大和証券福祉財団
多摩信用金庫
チャイルドライン支援センター
中央労働金庫
長寿社会開発センター
東京YMCA
東京YWCA
東京食事サービス連絡会
東京新聞社会事業団
東京青年会議所
東京都共同募金会
東京都障害者スポーツ協会
東京都生活協同組合連合会
東京都民生児童委員連合会
東京都老人クラブ連合会
東京ハンディキャブ連絡会
都内区市町村社会福祉協議会
ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパン
日本ＢＢＳ連盟
日本おもちゃ図書館財団

日本環境協会
日本更生保護協会
日本自然保護協会
日本生活協同組合連合会
日本赤十字社
日本赤十字社東京都支部
日本チャリティプレート協会
日本フィランソロピー協会
ハウジングアンドコミュニティ財団
福祉医療機構
富士福祉事業団
フランスベッド･メディカルホームケア研究・助成財団
毎日新聞東京社会事業団
みずほ教育福祉財団
みずほ福祉助成財団
三菱財団
明星大学ボランティアセンター
ヤマト福祉財団
ユニベール財団
読売光と愛の事業団
立教大学ボランティアセンター
労働者福祉中央協議会
早稲田大学　平山郁夫記念ボランティアセンター
　　　　　　　　（順不同・2011年11月１日　現在）
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第20回全国ボランティアフェスティバルTOKYO実行委員会

委員長　　枝見　太朗

3月11日、私たちは
たくさんのものを失いました。

しかし、震災の痛みの中で、人と人とのつながりで動くボランティアが、

この苦難を乗り越える力として大きく役立っていることも日々感じて

います。

そして、今までよりずっとずっとたくさんの人が、「私は今後、社会と

どう関わっていけばいいのだろう」と考え、動き始めています。

これからの社会をより強く、
しなやかで、暮らしやすいものに

今、ボランティア活動をしている人は、新しい仲間をみつけたり、普段

疑問に思っていることが解決できるかもしれません。また、これから

ボランティアについて考えたい人は、自分らしい関わり方をみつけること

ができるかもしれません。

ひとりひとりが自分らしさを大切にして、様々なかたちでボランティア

に関わっていくことが、これからの社会をより強く、しなやかで、暮らし

やすいものにするんだ、全国ボランティアフェスティバルTOKYOは、

そんな発見ができる2日間にしたいと考えています。

「市民がつくる、強くしなやかな社会」
わたしたち
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